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IBM、NEC、日立製作所、富士通の4社は、5月
30日、オープン・ソースの開発プロセスに基づき、
エンタープライズLinuxの機能強化およびオープ
ン・ソースコミュニティへの共同提案活動を、4社
の協業のもとで推進していくことで合意したと発表
した。
オープン・ソースのOSであるLinuxの堅牢性や信
頼性が認められるにしたがって、企業の基幹業務や
研究用システムとしてのニーズが増えてきているこ
とに対応して、4社はシステム大規模化への対応、
信頼性、可用性の強化と言った面で積極的にオープ
ン・ソース・コミュニティと連携し、共同してプロ
ジェクトへの提案、開発のサポートなどをしていく
方針だ。
最初に提案を予定しているプロジェクトは、障害
やシステムのさまざまなイベントを検出し解析する
問題判別機能の強化で、スケーラビリティや可用性
の強化についても検討していく。
なお、本件とは別件で日本にOSDL（Open

Source Development Lab）のアジア拠点を設立
する計画も進行している。これには、現在のところ
上記4社を含む19社が参加を表明しており、オー
プンソース界への企業の熱意がうかがわれる。
誰もが自由に配布、使用、改良できるということ
が大前提のオープン・ソースの世界への企業参加に
疑問を投げかける人たちもいるかもしれない。しか
し、ことの是非はともかくとして、このような変化
はLinuxとそれを取り巻くオープンソースの世界が
新たな段階に入ったことを示しているのではないだ
ろうか。企業のオープンソース活動への参加がどの
ような形をとるにせよ、建設的に発展することが望
まれる。

IBM、NEC、日立、富士通
4社が連携

「エンタープライズLinux」
～Linuxの機能強化をオープン・ソ
ースコミュニティへ共同提案～
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OSDLのWebページ
http://www.osdlab.org/
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米Compaq、Linuxイニシアティブを発表
クラスタソフトをリリース

2001年6月22日

米Compaq Computerは6月18日、従来

のオープンソース・コミュニティへの取

組みをベースに、新たに6つの戦略的

Linuxイニシアティブを発表した。主な内

容は以下のとおり。

・ProLiantサーバ上でBeowulfクラスタ

を提供

・米OracleのLinuxラボ参画等による

Linuxソリューション開発の拡大

・Linux and Tru64 UNIX Affinity

Programの提供

・SSIクラスタソフトのリリース

・Linuxシステムエンジニアの育成と認定

・企業に向けLinuxソリューションの強化

なかでも大きな特徴として、複数のサー

バを単一サーバのように見せかける、「SSI」

（シングル・システム・イメージ）クラスタ

ソフトのリリースという点が挙げられる。

これにより、ロードバランシング、サーバ

の拡張／削減、シングルパスワードによる

サインオン、ソフトウェアのアップグレー

ド、アプリケーションへのアクセスなど共

通のシステムタスクが簡素化される。最初

に基盤部分をリリースし、その後、SSIソ

フトウェア全体をリリースするという。

Compaq Computer

（http://www.compaq.com/）

日本IBM、Linuxクラスルームシステムを
大東文化大学に構築

2001年6月20日

日本IBMは6月19日、LinuxとWindows

の両方を学習できるクラスルームシステ

ムを、大東文化大学に構築したと発表し

た。同社のパートナーである日本情報通

信がシステムの構築を担当した。

具体的には、 Red Hat Linux 7Jと

Windows 2000のデュアルブート環境とな

るThinkPad約1000台と、サーバとなる、

eServer xSeries 240× 2台 、 Netfinity

5 6 0 0 × 1 4 台 で構 成されている。

ThinkPadには、大東文化大学用特別モデ

ルとしてCD-RWを装備した。

そのほかにも、板橋と東松山の2つのキ

ャンパス、約1万4000人の学生のアクセス

管理やデータ管理を実現する、Windows

2000 Active Directoryを構築した。

7月からは、同クラスルーム・システム

とは別に、ThinkPad約200台を希望する

学生に貸与する。また本年度中に、板橋

地域の小・中学校における情報システム

構築を手伝うボランティアを学生から募

集する予定だという。

日本IBM（http://www.ibm.com/jp/）

日本情報通信（http://www.niandc.co.jp/）

大東文化大学

（http://www.daito.ac.jp/top.html）

チェコのBlokman Traiding、
初代PlayStation用Linuxのアルファ版を公開

2001年6月6日

チェコのBlokman Traidingは、PlayStation

で動作するLinuxのアルファ版を公開した。

Blokman TraidingのWebサイトによる

と、これまでMIPSプラットフォームで動

作するハード／ソフトウェアの開発を行

っており、その際にPlayStationおよび

PlayStation 2も開発に使用していたとい

う。しかしPlayStationの開発情報は入手

が困難であったため、自社で開発環境を

構築。その結果生まれたカーネル2.4ベー

スの開発環境である「RU.nix」をGPLラ

イセンスで公開した。「このプロジェクト

は、L i n u xキットを開発することで

PlayStationおよびPlayStation 2を低価格

のデスクトップコンピュータにすることを

目指して」いるという。

ダウンロードはftp://ftp.ware.ru/pub/

unix/linux/kernel/kernel-psx-2.4.0.tar.gz

から可能になっている。サイズは26Mバ

イト。展開後に生成されるPSXLinuxディ

レクトリにあるREADME.PSXによると、

必要なソフトウェアは以下のとおり。

egcs-1.1.2-1 MIPSクロスコンパイラ

binutils-2.9.5-1 MIPS

Serial Boot for PSX

インストールの方法については、

「Linux/MIPS HOWTO」を参照すること

になる。ここではMIPSプラットフォーム

上にLinuxをインストールする際の一般的

な方法を知ることができる。また、ハー

ドウェアとしては、PlayStation用のブー

トディスクまたはデータ転送用のシリア

ルケーブルが必要になるという。

RU.nixについてはすでにいくつかのニ

ュースサイトで報じられており、米

Slashdotなどでも話題になっているが、

インターフェイスがシリアル以外は独自

規格であり、拡張性がないことや、対応

したキーボードやストレージがない、

PlayStationをデスクトップコンピュータ

として使用するメリットが感じられない、

といった意見も多く、実際にインストー

ルしたという情報は確認できなかった。

ロードマップでは、7月にベータ版を公

開、10月には安定版を発表すると同時に、

ハードウェアへの拡張メモリや各種ポー

トといったアドオンキットの供給開始が

行われる。年末にはゲーム開発キットお

よびオフィスツールを供給し、将来的に

はPlayStation 2用の製品も発表するとし

ている。

Blokman Traiding（チェコ）

（http://www.runix.ru/）

アットホームジャパン、日本IBM、松下電
送システムが、Linuxベースのインターネ
ット動画配信システム構築で協業

アットホームジャパン、日本IBM、松

下電送システムは6月5日、Linuxをベース

にしたインターネット動画配信システム

の構築／ソリューションで協業すると発

表した。7月より営業活動を開始する。

具体的には、日本IBMのPCサーバ

「eServer xSeries」をベースに、アットホ

ームジャパンが持つコンテンツのデジタル

from

www.Linux24.com

News HeadlineNews Headline

News Express

2001年6月6日
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化および圧縮技術と、松下電送システム

の導入支援、施工／保守管理サービスを

組み合わせた包括的なソリューションを

提供する。

3社は、LinuxとPCサーバをベースにし

た安価なシステムにより、ブロードバン

ド時代へ向けて、インターネット動画配

信システムを導入したい企業のニーズに

応えていく。今後は、キャッシングの分

野などでも協業する予定だという。

アットホームジャパン

（http://www.jp.home.com/）

日本IBM（http://www.ibm.com/jp/）

松下電送システム

（http://www.panafax.co.jp/）

タクシア、インターネットアプライアンス向け
組み込みLinux「TASTE」の国内販売を開始

2001年6月1日

5月31日、独TUXIAの日本法人である

タクシアは、組み込みLinux「TASTE」

の国内販売開始を発表した。

TASTEは、米National Semiconductor

の低消費電力型プロセッサであるGeode

上で動作するLinuxシステム。カーネルは

2.4をベースに、glibc6に対応する。独自

の技術で1/3まで圧縮されている。Mozilla

ベースの組み込みブラウザ「Nanozilla」

やさまざまなプラグインのサポートといっ

たものがモジュールとして提供されてい

る。また、組み込みLinux開発環境である

「TSE」を用いた、モジュールを組み合わ

せてのシステム開発が可能。

独TUXIAのCSO、Jean Louis van der

Velde氏が世界戦略についてスピーチし、

Linuxのマルチメディア対応のために重要

なのは「標準化」と「モジュール化」で

あると述べた。標準化について、TASTE

はオープンソースの標準に基づいて開発

されていることで、サードパーティによる

マルチメディアアプリケーションの開発

プラットフォームとして優位にあると同

時に、世界各地に展開することによって、

各地のパートナー企業との共同開発を行

えると述べた。モジュール化についても、

製品全体ではなくコンポーネント単位で

の追加が可能であるとしている。

タクシア（http://jp.tuxia.com/）

独TUXIA（http://www.tuxia.com/）

Samba 2.0.9日本語版1.0リリース
2001年5月29日

日本Sambaユーザ会は5月28日、

Samba 2.0.9日本語版1.0をリリースし

た。Sambaは、UNIXマシンをWindows

のファイル／プリンタサーバとして機能

させるソフトウェア。

オリジナルのSamba 2.0.9をベースに、

Samba 2.0.7日本語版で実装された

SWAT（SambaのWebによる管理ツール）

の国際化や、Windowsの日本語機種依存

文字のサポートなどをそのまま実装して

いる。Samba 2.0.9日本語版独自の特徴

としては以下のものが挙げられる。

・smb.confの日本語テンプレートを同梱

・smbclientコマンドでの日本語サポート

の強化

・HEX、CAPのオペレーションを支援す

るsmbchartoolの提供

・各種セキュリティホールの修正

・O'Reilly「Using Samba」の完全邦訳

版を同梱

今後は、Samba 2.0.7日本語版での不

具合を修正した日本語版1.1のリリースに

向けて開発を行っていく。先月リリース

されたオリジナルのSamba 2.2.0は、日本

語環境で使用すると不具合が生じるため、

日本Sambaユーザ会では、日本語版の開

発の成果を元に、Samba 2.2.0の動作検

証や改良作業を進めているという。

ダウンロードは、http://www.samba.

gr.jp/download.htmlにあるミラーサイトよ

り可能。主要OSのバイナリパッケージも

近日中に提供される。

日本Sambaユーザ会

（http://www.samba.gr.jp/）

組み込みLinux新会社イーエルティ、
国内組み込みツールベンダーと米MontaVista
により設立

国内の組み込みツールベンダーと米

MontaVistaにより、組み込みLinuxソリュ

ーションプロバイダ、イーエルティ（以

下ELT）が5月22日に設立された。

国内の組み込みアプリケーション開発

環境の多くが非GNUベースであるという

現状をふまえ、米MontaVistaの組み込み

専用OS「Hard Hat Linux」と、パートナ

ー各社のコンパイラ、ICE、デバッガなど

を包括することで、GNU／非GNUを問わ

ない開発／ランタイム環境を提供する。

国内のパートナーとなるのは、モンタ

ビスタソフトウエアジャパン、ガイオ・

テクノロジー、ワイ・ディー・シー、ガ

イア・システム・ソリューション。

モンタビスタソフトウエアジャパンは、

ELTのニーズに応じてHard Hat Linuxのカ

スタマイズやサポートを行う。両社はリ

ソースをシェアし、開発やマーケティン

グにおいて協業していく。

ガイオ・テクノロジーは、組み込みソ

フト開発環境「OPENplus」をHard Hat

Linuxに対応させる。同社は、主にiTRON

をサポートしてきたが、ハイエンドレベル

におけるHard Hat Linuxのニーズに応え、

iTRONのユーザーが従来の操作性のまま

移行できるようなコンパイラやデバッガ

を提供していく。

ワイ・ディー・シーはICEの日本最大

メーカーであるという特徴を活かし、デ

バッグ環境などを提供していく。

エルミックシステムは、組み込みシス

テム専用のインターネット接続用プロト

コルスタック「Kasago TCP/IP」などを

扱っており、ELTの通信事業者向けソリ

ューションを主にサポートしていく。

代表取締役社長の坂本氏は、「後発と

して他社との差別化をはかるため、開発

を重視した『ツールのインテグレータ』

を目指していきたい」と語っていた。

米MontaVista（http://www.mvista.com/）

モンタビスタソフトウエアジャパン

（http://www.montavista.co.jp/）

ガイオ・テクノロジー

（http://www.gaio.co.jp/）

ワイ・ディー・シー

（http://www.ydc.co.jp/）

エルミックシステム

（http://www.elmic.co.jp/）

ガイア・システム・ソリューション

（http://www.gaiaweb.com/gss/main.html）

2001年5月23日
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レックスマークインターナショナルは、インク
ジェットプリンタ「Z」シリーズに「Z33 Color
Jetprinter」、「Z23 Color Jetprinter」、「Z13 Color
Jetprinter」の3機種を加え、6月23日にZ13を、6
月29日にZ23とZ33を発売した。
新機種は、2400dpi×1200dpiで1ドット当り

7pLという高解像度を実現。肌の色合いなどを忠
実に再現するために日本向けのカラーテーブルを
採用した。

Z33は、9ppm（ブラック）／5ppm（カラー）
の印字速度が可能。Z33にはカラーインクとプラ
ックインクの2個のカートリッジ、Z23／13にはカ
ラーインクカートリッジが1個付属する。接続イン
ターフェイスはUSBを使用する。対応するLinux
OSは、Linux Mandrake 7.2、Caldera 2.5、Red
Hat Linux 7.0、SuSE 7.0。Linux用プリンタドラ
イバは同社ホームページからダウンロードできる。
写真印刷用のValue Packが同梱されている。

Hardware

Linuxにも対応する高解像度、低価格インクジェットプリンタ
「Z33 Color Jetprinter」他

発売日 2001年6月23日

URL http://www.lexmark.co.jp/

発売 レックスマークインターナショナル株式会社
TEL 03-3444-8161
価格 1万7800円～

日立製作所は、カラーレーザープリンタ
「BEAMSTAR」シリーズに、A4用紙に対応した新
製品「BAEMSTAR-PriusLaser4220」を追加し、
6月29日より発売した。
BEAMSTAR-PriusLaser4220は、従来モデル

（BEAMSTAR-NP）に比べ、印刷速度が1.5倍高
速化し（カラー印刷6枚／分、モノクロ印刷24
枚／分）、両面印刷に対応した（両面ユニットが
別途必要）。解像度は600dpi×600dpiまたは
1200dpi×600dpi。オプションで本体にHDDを搭

載すれば部数単位で出力するマルチプリントが可
能。同じデータを何度も取り込む必要がないため
多部数の印刷も一括処理できる。
また、PDFとの親和性の高いPostScript 3をペ

ージ記述言語として採用したことにより、PDFフ
ァイルを効率よく印刷できる。
プラットフォームは、Windows、Macintosh、

UNIXに対応しており、各プラットフォームが混在
する環境でもBEAMSTAR-PriusLaser4220 1台で
印刷できる。

Hardware

PostScript 3を採用したカラーレーザープリンタ
BEAMSTAR-PriusLaser4220

発売日 2001年6月29日

URL http://www.hitachi.co.jp/beamstar/

発売 株式会社日立製作所
TEL 046-235-8250
価格 39万8000円

アミュレットは、Linux専用機としての実績を持
つ、P OW E R S T E P シリーズの新モデル
POWERSTEP-Mini Ce-733を6月7日から発売した。
POWERSTEP-Miniは、ほぼB4ブックサイズPC。

筐体の寸法は78mm（H）×300mm（W）×
320mm（ D）。 基 本 モ デ ル は CPU Celeron
733MHz、メモリ128Mバイト（最大512Mバイト）、

IDE HDD 20Gバイト、ATAPI CD-ROMを搭載し
ている。PCI拡張スロット2基を装備し拡張性も備
えている。CPUは、オプションでPentium Ⅲにア
ップグレードできる。
OSは、カーネル2.2以降を使用した、Red Hat

LinuxやTurbolinuxなどの主要なディストリビュー
ションをサポートしている。

Hardware

ブックサイズPC
POWERSTEP-Mini Ce-733

発売日 2001年6月7日

URL http://www.amulet.co.jp/

発売 アミュレット株式会社
TEL 03-5295-8418
価格 6万9800円

日本クアンタムストレージは、NAS製品のデス
クトップモデル「Snap Server 2000」日本語版を
6月初旬より出荷開始した。
Snap Serverは、ネットワークに直結し、簡易な

設定を行うだけで、ファイルサーバとしての利用が
できるNAS製品。今回出荷するSnap Server 2000
は、最大容量80Gバイト、RAIDサポートは0（ス
トライピング）、1（ミラーリング）をサポート（出
荷時デフォルトはRAID 0設定）。ミラーリング使用

時は実行容量の半分になる。RAID機能を使わず、
2台のディスクドライブを個別に使うこともできる。
本製品には米PowerQuestのバックアップソフ

トである「DataKeeper」日本語版が同梱されて
いる（Windows用）。Snap ServerはUNIXをルー
ツに、ファイルサーバ機能に最適化したOSを備え
ておりボード上のFlashROMに格納されている。
同製品はWindows、NetWare、Macintosh、

UNIX／Linuxなどが並存する環境で使用できる。

Hardware

デスクトップ型NAS製品
「Snap Server 2000」日本語版

発売日 2001年6月初旬

URL http://www.snapappliances.com/japan/

発売 日本クアンタムストレージ株式会社
TEL 03-5321-7948
価格 29万8000円（80Gバイト）
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NEC米沢は、CPUに低消費電力を特徴とする
Crusoeを使用した小型サーバ「CS56シリーズ」
を6月末より発売した。
CS56はCrusoeを搭載することにより低消費電

力化すると同時に、内蔵電源を含め一切の冷却フ
ァンをなくし、静粛性を高めている。HDDは最大
2基搭載できる。PCIスロットにRAIDボードを搭
載すれば（CS56-003-42モデルでは標準装備）2
台のHDD間でミラーリングができる。UPSバッテ

リを内蔵しており、停電時には自動的にシャット
ダウンを行い、HDDのクラッシュを防ぐ。
主な仕様はCPU TM5600 600MHz、メモリ64M

バイト（最大192Mバイト）、HDD 20Gバイト
（最大40Gバイト×2）、100Base-TX 2基。筐体の
サイズは220mm（H）×145mm（W）×240mm
（D）。OSはLASER5 Linux 6.5 Secure Server
Editionが対応している。
価格は、ベーシックモデルのOEM参考価格。

Hardware

クルーソー搭載小型サーバ
CS56シリーズ

発売日 2001年6月末

URL http://www.nec.co.jp/ynec

発売 米沢日本電気株式会社
TEL 03-3798-0701
価格 13万8000円（500台／ロット）～

VA Linux Systemsジャパンは、2Uラックマウ
ントサーバVA Linux 2200シリーズの最新版VA
Linux 2241／2251を5月29日から発売した。
2241／2251は2個のCPU Pentium Ⅲ 866MHz／

1GHz、メモリ256Mバイト（最大4Gバイト）、
SCSI HDD（18～73Gバイト）を2251は最大5個ま
で、2241は最大4個まで搭載できる。さらに、
2251は薄型CD-ROM（24倍速）を標準搭載。2241

はテープ装置かCD-ROM（40倍速）のどちらかを
オプションで選択できる。HDDのホットスワップに
対応するためにRAID構成もサポートしている。
VA Linux 2200シリーズにはIntel EMPリモート

サーバ管理ポートが設定されている。ポートはVA
のクラスタ管理ソフトウェアVACM（リモートから
電源のON／OFF、リセット、リブートを可能にす
る）に対応している。OSはVA Linux 6.2.4を使用。

Hardware

2Uラックマウントサーバ
VA Linux 2200 Series

発売日 2001年5月29日

URL http://www.valinux.co.jp/systems/

発売 VA Linux Systemsジャパン株式会社
TEL 03-5323-3500
価格 71万8000円～

日 本 IBMは 、 eServer xSeriesの 新 製 品 、
「eServer xSeries 200」 2モデルと「eServer
xSeries 300」1モデルを6月27日から発売した。
xSeries 200（写真）はタワー型で、8478-31X

モデルがCPU Celeron 800Mhz、メモリ64Mバイ
ト（最大1.5Gバイト）。8478-6GJモデルが
Pentium Ⅲ 933MHz、メモリ192Mバイト（最大
1.5Gバイト）。IDE HDDはいずれも1基で20.4Gバ
イト（最大90Gバイト）を装備している。価格は
9万8000円から。

xSeries 300は、1Uラックマウント型で、CPU
Celeron 800MHz、メモリ128Mバイト（最大
1.5Gバイト）、IDE HDD 20.4Gバイト（最大
40.8Gバイト）、CD-ROMドライブ付属。故障時
にデータを守るServerRAIDアダプタも追加でき
る。価格は19万8000円から。
サポートしているLinux OSは、xSeries 200が

Red Hat Linux 7JとTurboLinux Server 日本語版
6.1。 xSeries 300が Red Hat Linux 7.1、 と
TurboLinux Server 日本語版 6.5。

Hardware

9万8000円の低価格IAサーバ
eServer xSeries 200／300

発売日 2001年6月27日

URL http://www.ibm.co.jp/servers/

発売 日本アイ・ビー・エム株式会社
TEL 0120-04-1992
価格 9万8000円～

ノーザンライツコンピュータは、「NL Server」
シリーズに64ビットCPU Itaniumを搭載した「NL
Server 6401」を6月11日から発売した。
NL Server 6401は、CPU Itanium（733MHz／

800MHz）でデュアルCPUに対応。メモリ512M
バイト（最大8Gバイト）、Ultra 160 SCSI HDD
9Gバイト（最大72Gバイト）、ドライブベイ×2、
CD-ROM、1.44M FD対応スーパーディスク（媒

体容量120Mバイト）を搭載している。筐体は4U
ラックマウント型だが、フロアスタンドを使用す
ればタワー型の設置も可能。

Red Hat Linux 7.1での動作確認済み。NL
Server 6401は科学技術計算やシュミレーションな
どの高度な処理能力が要求される分野、アプリケ
ーションソフトウェアやドライバの開発者を対象
としている。価格は最小構成で250万円。

Hardware

Itanium搭載サーバ
NL Server 6401

発売日 2001年6月11日

URL http://www.nlcomputer.com/

発売 ノーザンライツコンピュータ株式会社
TEL 044-850-2238
価格 250万円～
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文化オリエントは、マルチプラットフォームに
対応したインストーラ開発環境InstallAnywhere
4.0を5月7日より発売した。
InstallAnywhereで作成したインストールプログ

ラムは、Java上で動作するため、配布先のシステ
ムに依存しない。また、日本語を含む29言語
（Standard Ed.は9言語）に対応し、1つのインス
トーラで各国語対応できる。操作の簡単なGUIを
備えスクリプト等の習得は不要。直感的な操作で

高度なカスタマイズができ、短時間でインストー
ラ開発を可能にした。
対話性を重視したGUIインストーラだが、サー

バ環境での作業を支援するコンソールからのイン
ストールやサイレントインストールなどの新しい
インストールモードも備えており（Enterprise Ed.
のみ）、インストールウィザードの処理ステップも
自由に指定できるようになった。動作環境はJava
1.1.8以上、メモリ64Mバイト以上。

Software

インストーラ開発環境
InstallAnywhere 4.0

発売日 2001年5月7日

URL http://www.boc.co.jp/installanywhere/

発売 文化オリエント株式会社
TEL 022-373-0360
価格 14万円～

オムロンソフトウェアは、Linux、FreeBSDに
対応した日本語入力システム「Wnn7 Personal
for Linux／BSD」を7月7日より全国パソコンショ
ップで発売する。
今回Wnn7は入力効率を上げるために、一度入

力した言葉を記憶し使用頻度に応じて予測変換す
るようにすると同時に、逆引き変換、連想変換、
よくあるミスを補正する入力補正などの機能を加
えた。さらに、辞書を大幅に強化し、基本辞書を

全面的に見直した最新辞書（約50万語）を搭載。
サーバで辞書を一括管理してメモリやディスク容
量を節約できる。Wnnの環境設定機能を提供する
xwnmoはGTK+で作成されており、カスタマイズ
が可能。対応するLinux OSはRed Hat Linux 7.1、
Turbolinux日本語版 6.0、 LASER5 Linux 6.4、
Vine Linux 2.1.5、Kondara MNU／Linux 2000。
ディスク容量60Mバイト以上、メモリ64Mバイト
以上が必要。

Software

日本語入力システム
Wnn7 Personal for Linux／BSD

発売日 2001年7月7日

URL http://www.omronsoft.co.jp/

発売 オムロンソフトウェア株式会社
TEL 044-246-6006
価格 9800円

クラスキャットネットワークスは、ECサイト構築
ソフトウェアの新製品Linux対応「Dynamic
Personal WebShop 1.2 Intro（PostgreSQL version）」
を7月をめどに発売を予定している。

今回発表した製品は、同社「Pe r s o n a l
W e b S h o p 」シリーズの新製品で、 J S P
（JavaServer Pages）およびJavaBeansテクノロ
ジーをベースにオンラインショップのデザイン部

分（JSPを利用）と、運用・管理を行うプログラ
ム部分（JavaBeans）を分離し、ショップのデザ
イン変更を可能にし、同時に運用・管理に携わる
プログラム部分はコンポーネントベースで拡張で
きるようにしたパッケージソフトウェア。
オンラインショップの運用・管理に関しては、

すべてWebブラウザで行え、専門的な知識は不要。
受注管理はデータベースに登録、管理する。

Software

BtoC向け電子商取引サイト構築ソフト
Dynamic Personal WebShop 1.2 Intro（PostgreSQL version）

発売日 2001年7月（予定）

URL http://www.azi.co.jp/

発売 クラスキャットネットワークス株式会社
TEL -
価格 約25万円～（推定価格）

エーブルコマース・ジャパンは、Webストアフロ
ント構築のためのソフトウェアAbleCommerce 3.0を
5月16日から発売した。現在発売されているものは
Windows NT版だが、近くLinux版も発売する予定。
オンラインストアに必要な、リアルタイムでの

決済処理、価格設定や商品構成に関わるストアフ
ロントの管理、ポイントカードシステム、FAX、
電話による注文受付、トラフィックや顧客の購入
パターンのレポートや分析、eコマースサイト構築

に使うテンプレートとWYSIWIGエディタ、企業
の基幹業務を一元管理するERPシステムとの統
合、モバイル対応などの機能を装備。Webデザイ
ンは、ウィザードで変更できる。
本製品はCold Fusionで開発されているため、既

存のデータベースとの統合が簡単にできる（Cold
Fusion Professional版が必要）。本製品には、ア
ド・オン、プラグインやソースコード版もあり、
より柔軟な製品のカスタマイズにも対応している。

Software

Webストアフロント構築を支援
AbleCommerce 3.0

発売日 2001年5月16日

URL http://www.ablecommerce.co.jp/

発売 株式会社エーブルコマース・ジャパン
TEL 03-5775-6594
価格 17万5000円（Windows NT版）
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ライブピクチャージャパンは、企業で保持する
画像ファイルを資産として活用するための画像配
信／管理サーバソフト「MGI Zoom Image
Server」を5月21日より発売した。
本製品は、高精細画像をインターネットで高速

配信するソフト「Live Picture Image Server 3.0」
の基本機能を引き継いだ新製品。1枚の画像を元
に、仮想的にサイズを変更、1部切り出し、回転、
色味調整などの処理を施して複数に配信して、画

像資源を有効活用できる。PC操作に不慣れなイ
ンターネットユーザも、プラグインなしで画像の
閲覧をできるようにしてある。
またJDBCによるデータベースとのシームレスな

連携が可能。Image Browserにより、遠隔からで
もサーバに格納された画像情報をサムネール画像
で見ながら確認できる。
対応OSは、Red Hat Linux 6.2（7は動作確認済

み）。サポートデータベースは、DB2、Oracle8i。

Software

画像ファイルの運用・管理をサポート
MGI Zoom Image Server

発売日 2001年5月21日

URL http://www.livepicture.co.jp/product/

発売 ライブピクチャージャパン株式会社
TEL 03-5545-3241
価格 96万円～

ディアイティは、次世代SSH Secure Shell 3.0
日本語版を6月6日より発売した。
SSH Secure Shell は、インターネットからパス

ワードを盗むという最もよくあるハッカーの手口
から、インターネットユーザやサーバを保護する
ための代表的な暗号化技術。
今回発売される製品は、X.509電子証明をサポ

ート。PKI（公開鍵インフラストラクチャ）環境

に統合され、ログインと認証プロセスのセキュリ
ティが拡張されている。
さらに、ユーザーの機密情報を安全に保存する

スマートカードに対応、機密性の高い政府情報の
保護に使用されていたRijndael暗号化アルゴリズ
ム、LinuxやSolarisでのサインオンの認証サービス
のPAM、MITが開発したネットワーク認証プロト
コルKerberos5などもサポートするようになった。

Software

セキュアなインターネットログインを確保
SSH Secure Shell 3.0

発売日 2001年6月6日

URL http://www.dit.co.jp/ssh/

発売 株式会社ディアイティ
TEL 03-5634-7651
価格 6万9900円～

バーテックス リンクは、 同 社 の製 品
「CAFEMOON C3GATE Server」をバージョンア
ップし、6月20日より発売した。
CAFEMOON C3GATE Serverは、インターネ

ット対応携帯電話、モバイル端末などで異なる
Webコンテンツを動的に変換し、複数のインター
ネット端末に1つのコンテンツで対応できるように
するゲートウェイサーバソフトウェア。

Version 1.1で は、 iモード用 コンテンツ
（cHTML）からEZWeb、J-SKY用コンテンツ
（WML、MML）に動的に変換する、iモードコンテ
ンツ変換機能、iモードでのアクセスは、直接iモー
ド用コンテンツに配信するiモードスルーモード、
EZWeb、J-SKY対応携帯電話の容量制限を越え
るcHTMLを自動的に複数ページに分割するページ
オプティマイズ機能などが追加された。

Software

モバイル端末用、Webコンテンツ変換ソフト
CAFEMOON C3GATE Server Version 1.1

発売日 2001年6月20日

URL http://www.vertexlink.co.jp/

発売 株式会社バーテックスリンク
TEL 03-5259-5158
価格 50万円（1CPU）～

トランス・コスモスは、メールの配信、転送処
理を行うメール・サーバソフトウェア「Sendmail
SWITCH 2.1」日本語版を6月1日より発売した。
Sendmail SWITCH 2.1は、フリーソフトウェア

sendmailをベースにした商用版ソフトで、今回の
バージョンでは運用管理やセキュリティ面での機
能が強化された。Sendmail SWITCH 2.1にはメー
ル配送システムの中核MTAと設定／管理用GUIツ
ールを一体化したSendmail Single SWITCH、
MTAとGUIツールを別にしてメールサーバとして

のセキュリティを強化したSendmail Secure
SWITCH、複数のメールサーバの設定／管理を一
元化するSendmail Multi SWITCH、これらのオプ
ション製品である特定の添付ファイルに対するフ
ィルタ制御機能を追加するSendmail SWITCH
Attachment Filterからなる製品群。
Sendmail SWITCH 2.1は、設定、管理が日本

語化したGUIから行え、多彩なフィルタ機能が追
加された。対応するOSはRed Hat Linux 6.1／
6.2／7.0。

Software

メール配信システムのスタンダード
Sendmail SWITCH 2.1 日本語版

発売日 2001年6月1日

URL http://www.trans-cosmos.co.jp/

発売 トランス・コスモス株式会社
TEL 03-5561-0152
価格 69万8000円～



■

■Linuxをエンタープライズの

■プラットフォームとしても認める

ミラクル・リナックスの設立や

Oracle MasterのLinux資格対応など、

従来から強力なLinux推進を行ってき

たオラクルだが、先日のLinuxWorld

における展示内容や、6月20日に都内

で行われた『Oracle Linux Summit

2 0 0 1 』 のもようを見 ていくと、

『Oracle Parallel Server』を使用する

ような、エンタープライズ向けの市場

においてもLinuxをプラットフォーム

のひとつとして位置づけ始めたことが

ありありとわかるようだった。

言ってみれば、オラクルにとって

Linuxは、新しく盛り上がりつつある

市場でも、中小規模なシステム向けの

OSでもなく、エンタープライズでも使

えるような、UNIX互換OSのひとつと

いうことになるだろう。こうした現状

はまた、Linux関連業界がエンタープ

ライズへのひとつの足がかりを掴んだ

ということにもなる。

■

■開発者向けの技術色濃いイベント

■

今回は、来る9月6日～7日、神奈川

県横浜市の、パシフィコ横浜（みなと

みらい地区）にて日本オラクル主催で

行われるOracleのテクニカルカンファ

レンス「iDevelop 2001」を紹介する。

iDevelopは、3年前の1999年、米

Oracleが開発者を対象に、新技術の内

容を広めていくことを目的として開催

したのが始まりだ。日本発のイベント

であるOracle Open World（OOW）

は、どちらかというとOralceの技術を

一般の人にも広くわかりやすく伝えて

いるのに対し、iDevelopのほうはあく

までも技術色が濃いイベントとなって

いる。またOOWは基本的に無償のイ

ベントであるが（米国では1000ドル程

度の参加費が必要）、iDevelopは有償

のセミナーであり、より深い内容、よ

り技術的に突っ込んだセッションが用

意されている。

そして、iDevelopを見ていくうえで

忘れてはいけないのが、「OTN」の存

在だ。OTNは、「Oralce Technology

Network Japan」の略で、インターネ

ット上のOracle開発者向けコミュニテ

ィで、無償で参加することができる。

OTNの会員になると、技術資料やソフ

トウェアのダウンロードサービス、サ

ンプルコード閲覧、初心者向け講座、

Oracle関連書籍オンライン販売、メー

ルサービス、フォーラムへの参加と、

さまざまな特典を得ることができる。

国内では約1年前に立ち上がり、現在

はなんと6万人の会員が在籍する一大

ネットワークとなっている。そして、

iDevelopは、OTNのリアルにおけるイ

ベントという位置づけも持っているの

である。

■

■今年は9iの話題が盛りだくさん

■

今年のiDevelopは、やはり登場間近

のOracle 9iの話題が中心になりそう

だ。米国などでの発表に続いて、先日

のOracle Linux Summit 2001でも紹

介され、国内でも徐々にその概要が広

まりつつある新バージョンの9iだが、

このiDevelopで初めて、深い技術的な

内容が披露される。

Oracle9iは、今までのOracleデータ

ベースとは違い、「E-Businessを実現

するプラットフォーム」としての製品

となっている。つまり、今までは単独

のRDBMSを『Oracle』と呼んでいた

わけだが、9 i では大きく変わり、

『Oracle9i Database』と、『Oracle9i

Application Server』の2コンポーネ

ントで構成される。現在のWeb上にお

けるビジネスシステムの構成に則した

形での製品形態となっているわけだ。

個々のコンポーネントの大まかな特

徴は、まずDatabaseのほうはデータベ

ースカーネルにJavaVMを組み込んだ

ほか、XDBへの対応やマルチメディア

データ対応など、従来のインターネッ

ト対応路線を一層推し進めた形となっ

ている。

また、もうひとつの大きなコンセプ

トとして、Oracle Parallel Serverの

進化型であるOracle Real Application

Clusterの実装をはじめとした、「ラー

ジE-Business」への対応があげられる。

今までのインターネット対応データベ

ースという性 格 から、 今 度 はE -

Business上のサービスを視野に入れた

展開を図っていく。

一方、Application Serverのほう

は、ApacheをベースとしたWebサー

バを備えた、Javaの実行環境である。

今回の9iでは、大量アクセスへの対処

として、Oracle Web Cacheが実装さ
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れた。

iDevelopでは、E-Business環境でど

ういったソリューションが最適なのか、

といった話題から、プロダクト自体の

強化ポイントなどについて、すでに

Oracle9iをテストなどで使用した技術

者が講演する。

■

■多彩なセッション

■

セッションは、「 P r o d u c t 」、

「Development」、「Management」、

「Solution」4つのトラックに分けられ

ている。セッションリストは表1を見て

いただくとして、その内容を少しだけ

紹介すると、たとえばProductトラッ

クでは、Oracle9i関連では、Oracle9i

のキーテクノロジーや戦略をデモンス

トレーションを交えて解説する「E-

Businessプラットフォームの新基準

ーOracle9iー」セッションをはじめ、

Oracleのクラスタリングテクノロジー

を 解 説 す る 「 Real Application

Clusterで実現する可用性とスケーラビ

リティの両立」セッション、XMLのネ

イティブ格納を実現する新しいデータ

型の概要と使用法を解説する「Oralce

9i強化ポイントーXML完全対応ー」セ

ッションなどが行われる。

Developmentトラックには、Oracle

9i Application ServerのJ2EEコンテ

ナ「OC4J」上で動作させるJ2EEアプ

リケーションの構 築 技 法 を扱 う

「Oracle9iAS Containers for J2EEに

よるJ2EEアプリケーション開発」が用

意される。

また、Solutionトラックにおいては、

高可用性システムを設計、構築する際

に見落としがちな穴とその埋め方につ

いて解説する「高可用性七つの落とし

穴」セッションがある。これらはすべ

てOracle9iをベースに、さらなるスキ

ルアップを目指す技術者のための講座

となっているわけだ。

●

徐々に大規模事例も紹介され始めて

いるLinuxだが、現在はまだ単純な

Webサーバやメールサーバとしての利

用がメインであり、商用のRDBMSが

動作しているWebアプリケーション事

例というのは、ほかのプラットフォー

ムと比べると少ない。こうした中で、

Oracle9iの登場がLinuxの広がりを促

進することは間違いないだろう。
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多彩なセッション

セッション名 トラック

Product Real Application Clustersで実現する可用性とスケーラビリティの両立

Oracle9i強化ポイント －計画停止ゼロ／オンライン・メンテナンス操作－

Oracle9i強化ポイント －高度なアクセス制御技術－

Oracle9i強化ポイント －XML完全対応－

Oracle9i強化ポイント －B2Bのための機能－

Oracle9i強化ポイント －大切なデータを失わないために－

Internet File System

OLAP Server アーキテクチャとチューニング Tips

Oracle9i強化ポイント －データウェアハウス－

Oracle9iAS Containers for J2EE  －Oracleの新しいJavaプラットフォーム－

Java+XML+SQLで行うWebシステム・サービス開発

Discoverer4i活用法　－Webからのデータ分析－

E-Businessプラットフォームの新基準　－Oracle9i－

Development Oracle Developer ～失敗しないWebへの移行～

チーム開発における情報の一元管理

Oracle9iAS Containers for J2EEによるJ2EEアプリケーション開発

Oracle9iAS Portal によるEIP構築

Oracle9iAS Wirelessによるマルチデバイス対応アプリケーションの開発

Oracle9i Liteによるモバイルアプリケーション開発技法

Oracle9i に最適化されたカーネル2.4 －Miracle Linux V2.0の全容－

Management GUIで行うOracle9iプラットフォーム統合管理

GUIで行うパフォーマンスチューニング

最新Oracle9iASシステム構築技法

Oracleパフォーマンスチューニング

システムマネージメントTips集

Solution Oracle9iで実現するセキュアなPKIシステム

Oracle9iで実現するE-Businessワークフロー

高可用性七つの落とし穴

ECOstructureで実践！　E-Bussinessインフラストラクチャの構築

Oracle Web Services

表1 iDevelop 2001 セッションリスト
※セッションは一部変更されることがあります

資格 7月31日までに登録 8月31日までに登録 通常料金

ORACLE MASTER Platinum
5万8000円

Certified Developer

ORACLE MASTER Gold

ORACLE MASTER Linux+
6万8000円 7万8000円

ORACLE MASTER Silver

OTN Professional
6万8000円

一般

グループ登録（5名以上）

http://otn.oracle.co.jp/idevelop/index.html
開催日：2001年9月6日～9月7日
会場：パシフィコ横浜

iDevelop 2001

参加料金



Linux magazine August 200126

Distribution
新着ディストリビューション

あるユーザーが使いやすいと考える環境を配布（ディストリビュート）するのはごく自
然な行為だ。商用ディストリビューションは、多くの人を満足させるために、ある人に
とっては必要だが、またある人にとっては不要なソフトウェアも収録している。こじま
みつひろ氏が開発するPlamo Linuxは、そんなディストリビューションの対極に位置
する存在だ。

Plamo Linux 2.2.1

いよいよオフィスでも家庭でもLinuxの時代がくるのか。Turbolinuxは、古くから
Linuxの日本語化に力を入れてきたディストリビューターだ。新しいカーネルが多くの
ハードウェアをサポートし、GNOMEやKDEがWindowsに匹敵するGUI環境を提供
している今、新しいTurbolinuxには、日本人がそれらの技術を享受できる環境を構築
してくれるよう、大きな期待がかかっている。

Turbolinux Workstation 7(Monza) Beta

神速は譲らず。ここのところ新しいバージョンがご無沙汰だったKondara
MNU/Linuxだが、6月9日にリリースされたKondara MNU/Linux 2.0は、自身
がもっともエッジの効いたディストリビューションであることを証明してくれた。常に最
先端を走り続けるディストリビューションの実力を垣間見てみよう。

Kondara MNU/Linux 2.0

目的を達成することが第一。SuSE Linuxの特徴であるYaST2は、そんな哲学を体現
した強力なGUI設定ツールである。古来よりUNIXの特徴はその無口さにあったが、
Linuxに期待する多くのコンシューマを裏切らないように、SuSE Linuxは、あえてそ
の思想にアンチテーゼを示しているかのようだ。

SuSE Linux 7.2-International-2
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こじまみつひろ氏が開発するディス

トリビューションの最新版Pl amo

Linux 2.2.1（以下、Plamo 2.2.1）が6

月10日にリリースされた。

Plamo 2.2.1は、Plamo 2.1で採用さ

れていたカーネル2.2.16が2.2.19に、

glibc2.1.94が2.2.2に、XFree86 3.3.6が

i810グラフィックチップセットをサポ

ートした同じXFree86 3.3.6に変更さ

れたものだ。

今回採用されたカーネル2.2.19には、

ジャーナリングファイルシステム

ReiserFS用のパッチと、IDEパッチが

適用されている。

■

■Plamo Linuxってなにさ？

■

現在ではRed Hat Linuxが、Linux

ディストリビュータの代名詞的な存在

となった感があるが、Red Hat Linux

が一般的になる前までは、Slackware

というディストリビューションがポピ

ュラーであった。

しかし、Slackwaweは日本語環境と

して使うことがまったく考慮されてお

らず、日本のLinuxユーザーの間では、

Slackwareを日本語化するための、JE

（のちにPJEと改名）というパッケージ

が開発されていた。

こじま氏もJEを利用して日本語化し

たSlackwareユーザーの1人だったが、

毎回Linuxをインストールするたびに、

JEをインストールするのが面倒くさい

ということで、SlackwareとJEで重複

するパッケージをまとめて、Plamo

Linuxを作り始めた。これが、Plamo

Linux誕生の由来だ。

SlackwareとJEを足し合わせて

Plamo Linuxが誕生したのだが、英語

版のRed Hat LinuxとJEを足し合わせ

て作られたのが、読者もよくご存知の

Vine Linuxなのだ。

Slackwareから派生したPlamo

Linuxは、Red Hat系ディストリビュ

ーションで使われているRPMや、

Debian系ディストリビューションで使

われているdebといったパッケージ管

理システムを持たない。

RPMパッケージしかインストールし

たことのない読者にはピンとこないか

もしれないが、パッケージ管理システ

ムを持たないSlackwareやPlamo

Linuxにアプリケーションを追加イン

ストールする際は、アプリケーション

のソースを入手してユーザー自身がコ

ンパイル後にインストールするのだ。

アプリケーションのバージョンアッ

プは、実行ファイルや文書がインスト

ールされたディレクトリを思い出し、

古いファイルを削除したうえで行う。

■

■どんな人が使ってるの？

■

Plamo Linuxのデスクトップ画面

（画面1）を見ると、Plamo Linuxのユ

ーザー層が見えてくる。

AfterStepウィンドウマネージャの画

面上には、日本語ターミナルkterm、

Emacs上で動作するメーラMew、

WebブラウザのNetscapeのショートカ

ットが配置されている。

これらは、比較的新しいUNIX系OS

のユーザーにとって3種の神器ともいえ

るものだ。GNOMEやKDEは使ってい

るけど、なぜか最初にktermとEmacs

を立ち上げてしまう人達が、Plamo

Linuxのユーザーに多いタイプなのだ

ろう。

Red Hat系のディストリビューショ

ンからLinuxに入ったけど、RPMがな

にをやっているのかがわからなくて気

持ち悪いという人は、日本語環境の構

築は面倒でないPlamo Linuxを使って

みてはどうだろうか。さいわいにも、

ちまたに多く出回っているi810グラフ

ィックチップに対応しているのだから。

Plamo Linux 2.2.1

どんな人が使ってるの？

Plamo Linuxってなにさ？

画面1 Plamo Linuxのデスクトップ画面

Plamo Linuxには、3種類のWindowマネ
ージャが用意されていて、画面はその中
でも一番派手なAfterStepだ。それでも
GNOMEやKDEに慣れきったユーザーに
は地味に写るだろう。

ディストリビューション URL
Plamo Linux http://www.linet.gr.jp/̃kojima/Plamo/
Slackware http://www.slackware.com/
表1 Plamo LinuxとSlackware LinuxのURL



ターボリナックスジャパンから、デ

スクトップ用Turbolinuxの次期バージ

ョンとなるTurbolinux Workstation

7(Monza) Beta（以下、Workstation

7β）がFTPサイトに公開された。

Workstation 7βは、2.4カーネルな

ど、基本システムに最新バージョンが

採用されており、現行のバージョン6を

大幅に刷新する内容となっている。正

式リリース前のバグ出しが目的の

Workstation 7βは、その内容が日ご

とに更新されている段階だ。また、

Workstation 7βはバイナリCDが2枚

組になっている。

■

■基本部分は総入れ替え

■

Workstation 7βは、現行のバージ

ョンと比べて、カーネルなどの基本部

分が大きく更新されている。

■最新のカーネル2.4

現在のところ、採用されているカー

ネルは最新バージョンの2.4.5だ。この

カーネルは、IPv6対応のためのUSAGI

パッチや、IBMの開発するジャーナリ

ングファイルシステムJFSに対応する

ためのパッチなどが当てられ独自に拡

張されている。

カーネル2.4の採用でUSB機器にも対

応できるWorkstation 7βは、オフィ

ス環境だけでなく、家庭内などでも広

く使われることを目指している。

■Mongoose採用

Workstation 7βには、Turbolinux

Server 6.5で採用されたMongooseと

いうグラフィカルなインストーラが採

用されている。前バージョンまで採用

されていたテキストベースのインスト

ーラも、使いやすいものであったが、

今回からのMongooseの採用で、Xの

設定などがより簡単になり、とくに初

心者にとってインストールしやすくな

っている。現時点のWorkstation 7β

では、インストール時に、標準のext2

ファイルシステムのほかにも、ext3、

ReiserFS、JFSといった新しいファイ

ルシステムも選択できるようになって

いる。

■FHSに準拠

FHS（ Filesystem Hierarchy

Standard）は、各Linuxのディストリ

ビューションだけでなく、UNIX系OS

のディレクトリ構成を統一しようとい

う指針だ。現在、同じLinuxでもディ

ストリビューションが違うと、デーモ

ン起動用のスクリプトが異なるディレ

クトリに格納される場合がある。

これは、ディストリビューションに

よって、FHSのバージョンアップに追

従していたり、していなかったりする

のが理由だ。

Workstation 7βは、新しいFHSに

対応したので、古いFHSを採用してい

たバージョン6と若干ディレクトリ構成

が異なる。Tubolinuxユーザーはこの

点を気にとめておく必要があるだろう。

FHSのバージョンが上がったことに

よって、ドキュメントは/usr/docから

/usr/share/docへ、Apacheなどのデ

ーモンを起動させるスクリプトは、

/etc/rc.d/init.d/から/etc/init.dへ、パ

ッケージのインストール後にファイル

が頻繁に更新されるディレクトリは、

/var以下に移されている。たとえば

Apacheのドキュメントルートは、

F H S に従 い/ h o m e / h t t p d から

Turbolinux Workstation 7(Monza) Beta
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本 誌 付 録 CD-ROMの Turbolinux Workstation
7(Monza) Betaは正式版リリース前のベータ版で
す。非商用ソフトだけが含まれており、ターボリナ
ックスジャパン株式会社からサポートを受けること
はできません。Turbolinux Workstation 7(Monza)
Be taのフィードバックは、（ht tp : / / t he . tu rbo
linux.co.jp/bugzilla/）で受け付けております。不具
合など発見されましたらぜひお知らせください。

基本部分は総入れ替え

表1 Workstation 7βとWorkstation 6で採用されている基本システムのバージョン

画面1 turbofscfg

turbofscfgは、パーティションのマウント
ポイントなどを設定する/etc/fstabと、ブ
ートローダ/etc/lilo.confを編集するテキス
トベースの設定ツールだ。

基本システム 7(Monza) Beta 6.0
カーネル 2.4.5 2.2.16
glibc 2.2.3 2.1.3
XFree86 4.1.0 3.3.6
GCC 2.95.3 2.95.2
GNOME 1.4.0.4 1.0.55
KDE 2.1.1 1.1.2
RPM 4.0.2 3.0.3



/var/wwwへ移った。

■

■充実した独自設定ツール

■

Turbolinuxの特徴のひとつに、コマ

ンド名がturboで始まるTurbolinux独

自の設定ツールがある。

バ ー ジ ョ ン 6 と 比 べ る と 、

Workstation 7βには表2のツールが新

た に 加 わ っ て い る 。 た と え ば 、

turbofscfg（画面1）は、ディスクのパ

ーティションや、CD-ROMドライブな

どを、それぞれどこにマウントするか

といった情報を定義する/etc/fstabと、

起動時に読み込むカーネルなどを指定

する/etc/lilo.confを編集するツールだ。

このほかにもTurbolinuxの独自ツー

ルは多数収録されているが、現時点で、

それぞれのツールは、前バージョンに

あったTurboCentroのようなツールで

ひとつにまとめられているわけではな

い。正式版リリース時には、これらの

ツールがTurboCentroのようなツール

で統合されることを期待したい。

■

■Linuxをオフィスで使うには？

■

Workstation 7βには、GNOME 1.4

とKDE 2.1.1（画面2）といった新しい

バージョンのデスクトップ環境が採用

されている。新しいGNOMEにもKDE

にも、それぞれNautilusやKonquerと

いう名前のGUIシェル環境が統合され

ているので、初心者ユーザーがコマン

ドを意識することなくLinuxを使って

いけるようになるだろう。

さて、Linuxをオフィスや家庭で使

うには、ExcelやWordといったオフィ

スソフトがどうしても必要になる。

GNOMEもKDEも、それぞれの環境

にオフィスソフトを充実させることに

力 を 入 れ て い て 、 た と え ば 、

Workstation 7βにも、GNOMEには

Gnume r i c（画面3）、KDEには

KSpreadというExcelに相当するツー

ルが収録されている。

記事中にある表1のファイルはExcel

で作成したもので、試しにこのファイ

ルを、GnumericとKSpreadで開いて

みたところ、Gnumericではファイルを

開けたが、KSpreadでは、開いた直後

に異常終了してしまった。

とくにオフィスでは、Microsoft

Officeで作成されたファイルを日常的

に 編 集 す る 機 会 が 多 い の で 、

Turbolinux Workstation 7の正式リ

リース時に、どこまでこれらのツール

の完成度が上げられていくのか楽しみ

なところだ。

あとは正式リリースを待つのみ

新しいTurbolinuxは、基本システム

やデスクトップ環境が大きく変更され

ることがわかった。

新しい2.4カーネルではサポートされ

るハードウェアが増え、Workstation 7

βで採用されたGNOMEやKDEには、

オフィス環境に必要なツールがひと通

りそろっている。

古くからLinuxの日本語化に力を入

れてきたターボリナックスには、これ

らの環境をベースにして、Linuxを日

本のオフィスや一般家庭で使えるレベ

ルに引き上げることを大きく期待した

いところだ。
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充実した独自設定ツール

表2 Workstation 7
βで新たに収録された
独自の設定ツール

これらテキストベース
のツールを使って、
Linuxのシステム管理を
行う。

画面2 KDE 2.1.1
のスクリーンショット

使い勝手はさらに
Windowsに近くなっ
た。標準のWebブラ
ウザにはMozillaが採
用されている。

画面3 Gnumeric

G n u m e r i c で 、
Microsoft Excelのフ
ァイルを開いたとこ
ろ。日本語部分だけ
でなく、英語部分も
若干文字化けしてい
る。

Linuxをオフィスで
使うには？

あとは正式リリースを
待つのみ

ツール名 概要
turbodhcpcfg DHCPサーバを設定する
turbofscfg マウントポイントやLILOを設定する
turbohwdetect システムのハードウェア情報を取得する
turbolangsel デフォルトの言語を選択する
turbonetroutescfg 静的ルーティング情報やパケットフォワードを設定する
turbonfsexportcfg NFSを設定する
turboprobe ハードウェアを自動認識して得た情報をファイルに記録する
turbousercfg ユーザーとグループを設定する
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最新ソフトウェアのパッケージ化や、

バグへの対処で高い機動力を誇る日本

語 対 応 ディストリビューション

Kondara MNU/Linuxの最新版2.0（以

下、Kondara 2.0）がリリースされた。

6月9日のFTP公開に続き、商用ソフ

トやサポートを含めた製品版も、6月

29日から販売が開始された。

■

■Kondaraらしい最新構成

■

Kondara 2.0の基本システムは、カ

ーネル2.4.4、glibc2.2.2、XFree86 4.0.3

と、Kondara 2000を含めた1.2系の

Kondaraから大幅にバージョンアップ

されている。

なかでも、カーネルはバージョンが

新しいというだけでなく、USAGI

Projectのパッチを組み込んで、次世代

インターネットプロトコルとして期待

されているIPv6に対応したり、ネット

ワークを流れる情報を、IP層という深

いレベルで暗号化するIPSecにも標準

対応するなど、ネットワーク関係の最

新技術への対応度も高い。

また、UNIX系OSが同じディレクリ構

成をとるように目指して作られた、FHS

（Filesystem Hierarchy Standard）の新

しいバージョンに準拠したので、デーモ

ン起動スクリプトなどを格納するディレ

クリが変更されている。

■

■無制限サポート

■

Kondara 2.0の製品版は、表1のよ

うな収録物で構成されている。

製品版の一番の特徴は、件数、質問

内容それぞれについて制限のないユー

ザーサポートだ。製品版ディストリビ

ューションに付属するサポートは、イ

ンストールに関してだけとか、質問は

数件までといった制限があるのが普通

だが、Kondara 2.0に付属するサポー

トにはこれらの制限がなく、ユーザー

は次期バージョンの発売日まで何度で

も、どんなことでも質問できる。

Linuxを触り始めてみたものの、周

りにはLinuxに詳しい人がおらず、同

じ疑問のところをぐるぐるまわって抜

け出せないLinux初心者は多いはずだ。

このようなLinuxユーザーにとって、

Kondara 2.0付属のサポートは、まさ

に天からの恵みの雨となるだろう。

■

■GUIなきインストーラ

■

Kondara 2.0のインストーラは、な

んとテキストモードのみである。

Red Hat Linuxを始めとして、昨今

のディストリビューションが軒並み

Kondara MNU/Linux 2.0

Kondaraらしい最新構成

製品名 Kondara MNU/Linux 2.0
価格 1万2800円

（アップグレード版は9800円）
問い合わせ先 デジタルファクトリ株式会社

06-6882-5850
http://www.digitalfactory.co.jp/

画面1 アプリケーションインストーラ

パッケージのインストール直後に、このプ
ログラムが起動される。ユーザーはこのプ
ログラムを使って、商用ソフトをインスト
ールする。

収録物 概要
PC/AT Binary CD（2枚） PC/AT用のインストールCD
Alpha Systems Binary CD（2枚） Alphaマシン用のインストールCD
Source CD（2枚) PC/AT用とAlpha用で共通のソースパッケージ集
Bundle Software CD 翻訳魂 Ver1.0、DynaLabフォント5書体、Wnn6 Ver3.02、

System Commander Liteなどの商用ソフトを収録
Development Tools CD Compaqが提供するAlpha用のFortran、C、C++コンパイラと

数値計算ライブラリ
インストールガイド Kondara MNU/Linuxのインストールを解説
リファレンスガイド インターネット接続やWebブラウザとメーラの使用方法などを解説
表1 Kondara MNU/Linux 2.0の収録物

Compaqが提供するAlpha用のコンパイラをバンドルするところなどは、KondaraがAlphaユーザーに高い支持を受けて
いるゆえんだ。

無制限サポート

GUIなきインストーラ



GUIインストーラを採用していること

を考えると、インストーラがテキスト

モードのみというのは、時代に逆行し

ていると言えなくもない。

しかし、開発にかかる工数と比べて、

ユーザーが得るメリットがあまり大きく

ないという判断から、あえてインストー

ラからGUIモードが外されたのかもしれ

ない。GUIインストーラに大きな工数が

かかっているとすれば、それを外すこと

で、新しいバージョンのKondaraをよ

り早くリリースできるからだ。

このほかにも、Kondara 2.0では製

品版に付属する商用ソフトのインスト

ールを、パッケージインストールの直

後にまわすことで（画面1）、インスト

ール用のバイナリCDを製品版とFTP

版で共通化している。

また、インストール中にジャーナリ

ングファイルシステムReiserFSを利用

できることも、これまでどおり継承さ

れている。

■

■サーバアプリケーションも最新構成

■

Kondara 2.0では、採用されるサー

バ用のアプリケーションが表2のように

変更されている。

メールを配送するMTAはKondara

1.2系時代のsendmailからPostfixに、

FTPサーバプログラムはWU-FTPDか

らProFTDに、サーバプログラムを一

括管理するスーパーサーバはinetdから

xinetdに変更され、機能面と使いやす

さの両面が改善されている。

また、ドメインを管理するための

BINDや、リレーショナルデータベー

スとWebサーバの連携システムの開発

に必要なPostgreSQLとPHPは、メジ

ャーバージョンの上がったものが収録

されている。

さらに、Kondaraに収録されたWeb

キャッシュサーバのSquid 2.4は、キャ

ッシュディレクトリごとにひとつのデ

ーモンが張り付く新機能DISKDを備え

ており、応答速度が注目されるところ

だ。このほかにも、Dynamic DNSを

利用するためのdhidや、HTTP経由で

流れてくるデータから、特定のファイ

ルのみを削除するデーモンプログラム

junkbusterなどの収録は、常時接続時

代の一端を感じさせる。

■

■GNOME 1.4＆KDE 2.2.0

■

Kondara 2.0のデスクトップ環境に

は、GNOME 1.4（画面 2） とKDE

2.2.0（画面3）と、どちらも最新バー

ジョンが採用されている。これらのバ

ージョンからは、 G N O M E には

Nautilusが、KDEにはKonquerがGUI

シェルとして統合され、ユーザーはよ

り操作に一貫性のとれたGUI環境を得

たことになる。このほかにも、デフォ

ルトのWebブラウザがNetscapeから

Mozillaに変更されるなど、Kondara

2.0は、新しい機能の取り込みでヘビー

ユーザーを満足させつつ、充実したサ

ポートで初心者にも優しいディストリ

ビューションだといえるだろう。
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画面2 GNOME
1.4

最新版GNOME 1.4
と G U I シ ェ ル
Nauti lusを組み合
わせて使っている。

画 面 3 K D E
2.2.0

最新版KDE 2.2.0と
Konquerの組み合わ
せて実現されたデス
クトップ環境

サーバ名 バージョン（旧バージョン） 概要
Apache 1.3.19（1.3.12） もっともポピュラーなWebサーバ
PHP 4.0.5（3.0.15） Webサーバとデータベースを連携する言語
BIND 9.1.2（8.2.2pl5） ドメイン管理サーバ
OpenSSH 2.9p1（なし） telnetに代わりセキュアな通信を実現する
Postfix 20010228pl02（sendmail 8.9.3） 設定が容易なsendmailとの互換性が高いMTA
PostgreSQL 7.0.3-6（6.5.2） 代表的なオープンソースのRDBMS
ProFTPD 1.2.1（WU-FTPD 2.6.0） 高機能と高い安全性が特徴のFTPサーバ
Samba 2.0.9（2.0.6） Windowsとのファイルやプリンタ共有を実現する
Squid 2.4（2.2.STABLE5） Webキャッシュサーバ
xinetd 2.1.8.9（inetd 0.16） 柔軟な設定と高負荷に対応するスーパーサーバ
表2 Kondara 2.0に収録されるおもなサーバアプリケーション

（）内は、Kondara Zooを含めて、バージョン1.2系のKondaraに収録されていたバージョン、もしくは対応するアプリ
ケーション名だ。

サーバアプリケーションも
最新構成

GNOME 1.4＆KDE 2.2.0
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ドイツを始め、ヨーロッパで高いシ

ェアを誇るSuSE Linuxの最新バージ

ョンSuSE Linux 7.2（SuSE 7.2）が6

月15日にリリースされた。SuSE 7.2は

基本システムに、カーネル2 . 4 . 4、

glibc2.2.2、XFree86 4.0.3を採用して

いる。また、標準のデスクトップ環境

はKDE 2.1.1で、GNOME 1.4も利用可

能だ。

■

■ついに国際化版登場

■

SuSE 7.2からは、表1のように2種類

の国際化版がリリースされる。

現在のところ、Webページなどから

入手できるのはドイツ語をサポートし

たバージョンのみだが、表1に記載し

た国際化版も、製品として近々発売予

定だという。

今回は、発売を間近に控えている国

際版のひとつInternational-2を紹介す

る。このInternational-2は、ハンガリ

ー語やイタリア語とともに、日本語サ

ポートしているバージョンだ。

International-2は、先月紹介した

SuSE Linux 7.1 Japanese editionから

成果物を引き継いでいるので、内容面

ではSuSE 7.1Jとほぼ同等である。

インストーラやSuSE Linuxの特徴

であるYaST2（画面1）は日本語化さ

れており、X上での日本語の入力や表

示にも対応している（画面2）。

■

■なぜSuSEを使うのか？

■

日本語環境を提供するLinuxディス

トリビューションは、すでに数多くリ

リースされている。それなのに、なぜ

あえてSuSEを使うのだろうか？

国内外を問わず、Linuxディストリ

ビューションは、それぞれ独自の設定

ツールを開発している。しかし、

WindowsからPCに入ったユーザーに

とって、どの設定ツールもWindowsの

設定ツールよりも高いレベルにあると

は言いがたい。

だが、SuSEの独自設定ツール

YaST2は、そのようなユーザーでも違

和感なく使える高いレベルのツールだ。

システムの各設定は、YaST2のモジュ

ールとして実装されているので、ユー

ザーがなにかを設定したいと思った場

合は、まずYaST2を起動すればよい。

たとえば、Xを再設定する場合、設

定に必要なRPMパッケージがインスト

ールされていないとわかると、YaST2

はそのRPMパッケージが収録された

CDをセットするようユーザーを促が

す。ユーザーは、YaST2の出す指示に

従って操作すれば、目的の設定を達成

できるというわけだ。

「～は存在しません」というメッセ

ージを出すよりも、設定が目的のユー

ザーにとっては、「必要な～をセットし

てください」というメッセージのほう

がはるかに有効である。

そのようなポリシーで開発された

SuSEで日本語を使えるようになれば、

初心者ユーザーにとって本当に有効な

Linuxディストリビューションが誕生

するといえるのではないだろうか。

SuSE Linux 7.2-International-2

ついに国際化版登場

なぜSuSEを使うのか？

画面2 XEmacs
上での日本語入力

日本語入力も問題
なくできる。

パッケージ名 標準の言語 サポートされる言語
German ドイツ語 英語、ドイツ語
International-1 英語 英語、フランス語、スペイン語、オランダ語など
International-2 英語 英語、日本語、ハンガリー語、イタリア語など
表1 SuSE Linux 7.2に用意される3種類のパッケージ

SuSE Linuxは今回のバージョン7.2から、国際化を果たした。その一環として、日本語もサポートされている。

画面1 SuSE独自の設
定ツールYaST2

Linuxに関する設定を、
ほとんどこのツールで行
える。



Linux magazineAugust 2001 33

Distribution
5/29にテラ・ソフト・ソリューションズが、Power Macハー

ドウェア上で動作する「Yellow Dog Linux 2.0」（以下YDL

2.0）を発表した。

YDL 2.0には、新たにグラフィカルなインストーラが付属し、

簡単なインストールが可能になった。カーネル2.2.19および

2.4.4、XFree86 4.0.2、KDE 2.1、Mozilla、Open Officeが基

本システムとして採用し、Javaがサポートされている。テラ・

ソフトは、Linux上から古いMac OSを動かせるようにするアプ

リケーション「Mac-On-Linux」のセットアップを簡略化して

いる。この新しいソフトウェアはTitanium PowerBook G4やワ

イヤレスネットワーキング用のAirPortといったアップルの最近

の製品もサポートしている。YDL 2.0は、同社のWebサイトに

て現在発売中。

Yellow Dog Linux 2.0

（http://www.yellowdoglinux.com/）

テラ・ソフト・ソリューションズ

（http://www.terrasoftsolutions.com/）

Distribution
Yellow Dog Linux 2.0発表

有限会社ハイパーコアは6月5日、同社のインターネット通信

販売サイト「ハイパーコアダイレクト」にて「Deb i an

GNU/Linux Testing-Lite スナップショット (Woody)i386 4CD」

（以下、Woody i386)の販売を開始した（4枚組で、2100円）。

Woody i386は、Debian Projectが開発・テスト中の次期リリー

スWoodyから、人気のあるパッケージを選択、バイナリとソー

ス合わせてCD-ROM4枚に収録したオリジナル商品だ。Debian

GNU/Linuxの最新テスト版を試用するのに最適だ。

ハイパーコア（http://www.hypercore.co.jp/）

ハイパーコア Debian GNU/Linux スナップショット CD 販売開始

インテルが5月29日にItaniumプロセッサ（64ビットCPU）

の正式リリースを発表したことを受けて、Itanium対応ディス

トリビューションが続々と発表された。

5月 29日にRed Hatが「Red Hat Linux 7.1 For Itanium

Processor」を発表、翌5月30日に米ターボリナックスが、

「Turbolinux Operating System 7」を発表した。米ターボリナ

ックスは、1年以上前にすでにItaniumプラットフォーム対応の、

最初のディストリビューションを発表している。これは、

Caldera、CERN、HP、IBM、Intel、Red Hat、SGI、SuSE、

Turbo、VAなどで構成されるグループである、Trillianプロジェ

クト（現IA-64プロジェクト。IA64プロセッサが出荷される前

に、IA64版Linuxを完成させることを目標に設立されたプロジ

ェクト。現在は、オープンソース開発体制に移行している）に

よって開発されたカーネルとツールをベースとしたものであっ

た。今回のリリースはそれに次ぐものとなる。

他にも、6月7日にCalderaが「OpenLinux Server 64」のベー

タ版を発表した。正式版の出荷は2001年秋になる予定だ。6月

20日にはSuSEが「SuSE Linux 7.2 for IA64」を発売している。

Red Hat（http://www.redhat.com/）

Turbolinux（http://www.turbolinux.com/）

Caldera（http://www.caldera.com/）

SuSE（http://www.suse.com/）

IA-64 Linuxプロジェクト（http://www.linuxia64.org/）

Itanium対応ディストリビューション続々と発表

株式会社ホロンは7月13日に「HOLON Linux 3.0」（以下ホ

ロン3.0）を発売する。ホロン3.0は、安定性重視のためカー

ネル2.2.19ベースとし、カーネル2.4.5を最新ハードウェアの

ために併用しているほか、 glibc2.2.3、 XFree86 4.0.3

（3.3.6）、KDE2.1、GNOME1.4などを基本システムとして採

用している。また、Intel/PPCのCPUに対応し、それぞれ並版

と豪華版の2種類で計4つのパッケージが用意される。価格は

ホロン2.0と同じ（PC／AT互換機用豪華版11800円、並版

3980円、PPC用豪華版9800円、並版4800円）。

ホロン3.0は、国内ディストリビューションとしては初めて、

DOSパーテーションをリサイズする機能が追加された。また、

CD-R作成ソフトウェア（X-CD-Roast)や音楽CDをMP3にし

て保存、また保存したMP3を聞くためのソフトウェア

（ripperX）など、多数のアプリケーションも追加されている。

次期バージョンも現バージョンに引き続き、安心できるサポー

ト体制が用意されている。90日間無制限無償電話サポートと、

無償サポート期間終了後の有償での延長サポートを受けること

ができる。

株式会社ホロン（http://www.holonsoft.co.jp/）

HOLON Linux3.0発売決定！
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ノーザンライツコンピュータから、

SOOXi 2001アプライアンスサーバシ

リーズの追加モデルとして、「SOOXi

2001アプライアンスProxy/Cacheサ

ーバ」（以下Proxy/Cacheサーバ）が

7月9日より発売される。

Proxy/Cacheサーバは、LAN内か

らインターネットへWebアクセスを

行う場合に、クライアントPCの代わ

りにWebサーバへアクセスし、受け

取ったデータをクライアントへ返す

といった代理サーバ（Proxy）の機能

を持っている。単に代行するだけで

はなく、その情報をいったんハード

ディスクに貯めておき（Cache）、

LAN内の複数のPCから同一ページへ

のアクセスがあった場合には、ハー

ドディスク内のデータをPCに送るこ

とで、インターネットへのアクセス

を減らすことができる。

すなわち、回線の有効利用が図れる

ため、結果的に回線を増強すること

なく高速アクセスが実現できるのだ。

また、リバースプロキシとして

Webサーバ側に接続することで、

Webサーバへの負荷を減らすために

も利用可能である。

ハードウェアは、同社のNL Server

シリーズより選ぶことができる。

1U／2U／4U／5Uといったラックマ

ウント型やタワー型などから設置場

所や性能に応じて選択する。ブック

サイズのコンパクトサーバNL Server

500ならば最小構成で12万9800円とな

っている。

今回試用したマシンは、基本ハー

ドウェアに1Uラックマウントサイズ

の NL Server 1400で 、 CPUに

PentiumⅢ1GHzのデュアルプロセッ

サ、メモリ2Gバイトを搭載しており、

かなりハイスペックな仕様だ。ハー

ドディスクは、前面よりホットスワ

規模に応じてハードウェア構成を選べるプロキシ専用サーバ

SOOXi 2001アプライアンスProxy/Cacheサーバ
デュアル構成に対応したCPUとチップセット

Athlon MP＆AMD-760MP

34

36

インターネットの普及によってWebブラウザは、なくては仕事にならないほど重要になっ
てきた。会社や学校などで複数のPCからWebアクセスを行う場合には、インターネット回
線の帯域を節約し、高速なアクセスが実現するためにプロキシサーバを導入したい。

SOOXi 2001アプライアンス
Proxy/Cacheサーバ

規模に応じてハードウェア構成を選べるプロキシ専用サーバ

製品名 SOOXi 2001アプライアンスProxy/Cacheサーバ
価格 12万9800円～
問い合わせ先 ノーザンライツコンピュータ株式会社

TEL 044-850-2238
http://www.nlcomputer.com/
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ップ可能なベイが2基分用意されてい

て、Ultra160 SCSI対応10000rpmと高

性能なAtlas 10KⅡ 36.7Gバイトが1基

搭載されていた。

■

■Webブラウザで簡単設定

■

Proxy/Cacheサーバのインストー

ルは、ユーザー（管理者）が行うよ

うになっている。まず、あらかじめ

Windowsマシンなどで、フロッピー

に e t h 0 と い う フ ァ イ ル 名 で 、

192.168.1.10といったIPアドレスを書

き込んでおく。

次に、Proxy/Cacheサーバの電源

を入れ、付属の専用のインストール

CDを装着する。しばらくして「ピ・

ピ・ピ」という音が鳴ったところで、

先ほどのフロッピーを挿入すると、

ハードディスクが適切なパーティシ

ョンで分けられ、Linuxと設定管理ツ

ール「SOOXi Esperanto」がインス

トールされる。

自動的に再起動されるので、別の

マシンのWebブラウザから先ほどの

IPアドレスへアクセスする。このと

き、SSLを使用してポート10000番に

接続するため、https://＜IPアドレ

ス＞:10000/のように入力することが

必要だ。以後、すべての設定はWeb

ブラウザから行うことができる。

Esperantoのトップメニューから

“Proxy/Cacheサーバ”というメニュ

ーを選ぶと画面1のように表示され

る。画面の左下にある［再起動］と

［止める］というボタンで、プロキシ

の動作を制御する。セキュリティに

関わるアクセス制御を行うのが、画

面2である。ここで許可／禁止するIP

アドレスやプロトコル／ポート番号

を設定することができる。

なお、Proxy/CacheサーバのOSは、

Linuxカーネル2.4.5をベースにノーザ

ンライツが独自に開発したものであ

る。プロキシ機能は、Webプロキ

シ／キャッシュソフトのSquidによっ

て実現されている。また、ログ解析

ツ ー ル と し て 、 C a l a m a r i s と

Webalizerの2種類が搭載されている。

SOOXi 2001アプライアンスサーバ

シリーズには、このほかに、Webサ

ーバ、Mailサーバ、DNS/DHCPサー

バ、NAS（ネットワークストレージ）

サーバが用意されている。設定ツー

ルのメニュー内容は機能に応じて異

なるが、それぞれのサーバの機能を

限定しているため、設定しなければ

ならないメニュー項目自体が少なく、

導入から稼働まで非常に短期間に行

うことができる。また、利用規模に

応じてハードウェアを選べるもうれ

しい点だ。

Webブラウザで簡単設定

写真1 ドライブベイ
1Uラックマウントサイズの前面に、スリムタイプのフロ
ッピー／CD-ROM、2基のハードディスクが装着される。

写真2 NL Server 1400のマザーボード
デュアルPentiumⅢ1GHz。2Gバイト（512Mバイト×4枚）
メモリ。オンボードにSCSIコントローラを実装している。

画面1 Proxy/Cacheサーバのメニュー
プロキシ機能の動作のON/OFFのほか、ネットワーク
ポートやアクセス制御の設定とログ解析が行える。

画面2 アクセス制御のメニュー
左側のACL一覧で設定する対象を定義し、右側のProxy
の制限でそれぞれの許可／禁止の順序を設定する。

CPU PentiumⅢ866MHz～1GHz（デュアル／シングル）

チップセット ServerWorks ServerSetⅢLE

RAM 128M～4GバイトECC SDRAM（PC133）

ハードディスク 9～72Gバイト（Ultra160 SCSI、最大2台、ホットスワップ可能）

CD-ROM/DVD-ROM 24倍速CD-ROM（スリムタイプ）

フロッピードライブ 3.5インチ1.44Mバイト

グラフィックス オンボードATI RAGE XL（4Mバイト、AGP）

ネットワーク オンボード10/100BASE-T×3ポート（Intel 82559）

SCSIコントローラ オンボードAdaptec AIC-7892B（Ultra160）

インターフェイス RS-232C×1、PS/2×2ポート

PCIスロット フルサイズ2スロット（64ビット、66MHz）

キーボード／マウス オプション

サイズ（mm）、重量 429（W）×618（D）×41.9（H）、最大10kg

電源 200W

表1 SOOXi 2001アプライアンスProxy/Cacheサーバ（NL Server 1400）の主な仕様



AMDは、同社製のx86 CPUとしては

初めて正式にマルチプロセッサに対応

したCPUであるAthlon MP（写真1）と、

2 CPUまでの構成で利用できるチップ

セットAMD-760MP（写真2）を発表した。

Athlon MPの コ ア は 、 現 在

「Athlon」として販売されているCPU

の 次 世 代 に 相 当 す る も の で 、

「Palomino」（馬の種名）というコー

ドネームを持つ。Athlon MPは、現

行のコアと同様の0.18μmプロセスで

製造されているが、（1）低消費電力

化（同クロック比で20%低減）、（2）

デ ー タ プ リ フ ェ ッ チ 機 能 、（ 3 ）

3DNow!命令群の拡張（3DNow!プロ

フェッショナル）など、大幅な改良

が加えられている。

■

■大幅に改良されたCPUコア

■

データプリフェッチは、プログラ

ム実行時に読み出されるデータを予

想し、あらかじめキャッシュに読み

込んでおく機能だ。CPUの性能（ク

ロック）向上に比較して、メモリ高

速化のペースは遅い。そこでデータ

プリフェッチによって、CPUがメイ

ンメモリからデータが読み出される

のを待つケースが減らせれば、性能

向上が期待できる。

AMD は、K6 - 2 以降の CPU で

3DNow!と呼ばれる命令群を追加して

いる。3DNow!は、SIMD（Single

Instruction Multiple Data）型の命令

を中心としている。同じ目的のもの

として、インテルのSSE（Streaming

SIMD Extension）がある。どちらも

利用するためには、ソフトウェア側

の対応が必要だ。

Athlon MPで採用された3DNow!プ

ロフェッショナルは、SSEの命令を取

り込んだものであり、あわせてSSEで

利用するレジスタも付け加えられて

いる。

3DNow!もSSEも、ソフトウェアの

対応が必要という点は共通であるた

め、既存の3DNow!だけでなくSSEに

も対応しているAthlon MPは、より

多くのソフトウェアでSIMD型命令が

利用できると考えられる。

■

■デュアルCPU対応のチップセット

■

AMD-760MPチップセットは、ノー

スブリッジAMD-762（写真2）とサウ

スブリッジAMD-766の2チップ構成で

ある。CPUとノースブリッジの接続

は、Pentium Ⅲのデュアル構成で見

られるような共有バス型ではなく、

Smart MPテクノロジーと呼ばれる1

対1の接続方法が採用されている。そ

のためデュアルCPU構成時でも、各

CPUがシングル構成と同等の帯域

（2.1Gバイト／秒）を利用できるのが

特徴だ。

メモリは、ECC付きPC2100 DDR

SDRAMを利用して、4Gバイトまで

対応可能だ（写真3）。

AMD-766サウスブリッジは、Ultra

ATA/100、4×AGPといった一般的

な デ バ イ ス サ ポ ー ト に 加 え 、

33MHz／64ビットPCIもサポートす

る（66MHz PCIは次期モデルで対応

予定）。
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デュアル構成に対応したCPUとチップセット

Athlon用のデュアル対応チップセットAMD-760MPと、同チップセットに正式対応したCPUで
あるAthlon MPがリリースされた。AMDがサーバ／ワークステーション市場へ切り込むための
強力な尖兵だ（写真は同CPU、マザーボード搭載のリファレンスマシン）。

Athlon MP＆AMD-760MP

製品名 Athlon MP、AMD-760MP
価格 Athlon MP 3万4450円（1.2GHz）、2万7950円（1GHz）

（いずれも1000個ロット時）
問い合わせ先 日本AMD株式会社

http://www.amd.com/japan/

写真1 Athlon MP
1.2GHzモデル。同時に1GHzモデルもリリースされて
いる。

写真2 AMD-760MP
ノースブリッジのAMD-762。外観はAMD社のK6シリ
ーズによく似ている。

大幅に改良されたCPUコア

デュアルCPU対応の
チップセット
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■

■最初のマザーボードはTyanから

■

Athlon MP、AMD-760MPの発表と

同時に、同チップセットを搭載したデ

ュアルAthlon対応のマザーボード、

Thunder K7（ 写 真 4） が Tyan

Computerから発売された。Ultra

160m/SCSI×2、100BASE-TX×2な

ど多くのデバイスが搭載されているこ

とや、1Uのような薄型ケースでの使

用を想定している（4つのDIMMスロ

ットが傾けて配置されている）ことか

らわかるように、サーバ／ワークステ

ーション用に設計された製品である。

今回、このThunder K7を搭載した

Athlon MPデュアル構成のリファレ

ンスマシンを試用できたので、その

内容を紹介しよう。

Athlon MPが現行のAthlonよりも

低消費電力とはいえ、その絶対値は

決して低いものではない。ましてや、

デュアル構成ではそれが倍になるわ

けで、消費電力は通常のPCに比べか

なり高い。そのため、Thunder K7で

は通常の20ピンATXコネクタとは異

なる24ピンのコネクタが用いられて

いる（写真5）。また、Pentium 4のデ

ビュー以来、マザーボード上にCPU

専用の4ピンコネクタが設けられるよ

うになった。しかしThunder K7では

8ピンの独自形状のコネクタが採用さ

れている。

このようにThunder K7を利用する

際には、専用の電源が必要になる。

実際、秋葉原でもマザーボードと電

源がセットで売られているようだ。

リファレンスマシンには、460Wの電

源が搭載されていた。

■

■Linuxも問題なく動作

■

リファレンスマシンは、前述の

Thunder K7にAthlon MP 1.2GHzを2

個搭載し、Registered型のECC付き

DDR SDRAMを512Mバイト搭載して

いた。Red Hat Linux 7.1をインスト

ールしたところ、チップセット名は

「unknown」と表示されるものの、

CPUが2個あることも正しく認識さ

れ、問題なく利用することができた。

デュアルCPUの効果を見るために、

カーネルのコンパイル速度を比較し

てみた。Red Hat Linux 7.1のカーネ

ル2.4.2を用いている。/usr/src/linux

ディレクトリに移動後、

# make menuconfig

として、何も設定を変えずに保存・

終了して「config」ファイルを作成し、

# make dep

# make clean

# time make bzImage

として所要時間を測定した。デュア

ルCPUの場合は、makeコマンド実行

時に「-j3」オプションを付加した。

グラフ1に結果を示す。一般にカー

ネルコンパイルでは、CPUの性能だ

けでなく、ハードディスクの性能など

も影響するため、デュアルCPUにし

てもシングルCPUの2倍までは性能が

上がらない。デュアルAthlonのリフ

ァレンスマシンでは、両方のCPUを

利用することで、60％以上高速化さ

れた。Athlon MPデュアルマシンは、

現状で最も速いx86ベースのワークス

テーションの1つと言えるだろう。

グラフ1　カーネルコンパイル（秒） 

single 257.5 

dual 157.1 画面1 GNOMEの画面
デュアルCPU＆大容量メモリで使うGNOMEは、非常
に快適だ。

写真4 Tyan Thunder K7
初めてAMD-760MPを搭載したマザーボード。サー
バ／ワークステーション用途に適した構成だ。

写真5 特殊な電源コネクタ
24ピン／8ピンの独自形状の電源コネクタが必要だ。

写真3 使用されているDIMMモジュール
ECC付きのRegistered DDR SDRAMを利用する。

最初のマザーボードは
Tyanから

Linuxも問題なく動作



いまさら説明する必要もないと思わ

れるが、PS2 LinuxKit Beta Release

1（以下、PS2 LinuxKit）は、ソニ

ー・コンピュータエンタテイメント

（以下、SCEI）が発売したPlayStation

2（以下、PS2）用のLinuxキットだ。

PS Linux Users Groupが精力的に行

っていた、「PS2で動作するLinuxを

SCEIに公開してもらうための署名運

動」によって実現したキットである。

コミュニティの活動がメジャーメーカ

ーを動かした特異な例といえるだろう。

さて、PS2 LinuxKitの構成だが、

次のようになっている。

・PS2 Linux Beta Release1（DVD-

ROM）

・キーボード（USB）

・マウス（USB）

・ハードディスク

・PCカード（イーサネット＋ハードデ

ィスクインターフェイス）

・VGA接続ケーブル

このキットにはPS2本体は付属して

いないので、別途PS2本体を用意する

必要がある。ただし、どのPS2でも動

くわけではなく、PCカードスロットを

装備している型に限られ（型番SCPH-

10000、SCPH-15000、SCPH-18000の3

種類。箱と本体背面に記載）、PCカー

ドスロットを内蔵していないPS2（型

番SCPH-30000、SCPH-35000）では使

えない。よって、現在では入手困難な

若干古い型のPS2でなければならない

ことになる。

また、PS2用のメモリカードと画面

出力のためのディスプレイも別途必要

となる。PS2を使ったことがない読者

のために解説すると、メモリカードは

本体のメインメモリとして使用するも

のではなく、外部記憶メモリとして使

うためのものだ。通常は、ゲームのセ

ーブデータなどを保存しておくための

ものである。ディスプレイは「Sync on

Green」に対応している必要がある。

Sync on Greenとは、RGBの緑（G）

の信号線に垂直同期信号と、水平同期

信号を混合した複合映像同期信号を指

すもので、ワークステーションなどで

利用されている信号である。ほとんど

のPCのVGA出力では各信号が分離さ

れているので、ディスプレイがSync on

Greenに対応している必要はない。最

近のディスプレイではコストダウンの

ためにSync on Greenに対応していな

いものもかなりあるようだ。このため、

むしろ古いディスプレイのほうがSync
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写真1 SCPH-18000のPCカードスロット
ここにハードディスク＋ネットワークインターフェイス
カードを接続する。現状では、PCカードを持たない
PS2ではPS2 LinuxKitを使用することはできない。

写真2 VGA出力を行うためのケーブル
このケーブルを経由してSync on Green対応のディスプ
レイに出力する。編集部で確認したところ、EIZO
FlexScan L461では出力することができなかった。

7月20日、ついにPS2 LinuxKit
Beta Release 1が出荷された。
早く使ってみたいと待ちこがれてい
た方も多いだろう。編集部でも早速
入手したので先月号に続き、詳報を
お届けしよう。
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on Greenに対応している可能性が高

い。また、メーカーの仕様表記では

Sync on Greenに対応しているもので

あっても、PS2 LinuxKitの出力が表示

できないなどの問題もあるようで、こ

のあたりはしばらく混乱が続きそうだ。

キーボードとマウス（写真3）は

USBのカスケード接続でPS2本体に接

続する。

ハードディスク（写真4）は付属し

ているPCカード（写真5）経由でPS2

本体に接続することになる。ハードデ

ィスクドライブはSONYのロゴが記載

されているものの、 S e a g a t e の

ST340823Aだと思われる（写真6）。

おそらくOEM製品だろう。このドライ

ブは、40Gバイト、5400回転、平均シ

ークタイム8.9ms、UltraATA/100対

応のものだが、PCカード経由で接続さ

れるため、ハードディスクドライブそ

のものの性能は活かせない。

さらに、このPCカードには10BASE-

T/100BASE-TXのコネクタもあり、ネ

ットワークカードとしても機能する。

Linuxの起動は付属のDVD-ROM

（写真7）から行う。まず、DVD-ROM

からインストーラを起動し、メモリカ

ードにカーネルイメージを書き込み、

/パーティション以下をハードディスク

にインストールすることになる。フル

インストールには約1時間ほど要する。

やはり、PCカード接続のハードディス

クの速度がボトルネックとなるようだ。

なお、SCPH-18000ではPS2の初回起

動時に言語設定や時刻設定などを行う

画面が表示されるため、あらかじめ家

庭用テレビに接続して設定しておく必

要がある。

インストール後でも、Linuxの起動

にはDVD-ROMが必要となり、残念な

がらハードディスクやメモリカードか

ら直接Linuxを起動することはできな

い。これは、PS2のプロテクトの問題

で、SCEIがライセンスしたCD-ROM

やDVD-ROMでないとPS2のBIOSで弾

かれてしまうためだ。

PS2 LinuxKitには、一般的なLinux

のプログラムやサーバプログラムが含

まれている。たとえば、Sambaや

Apacheなども含まれており、これらの

サーバプログラムを使ってサーバを構

築することも可能だ。telnetやSSH、

FTPなども用意されており、PCサーバ

を使ってWindows上にXを表示させる

こともできる。

なお、先月号の速報ではベースとし

写真5 ハードディスク＋ネットワークインターフェイ
スカード
このカードを経由して、ハードディスクユニットとネッ
トワークケーブルを接続する。残念ながら、PCカード
のため、ハードディスクの転送速度は遅い。

写真3 PS2 LinuxKitに付属する
キーボードとマウス
キーボード、マウスともにUSB接続
される。かなりしっかり作られたキ
ーボードで使いやすい。今後、ゲー
ム用として販売される可能性が高い。

写真 7 PS2 LinuxKitに付 属するDVD-
ROM
このDVD-ROMは特殊なフォーマットで、PS2
規格DVD-ROMと呼ばれる。このDVD-ROMが
なければ、ハードディスクにインストールした
Linuxを起動することはできない。

写真6 ハードディスクドライブ
SONYのロゴが記載されているもの
の、d m e s g の出力を見る限り
SeagateのST340823Aだと思われ
る。なお、分解するとメーカー保証
対象外になるので注意されたい。

写真4 ハードディスクユニット
電源スイッチはついておらず、カー
ネルが読み込まれると自動的に電源
が入るようになっている。ファンを
内蔵しているが、こちらもカーネル
が読み込まれるまで回らない。

Linuxの
インストールとブート

PS2のLinux



ているディストリビューションはRed

Hat Linuxとお伝えしたが、sdrコマン

ドが用意されている点やグラフィカル

画面を見ると（画面）、実際には

Kondara MNU/Linuxベースだと思わ

れる。RPMデータベースを参照してみ

たところ、「release Kondara」という

表記が散在していた。

PS2用のL i n u xは、CPUがEE

（Emotion Engine。R5900という型番

が付いている）という点を除けば、普

通のx86用Linuxと同じように使用する

ことができる。ただし、CPUが違うた

め当然バイナリパッケージなどは動作

しないので、ソースコードからコンパ

イルする必要がある。編集部でいくつ

かのプログラムをコンパイルしてみた

が、おおむね正常に動作した。ただし、

x86のアセンブラを使用したものなどは

コンパイルすることはできない。この

ため、HDBenchや午後のこーだなどは

コンパイルすることができない。

カーネルのバージョンは2.2.1、コン

パイラはgcc 2.95.2、glibcのバージョ

ンは2.2.2と若干古いものを採用してい

る 。 X Window Systemは XFree86

3.3.6に GS（ Graphic Synthesizer。

PS2のビデオチップ）ドライバを追加

したものとなっている。ただし、GS用

には最適化されていない。

X Window Systemの 設 定 は 、

XFree86の通常の設定ファイルである

/etc/X11/XF86Conf igではなく、

/etc/X11/XGSConfigで行う。ドライ

バ名はgsxとなっている。Xの解像度や

色数を変更する場合は、このファイル

を変更することになる。

さて、動作速度について気になると

ころがだが、コンソールでの動作であ

れば軽快に動く。Xも、Window

Makerであればサクサク動くので、十

分 実 用 に な る だ ろ う 。 た だ し 、

GNOMEでGimpなどを動かした場合は

若干もたつく感がある。これは、PS2

のメインメモリが32Mバイトしかない

ので、ディスクスワップが発生してい

るためだ。

PS2といえば、当然3Dグラフィック

スに関する環境が気になるところだが、

こちらはPS2用の低解像度ドライバと、

Mesaのコンソール用ドライバが用意さ

れている。いずれもサンプルプログラ

ムが用意されていて、実際に動かすこ

とができる（Mesaのサンプルプログラ

ムには一部正常に動作しないものがあ

った）。なお、MesaのドライバはGS用

に最適化されていないので、速度はい

まひとつというところだ。

また、X Window System用のMesa

ドライバは用意されていないので、X

上で動くOpenGLを使ったゲームなど

を実行することはできないが、Mesaを

使わないX用のゲームなどは十分なス

ピードで動作する。とはいえ、GSの性

能を活かすことができるX用のMesaド

ライバも用意してほしいところだ。

PS2はテキスト画面を持っていない

ため、コンソール画面の出力はフレー

ムバッファを経由して行われる。この

ため、仮想コンソール画面などは利用

できない。たとえば、X Window

S y s t e m が起動している状態で、

Ctrl+Alt+F1などを押すと画面表示が

乱れてしまう。

フレームバッファを利用したコンソー

ルなので、ハイレゾリューションで表示

することもできる。これにはsetcrtmode

コマンドを使用する。たとえば、

# setcrtmode 1280x1024

とすることで、広い画面を利用するこ

とができる。

ただし、konコマンドが用意されて

いないので、コンソールで日本語を表

示することはできないようだ。

PS2はDVD-ROMドライブを内蔵し

ているが、PS2 LinuxKitでは一般的

なDVD-ROMやCD-ROMをマウントす

ることができない。マウントできるの

は、PS2規格のCD-ROMとDVD-ROM

だけだ。これは仕様だとSCEIは公表し

ているが、CD-ROMやDVD-ROMメデ

ィアが読めないのは非常に不便だ。こ

れがハードウェア上の仕様なのか、ソ

フトウェア上の仕様なのかは現状では

不明だが、ソフトウェア上の仕様であ

ればぜひとも改善してほしい点だ。し

かし、ハードウェア上の仕様だという

可能性も高い。これは、PS2ソフトの

コピー防止のために、一般的なDVD-

ROMやCD-ROMをわざと読めないよ

うなドライブを採用している可能性が

あるからだ。

なお、一般的なDVD-ROMやCD-

ROMをマウントしようとするとエラー

となり、以降、「No Medium found」

となってどのメディアも認識しなくな

ってしまう。

このように、現状ではPS2のDVD-

ROMドライブでDVD-ROMやCD-
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画面　グラフィカルログイン画面のダイアログ
左のペンギンの絵が違っているが、そのほかの部分は
Kondara MNU/Linuxのログイン画面とそっくりだ。そ
のほかKondara独自のコマンドなども含まれている。

グラフィックス 内蔵DVD-ROMの
注意点



ROMを読み込むことはできないので、

ネットワーク経由でDVD-ROMやCD-

ROMメディアを読み込む必要がある。

あるいは、USB接続のDVD-ROMドラ

イブやCD-ROMドライブを接続するこ

とで、DVD-ROMやCD-ROMを読み込

むことができるかもしれない。実際、

編集部では確認できていないが、モジ

ュールを組み込むことでCD-ROMが読

み込めたという情報も入手している。

これに関しては機会があれば検証して

みたいと思う。

PS2 LinuxKitは Sync on Green対

応のディスプレイが必要だと前述した

が、 P S 2 そのものはテレビ画 面

（NTSC）に出力することを前提にして

作られたものである。そこで、家庭用

テレビに出力できないか試したところ、

VGA出力（640×480）という低解像

度ではあるものの、家庭用テレビに出

力することができた。なお、Linuxの

起動から、X Window Systemまです

べて家庭用テレビだけで表示可能だ

（写真8・9）。

PS2 LinuxKitインストール後に、メ

モリカードをマウントする。

# mount /mnt/mc00

# cd /mnt/mc00

次に、p2lboot.optファイルを修正し、

「display=vga」行を「display=ntsc」

に変更する。以上で次回起動時から

NTSC出力が可能となる。なお、X

Window Systemを起動する場合は、

$ startx -- -screen 0 NTSC

とすることで、NTSCに出力すること

ができる。

逆に、ゲームファンであればPS2用

ゲームがVGA出力できるかどうかが気

になるところだろう。結論からいえば

これはできない。これはゲーム側の対

応が必要になると思われる。ただし、

今後のソフトウェアの対応次第によっ

ては、VGA画面出力が可能になるかも

しれない。

■

■　今後の展望

■

PS2 LinuxKitは、ベータ版とはいえ

非常に安定して動作しているし、サー

バとして稼働させることもできる。今

後、製品版の出荷が期待されるところ

だが、同時にPCカードを持たないPS2

へのリリースも期待される。PCカード

を持たないPS2では拡張ベイが用意さ

れており、そこにハードディスクユニ

ットが内蔵される。もしかすると、PC

カードを経由しないぶん、こちらのほ

うがハードディスクの性能が活かせる

かもしれない。

また、クローズドだったPS2のハー

ドウェアに関するドキュメントも豊富

に付属しているため、個人でPS2用の

ゲームを開発することも不可能ではな

い。これからのLinuxコミュニティの

成果も期待させる。

なお、PS2 LinuxKitでゲームを開発

する場合、PS2用低解像度グラフィッ

クスライブラリを使うか、コンソール

用Mesaドライバを使うことになるわけ

だが、そうなると、汎用性のあるMesa

ドライバを使いたいと考えるのが順当

だろう。このとき、メモリを消費する

X Window Systemを使うのを避け、

コンソール用に開発する可能性も高い。

となると、GS用に最適化されたコンソ

ール用Mesaドライバの登場が待たれる

ところだ。
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写真8 家庭用テレビ（NTSC）に出力したブート画面
多少ちらつくものの、一応読みとることができる。往年のMSXの画面を見るようで
懐かしい。インストーラが対応すれば、ディスプレイがなくても使うことができる。

写真9 家庭用テレビに出力したX
640×480という低解像度のため、かなり厳しい感はあるが、使うことはできる。写
真8同様、家庭用テレビを撮影したため見にくい点はご容赦いただきたい。

テレビ出力

今後の展望
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Linuxマシンの管理は、ターミナル

上でエディタを使って設定ファイルを

書き換え、コマンドラインで管理コマ

ンドを発行というのが一般的な方法だ。

これは、UNIXマシンなどに慣れた管

理者にとっては慣れ親しんだインター

フェイスで、使いやすいものだ。

しかし、WindowsやMacintoshなど

に慣れた人にとっては、「/etc/sys

config/networkというファイルを編集

して、プログラムを再起動して……」

などという方法は逆に面倒でわかりに

くいだろう。そんな人のためのGUI管

理ツールがL i n u x c o n f だ。 この

Linuxconfを使えば、基本的なLinuxマ

シンの管理に必要なことはほとんど可

能になる。

そして、Linuxconfを使うことのメ

リットは、直接設定ファイルを編集す

ることなくGUIでさまざまな設定がで

き る と い う こ と だ け で は な い 。

Linuxconfでの設定を有効にするため

のデーモンの再起動なども、設定内容

に応じて適切に行ってくれる。

今回はRed Hat Linux 7.1付属の

Linuxconf（1.24R2）を元に解説を行

う。旧バージョンとはちょっと見た目

が違っているが、基本的な設定項目な

どは同じなので適宜読み替えてほしい。

ただし、Red Hat Linux 7.1をワー

クステーションやサーバとしてインス

トールした場合は、Linuxconfはイン

ストールされない。その場合は「rpm

-ivh」コマンドで以下の2つのパッケー

ジをインストールしよう。

linuxconf1.24r2-10.i386.rpm

gnome-linuxconf-0.64-1.i386.rpm

ほかのディストリビューションの場

合もファイル名のバージョン番号の部

分などは違うかもしれないが、同様に

インストールしてほしい。なお、X

Window Systemを使わない場合は

gnome-linuxconf-0.64-1.i386.rpmは不

要だ。

これらをインストールすると、いま

まではなかったGNOMEのメニューの

中に「Linuxconf」が現れるはずだ

（画面1）。

■

■　Linuxconfの基本操作

■

それではまず、Linuxconfを起動し

てみよう。ただし、Linuxconfはマシ

ンの設定を行うツールなので、rootユ

ーザーでないと実行できない。rootで

ログインしているなら、GNOMEメニ

ューからLinuxconfを選べばよいが、

一般ユーザーでログインしているなら
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Linuxマシンの設定をしようと思っても、まず、設定が書かれているファイルのあり
かがわからない。なんとか見つけても、こんどは設定ファイルの書き方がわからない。
そんな悩みもLinuxconfを使えば解決だ。文：香取精二

Text : Seiji Katori

LinuxconfでLinuxの設定を極める

画面1 Gnomeメニューの中のLinuxconf
Linuxconfはインストールされて初めてGNOMEのメニューに追加される。

画面2 Linuxconfの「Welcomeメッセージ」
表示されるのは最初に立ち上げた1回だけだ。

Linuxconfの基本操作



ターミナル（ktermやRxvt）上で、

rootになって起動すればよいだろう。

$ su -

# linuxconf

初めて起動しときは、画面2のよう

な「Welcomeメッセージ」が表示され

るので［Quit］ボタンをクリックして

メインの画面に移ろう（画面3）。

おおざっぱに言えば、設定ファイル

を編集する代わりに設定を行うのが

［Config］タブ、ターミナルでコマンド

を打つ代わりに管理コマンドを発行す

るのが［Control］タブ、そして動作記

録を見るのが［Status］タブだ。それ

ぞれ、タブを選んで操作することにな

る。もっとも、［Config］と［Control］

の分類はかなり適当なものだ。

細かい項目は、ツリーの中から選ん

でいく。項目名の左が［＋］になって

いるのは、さらに中に項目がある親項

目を意味する。これはダブルクリック

すると項目が展開され、［＋］が項目

が開いているという意味の［－］にな

る。選んだ項目に関する操作パネルは、

ツリーメニューの右側に表示される。

各操作パネルではパラメータを入力

後、パネルの下部の［Accept］ボタン

などをクリックすることによって設定

が完了する（画面4）。設定をキャンセ

ルする場合は、［Cancel］もしくは

［Dismiss］を選ぼう。

なお、設定を有効にするために設定

ファイルの書き換えだけでなく、プロ

グラムの再起動などが必要な場合は、

［File］メニューから［Act/Changes］

を選ばないと設定が有効にならない。

［Act/Change］を選ぶと、このとき

Linuxconfが実行するコマンドが確認

できる（画面5）。実行してよければ

［Do it］を選ぼう。

気をつけてほしいのは、ある項目を

選んだあとに別の項目を選んだとき、

右側の操作パネルは切り替わるのでな

く、追加されていくということだ。設

定項目だけ入力し、［Accept］ボタン

をクリックせずにどんどん操作パネル

を追加していくと、設定したつもりの

項目を有効にせずに終了してしまうこ

とがある。1つの項目を設定するごとに

［Accept］をクリックして、確実に設

定を完了していくようにしよう。

■

■　ネットワークの設定

■

Linuxマシンのネットワーク設定は、

ほとんどLinuxconfで事が足りてしま

う。［Config］タブの［Networking］

の中の各項目で設定する。まずは、そ

のマシン自体の基本的なネットワーク

設定を行う［Client tasks］の中の主

要な項目について見ていこう。

■ホスト名とIPアドレスの設定

［ Networking］ － ［ Client tasks］ －

［Host name and IP network device］
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画面4 操作パネルの表示
表示された操作パネルはタブで選んで1つ1つ設定していく。

画面5 実行内容の確認
単に設定ファイルの内容が書き換えられたものについては表示されない。

画面3 Linuxconfのメインの画面
立ち上げたときはシンプルなツリー画面のみになってい
る。

ネットワークの設定



インストールのときにネットワーク

カードが検出されれば、この項目につ

いては設定を求められるので、すでに

設定されている場合もある。ただし、

中には自動検出されないネットワーク

カードもあるし、カードを追加する場

合もある。そういった場合にLinux

confを使えば、いろいろなファイルを

編集したり、カーネルモジュールの設

定ファイルを編集したりしなくてもよ

い。特にモジュールの設定は、リスト

表示された中からモジュールを選べば

よいので楽だろう。

まず、［Hostname］タブでホスト名

の設定をしよう。ここにはドメイン名

付きのホスト名を設定する（画面6）。

次 に 、［ Adaptor 1］［ Adaptor 

2］……でネットワークカード1つ1つ

について必要な、IPアドレス、ネット

マスク、カーネルモジュールなどの設

定を行う。この［Adaptor］タブは、

実際に存在するネットワークカードの

数に関わらず、最初から4つ存在する。

［Adaptor 1］から設定していけばいい

だろう（画面7）。

［Config mode］でDhcpやBootp

を選んだ場合はネットワークの情報は

それぞれのサーバから受け取ることが
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画面8 ［Name server specification］
DNSサーバは停止している場合に備えて、複数設定しておくことが望ましい。

画面9 ［Routing and gateways］－［Set Defaults］

画 面 6 ［ Host name
and IP network device］
の［Host name］タブ

画面7 ［Host name and
IP network device］ の
［Apaptor］タブ

ネットワークカードを有効にする

マシン名とドメイン名を指定

ネットワークカードのIRQを指定 ネットワークカードのI/Oポートを指定

ネットワーク設
定の方法

マシンの別名を指定

IPアドレスを指定 ネットマス
クを指定

通常eth0、eth1
などと指定

使用しているネットワーク
カードに対応したカーネル
モジュールを選択



できるので、ハードウェアの設定とな

る［Net device］と［Kernel module］

を指定するだけでよい。もっとも、場

合によっては［I/O port］や［Irq］

なども指定する必要があることもある

だろう。

■DNSサーバの指定

［ Networking］ － ［ Client tasks］ －

［Name server specification］

数台のマシンを閉じたネットワーク

で使うのでない限り、複数台のマシン

を運用する場合はDNSサーバの利用は

必須といってもよい。この項目もすで

にインストール時に設定している場合

が多い。改めて設定する場合は、まず

［DNS usage］をチェックし、［defaut

domain］にマシンが所属するドメイン

名を指定する。次に、DNSサーバのIP

アドレスを優先したい順に［IP of

name server］に指定しよう。マシン

名だけを指定してネットワークにアク

セスしたときに、補ってほしいドメイ

ン名があるなら［search domain］に

指定しておけばよい。画面8の例では、

単にアクセス先のマシン名としてlevin

を 指 定 し た 場 合 、 ま ず 最 初 に

levin.foo.bar.jpというマシンを探し、

次にlevin.mydomain.co.jpというマシ

ンを探すことになる。

■ゲートウェイとルーティングの設定

［ Networking］ － ［ Client tasks］ －

［Routing and gateways］

通常は［Set Defaults］で、ゲート

ウェイのIPアドレスを設定するだけで

かまわないだろう（画面9）。もし、ル
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LinuxをインストールしてすぐにLinuxconf

を使い、終了したり設定を有効にしたりしよ

うとすると、画面10のような警告が出ること

がある。このメッセージは、「今から設定しよ

うとしているファイルの日付は未来のものだ」

という意味のものだ。

この原因は時差の存在だ。

Linuxのインストーラは、コンピュータ内部

にある時計をGMT（世界標準時）とみなして

ファイルの更新日を設定していく。ところが、

インストール時にタイムゾーンを［アジア/東

京］とすると、インストール後はコンピュー

タ内部の時計はJST（日本標準時）とみなさ

れる。ところが、JSTはGMTよりも9時間先

の時間になっているため、相対的に過去への

タイムスリップ現象が発生してしまうのだ。

この問題への一番簡単な解決策は、消極的

だがインストール後コンピュータを9時間寝

かしておいてから、Linuxconfによる設定を行

うことだろう。もしくは、内部時計がGMTと

みなされるインストール時のみコンピュータ

の時計を9時間遅らせておくというのも手だ。

この問題は、標準時が世界標準時よりも進

んでいる地域でしか起らないので、アメリカ

やイギリスでは気づかれないのではないだろ

うか。

また、設定変更などを何もしていなくても、

Linuxconf終了時の確認でメッセージが表示さ

れることがある。たとえば、画面5の中にあ

る「Service lpd is not running」などのメッセ

ージだ。

lpdはプリンタ用のサーバプログラムで、通

常、システムの起動時に起動される設定にな

っている。ところが、lpdは起動時に1つもプ

リンタが設定されていないと即終了してしま

うのだ。

そこで、Linuxconfが設定を有効にするとき

に「lpdは起動される設定になっているはずな

のに、起動していない。起動しますよ」とい

うメッセージを表示することになるのだ。

lpd以外でも、自動起動するように設定さ

れているプログラムがうまく起動されていな

いときは、このようなメッセージが毎回表示

されることになる。すなわち、このようなメ

ッセージが発生するときは、不要なプログラ

ムが起動される設定になっているか、うまく

起動されていないプログラムが存在すること

が多い。

Column

Linuxconfのエラー

1時間かけてインストール 

GMTで10：00：00 
JSTで19:00:00 
としてインストール 

JSTで19：00：00 
のファイルなので 

8時間未来のファイル 

10:00:00 
（GMTとして解釈） 

11:00:00 
（JSTとして解釈） 

図1 未来の日付のファイル画面10 設定ファイルの日付の警告



ーティングを行うのなら、その他の項

目で設定できる。

■ホスト名検索の優先順位

［ Networking］ － ［ Client tasks］ －

［Host name search path］

TCP/IPネットワーク上で、ホスト

名とIPアドレスを変換する方法には

DNS、/etc/hostsファイル、NISなど

がある。この項目は、これらのうちど

れを優先して使うかを設定する。自分

が優先したい順番になっているものを

チェックしよう。とはいえ、hostsファ

イルを最初に参照し、次にDNSによる

名前の解決を行うのが一般的なので、

通常は［hosts, dns］を選べばいいだ

ろう。初期値もそうなっているはずだ

（画面11）。

■そのほかの［Client tasks］項目

これらのほかに、NISの設定をする

［Network Information System］、

IPXプロトコルを使うときに設定する

［IPX interface setup］などの項目が

あるが、これらはそれぞれNISやIPX

を意識して使うのでなければ特に設定

する必要はない。

■ネットワークサーバの設定

［Networking］－［Server tasks］

［Exported file systems(NFS)］で

は、NFSを使って外部に公開するディ

レクトリの設定を、［IP aliases for

virtual hosts］では各ネットワークデ

バイスに対するIPアドレスの別名を定

義できる。

■ホスト名とIPアドレスの登録

［Networking］－［Misc］－［Information

about other host］

［Misc］の中の［Informat ion

about other host］では、DNSを使わ

ずに接続したいIPアドレスとホストの

リストを作成する。［/etc/hosts］タブ

で［Add］をクリックすると画面12の

ようなパネルが開き、マシン名、別名、

IPアドレス、コメントを指定できる。

DNSサーバが存在しない場合や、

DNSに登録されていないマシンがある

場合などはここで指定しておく。

■ネットワークの登録

［Networking］－［Misc］－［Information

about other network］

ネットワーク名とネットワークアド

レスの登 録 を行 う。 基 本 的 には

［host/network definition］と同じだ。

■Linuxconfのネットワーク使用

［Networking］－［Misc］－［Linuxconf

network access］

Linuxconfは、ネットワークを経由

して起動し、ほかのマシンからリモー

トでさまざまな設定を行うことができ

る。このとき、ネットワーク経由で設

定できるマシンを限定できるよう、リ

モートからLinuxconfを使用して設定

をすることのできるIPアドレスを指定

できる。もっとも、ネットワーク経由

でLinuxconfを使用できるようにする

ことは、セキュリティ上の観点から好

ましいものではないので、［Enable

network access］はチェックしないほ

うがよいだろう。もちろん初期値も無

効になっている。

■

■　ユーザー管理

■

ユーザー管 理 に関 する設 定 は

［Config］タブの［Users account］の

中の各項目で行う。
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画面11 ［Host name search path］ 画面12 ［host/network definition］

ユーザー管理



■ユーザーアカウント

［Users account］－［Normal］－［User

accounts］

それぞれのユーザーの追加、削除、

設定の変更を行うことができる。ユー

ザーの追加は［Add］をクリック、設

定の変更は各ユーザーをクリックすれ

ばよい。各ユーザーの設定では、

［User information］という、ユーザ

ー情報設定パネルが表示される。なお、

ユーザーの削除は一度各ユーザーをク

リックして選択したあと、［Del］をク

リックして行う。

設定できる項目は、基本的な内容の

［Base info］、アカウントやパスワード

の有効期限などを設定する［Params］、

そしてLinuxconfにおける各ユーザー

の権限を設定する［Privileges］に分

かれている。

通常のユーザー管理であれば［Base

info］で十分だろう（画面13）。コマン

ドラインからユーザーを追加する方法

に慣れていたとしても、ユーザーを一

覧の表形式で見ながら設定をすること

ができるのは非常に便利だ。

もし、パスワードを定期的に変更す

るなど、セキュリティにキチンと気を

配りたかったり、ユーザーの入れ替わ

りが激しい場合は、［Params］が役に

立つだろう（画面14）。それぞれのユ

ーザーのパスワードや、アカウントの

有効期限などを細かく設定することが

できる。

なお、Linuxconfは本来rootユーザ

ーが操作するツールだが、［Privileges］

で設定することによってrootユーザー

以外のユーザーも許可された機能を選

んで利用することができるようになる

（画面15）。ここでは、［Denied］、

［Granted］、［Granted/silent］の3種

類を設定できる。

［Denied］にすれば権限は与えられ

ない。

［Granted］にすれば、それぞれの

コマンドの実行時にそのユーザー自身

のパスワードが必要になる。変更を加

えるような機能に割り当てておけば、

うっかり変更してしまうこともないだ

ろう。
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画面15 ［User accounts］－［User information］－［Privileges］－
［General system control］タブ

画面14 ［User accounts］－
［User information］の［Params］
タブ

画面13 ［User accounts］－
［User information］の［Base
info］タブ

このユーザを
有効にする ユーザー名

フルネーム
主に所属す
るグループ

そののほかに所属するグループを
指定（スペースで区切る）

ホームディレクトリ（指定しなけ
れば自動的に作られる）使用するシェル

（指定しなければ
/bin/bash）

ユーザーID（指定しなけれ
ば自動的に決まる）

ユーザーの削除

パスワードの変更 タスクスケジューリングの設定

何日間を保持しなければならないかを指定

パスワードが変更された日

パスワードの何日以内に変更
しなければならないかを指定

パスワードが無効になる何日
前に警告を出すかを指定

何日後にアカウントを無効に
するかを指定

アカウントの有効期限を指定

Linuxconfを使える

設定の変更を有効にできる

マシンをシャットダウンできる

ネットワークの状態を変更できる

システムログを見ることができる

root同様にすべての機能を利用できる



［Granted/silent］ならば、コマン

ド実行時にパスワードは必要なくなる。

ログを見るような機能などに割り当て

るとよいだろう。

このほかに、ディスクの消費量を制

限するディスククォータを有効にする

と、［Disk quota］も表示され、各ユ

ーザーごとに設定できるようになる。

■グループの管理

［Users account］－［Normal］－［Group

definitions］

何人かのユーザーをひとまとめにし

て管理するのがグループだ。

［Base info］タブではグループ名、

グループID、そして［Alte rna t e

members］にグループに所属するユー

ザーを設定することができる（画面

16）。

［Group disk quota］タブではグル

ープ全体のディスククォータを、

［Members default disk quota］では

グループに所属するユーザーのディス

ククォータの初期値を指定できる。

■rootのパスワード変更

［Users account］－［Normal］－［Change

root password］

コマンドラインからpasswdコマンド

を使うというのもそれほど面倒なこと

ではないが、ほとんどの管理コマンド

を使うことができるLinuxconfだから、

当然rootユーザーのパスワード変更も

できる。選択すると、小さなパスワー

ド入力ウィンドウが表示される。

■特殊なアカウントの設定

［Users account］－［Special account］

PPP、SLIP、UUCP、POPといった
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画面19 ［Password & Account policies］の［Script］タブ

画面18 ［Password & Account policies］の［Visibillity］タブ

画面17 ［Password & account policies］の［Policies］タブ

/etc/shadowファイルの中にシ
ャドウパラメータを記載するか

/etc/shadowファイルの中にア
カウントの期限を記載するか

Linuxconfの中からホ
ームディレクトリの
パスを変更できるか

Linuxconfの中か
らログインシェル
を変更できるか

ディスククオータ
を変更できるか

タスクスケジューリン
グを変更できるか

パスワードの
最小の文字数

パスワード中に必要なアル
ファベット以外の文字の数

ユーザーごとにグループを
作るかどうか

ホームディレクトリを作るディレクトリ

ホームディレクトリの属性

アカウントを作成する前に
実行するコマンド

アカウントを削除する前に
実行するコマンド

アカウントを削除すると
きに実行するコマンド

アカウントをアーカイブす
るときに実行するコマンド



特殊なグループに属していることが必

要になるアカウントは、ここで設定で

きる。使い方は普通のユーザー管理と

ほぼ同じになっている。

■パスワードやアカウントの管理方針

［Users account］－［Policies］－［Password

& account policies］

ここでは、パスワードやアカウント

における基本的な設定を決定する。ほ

とんどの場合は、初期値のままでよく、

変更しなくても動作に問題はない（画

面17）。

ただ、インターネットに直接接続し、

かつ多人数で使うようなマシンの場合

などは、セキュリティを高めるために

パスワードの制限を厳しくしておくの

もよいだろう（画面18）。

［Params］タブの設定内容につい

ては、［User accounts］の設定を参考

にしてほしい。

［Script］タブ内では、アカウント

を操作するときに実行するコマンドが

指定できる（画面19）。アカウントを

削除するときにホームディレクトリを

丸ごと消去したり、アカウントを作成

するときに、必要な初期設定ファイル

をホームディレクトリにコピーしたり

するといった、ユーザーアカウントを

管理するときに毎回行う作業をシェル

スクリプトにして登録しておくと便利

だろう。

■ログイン可能なシェルの設定

［Users account］－［Policies］－［A

vailable user shells］

ログインシェルとして使用可能なシ

ェルを設定する。

よく使われるシェルは、最初からほ

とんど登録されているが、自分で好み

のシェルをインストールして、ログイ

ンしたときから使いたいというときに

は、ここにフルパスで書いておく必要

がある（画面20）。

■特殊なシェル

［ Users account］ － ［ Policies］ －

［Available PPP shells］など

PPPやSLIP用に、ネットワーク設定

などを行うシェルスクリプトを設定し

ている。変更する必要はないだろう。

■

■ディスク管理

■

ディスクの管理は［Config］タブの

［File systems］の中の各項目で行う。

■ディスクドライブの設定

［File systems］－［Access local drive］

Linuxでは、ディスクはマウントす

ることによってはじめて使用可能にな

る。このディスクマウントの設定を行

うのが、［ Local Drive］ だ。 本 来

/etc/fstabというファイルを編集して

行うものだが、Linuxconfを使うとデ

ィスクデバイス名や、オプションなど

を選択しながら設定できる。英語では

あるが、オプションの内容もわかりや

すく書かれているので、インストール

後にディスクを追加したり、設定を変

更したりするときなどに役立つだろう。

最初に現れるパネルでは、接続され

ているディスクの一覧が表示されるの

で、設定したいディスクをクリックし

よう。追加したディスクを設定したい

場合は、［Add］ボタンをクリックだ。

これらの豊富な項目の中で最低限設

定しなくてはならないのが、［Base］

タブの内容だ（画面21）。それ以外は

オプション設定となる。

その場ですぐにマウント、アンマウ

ントしたい場合は、パネルの下の

［Mount］、［Unmount］ボタンをクリ
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画面16 ［Group accounts］－［Group specification］ 画面20 ［Available user shells］

ディスク管理



ックしよう。また、設定したディスク

をシステム起動時からマウントしてお

くかどうかは［Options］タブの［Not

mount at boot time］で指定する。

■スワップファイルの設定

［ File systems］ － ［ Configure swap

files and partitions］

この項目では、スワップファイルの

追加、変更をすることができる。実際

にはほとんど使うことはないだろう。

■クォータの設定

［File systems］－［Set quota default］

必要以上にディスクを圧迫しないよ

うに、各ユーザーがどれだけのディス

ク容量を使用できるかなどを設定する

のがクォータだ。複数のユーザーが使

うマシンなどでは便利な設定だろう。

ただし、初期設定ではそれぞれのデ

ィスクがクォータを使用できるように

は設定されていない。そのため、まず

最初に、［Con f i g］タブの［Fi l e

systems］ － ［ Access local drive］

で、それぞれのディスクがクォータを

使用できるように設定しよう。

その後、［Set quota default］を選

び、クォータを設定したいディスクを

タブで選ぶ。次に、［User default］

の［Disk space soft limit］にKバイ

ト単位で数値を設定すればクォータが

有効になり、ユーザーは設定されたサ

イズ以上にディスクを消費できなくな

る（画面22）。

■ファイル属性のチェック

［Check some file permissions］

システムに関わるファイルによって

は、セキュリティその他の理由により、

特定の属性になっている必要がある。

この項目を選択すると、それらが正し

い属性がチェックしてくれる（画面

23）。

■

■　ブートモードの選択

■

［boot mode］－［defalut boot mode］

Linuxには、xdmやgdmを使ったグ

ラフィックモードと、コンソールを使
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画面22 ［Set quota default］

画面21 ［Access local drive］の［Base］タブ

画面23 ［Check some file permissions］によるチェック
/etc/shadowというファイルを誰にでも読むことができる状態にすると、警告と修正の
ダイアログが表示される。

どのディスクパーティショ
ンを使うか

パーディションの種類

そのディスクをファイルシ
ステムのどこに接続するか

ブートモードの選択



ったテキストモードの2種類の動作モー

ドがある。これらのモードなどを設定

するのがこの項目だ（画面24）。

ただし、Red Hat Linx 7.1では、こ

の項目で設定してもモードの変更は有

効にならなかった。すべてのディスト

リビューションやバージョンを調査す

ることはできなかったが、正常に動作

するものも多いので実際に試していた

だきたい。

Red Hat Linux 7.1でグラフィカルロ

グインと、コンソールを使ったテキスト

モ ー ド を 切 り 替 え る に は 、

Xconfiguratorを使用するといいだろう。

■

■　管理コマンドの実行

■

［Config］タブでは設定の変更を行

ったのに対し、［Control］タブではお

もにその場ですぐに実行される管理コ

マンドを発行する。

■現在の設定を有効にする

［ Con t r o l  p a n e l］ － ［ Ac t i v e

configuration］

この項目はクリックするだけで、

Linuxconfで設定できる項目について

すぐに現在の設定を有効にする。

■シャットダウンと再起動

［ Control panel］ － ［ Shutdown/

Reboot］

マシンをその場で、再起動（［Re

boot］）、もしくは停止（［Shutdown &

halt］）する（画面25）。

しばらく時間をおいてから停止した

い 場 合 に は 、［ Delay befor shut

down(minutes)］に時間を設定しよう。

また、［Message］に文字列を設定す

れば、このマシンにログインしている
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画面26 ［Control service activity］
［Enabled］で自動起動の設定を、［Running］で現在の状態を確認することがで
きる。

画面27 ［Control service activity］のそれぞれのサービスの設定

画面24 ［Graphic or text］で起動時の設定を変更する

画面25 ［Shutdown/Reboot］

管理コマンドの実行



ユーザー全員に、停止予告のメッセー

ジを流すことができる。

■さまざまなサービスの設定

［ Control panel］ － ［ Control service

activity］

Linux上で動作するさまざまなサー

ビスの、起動、停止、そして自動起動

を設定することができる。

まず、リストの中から設定したいサ

ービスについてクリックしよう（画面

26）。すると、それぞれのサービスの

設定パネルが表示される。

［Basic info］タブの［Startup］で

は、自動起動の設定を行うことができ

る（画面27）。自動起動に設定した場

合は、どのランレベルで自動起動する

かも［Run levels］タブで設定してお

こう。テキストモードで使用している

場合はランレベル3を設定、グラフィッ

クモードで使用している場合はランレ

ベル5を設定する。

もちろん、両方のモードを使うので

あれば、両方とも設定する。

パネルの下のボタンをクリックすれ

ば、その場でサービスを起動（［Start］）、

停止（［Stop］）、再起動（［Restart］）

することもできる。

■ディスクのマウント/アンマウント

［Control panel］－［Mount/Unmount

file systems］

ディスク（ファイルシステム）をマ

ウント、アンマウントする。マシン自

体のディスク（local drives）、NFSド

ライブ共に操作可能だ（画面28）。

同様のことは［Conf ig］タブの

［File systems］でも可能だが、この

［ Mount/Unmount file systems］ で

マウントできるのは、設定ファイル

（/etc/fstab）でマウントの設定がされ

ているファイルシステムのみで、細か

い設定の変更もできない。ただし、

NFSドライブについてはその場での設

定による自由なマウントが可能だ。
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画面30 ［date & time］ 画面31 ［Features］

画面29 ［Configure superuser scheduled tasks］

画面28
［Mount/Unmount
file systems］－
［ C o n t r o l
configured local
drives］

日

曜日時分

/usr/local/bin/backupを実行する

月



■自動実行プログラムのスケジューリング

［ Control panel］ － ［ Configure

superuser scheduled tasks］

Linuxには、定期的にプログラムを

自動実行するcronという仕組みがあ

る。この項目では、cronにプログラム

を登録できる（画面29）。

まず、［Add］ボタンをクリックして

定義用のパネルを表示させよう。

［Command］には実行するプログラム

をフルパスで指定する。それ以下は実

行するスケジューリングの設定だ。＊

を設定すればすべてを設定したことに

なる。曜日は0（日曜日）から順に数

字で指定することになる。

最後に、［This entry is active］を

チェックして設定を有効にしよう。

■日付時間の設定

［date & time］

Linuxマシンの日付、時刻の設定を

することができる（画面30）。

■キーボードや言語の設定

［Features］

Linuxconf自体における、キーボー

ドや言語などの設定をすることができ

る。初期設定を変更する必要はほとん

どないだろう（画面31）。

■

■　動作状況を確認する

■

［Status］タブでは、カーネルの起動

時のメッセージや、Linuxconfで行っ

た設定など、動作状況を記録している

ログを見ることができる。この機能は

設定というよりもログや動作状況に関

する閲覧の機能だ。

■起動時のカーネルメッセージ

［Kernel boot messages］

起動時の動作状況を示すメッセージ

を表示する（画面32）。これは実際に

は、/var/log/dmesgに記録されてい

るものだ。

■Linuxconfのメッセージ

［Linuxconf logs］

Linuxconfが、いつ、どのような変

更を行ったかなどの動作記録を見るこ

とができる（画面33）。

■

■Linuxconfの追加モジュール設定

■

Linuxconfはモジュールにより機能

を追加できるようになっている（表1）。

追 加 機 能 を 有 効 に す る に は 、

［Control］タブの［Control files and

systems］－［Configure Linuxconf

modules］を使う（画面34）。リスト

の中の必要なモジュールをチェックし

たら、［Accept］ボタンをクリックし
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画面32 ［Kernel boot messages］

画面33 ［Linuxconf logs］
の操作履歴
それぞれの項目をクリックする
と、詳細を見ることができる。

accountbatch 別のデータベースファイルによりユーザーを管理する

dhcpd DHCPサーバを設定する

firewall ファイアウォールを設定する

isapnpconf ISA Plug and Playデバイスを設定する

kernelconf 簡単なカーネルの設定する

liloconf ブートローダLILOを設定する

mailconf メールサーバsendmailを設定する

modemconf 外部モデムの接続を設定する

motd ログイン時のメッセージを設定する

opensshd SSHデーモンを設定する

squid キャッシュサーバsquidの設定をする

status 起動時にマシンの状況を表示する

syslogconf システムログを表示、設定する

wuftpd FTPサーバwuftpdを設定する

Xkbdconf Xで使うキーボードを設定する

表1 おもなLinuxconfモジュール

動作状況を確認する

Linuxconfの
追加モジュール設定

モジュール 設定できる内容



て、いったんLinuxconfを終了させ、

再度起動しよう。新しい項目が追加さ

れているはずだ。また、インストール

されている以外にも、さまざまな機能

を持ったLinuxconfモジュールのパッ

ケージも配布されている（画面35）。

以下では、いくつかの便利なモジュ

ールを紹介しよう。

■liloconf

［Config］［boot mode］－［lilo］

LinuxのブートローダLILOの設定を

行うためのモジュールだ。

最初のLinux起動画面のLILOプロン

プトでの待ち時間から、新たに作成し

たカーネルをLILOに登録するなど、通

常必要なことはほとんど設定できるは

ずだ（画面36）。

■mailconf

［Config］［Networking］－［Server

tasks］－［Mail delivery system］

Linuxで動作するサーバの設定の中

で、もっとも複雑で面倒だといわれて

いるのがメールサーバのsendmailの設

定だ。これをGUIで設定できるのが

mai lcon fモジュールで、基本的な

sendmailの設定から、SPAM（迷惑メ

ール）防止の設定まで可能だ（画面37）。

モジュールを追加すると［Config］

の［User accounts］にも、［Email

aliases］というメールアドレスを別名

登録する機能が追加される。

■status

［Status］［viewing system state］

マシンの現在の状況を表示するため

のモジュールだ。起動時に現在のマシ

ンの状況が簡単に表示される（画面

38）。さらに［viewing system state］

という項目が追加され、さまざまな詳

細が確認できるようになっている。

これらは、なんらかのコマンドの結

果を表示する場合がほとんどだが、コ

マンド名を覚えていなくても一覧から

選択して表示できるのが嬉しい（表2）。

■syslogconf

［Status］［Logs］－［System logs］

マシンの状況を記録するシステムロ

グを閲覧および設定するためのモジュ

ールだ。

［St a t u s］タブの［Log s］－

［System logs］で閲覧できるほか、

［Config］タブの［Miscel laneous

services］－［System logs］で設定

を変更できる。また、メニューにも

［System logs］項目が追加される（画

面39）。

■

■　テキストモードで使うlinuxconf

■

今回はGNOME上で使うLinuxconf

を例に説明しているが、X Window

Systemをインストールしていないとき

にもLinuxconfは使うことができる。

# linuxconf --text

なお、X Window Systemが起動し

ていない状態であれば、単に、

# linuxconf

とするだけで起動できる。ただし、テ
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画面34 ［Control files and systems］－［Configure Linux
conf modules］

画面36 ［boot mode］－［lilo］－［Change default boot configuration］
［Prompt timeout in seconds］で起動画面の待ち時間を設定しよう。

画面35 LinuxconfのWebサイト
最新のLinuxconfのほかに追加モジュールも配布されて
いる。

テキストモードで使う
linuxconf



キストモードの画面が日本語化されて

いるLinuxcon fを使用する場合は

（Vine Linuxなど）、konを実行してあ

らかじめ漢字コンソール上から起動す

る必要がある。

基本的な操作方法は、カーソルキー

やTabキーで移動、Enterキーでメニ

ューの展開、Ctrl＋Xでプルダウンメ

ニューの表示となっている。

実は、LinuxconfにはGUIモードやテ

キストモードのほかに、Webブラウザ

から操作するWebモード、スクリプト

などから操作するのに便利なコマンド

ラインモードもあるが、これらのモー

ドは通常使うことはあまりないだろう。
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項目 内容 対応するコマンド、ファイルなど

System

System information ハードウェアを含むシステム全体の概要

memory usage メモリの使用状況 /usr/bin/free

disk usage ディスクの使用状況 /bin/df

disk quota ディスク利用制限の状況

scsi devices SCSIデバイスの状況 /proc/scsi/scsi

RAID (MD) usage RAIDデバイスの状況 /proc/mdstat

PCI device PCIデバイスの状況 /sbin/lspci -v

kernel device カーネルモジュールの使用状況 /proc/modules

Networking

network device ネットワークインターフェイスの状況 /sbin/ifconfig

IP routing table ルーティングテーブルの状況 /sbin/route -n

IPX routing table IPXルーティングテーブルの状況 /proc/ipx_route

CPU

prosesses 現在動作しているプロセスのツリー表示 /usr/bin/pstree

interrupt mapping IRQの使用状況 /proc/interrupts

I/O port mapping I/Oポートの使用状況 /proc/ioports

表2 Statusモジュールで追加される項目

画面39 syslogconfモジュールを追加したLinuxconf
見たいログをタブ形式で表示できる。 画面40 テキストモードで使うlinuxconf

画面37 ［Networking］－［Server tasks］－［Mail delivery system］
複雑な設定ファイルsendmail.cfを簡単に設定しよう。

画面38 statusモジュールを追加したLinuxconf
起動時に現在のマシンの状況が表示される。



Control Panelは、やはりX上で動作

するGUIのLinuxの設定ツールだ（画

面1）。ただし、設定できる項目は

Linuxconfほど多くはない。また、Red

Hat Linux 7.1におけるControl Panel

は、以前のものよりも設定可能な項目

が減っているのが少し残念だ。

Red Hat Linux 7.1で設定可能なの

は、ネットワーク、モデム、ランレベ

ル、日付と時刻だ。ただし、Linux

confとは違い、普通にLinuxをインス

トールすれば必ずインストールされる

ので、追加インストールする必要がな

いのは大きなメリットだ。

Control Panelは、GNOMEメニュ

ーから起動してもよいし、コマンドラ

インから直接起動してもよい。

# control-panel

ただし、やはりシステム設定を行う

ツールなので、rootユーザーとして起

動する必要がある。一般ユーザーの場

合は、suコマンドなどでrootになって

から起動しよう。

■

■　Network Configurator

■

TCP/IPネットワークの設定をする

のが、Network Configuratorだ。4つ

の設定項目があり上部のボタンをクリ

ックして切り替える。もっとも、

Linuxconfとは異なり、上部のボタン

をクリックしても、タブが増えていく

ということはない。

設定はそれぞれの項目を設定したあ

と、下部の［Save］ボタンをクリック

すれば全項目が保存される。終了はも

ちろん［Quit］だが、変更を加えてい

たとしても問答無用で変更を破棄して

しまう。［Quit］の前に［Save］を忘

れないように注意しよう。

■Names

ホスト名ほか、基本的なネットワー

クに関する設定を行うのが［Names］

だ（画面2）。

［Hostname］にはドメイン名を付加

したホスト名を設定する。［Domain］

はもちろんドメイン名だ。

［Search for hostnames in additional

domains］には、ホスト名だけを指定

してアクセスする場合に、補うべきド

メイン名の候補を指定する。ここに何

も指定しない場合は、マシンが所属す

るドメインのホストを探すことになる。

［Nameservers］には参照するDNS

サーバのIPアドレスを優先する順に設

定しよう。設定されていない場合は、

次に説明する［Hosts］の設定を元に

マシン名をIPアドレスに変換すること

になる。

このプログラムが実際に行うのは、

/etc/HOSTNAME、/etc/resolv.conf、

/etc/sysconfig/networkといったファ
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Linuxconfは確かに高機能なLinux設定ツールだ。ただその高機能ゆえに、ちょっと
した設定のためにメニューの中から設定項目を探し出すのが面倒だ。また、パネルが
増えていく形のインターフェイスになじまないという人もいるだろう。そんなときは
シンプルなインターフェイスのControl Panelを使ってみよう。

Control PanelでLinuxを設定する

画面2 Network Configu
ratorの［Names］画面1 Control Panel

Netowork Configurator

Configur Modem

SYSV Runlevel Manager

Time Machine

文：香取精二
Text : Seiji Katori

Network Configurator



イルへの設定の書き込みだ。

DNSで解決できない、もしくはDNS

を使わずに解決したいホスト名とIPア

ドレスの対応は、［Hosts］で指定しよ

う（画面3）。ここに記入された対応は

/etc/hostsファイルに書き込まれる。

DNSの設定の手間を考えれば、マシ

ンが数台のLAN環境などであれば、

hostsファイルを利用してホスト名の名

前の解決をするというのも現実的な対

応だろう。

新たなマシンの追加は［Add］、既

存のマシンの設定変更は、対象のマシ

ン名をクリックして［Edit］、削除は

［Remove］だ。［Nicknames］は付け

なくてもかまわない。

■Interface

この項目では、マシンに存在するネ

ットワークインターフェイスの設定を

する（画面4）。

どんな場合にも存在するのが、loと

いうインターフェイスで、これはルー

プバックデバイスという自分自身を指

すデバイスだ。今回はネットワーク自

体の解説ではないので詳しい説明は省

くが、このデバイスはそのままにして

何も変更しなくてよい。

まず、新規にネットワークインター

フェイスを追加する場合は［Add］を

クリックする。ここで、画面5のよう

な、ネットワークの種類を選択するウ

ィンドウが表示される。まず、ほとん

どの場合［Ethernet］を選択すれば間

違いない。

なお、以前のControl Panelではこ

の中にPPPという項目があったが、

Red Hat Linux 7.1ではなくなってい

る。PPPインターフェイスに関しては、

［ダイアルアップ設定］ツールで設定す

ることになったようだ。もっとも、［ダ

イアルアップ設定］でPPPを設定する

と、［Interfaces］のリストの中にPPP

インターフェイスが現われ、設定の変

更もできるようになる。

次に現れるのが、インターフェイス

に対するIPアドレスなどの設定画面だ

（画面6）。

まず最初に決定するのが、［Interface
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画面3 Network Configuratorの［Hosts］

画面5 インターフェイスの追加

画面4 Network Configuratorの［Interface］

画面6 インターフェイスの設
定



configuration protocol］ だ。 DHCP

やBOOTPを使っている場合は、それ

ぞれを設定する。その場合、［IP］や

［Netmask］は自動的に設定されるの

で設定する必要はない。

［Interface configuration protocol］

がnoneならば、［IP］にIPアドレスを、

［Netmask］にネットマスクを設定す

る。その結果、ネットワークアドレス

（［Network］）とブロードキャストア

ドレス（［Broadcast］）は自動的に設

定される。

さらに、このネットワークインター

フェイスを起動時に有効にするのなら、

［Activate interface at boot time］を

チェックする。通常はチェックするべ

きだろう。そうでないと、ネットワー

クを使いたいと思うたびにインターフ

ェイスを［Active］にしなければなら

ない。

なお、［Allow any user to (de)activate

interface］を有効にすると、rootユー

ザー以外にもこのネットワークの有

効／無効を操作することができるよう

になる。

これらを設定して［OK］をクリッ

クすれば、ネットワークインターフェ

イスが追加される。

［Interface］で通常使われる下部の

ボタンは、インターフェイスを追加を

する［Add］、既存のものを編集する

［Edit］、削除する［Remove］だが、

それ以外にも便利な機能がある。それ

が、既存のインターフェイスの複製を

作る［Clone］だ。

［Clone］を使い複製を作成すると、

ある1つのインターフェイスに複数のIP

アドレスを割り当てるなどの設定が可

能だ。この異なったIPアドレスは同時

には使 えないが、［ A c t i v e ］ や

［Deactive］を使ってそれぞれのイン

ターフェイスの有効／無効を切り替え

ることにより、たとえば仕事場と家と

いった異なった複数のネットワーク環

境で、うまくネットワークを切り替え

て使うことができる。また、新しい設

定を試してみたいというときにも、

［Clone］をうまく使うと、古い設定を

消去することなくテストできるだろう。

このプログラムが実際に行うのは、

/etc/sysconfig/network/ifcfg-eth0と

いった各インターフェイス定義ファイ

ルへの設定の書き込みだ。

■Routing

Network Configurationの最後にな

るのが、［Routing］だ（画面7）。デフ

ォルトゲートウェイやスタティックル

ーティングの設定を行う。

スタティックルーティングを設定し

ない場合は、デフォルトゲートウェイ

の設定のみでかまわない。［Default

Gateway］にゲートウェイマシンのIP

ア ド レ ス を 、［ Default Gateway

Device］にネットワークインターフェ

イスの名前（通常はeth0など）を設定

する。

もし、ネットワークカードを複数枚

使ってゲートウェイマシンとするなら

ば、さらにスタティックルーティング

を設定する必要がある。

その場合はまず、［Network Packet

Forwarding］をチェックして、それぞ

れのネットワークインターフェイスに

対して、ネットワークアドレス、ネッ

トマスクなどを設定していく（画面8）。

このプログラムが実際に行うのは、

/etc/sysconfig/networkファイルへの

設定の書き込みだ。

■

■　Configure modem

■

Linux上で動くプログラムでは、通

常、モデムは/dev/modemというデバ

イスとしてアクセスされる。しかし、

Linux自身はコンピュータに複数存在

するどのシリアルポートにモデムが接
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画面7 デフォルトゲートウェイやスタティックルーティングの設定 画面8 スタティックルーティングの設定

Configure modem



続されているかは判断できない。

そこで、このツールで/dev/modem

を、モデムが接続されたシリアルポー

トにリンクしてやる必要があるのだ。

モデムが接続されたシリアルポート

をチェックして［OK］ボタンをクリッ

クするだけなので、難しいことはない

はずだ（画面9）。

このプログラムが実際に行うのは、

シリアルポートのデバイスファイル

（/dev/ttyS？）とモデムのデバイスフ

ァイル（/dev/modem）とのシンボリ

ックリンクの作成だ。

■

■　SYSV Runlevel Manager

■

Linuxではいくつかの動作モードが

あり、それぞれをランレベルという値

で区別している。そして、システムで

はランレベルに応じてどのようなデー

モンプログラムを起動するか、停止さ

せるかがあらかじめ設定されている。

インストール時点では、プログラム

のランレベルへの対応はほぼ適切に設

定されているし、RPMパッケージなど

からインストールした場合も、ランレ

ベルとの対応の設定をしてくれる場合

がほとんどだ。ただし、中には自分で

設定しなくてはならないものもあるし、

ソースからコンパイルした場合などは

自分で設定しなくてはならない場合も

多い。

SYSV Runlevel Managerは、それ

ぞれの動作モードでどのようなプログ

ラムを起動するか、停止するかを設定

するツールだ（画面10）。

なお、Red Hat Linuxなどでは、ラ

ンレベルの値と動作モードは表のよう

に対 応 している。 SYSV Runlevel

Managerで設定できるのはランレベル

2、3、4、5だ。ただし、実際によく使

われるのはランレベル3のテキストログ

インのマルチユーザーモードと、ラン

レベル5のグラフィカルログインのマル

チユーザーモードだろう。

SYSV Runlevel Managerの画面は

大きく3つに分かれている。左側が制

御できるプログラムのリスト、右上が

各ランレベルで起動するプログラム、

右下が各ランレベルで停止するプログ

ラムだ。

制御するプログラムを各ランレベル

に追加したい場合は、左の［Available］

の中のプログラムをクリックし、［Add］

ボタンをクリックする。そこで表示さ

れる画面11のようなウィンドウで、ど

のランレベルで起 動 したいのか

（［Start］）、停止したいのか（［Stop］）

を選んで、［Done］をクリックしよう。

逆にランレベルによって制御するの

をやめたいプログラムがある場合は、

右側のリストの中から、対応するラン

レベルの中のプログラムをクリックし

て、［Remove］をクリックすればよい。

リストの中からプログラムが消えるは

ずだ。

さらに、それぞれのプログラムを起

動、停止する順番を制御したい場合も

あるだろう。そういったときは、目的

のランレベルの［Start］、［Stop］の中

から適当にプログラムをクリックして、

［Edit］をクリックしてみよう。ここで、

画面12のような順番を制御するための

ウィンドウが開くはずだ。上部のリス

トの頭の数字が実行される順番を示し

ている。そこで希望の順番になるよう

にそれぞれのプログラムを選んで、

［Change selected item's number to］

に数字を入れて実行順を変更していけ

ばよい。

また、単に［Available］の中にリス

トアップされているプログラムを選ん
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画面9 Configure
modem

画面 10 SYSV Runlevel
Manager

0 停止

1 シングルユーザーモード

2 マルチユーザーモード(ネットワー

ク機能なし)

3 マルチユーザーモード(テキスト)

4 未使用

5 マルチユーザーモード(X)

6 再起動

表　ランレベルの値による動作モード

SYSV Runlevel Manager

ランレベル 動作モード



で［Execute］をクリックすれば、ラ

ンレベルに関係なくプログラムをその

場で起動、停止することもできる。

以上で設定された内容は、実際には

/etc/rc.d/init.d以下にある各プログラ

ムの起動／停止用のスクリプトが、

/etc/rc.d/rc？.d以下のディレクトリ

に、起動するならSで始まる名前で、

停止するならKで始まる名前でリンク

される。

■

■　Time Machine

■

Time Machineはマシンの日付時刻

を変更するためのツールだ（画面13）。

使い方は簡単だ。まず、上部の日付

時刻の中から変更したい部分をマウス

でクリックしよう。すると、変更の対

象部分が赤くなるので、矢印ボタンで

値を変えていけばいい。数値を直接入

力できないのがちょっと面倒といえば

面倒だ。時刻を合わせたら最後に

［Set System Clock］ボタンをクリッ

クすればよい。

なお、メッセージウィンドウでも警

告されるが、日付の変更を行った場合

は、日付に依存するプログラムが誤動

作をしないように、一度システムその

ものを再起動したほうが無難だろう。

■

■　Red Hat Linux 7.1以外のControl Panel

■

Red Hat Linux 7.1以外のControl

Panelでは、今まで説明してきた4つ以

外の機能が含まれていることが多い。

実際のところは、Red Hat Linux 7.1

においてツールが削られたのだ。

その理由には、Red Hat Linux 7.1

が新機能を搭載したため、Control

Panelのツールが対応できなくなった

り、Red Hat Linux独自の設定ツール

が作成されたりしたため、Control

Panelのツールが必要なくなったという

経緯がある。

ここでは、ほかのディストリビュー

ションを使っている読者のために、そ

のほかのツールについても解説しよう。

以後の解説についてはVine Linux 2.1

のControl Panelを元に行う（画面

14）。なお、VineのControl Panelは、

日本語に強いVine Linuxの定評どお

り、日本語化が進んでおり、わかりや

すいものになっている。

■Printer Configuration

［Printer Configuration］を使うと、

簡単にプリンタの設定ができる。

Linuxも、現在では数多くのプリンタ

に対応しており、いままで面倒だった

プリンタドライバの選択と設定といっ

た作業をかなり楽に行うことができる

だろう。
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画面14 Vine Linux 2.1の
Control Panel

画面11 SYSV Runlevel Manager
でのプログラムの追加

画面13 Time Machine

画面12 プログラムの
起動停止順の制御

Time and Date

Runlevel Editor

Printer Configuration

Network Configuration

Kernel Daemon Configuration

Modem Configuration

Search Help systems

System Configuration

Time Machine

Red Hat Linux 7.1以外の
Control Panel



プリンタを何も設定していない状態

で［Printer Configuration］を起動す

ると、まず空のリストを持ったプリン

タシステムマネージャが表示される。

そこで、［追加］を選ぶとプリンタの種

類を設定するためのウィンドウが表示

される。もちろん、自分の使いたい種

類のプリンタを選ぶわけだが、今回は

［ローカルプリンタ］を選択しよう。す

ると自動検出が行われ、画面15のよう

なウィンドウが表示される。［入力フィ

ルタ］の［選択］をクリックして、リ

ストから自分の使っているプリンタを

選んで［了解］をクリックしよう。さ

らに設定編集画面でも［了解］をクリ

ックすればプリンタの設定は完了だ。

最後に、［テスト］メニューから好き

なテストを選んでプリンタの設定を確

認しよう。

設定された内容は、/etc/printcapフ

ァイルへ書き込まれる。

■

■　Kernel Daemon Configuration

■

Linuxではさまざまな機能をカーネ

ルのモジュールで実現している。そし

て、その機能を使うためにはモジュー

ルの組み込みを設定しなければならな

いのだが、どのモジュールがどの機能

に対応しているのかがわかりにくく面

倒だ。［Kernel Daemon Configuration］

は、この面倒な作業を助けてくれるツ

ールだ（画面17）。

モジュールの追加は、［追加］をク

リックして、［モジュールの種類］、［モ

ジュールの定義］といった質問に答え

ていくだけだ。追加が完了したら

［kerneldをリスタートする］をクリッ

クすれば、モジュールは有効になる。

このツールが実際に行うのは、

/etc/modules.confファイルへの設定の

書き込みだ。

■

■　Search Help systems

■

設定したドキュメントの中から、文

字列を検索してくれるのが［Search

Help systems］だ。

Linuxには、オンラインヘルプとし

てmanコマンドやinfoコマンドも用意

されているが、このツールでは一度に

manやinfoを含む数々の文書から情報

を検索してくれる（画面18）。もちろ

ん、検索結果のリストをクリックする

と文書が表示される。

manファイルがなくinfoによるドキ

ュメントしか用意されていないプログ

ラムも多いので、こういったツールは

非常に有用だろう。

■

■　System Configuration

■

このアイコンをクリックすると、単

にLinuxconfが呼び出される。直接

Linuxconfを起動した場合と動作は変

らないので、Linuxconfのページを参

考にしてほしい。

ここまでで紹介した2つのツールを使

うことで、Linuxのほとんどの設定を

行うことができる。いつもは設定ファ

イルを直接変更しているユーザーも、

簡単に設定できるGUIツールを使って

みてはいかがだろうか。
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画面17 Kernel Daemon
Configuration

画面18 Search Help
systemsで「Control-
Panel」を検索

画面16 充実した
プリンタサポート

画面15 個別のプリンタの設定編集画面

Kernel Daemon
Configuration

Search Help systems

System Configuration



■

■ 起動方法

■

Linuxconfと 同 じ く 、 Red Hat

Linux 7.1をベースに説明していく。

Red Hat 7.1で は 、 GNOME 1.2

（gnome-coreのバージョンは1.2.4）が

採用されており、GNOMEコントロー

ルセンター（以下、コントロールセン

ター） のバージョンは 1 . 2 . 2 だ。

GNOMEの最新バージョンは1.4だが、

コントロールセンターの設定項目につ

いて大きな変更点はないようである。

コントロールセンターは、メインパ

ネルにある道具箱（？）のアイコン

（画面1の左端）をクリックして起動す

る。また、メインメニューの［プログ

ラム］－［デスクトップ設定］－

［GNOMEコントロールセンター］でも

起動できる。root権限は必要なく、一

般ユーザーでも実行可能だ。ちなみに、

コントロールセンターの実行ファイル

名は「gnomecc」である。

■

■ 初期画面と基本操作

■

起動直後の初期画面は画面2のよう

になる。ウィンドウの左側のペインに

設定項目のグループがツリー表示され、

選択されたグループの設定ダイアログ

が右側に表示される（画面3）。ダイア

ログには、［試行］、［戻す］、［OK］、

［キャンセル］の4つのボタンがある。

特に使い方がわからないものはないと

思うが、念のため各ボタンについて簡

単にまとめておこう。

・［試行］ボタン

ダイアログで行った設定を試すための

ボタン。デスクトップの背景など、す

ぐに効果がわかる設定項目の場合に有

効。クリックすると設定が反映される

が、保存はされない

・［戻す］ボタン

ダイアログで行った設定を変更前の状

態に戻すためのボタン。元の設定がわ

からなくなった場合などに有効

・［OK］ボタン

ダイアログで行った設定を反映・保存

する。一度クリックすると［戻す］ボ

タンも［キャンセル］ボタンも利かな

くなるので注意

・［キャンセル］ボタン

ダイアログで行った設定変更を取り消

す。設定を変更して［OK］ボタンを

押す前の状態のときのみ有効

特に便利なのが［試行］ボタンだ。

デスクトップの外観を変更する際など

に、効果を確認しながら設定でき、

［戻る］ボタンで元の状態に戻すことも

できる。あれこれ試しながら、好みの

設定を探っていくといいだろう。

なお、コントロールパネルでの設定

内容は、設定を行ったユーザーのホー

ムディレクトリに保存される。つまり、

ユーザーごとに個別のデスクトップ環
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最初のパートで解説したLinuxconfは、あらゆるシステム設定を行うことができる優
れたツールだが、デスクトップ環境の設定を変更することはできない。クライアント
用途など、X Window Systemを十分に使いこなすためには、デスクトップ環境の
カスタマイズ方法を知っておきたいところだ。ここでは、GNOMEデスクトップの設
定ツール「GNOMEコントロールセンター」について解説する。

GNOMEコントロールセンターでデスクトップ環境を変える

起動方法

初期画面と基本操作

画面1 GNOMEコントロールセンターの起動アイコン

画面2 起動直後のコ
ントロールセンター
初期状態では右側のペ
インにユーザー名など
の情報が表示される。

画面3 設定ダイアログ
の例
設定グループを選択す
ると右側にダイアログ
が表示される。

文：編集部
Text : Linux magazine



境を好みに合わせて構築できるわけだ。

以下ではコントロールセンターの各

セクションごとに、設定項目について

解説していく。項目数が非常に多いた

め、すべてを詳細に説明することはで

きないが、重要と思われる項目を中心

になるべく網羅的に取り上げる。

■

■ セッションの設定

■

［セッション］セクションには、［ス

タートアップ］と［スタートアップヒ

ント］の2つの設定グループがある。

■［スタートアップ］

［スタートアップ］ダイアログでは、

起動・終了時のオプションを設定する。

［オプション］にある3つの設定項

目はログイン・ログアウト時のオプシ

ョンだ。ログイン時のスプラッシュス

クリーンとログアウトプロンプトの表

示／非表示、ログアウト時のセッショ

ンの自動保存のオン／オフを切り替え

ることができる。

［セッションマネージャ管理下にない

アプリケーションのスタートアッププ

ログラム］は、ログイン時に通常のア

プリケーションを自動起動するための

設定。［追加］ボタンを押すと、画面4

のウィンドウが表示されるので、自動

起動したいプログラムの実行ファイル

名を指定しよう。メーラやスケジュー

ラなど、ログイン時にチェックしてお

きたいアプリケーションを指定してお

くと便利かもしれない。

■［スタートアップヒント］

ログイン時に表示されるGNOMEの

使い方に関するヒントメッセージ（画

面5）をオン／オフする。

通常のヒントの代わりに、フォーチ

ュンメッセージ（日めくりに印刷して

ある格言のようなもの）や任意のテキ

ストファイルの内容を表示するよう設

定することも可能だ。

■

■ デスクトップの外観と

■ パネルの設定

［デスクトップ］セクションの各設定

グループでは、デスクトップの外観、

スクリーンセーバー、パネルなどを設

定する。

■［ウィンドウマネージャ］

GNOMEは特定の専用ウィンドウマ

ネージャを持たない統合デスクトップ

環境である。GNOME開発プロジェク

トが決めたガイドラインに沿ったウィ

ンドウマネージャであれば、任意のも

のを使用することができる。

ただ、Red Hat 7.1を始めとする多

くのディストリビューションで採用さ

れ て い る ウ ィ ン ド ウ マ ネ ー ジ ャ

「Sawfish」は、GNOMEとの親和性が

高く、独自のカスタマイズ機能を備え

ており、使い勝手が良い。特にこだわ

りがないのなら、デフォルトのまま

Sawfishを使うことをお勧めする。

■［スクリーンセーバー］

スクリーンセーバーの種類や起動の

タイミングを設定する。Red Hat 7.1

では、デフォルトで「ランダムスクリ

ーンセーバー」が20分後に起動するよ

うに設定されている。

リストからスクリーンセーバーを選

択すると、右側にデモが表示されるの

で、気に入ったものを設定しよう（画

面6）。Xの設定によっては3Dスクリー

ンセーバーのデモが表示されないこと

がある。デモが表示されないものは設

定できても動かないので気をつけてほ

しい。

［パスワードを要求する］をチェック

すると、スクリーンセーバーからの復

帰時にログインパスワードの入力が必

要になる。環境によって、セキュリテ

ィを考慮したい場合などには、この設

定を有効にしておくほうがよい。

スクリーンセーバーの起動後、指定

した時間が経過したあとにディスプレ

イをスリープ状態にするオプションも

用意されている。ただし、このオプシ

ョンを有効にするためには、APMがき

ちんと設定されていて、apmデーモン

が起動している必要がある。
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セッションの設定

デスクトップの外観と
パネルの設定

画面5 GNOMEヒント
［次もこのダイアログを表示］をオフにして、ここで無
効にすることも可能。

画面4 スタートアッププログラムの追加画面
［参照］ボタンを使ってプログラムの実行ファイル名を
指定できる。

画面6 スクリーンセーバーの設定
各スクリーンセーバー独自の設定は［～の設定］ボタン
で行う。



■［テーマセレクタ］

テーマとは、ボタンやリストボック

ス、ウィンドウ枠といったGUI部品を

ひとつのセットとしてまとめたものだ。

その名のとおり、何らかのテーマに沿

った統一感のあるデザインのGUI部品

が用意されている。テーマを切り替え

ることで、デスクトップの外観をガラ

リと変えることができるのだ（画面7）。

GNOMEのデスクトップ環境では、

ウィンドウ枠やダイアログのテーマを2

つのパートに分けて管理しており、ウ

ィンドウ枠についてはSawfish（ウィ

ンドウマネージャ）、ダイアログのボタ

ンやフォントについてはGTK＋（GUI

ライブラリ）のテーマをそれぞれ別に

設定できるようになっている。ここで

設定するのは、GTK＋のテーマだ。

［使用可能なテーマ］のリストから

テーマを選択すると、ダイアログの下

段にある［試写］にそのテーマで使わ

れるボタンなどの外観が表示される

（画面8）。試写だけでは効果が掴みづ

らいときには、GIMPなどのGNOME

（GTK+）アプリケーションを起動して

おき、［試行］ボタンを押して実際に

確認するという方法もある。

［新規テーマのインストール］ボタン

を使ってテーマを追加することもでき

る。GTK＋のテーマはtar＋gzip形式

で配布される。このボタンを押してテ

ーマのtarボールを指定すれば、インス

トールは完了だ。テーマの入手先とし

ては、themes.org（http://www.themes.

org/）がお勧めである。

■［バックグラウンド］

デスクトップの背景（壁紙と色）を

設定する。

Red Hat 7.1のデフォルトであるエ

ンボス効果を付けたロゴの壁紙もなか

なか渋いが、お気に入りの写真の画像

ファイルを壁紙にすることも、もちろ

ん可能だ。そのほか、小さな画像ファ

イルをタイル状に並べたり、画面サイ

ズに拡大して表示することもできる。

［色］のセクションでは、背景色を指

定する。単色で塗るか、2つの色を指

定して垂直または水平方向にグラデー

ションをかけることができる。デフォ

ルトの設定を参考にしながら、いろい

ろ試してみよう。

［背景の設定にはGNOMEを使う］は、

Enlightenmentや Window Makerの

ように背景の設定機能を持ったウィン

ドウマネージャとGNOMEを組み合わ

せている場合に、どちらの機能を優先

するかを指定するオプション。Sawfish

を使っている場合は、デフォルト設定

（GNOMEを優先）のままにしておく。

■［パネル］

このダイアログは設定項目が多岐に

わたるため、各項目の説明を表1にま

とめておくので参考にしてほしい。パ

ネルの設定に関しては、ここでの設定

だけでなく、パネル自体のプロパティ

もかかわってくる。メインメニューの

［パネル］－［プロパティ］で表示さ

れる項目もあわせて設定する必要があ

るので注意すること。

■

■サウンドと周辺機器の設定

■

［マルチメディア］セクションと［周

辺機器］セクションでの設定をまとめ

て説明しよう。

■［サウンド］

［マルチメディア］セクションの［サ

ウンド］では、サウンドサーバとサウ

ンドイベントの設定を行う。

［起動時に音サーバを使う］をチェッ

クするとGNOMEの起動時に自動的に

サウンドサーバデーモン（esd）が立ち

上がる。ボリュームメータなど、サウ

ンド関連のGNOMEアプレットの一部

はesdのみサポートしているので、これ

らのアプレットを使う場合にはチェッ

クを忘れずに。

［イベントに対して効果音を鳴らす］

をチェックするとサウンドイベント機

能が有効になる。メッセージの表示や

メールの到着などに合わせて、指定し

たサウンドファイル（.wav）を効果音

として再生できるようになる。使い方
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画面7 テーマの変更例
GTK＋とSawfishのテーマを設定することでウィンドウ
の外観を変更できる。デフォルトの外観と比べてみよう。

画面8 テーマの試写
GTK＋のテーマを変更するダイアログでは
試写が可能だ。

サウンドと周辺機器の設定



によっては、便利な機能なのでいろい

ろ工夫してみるのもおもしろいかもし

れない。詳細な設定は［サウンドイベ

ント］タブで行う。

■［CDプロパティ］

［周辺機器］セクションの［CDプロ

パティ］では、CDドライブへのメディ

アのセット時に実行する処理を設定す

る。データCDとオーディオCDの2つ

について別々の設定ができるようにな

っている。

データCDについては、「自動マウン

ト」、「autorunの実行」、「マウント時

のファイルマネージャの自動実行」の3

項目をオン／オフできる。

オーディオCDについては、セットさ

れた際に実行するコマンドを指定でき

る。デフォルトでは、GNOME CDプ

レーヤ（gtcd）がセット時に自動的に

起動し、再生がスタートするよう設定

されている。gtcd以外の再生ソフトを

使っている場合は、ふだん使っている

ソフトのコマンドオプションを調べて、

設定を変更するとよいだろう。

■［キーボード］

このダイアログでは、キーボードに

関する設定を行う。

［自動的にリピートする］では、キー

を押しっぱなしにした際に、自動的に

その入力を繰り返すかどうかを設定す

る。ただし、この設定はターミナルエ

ミュレータに対しては有効にならない

ことに注意してほしい。

［リピート回数］は最大リピート数、

［リピートまでの間隔］はリピートを開

始するまでの遅延時間（ミリ秒単位）

の設定だ。

［キーボードのクリック音］にある項

目は、読んで字のごとくクリック音を

鳴らすかどうかと、鳴らす場合の音量

の設定だ。

［キーボードベル］では、キーボード

エラーの通知に使われるビープ音の音

量などを設定する。［ピッチ］でビープ

音の高低、［長さ］でミリ秒単位での

ビープ音の長さを設定できる。

■［マウス］

このダイアログでは、［マウスボタン］

で右利き／左利きのボタン設定の切り

替え、［マウスの動き］でマウスポイン

タの移動スピードを設定する。

ちょっとわかりづらい項目が［しき

い値］だろう。これは［加速］に指定

したスピードでマウスポインタが移動

を始める「区切り」の値で、やはり速

さが基準になっている。つまり、ここ

に指定した値を超えたスピードでマウ

スポインタが移動すると動きが加速し

ていくようになる。

通常は［加速］、［しきい値］ともデ

フォルトの設定で問題ないと思われる

が、画像ファイルの加工など細かなマ

ウス操作が必要な場合など、必要に合

わせて設定するようにしたい。

■

■ MIMEの設定

■

［文書ハンドラ］セクションでは、

MIME型、URLを取り扱うアプリケー

ション、標準エディタを設定する。

■［MIME型］

MIME型とは、たとえば「拡張子

が.txtのプレーンテキストファイルを編

集するアプリケーションはEmacs」で

あるとか、「拡張子が.jpgの画像ファイ

ルはGIMPで処理する」といったよう

に「ファイルの種類」と「処理を行う

アプリケーション」とを関連づけたも

の。ここでの設定は、ファイルマネー

ジャ（GMC）やデスクトップに反映さ

れ、特定のファイルのアイコンをダブ

ルクリックすると指定されたアプリケ

ーションが自動的に起動し、そのファ

イルがオープンされるようになる。

画面9は「audio/x-mp3」のMIME

型の編集ウィンドウを示している。画

面からもわかるとおり、拡張子が

「.mp3」のファイルを再生するアプリ
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設定項目 説明

［アニメーション］タブ

アニメーションを有効にする パネル操作時のアニメーション効果のオン／オフ

アニメーションは一定速度にする アニメーションを描画する際に加速するかどうか

［ボタン］タブ

ボタンタイプ 設定の対象となるボタンタイプを指定する

タイルを使用 チェックすると指定した画像ファイルがタイルとして使用される

高速だが低画質のボタン・アイコン 解像度の低いアイコンを使用する。性能の低いPCなどで有効

［パネルオブジェクト］タブ

デフォルトの移動方式 パネルオブジェクトの移動方式を切り替える

間隔 パネルオブジェクトの最小間隔を設定する

［メニュー］タブ

大きいアイコンを使う メニューアイテムの左に表示されるアイコンを大きいものにする。

1280×1024ピクセル以上の解像度で有効

［...］ボタンを表示 ［...］ボタンの表示／非表示を切り替える。［...］ボタンを押すと、

メニューアイテムをパネル上で操作する（ランチャの追加など）た

めのポップアップメニューが表示される

メニューをメモリ内に保持 チェックするとメモリにメニューを保持することでより高速に処理

できるようになる

システムメニューを組み込む 「システムメニュー」として設定されているアイテムをパネルのメ

ニューに組み込むかどうかを切り替える

表1 パネルの設定項目

MIMEの設定



ケーションとして「mpg123」が指定

されている（“%f”はファイル名をパ

ラメータとしてコマンドに渡すための

設定）。この設定によって、MP3ファ

イルのアイコンをダブルクリックした

際に、そのファイルがmpg123で再生

される。

MIME型をうまく設定することで、

デスクトップの使い勝手を大幅に向上

させられる。デフォルトの設定を見直

して、使い慣れたアプリケーションが

起動するように変更するだけで、ずい

ぶん違うはずだ。あれこれ工夫してみ

る価値はある。

■［URLハンドラ］

このダイアログでは、デスクトップ

アイコンに指定されているURLを処理

するアプリケーションを設定する。ま

た、manページやGNOMEヘルプなど

を表示するアプリケーションも設定で

きる。

デフォルトではURLを処理するプロ

グラムがNetscape Navigator、Man／

GNOMEへルプ／infoファイルを処理

するプログラムがGNOMEヘルプブラ

ウザとなっている。

■［標準エディタ］

GNOMEデスクトップ環境の標準エ

ディタを設定する。具体的には、

「gnome-edit」コマンドで起動するエ

ディタの指定である。デフォルトでは

Emacsが標準エディタとなっている。

■

■そのほかの設定項目

■

ここまでに触れていないセクション

について簡単に説明しておこう。

■［Sawfishウィンドウマネージャ］

Red Hat 7.1のGNOME環境の標準

ウィンドウマネージャであるSawfishの

設定を行うセクションだ。非常に項目

数が多いため今回は詳細に解説できな

いが、いくつかの有用な設定項目を紹

介しておくことにしよう。

［外観］ではSawfishのテーマ機能を

設定する。［デフォルトフレームスタイ

ル］でテーマを選択し、［試行］ボタ

ンを押すとウィンドウ枠が変更される。

ウィンドウ枠の色やウィンドウタイト

ルで使われるフォントなども設定でき

る。GNOME（GTK+）のテーマとマ

ッチする設定を選ぶようにするとよい

だろう。

［フォーカス動作］のデフォルト設定

（Red Hat 7.1）は、アプリケーション

ウィンドウの領域をマウスクリックし

た時点で入力フォーカスを得るという

設定になっている。

フォーカス動作を「enter-only」に

設定し、［フォーカス時にウィンドウを

前面に出す］をチェックすると、アプ

リケーションウィンドウ上にマウスポ

インタが移動することで、そのウィン

ドウが前面に表示され、入力フォーカ

スを得られるようになる。好みによっ

て違いはあるだろうが、一度試してみ

てほしい。

［配置］では、アプリケーション起動

時のウィンドウ表示位置を設定できる。

デフォルトでは、デスクトップの左上

に表示されるよう設定されており、ア

プリケーションが独自にウィンドウ表

示の制御を行っている場合にはそれを

優先するようになっている。とても使

いやすい設定とはいえないので、［ウィ

ンドウの配置方法］を「best-fit」また

は［interactively］にして［プログラ

ムの指定するウィンドウの位置を無視］

をチェックするなど、少し設定を工夫

したいところだ。

「best-fit」を指定した場合、Sawfish

が「なるべく使いやすそうな」位置に

ウ イ ン ド ウ を 配 置 し て く れ る 。

「interactively」の場合は、ウィンドウ

の枠のみが表示され、マウス操作で任

意の位置にウィンドウを配置できる。

少々面倒だが、好きな位置でアプリケ

ーションを開始できるので結構便利で

ある。

■［ユーザーインターフェイス］

GNOMEアプリケーション（geditや

Gnumericなど）のインターフェイスを
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画面9 MIME型の設定画面
［MIME型による動作］の各項目は、ファイルアイコン
を右クリックしたときのポップアップメニューに対応し
ている。

画面10 Sawfishの各種テーマ
これらは標準で用意されている
ものの一部だ。このほかにも、
豊富なテーマが用意されている。

そのほかの設定項目



設定するセクション。

アプリケーションの側で独自に設定

できる項目と重複する点などもあるよ

うで、十分に整理されていない感じを

受けた。特に気にしなければならない

項目もないので、ほとんどの場合、デ

フォルトの設定で問題ないはずだ。

■

■メニューのカスタマイズ

■

今回検証に使用したRed Hat 7.1に

限 らず、 標 準 で用 意 されている

GNOMEのメニューは、非常に冗長な

ものだ。もちろん、いろいろなアプリ

ケーションがメニューにあらかじめ登

録されているのは、ありがたいことで

はある。「大は小を兼ねる」ということ

もあるのだろう。

ただ、常用するアプリケーションは

ユーザーによってほとんど決まってい

るだろうから、それらのプログラムを

すみやかに起動できるようにしたいと

ころだ。パネルにランチャアイコンを

登録する方法もあるが、ここではメニ

ューエディタを使ってメニュー自体を

整理する方法を紹介しよう。

■メニュー階層を浅くする

標準のメニューは、項目が多く、階

層も深い。目的のメニュー項目を見つ

けるのも、ひと苦労だ。

表示されるメニュー項目を整理し、

メニュー階層を浅くすることで、使い

勝手が向上するはず。ただし、せっか

く登録されているメニューアイテムを

削除してしまうのは考えものである。

あとで必要になるかもしれないからだ。

さらに言えば、メニュー項目を移動

したり削除したりするのは、かなり大

変な作業になる（メニューエディタの

操作性も問題ありだ）。最も手軽で便

利なのが「お気に入り」を利用した方

法である。

まずメニューエディタを開いて（メ

インメニューの［プログラム］－［デ

スクトップ設定］－［メニューエディ

タ］）、［お気に入り（ユーザーメニュ

ー）］を選択し、ツールバーの［新規

項目］ボタンを押す。「無題」という

メニュー項目が追加されるので、画面

11のように設定しよう（各設定項目に

ついては、標準で登録済みのメニュー

項目を参考にするとよい）。［保存］ボ

タンを押せば、メニュー項目が追加さ

れる。

この手順を繰り返して、よく使うア

プリケーションを「お気に入り」にす

べて登録する。そして、GNOMEコン

トロールセンターの［デスクトップ］

セクションにある［パネル］の［メニ

ュー］タブ（画面12）で、「お気に入

り」メニューの［メニューに］をチェ

ックする。これで画面13に示すように、

メインメニューにお気に入りのメニュ

ー項目が表示されるようになる。

この方法であれば、既存のメニュー

項目を削除することもなく、また通常

のメニューを変更する場合と違い、一

般ユーザーでも実行できる。標準のメ

ニューが煩わしいと感じている人は、

ぜひ一度試してみてほしい。

●

ディストリビューションで用意され

ているデフォルト環境は、GNOMEデ

スクトップのひとつの例にすぎない。

コントロールセンターを駆使して自分

に合った快適なデスクトップを構築し

ようではないか。
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Linuxシステム 設定ガイド GUIツールを使いこなせ！ 

画面11 メニュー項
目の追加
［説明］に設定したテ
キストはツールチップ
として表示される。

画面12 ［メニュー］
タブでの設定
［システムメニューを組
み込む］をオフにして表
示されるメニュー項目を
減らすことも可能。

画面13 設定変更後のメニュー
追加するメニュー項目が多い場合は、［お気に入り］を
サブメニューにするという手もアリ。

メニューのカスタマイズ
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21世紀を迎えた現在、個人で充実し

たPC環境を整えるのはたやすい。いい

時代になったものだと素直に喜びたい

ところではあるが、家庭でPCを使う際

に無視できない問題が生じつつある。

それは、PCの発する騒音問題だ。

CPUやグラフィックチップ、チップセ

ットの高機能化、高速化により、各パ

ーツの発する熱量が増大した。そのた

め、PC内部を冷却するファンの数も増

え、耐え難い騒音をまき散らすように

なったのだ。

住宅事情の悪い日本において、部屋

の中の騒音源は家庭不和の原因ともな

りかねない。そこで今回は、静音化パ

ーツやちょっと怪しげなグッズを秋葉

原で購入し、その効果を検証してみた。

とはいっても、音の静かさを測定して

誌面で伝えるのは難しい。音の大きさ

だけではなく、音の種類や実際に聞く

人の主観が混じるからだ。そのため、

ちょっといい加減な気もするが、3名の

レビュアーによる一口レビューも掲載

することにしよう。

また、ソフトウェア面からのアプロ

ーチとして、1CD Linuxを紹介しよ

う。これは、CD-ROMからブートして

利用するLinuxで、ハードディスクな

しでも使えるものだ。PCルータを作る

場合などに便利だろう。

■

■ターゲットにするマシン

■

静音化の対象にするマシンとして、

表1に示したスペックのものを用意し

た。現在ではミドルクラスのマシンと

いったところだろうか。ケースは、本

誌6月号の特集「4万円で作るLinuxマ

シン」で使用したマウス込みで5980円

というものを流用した（写真1）。6月

号では、低発熱CPUのVIA CyrixⅢ

を搭載していたが、今回はAthlon

1GHzを使うため、電源の容量が十分

かどうかを確認する。この電源、

“MAX 300W”などと書いてあるが、

妙に軽いし、なんだかうさんくさい。

スペックシートをよく見ると、実質

150Wくらいの電源のようだ。そこで、

Seventeamの300W電源を購入し、換

装することにした（写真2）。計ってみ

たら、Seventeamのほうが700グラム

も重い。こうして、ターゲットマシン

は完成した。

いざ電源を投入してみると、見事に

ウルサイ。それだけではない。BIOS画

面で見ると、CPUの温度がみるみる上

がっていく。大丈夫だろうか。CPUに

負荷がかかると、温度はさらに上昇す

るだろう。Linuxもインストールせず

に、じっとBIOS画面を見ているわけに

もいかないので、写真3の温度計を使

ってCPUヒートシンクの温度を見なが

ら作業を進めることにしよう。小さす

ぎるケースは風通しが悪くなるのだ。

気を付けよう。
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写真1 4万円PCプロジェクトで購入したケース
高さはわずかに35cmと、ATX電源を内蔵するケースと
してはきわめて小さい。これがアダとなり、音だけでは
なく、熱の対策にもアタマを痛めることになる。

写真2 電源ユニット
左は5980円のケースに付属していた電源。右はソフマ
ップにて6999円で購入したSeventeam ST-300BLVと
いう300W電源。これで、取り出せる電力が倍増する。

写真3 FILCOの温度計
ケーブルの先にサーミスタが付いており、これをテープ
で貼り付けて使用する。-40℃～100℃の範囲を0.1℃単
位で測定可能。高速電脳で1980円。

CPU AMD Athlon 1GHz（FSB 266MHz）

マザーボード ASUS A7M266

メモリ 256Mバイト（PC2100 DDR）×1

電源 Seventeam ST-300BLV（300W）

ハードディスク Seagate Barracuda ATA Ⅲ 30Gバイト 7200rpm（ST330620A）

表1 対象としたPCのスペック

PCはウルサイ！

ターゲットにするマシン



PCを静かにしたいのはヤマヤマだが

（そういう企画趣旨だし）、熱で壊れて

しまっては元も子もない。騒音源とな

りうるデバイスを追加するのはツラい

のだが、涙をのんでケース前面に冷却

ファンを追加しよう。最近では、静か

さをウリ文句にしたファンがちまたで

話題になっている。写真1、2がそれだ。

PAPSTのファンは、小さな金属片を

使ってバランス調整をするという職人

芸的な方法で静かさを向上させている。

一方、松下のファンは、最近のハード

ディスクでも使われている流体軸受け

を採用している。これは、特殊なオイ

ルを封入した軸受けで、ボールベアリ

ングに代わる最新技術だ。

■

■ケース前面に吸気ファンを付ける

■

まず、松下の2950rpm（標準？）の

ものを取り付ける。豪快に風が吹き込

む。BIOS画面で見ると、回転数は

3200rpmくらいだ。室温25℃の環境で

CPUに負荷をかけ、CPUヒートシンク

の温度を計る。するとどうだろう。フ

ァンを付ける前にはあっという間に

70℃を超えていたヒートシンクの温度

が65℃くらいで安定した。しめしめと

いいたいところなのだが、非常にウル

サイ。こんなマシンは決して自室に置

きたくないくらいだ。ファンの回転音

ではなく、ケース前面の隙間から吸気

する際に発生する音が元凶のようだ。

風量が多いとこういった音が大きくな

るのだ。

次に松下の1900rpm（静音）ファン

を試した。ケース前面からの音はかな

り小さくなったが、CPUに負荷をかけ

るとやっぱり70℃をオーバーしてしま

う。真夏の閉め切った部屋などでは室

温がもっと高くなることを考えると

少々不安だ。このCPUは、動作温度が

90℃までとなっているが、できればヒ

ートシンクの温度を70℃以下に抑えた

い。BIOS画面で見ると、CPUコアの

温度はヒートシンクよりも3～5℃高く

表示されている。

今度は、PAPSTの1500rpm（超静

音）ファンに交換する。松下の1900rpm

よりも回転数が低いのでちょっと心配

だ。ところがビックリ、ヒートシンク

温度が69℃で安定した。そのうえ、き

わめて静かだ。ファンの回転音はほと

んど聞こえず、吸気音もごくわずかに

しか聞こえない。う～む、ドイツのク

ラフトマンシップに脱帽。ケース前面

の吸気ファンはPAPSTの超静音ファ

ンに決定！

■

■電源の静音化改造をする

■

やっとのことでスタートラインにた

どり着いた。ここから静かPCへの道が

始まる。騒音の元となるのは可動部分

のあるデバイスだ。要するに、ファン

とドライブということになる。これら
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騒音の元となるファン、ハードディスクを黙らせる！

写真1 ドイツPAPST製の80mmファンVARIOFAN（中速）
回転ムラをなくすために、小さな錘でバランス取りを行っている。パルスセンサ
なしの2ピンタイプなので、BIOSで回転数を検知することはできない。今回は、
1500rpm（超静音）、2600rpm（中速）を購入した。高速電脳で各2980円。

写真2 松下電器産業製の80mmファンPanaflo（2950rpm）
ボールベアリングよりも摩擦、騒音が少ないとされる流体軸受けを採用した冷却
ファン。パルスセンサ内蔵の3ピンタイプ。今回は、1900rpm（静音）、2950rpm
のものを購入した。高速電脳で各2800円。

ケース前面に吸気ファンを
取り付ける

電源の静音化改造をする



を黙らせれば静かになるはずだ。この

PCは、電源ユニットからウォーンとう

なるような音がしているので、今度は

電源ファンを交換しよう（写真3）。

電源ユニットを取り外し、元から付

いていたファンを松下の2950rpmのも

のに交換する。BIOS画面によれば、

元の電源ファンは1700rpmくらいで回

っていたので、排気量とともに冷却効

果のアップが期待できる。しかし、松

下の2950rpmはケース前面に付けると

非常にうるさかったファンなので、音

が問題だ。覚悟を決め、電源を入れて

ぶったまげた。

静かだ。

電源ユニットからのうなりが見事に

消えている。何がどうなっているのか

とBIOS画面でファンの回転数を見る

と、1670rpmだと表示される。どうや

ら、この電源は、ユニット内のファン

に12Vではなく、6Vくらいの電圧を供

給するらしい。冷却効果のアップはで

きなかったが、この静かさはすばらし

い。元々付いていたファンがよほどう

るさいものだったようだ。

PAPSTの2600rpmファンも試した

ところ、こちらも静かだが、松下とは

違う種類の音がする。回転数がわから

ないことと、風量がちょっと少ないこ

とから採用は見合わせる。電源ファン

は松下の2950rpmに決定。

■

■ファンガードも見逃すな！

■

高級なケースや電源は風切り音の少

ない針金タイプのファンガードを採用

している。これはマネするしかない、

早速改造だ。金ノコとヤスリでファン

ガードを切り取り、針金タイプを取り

付ける（写真4）。前面のケースファン

取り付け部分もギコギコと切る（写真
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写真5 ケース前面パネルのファン取り付け部分
ケース前面の冷却ファン取り付け部分を見てみると、鉄板に小さな丸い穴がたく
さんあけられている。この構造だと、風切り音が発生しやすく、吸気効率もよろ
しくないと思われる。どうせ前面パネルで隠れる部分だ、切り取ろう。

写真6 外科手術を施した前面ファン取り付け部
ラジオペンチ、金ノコ、ヤスリを駆使して切開した。切断面が汚いのは、我々の
根性が不足しているため。みなさんが作業する際にはきれいに仕上げてほしい。
写っているファンはPAPST製。中央左側にバランス取りの錘が見える。

写真3 電源ユニットの冷却ファン
通常のATX電源には、8cm角のファンが付いている。電源のファンを交換する場
合には、感電しないよう慎重に作業しないと危険だ。また、しっかり放熱できな
いと、火災の原因にもなるので、万人にお勧めできる改造ではない。

写真4 ファンガードを装着した電源ユニット
電源ファンの風切り音を軽減すべく、鉄板打ち出しのファンガードを金ノコで切
り取り、針金タイプのファンガードを装着した（ソフマップで390円）。指を突っ
込む可能性がなければ、ファンガードを付けなくてもよいかもしれない。

ファンガードも見逃すな！ファンガードも見逃すな！



5、6）。この結果、PCは一段と静かに

なったが、作業時には爆音がするので、

夜間の実行はお勧めしない。

■

■ファンはすべて変えてみる

■

電源ファン交換に味を占め、残るフ

ァンも交換してみることにしよう。こ

の時点でもっとも騒がしいのがCPUク

ーラーだ（写真7）。これには、60mm

角、25mm厚のファンが使用されてい

るので、同サイズの流体軸受けファン

を用意した（写真8）。期待に胸を躍ら

せながら取り替えてみたが、ちっとも

静かにならない。がっくり。回転数は

元のファンよりわずかに速い程度

（4300rpm→4500rpm）なので、その

影響はわずかだろう。残念だが、元の

ファンに戻す。静音化には何ら関係し

ないのだが、松下のファンはトルクが

非常に強かったことを申し添えておく。

風量が多いのかもしれない。

残るファンはチップセットファンだ

けだ。今回使用したマザーボードには、

DDR（Double Data Rate）メモリを

サポートするAMD 761というノース

ブリッジが搭載されており、これが結

構熱を持つのだ（写真9）。すぐ横にあ

るCPUファンが騒がしいこともあり、

チップセットファンによる騒音はほと

んど気にならないのだが、電源ファン

の例もあるので念のために取り替えて

みる。

残念ながら、PAPSTや松下電器産

業の流体軸受けファンで40mm角のも

のを見つけられなかったので、ごく一

般的なものを購入（写真10）。交換し

て電源を投入するとビビるような音が

する。これは失敗だ。たまたまハズレ

の個体に当たっただけかもしれないが、

元のファンよりもずっとうるさくなっ

てしまった。半ばやけになって、ファ
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写真9 チップセットクーラー
DDR（Double Data Rate）メモリをサポートするノースブリッジのAMD 761に
は、40mm角のヒートシンクとファンが付いている。より放熱性能を高めるため、
ヒートシンクとチップの間シリコングリスを塗布した。

写真10 Justyブランドの40mmファン
チップセットクーラーのファンを交換するために購入した。軸受けは、一般的な
ボールベアリング。元から付いているファンより静かになるかはわからない。回
転数は5000rpmだ。T-ZONEで1580円だった。

写真7 COOLER MASTER DRACO THUNDERBIRD（DP5-6HD1）
1.2GHzまでのAthlon、Pentium Ⅲに対応する。60mm角、25mmのファンでCPU
を強力に冷却するが、その高さは65mmにもなるので、取り付けスペースがある
かどうかをよく調べよう。高速電脳にて3500円で購入。音はかなりうるさい。

写真8 松下電器産業製、Panafloの60mmファン
流体軸受けを採用し、回転数は4200rpm。CPUクーラーのファンを交換するため
に高速電脳で購入。パルスセンサ付きの3ピンタイプでBIOS画面などで回転数を
モニターできる。流体軸受けの静音効果やいかに。価格は2500円。

ファンはすべて変えてみる



ンを外してみると、ヒートシンクの温

度がどんどん上昇していく。70℃の手

前で恐くなり、電源を切る。結局は元

のファンを取り付けることにする。

■

■今度はハードディスク

■

ハードディスクの記録密度が高まっ

たことで、データ転送速度も向上した。

そのため、比較的低い回転速度でも十

分実用になるようになり、静粛性と発

熱の少なさを特徴としたドライブも市

販されている。静かなPCを作るために

は、このようなモデルを購入するとい

う解決方法もあるが、今回はあえて

7200rpmという高回転のドライブをチ

ョイスしてみた。SeagateのBarracuda

ATA Ⅲがそれだ。実際に動かしてみ

ると、7200rpmの割に回転音が小さい。

ヘッドをシークさせる際の「カカココ」

という音のほうが回転音よりもずっと

大きく聞こえる。

ハードディスクの音を軽減するアイ

テムとして、写真 1 1のSMART

DRIVEを試す。見た目はアルミの弁当

箱みたいだ（もちろん、さまざまなノ

ウハウに基づいて作られているのだろ

うが）。中には、吸音材が張ってあり

ドライブをすっぽりと包み込む（写真

12）。

SMART DRIVEを5インチベイに取

り付けて音を聞いてみた。なんと！

ドライブの回転音がまったくしなくな

った。これはすごい。シーク音もごく

わずかにしか聞こえない。PCから少し

離れると聞き取れなくなるほどだ。「カ

カココ」と耳につく音だったのが、く

ぐもった感じになったのも静かに感じ

る原因になっているかもしれない。

■

■回転系デバイス交換は利く！

■

以上のように、冷却ファンを静かな

ものに交換したり、ハードディスクを

静音化すると、見違えるように（聞き

違えるように？）PCがおとなしくなる。

ファンガード回りの改造もそれなりに

有効だ。ただし、静かだからといって、

安易に高回転型のファンを低回転型に

置き換えてはならない。冷却性能が低

下するとさまざまなデバイスの寿命が

短くなったり、火災の原因になるから

だ。ケース内のエアーフローを総合的

に見ながら静音化を進めてほしい。
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写真11 ハードディスクの静音化アイテムSMART DRIVE
3.5インチのハードディスクを収納するアルミのケース。リボンケーブルと電源ケ
ーブルは写真手前にあるシリコンゴムの隙間から外部に引き出す。ソフマップに
て、6479円で購入した。ちょっと高い？

写真12 SMART DRIVEにハードディスクを入れたところ
SMART DRIVEの内部には、ハードディスクをピッタリと覆うように吸音材が張
られている。フタを閉めたら、ケースの5インチベイに取り付ける。アルミででき
ているため、ドライブの放熱にも効果があるという。

クロスレビュー
Tux Heaven 実験機の初期状態は壊れかけの加湿器のような凄い音がしていた。ところが前後のファンを変えていくとだんだん

静かになり、さらにSMART DRIVEを利用することで、ほとんど気にならないレベルまで静音化でき、ちょっと感動

した。ただ、1カ所改善すると、他の音源が気になったりするので、静音化するなら一気にやるのが正解だ。

のりぞう 最も騒がしいパーツから静音化すると効果的だ。まずは耳を駆使して騒音源を突き止めよう。SMART DRIVEも威

力を発揮した。ハードディスクがうるさいと感じるなら、強い味方になるはずだ。このほか、ファンガード改造は、

手間はかかるが費用がかからないのでぜひ試してほしい。ファン交換の際には冷却能力の低下に注意しよう。

にゃ～ あらためて聞くとPCは非常にうるさいということを再確認した。電源ファンの交換やファンガードの交換は効果的

だが、個人的にはめんどくさいのでやだ。SMART DRIVEは、取り付けが簡単で見た目もイカしているのでグッド

（フタをすると見えないのではあるが）。ただし、ドライブだけ静かになっても効果が低い点には要注意。

今度はハードディスク
回転系デバイス交換は利く！



「防音グッズ」とは、いったい何ぞ

や？　と疑問に思われる向きもあろう

かと思う。事実、ここで紹介する各種

グッズも、今回検証してみるまでは、

海のものとも山のものともしれぬ「あ

やしい」存在だったんである。

■

■ ダイポルギー？？

■

のっけから、あやしさ炸裂で申し訳

ない。「ダイポルギー」……なんという

ネーミングセンスだろうか。思わず

「ポキ○ル」とか「ボラギノ○ル」など

のシモ関連商品を連想しそうである。

さて、ネーミングはともかく、その正

体と効果を検証してみよう。

今回試したのは、「ダイポルギー制振

シート」（写真1）と「ダイポルギー吸

音フィルム」（写真2）の2つの製品で

ある。パッケージの説明書きによると、

ダイポルギーとは、

高分子化学と電気工学のテクノロジー

を融合することによって開発された画

期的な新素材

であるようだ。そして「騒音、振動、

衝撃などのエネルギーを大幅に低減す

る」という特性があるらしい。これが

本当であれば、かなりの期待が持てそ

うだ（でも何だかチトあやしい）。

■ ダイポルギー制振シート

まずは、筐体のマザーボード取り付

け部分の裏側に制振シートを貼り付け

てみることにした（写真3）。この部分

はマザーボードから伝わる振動（CPU

ファンが主な原因と推測される）が顕

著に感じられた部分だ。

「ものは試し」ということで、まっ

たく期待していなかったのだが、これ

が意外にも効果を発揮したのであった。

ケースに触ってみると、外側に伝わる

振動が確実に減っているのだ（！）。

これにより、騒音も取り付け前より抑

えられている感じだ。

貼り付けただけで振動を抑えると

は！　すごいぞ、ダイポルギー！

■ ダイポルギー吸音フィルム

調子に乗ったところで、吸音フィル

ムも試してみた。こちらは、筐体のマ

ザーボード取り付け側にある空間を塞

ぐ形で両面テープを使って固定してみ

た（写真4）。

説明書きを信ずるなら、「膜振動に

より騒音を吸収する」ことで音の漏れ

を防げるはず。制振シートの威力から

して、大いに期待が膨らんだのだった

が……。

全然効かない

これ以上の解説は不要だ。
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防音グッズをアレコレ試してみました

写真1 ダイポルギー制振シート
超エネルギー変換新素材「ダイポルギー」を採用した振動吸収グッズだ。大きさ
は150×190ミリで、厚さが0.8ミリ。見た目はボール紙のようだが、意外に柔ら
かい。加工しやすく、裏側がシールになっているので、いろいろな用途がありそ
うだ。開発・発売元はシーシーアイ、価格は1枚1280円。

写真2 ダイポルギー吸音フィルム
同じくダイポルギーを使用した防音グッズ。ちなみにダイポルギーは世界33カ国
で特許出願中だそうだ。制振シートよりも薄く（0.2ミリ、大きさは同じ）、ゴム
のような触感である。「膜振動により音を吸収する」という謳い文句だったのだ
が……。発売元と価格は制振シートと同じ。

ダイポルギー



■

■ 振動吸収ネジ

■

次に登場するのは、パーツの取り付

けに使うだけで「余分な振動を見事に

吸収!!!」する（ビックリマーク3つは、

説明書きの原文ママ）という触れ込み

のネジである（写真5）。ネジと同じ

「ABSORBER」シリーズのワッシャも

同時に試してみることにした。

本来はハードディスクやマザーボー

ドの取り付けに使うものなのだろうが、

すでにハードディスクはSMART

DRIVEで対策済みだし、マザーボード

を取り付けるには本数が足らない（実

はマザーボードを外すのが面倒だった

という噂もある）ので、実験的に電源

の取り付けに使ってみた。

結論から言うと、効果は不明である。

ファンを取り替えてかなり静かになっ

たとはいえ、電源は依然として振動し

ており、騒音も発生しているはずなの

だが、はっきりとした効果は認められ

なかった。この段階までくると、最も

耳につくCPUファンのものらしき騒音

以外は（少なくとも我々の耳には）聞

こえてこなかったのである。

残念ではあるが、評価は保留といっ

たところか。

■

■ 純鉛テープ

■

鉛の大きな比重（水：鉛＝1：11.6

であるそうだ）と柔らかさにより、防

振・防音効果がある、それが「防振・

防音 純鉛テープ」であるらしい（写真

6）。能書きとしては、先ほど紹介した

「偉大なる」ダイポルギー制振シートに

似ている。ただ、比重はともかくとし

て、「柔らかさ」がどのように効果を発

揮するのかは、イマイチ不明であると

いえよう。

とりあえず、ケースのサイドパネル

の裏側に15cmほどの長さに切って貼り

付けてみたが、効果はなし。比較のた

めにダイポルギー制振シートを同じ大

きさに切って、同じ箇所に貼ってみた

ところ、こちらもはっきりした効果は

認められなかった。

やはり純鉛テープの効果を引き出す

には、最大の武器である「重さ」を生

かすべきだろうということで、今度は

パネルの裏側全面に貼り付けてみるこ

とにした（写真7）。
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写真6 防振・防音 純鉛テープ
「鉛色」という表現があるが、これ
はどうみても「銀色」である。純度
の高い鉛はこういう色なのだろう。
0.3ミリと薄く、ハサミやカッター
で簡単に加工できる。また、裏面が
シールになっていている。製造・販
売元はワイドワーク、100×1000ミ
リで1400円。

写真5 振動吸収ネジ＆ワッシャ
製品名は「ABSORBER SCREW」と「ABSORBER
RING」。どちらも、「M2052」という特殊な素材から作
られているそうである。それゆえか、1セット4つ入りで、
SCREWが1800円、RINGが980円とかなり高価である。
開発元はセイシン、販売元は親和産業。

写真4 吸音フィルムはケースのすき間に
説明書きに「振動しやすい状態に」して
ほしいとあったので、このようにフィル
ムの端のみテープで固定した。残念なが
ら今回は効果を発揮しなかったが、取り
付け方を変えればあるいは……。

写真3 制振シートを筐体に貼付してみた
ケース全体の剛性にもよるのだろうが、マ
ザーボードの裏側にあたる部分はかなり振
動が大きい。実験当初は効果を期待してい
なかったこともあり、マザーのほぼ全面に
くるよう豪快に貼り付けた。

振動吸収ネジ

純鉛テープ



この状態でマシンを起動すると、確

かに振動は軽減されているようだ。さ

らには、これまで微かに聞こえていた

低音の「うなり」が低減されている。

ダイポルギーほどのインパクトはない

が、これはこれでかなり効果的かもし

れない。

ちなみに、もう1つの特徴である

「柔らかさ」については、振動を抑える

効果はともかく、加工がしやすいとい

う利点があるということを報告してお

こう。

■

■ V-Chip（ナゾ）

■

「V-Chip」という商品名からは、ど

のような製品かわからないだろう。実

のところ、製品を見てもよくわからな

いのだ（写真8）。かろうじてV-Chipの

効果を推測させるのは、その「プニョ

プニョ感」である。プニョプニョのゲ

ルによって振動を吸収するのだと思わ

れる。

製品セットの内容からいって、使用

箇所はケースの「足」の部分以外にな

いとの結論に達したので（というか、

それ以外には思いつかなかったのだ

が）、さっそく取り付けてみた（写真

9）。ケースを軽く揺すると、ゲルのプ

ニョプニョ感が手に伝わってきて変な

感触だ。

マシンを起動すると、これまでより

さらに振動が減ったように感じられた。

全体的に振動を抑えているようだが、

特に机に伝わる振動が激減している。

プニョプニョ・ゲルは確実に効いてい

るのだ（すばらしい！）。

自宅で床にPCを直置きしている場合

など、設置面への振動の伝わりを軽減

できるので、設置場所によっては大い

に役立つはず。

なお、よりプニョプニョ感の高い姉

妹品「U-Chip」もある。両者の違いは

負荷重量の制限。V-Chipは20キログラ

ム、U-Chipは5キログラムまでの負荷

に耐えられるらしい。PCの足として使

う場合には、V-Chipのほうでないと制

限重量を超えてしまう。試してみよう

かなという方は、購入時に十分注意す

るようにしてほしい。

■

■ 総まとめ

■

ファンやハードディスクケースも含

めて、これまでの成果をもとに、電源、

ケースなどの改造による騒音対策をテ

ストマシンにすべて施してみた。特に

効果の高かったダイポルギー制振シー

トを振動の大きいファンの取り付け部

分に多用することに決定。写真10のよ

うにネジ穴のある四隅に貼付した。

最終的な全改造点は以下のとおりで

ある。

・ケース／筐体

Papstの超低音ファンを装着。ファン

の吸気口の金網を切除し、筐体とファ

ンの接触部分にダイポルギー制振シー

トを挟み込むように貼付。さらに、ケ

ースの両サイドパネルに純鉛テープを、

筐体のマザーボード裏の部分にダイポ

ルギー制振シートを貼付し、とどめに
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写真8 振動吸収ゲルチップ
アルミ板に振動を吸収する特殊ゲルを貼り付けたもの
で、ゲルの柔らかさが違う「V-Chip」と「U-Chip」が
ある（写真はU-Chip）。どちらも、25ミリ四方で厚さ7
ミリ、同じ大きさのアルミ板（厚さ2ミリ）と円形のウ
レタン（厚さ1ミリ）が同梱されていて、価格は1980円。
発売元はJapanValue。

写真9 V-Chipで作った「足」
V-Chipに同梱のウレタンを貼り付けてケースの足替わ
りにしてみた。シールが付いているので取り付けは簡単。
現在、これ以外の使い方を随時メールで受付中（ウソ）。

写真7 ずっしりと貼り付
けられた純鉛シール
全面に隙間なくびっしり
貼り付けるという案もあ
ったのだが、めんどくさ
かったので、こんな感じ
に。これでもかなりの重
さである。フルタワーケ
ースではどれくらいの重
さになるのやら。

V-Chip（ナゾ）

総まとめ



足の部分をゲルチップに交換

・電源

ファンを松下電器の流体軸受けタイプ

に変更し、電源本体とファン、PC筐体

との接触部分にダイポルギー制振シー

トを挟み込むように貼付。電源の取り

付けには、振動吸収ネジを使用。また、

排気口の金網を切除し、専用のファン

ガードに交換

・CPUファン

取り付け部分にダイポルギー制振シー

トを貼付

・ハードディスクドライブ

制音・冷却ケース「SMART DRIVE」

に収納して取り付け

このほか、熱対策として写真11の

「ケーブルマウンター」を使って、ケー

ス内の電源ケーブルの取り回しを整理

した（写真12）。

■ 絶大なる効果とそれなりの費用

かくして、低騒音PCは完成をみた。

最初の状態からすると、驚くべき静か

さである。ファンを取り替えるなどの

音を小さくする対策も効果的だが、今

回の実験から、振動を抑えることが重

要であることがわかった。振動を抑え

ることで、耳障りな雑音が除去される

のだ。

費用の面にも目を向けてみよう。こ

こまでに紹介した改造に要した費用は

いかほどなのか？　表1にその概算を

まとめたので参照してほしい。

う～ん。万全な騒音対策のためには、

やはり相応の出費を覚悟しなければな

らないようである。予算と相談しなが

ら、効果的な対策を目指していこう。
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写真10 CPUファンに取り付けた制振シート
ご覧のように接触面は少ないものの効果は「アリ」。完
全に音がなくなるわけではないが、耳障りな雑音がカッ
トされる。ケースファンと電源ファンにも同じ処置を施
した。

写真11 ケーブルマウンター
ケーブルをまとめるバンドとシールで固定できる3セン
チ角ほどのプラスチック製の「マウンター」がセットに
なっている。マウンターの穴にバンドを通して使用する。
6セット入りで価格は290円、発売元はAINEX。

写真12 取りまとめた電源ケーブル
このようにバンドで取りまとめたケーブルをマウンター
で固定する。ちょっとしたアイデアだが、なかなか効果
的。バンドの長さが足らない場合は、2つのバンドをつ
なげるとよい。

写真13 ケーブルを整理したケース内部
ケーブルをまとめることで空気の流れがよくなり、ファ
ンの効果が高まる。実際に温度を計測したところ、負
荷をかけた状態でヒートシンクの温度が64.9℃までに抑
えられた。

製品 価格

8センチファン（ケース） 2980円

8センチファン（電源） 2800円

ファンガード 299円

SMART DRIVE 6479円

制振シート（×2） 2560円

吸音フィルム 1280円

振動吸収ネジ 1800円

防振ワッシャー 980円

純鉛シール（×2） 2800円

V-Chip 1980円

ケーブルマウンター 290円

合計 2万4158円

表1 今回使用した製品の価格一覧

クロスレビュー
Tux Heaven ダイポルギー、鉛板、防振ねじ、振動除去チップ。もう怪しさ爆発なアイテム群だ。しかし、実はこれらのアイテ

ムがけっこう効果があるということがわかって驚いた。小さくて静かで、それでいてパワフル（1GHz）なマシンを作

りたければ、これらのアイテムに加え、ケーブルを整理して風通しを良くするといった工夫が必要だ。

のりぞう 予想通り（！）、効果がわからないものもあった。そんな中で、ダイポルギー制振シートと、振動除去チップはしっ

かりとその力を発揮した。局所的で細かい振動を軽減するならダイポルギー、PC全体の振動が机や床に伝わらなくし

たいなら振動除去チップを使おう。非常に高価な防振ネジの効果が確認できなかったのは残念である :-p。

にゃ～ 個人的には、振動除去チップを「大プッシュ」したい。皆さんにも、ぜひあのプニョプニョ感を味わってほしいも

のである。推測ではあるが地震対策にもなると思われる（たぶんウソ）。また、その効果が最も疑われていたダイポル

ギーが大健闘したのは見事だった。「振動を制する者は騒音を制す」という警句をもってまとめとしたい。



前のセクションまでで、本誌謹製サ

イレントPCは一応の完成を見た。その

静かさはメーカー製PCと比べても遜色

のないレベルだと自負している。とこ

ろが、韓国にはPCをファンレスで動作

させるというすごいケースがあったの

だ！　写真1がそのケース「CALM

System」である。一見するとちょっと

変なデザインのケースにしか見えない

が、その内部には驚異の冷却システム

が秘められている。内部をのぞくと、

なにやら怪しげな部品が目につく。四

角い金属部品から、サイドパネルに向

けて2本の樹脂製チューブが延びている

のがわかるだろう（写真2）。この部品

には、エバポレータ（蒸発器）という

名前が付けられており、CPUやグラフ

ィックチップに取り付けてチップを冷

却する役割を果たす。

チューブの行き先を確認すると、サ

イドパネルに固定された部品につなが

っている。形状はエバポレータに似て

いるが、ひとまわり大きい。これには

コンデンサ（復水器）という名前が付

けられており、エバポレータから伝え

られる熱をサイドパネルに逃がす（写

真3）。エバポレータやコンデンサの中

には、無色透明の液体が封じ込められ

ている。

冷却システムの原理は次の通り。チ

ップの発する熱でエバポレータが暖め

られると、その内部にある液体が蒸発

する。液体が気体になる際には、気化

熱を奪うのでエバポレータは冷却され

る。蒸発した気体はチューブを通って、

コンデンサへ行き、そこで冷やされて

液体となる。気体が液体になるときに

は凝結潜熱を放出し、コンデンサが暖

められる。液体はチューブを通ってエ

バポレータへと戻る。この結果、チッ

プで生じた熱は、エバポレータ→コン

デンサというルートをたどってケース

左側のサイドパネルへと運ばれる（写

真4～6）。ノートPC等で使われている

ヒートパイプと同じ原理だ

■

■その実力は？

■

開発元のCool ＆ Silent Systemに

よると、現行のCALM Systemは、動

作クロックが1GHz未満のCPUに対応

するという。そこで、FSBを133MHz

から100MHzに落とし、Athlonを

750MHzで駆動してテストした。室温

30℃の環境で、CPUをアイドル状態に

すると、エバポレータの温度は52℃で

安定した。このとき、BIOS画面で

CPUの温度を見ると、73℃であった。

正直にいって冷却性能はあまり高くな

い。しかし、すごいのは静粛性だ。ハ

ードディスク以外は何も音を発しない。

前述のSMART DRIVEを併用すると、

PCが動作しているかどうかさえわから

ない（ホント）。

今回モデルにしたPCは、発熱量が大

きいパーツを多用している。DDR
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韓国からきた驚異のファンレス冷却システム

写真1 CALM System
韓国の Cool & Silent Systemが開発した完全ファンレスの PCケース
（http://www.cnssystem.com/）。日本で購入する場合は、送料込みで159.5USド
ル。支払い方法は、USドルの銀行振込のみ（振込手数料はなんと約5000円！）。

写真2 CALM Systemの内部
2本のチューブが付いているのがエバポレータ。これをCPUやグラフィックチッ
プに固定する。電源内部にもエバポレータが取り付けられている。黒い3.5インチ
ベイはアルミニウム製で放熱に効果を発揮するそうだ。

その実力は？



SDRAMもかなり発熱するので、メモ

リクーラーを装着してみた（写真7）。

さらに、システムの冷却性能を上げる

ため、ヒートシンクとして働く左側の

サイドパネルを外部から扇風機で空冷

したところ、30分後には10℃の温度低

下をみた。サイドパネルに放熱フィン

を取り付けるのもよいかもしれない。

同クロックのAthlonよりも発熱が少

ないとされるPentium Ⅲなどで、動作

クロックを500MHzくらいに抑えれば、

ほとんど無音のPCを安定稼働させられ

るだろう。1GHz以上のCPUに対応す

るCALM Systemも開発しているよう

なので、今後に期待しよう。

マザーボードの部品レイアウトによ

ってはチューブが届かないことがある

ので、購入する際には注意が必要だ。
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写真3 CALM System左側のサイド
パネル
エバポレータからのチューブは、サイド
パネルに固定された四角い金属部品につ
なげられている。これは、コンデンサと
呼ばれるもので、アルミニウム製のサイ
ドパネルに熱を逃がすためのものだ。

写真4 エバポレータ
チップや電源の熱はこのエバポレー
タに伝わり、中の液体を蒸発させる。
その際の気化熱でチップなどの熱が
奪われるのだ。生じた蒸気はチュー
ブを通ってコンデンサに行き、そこ
で冷やされて液体になってエバポレ
ータに戻る。

写真5 CPUとチップセットに冷却システムを装着した
CPUにエバポレータを装着（左側）。また、CPU上のエバポレータとチップセットのノ
ースブリッジの間を金属板をつないだパーツでつなぎ、ノースブリッジの熱をエバポレー
タに伝える。マザーボードのレイアウトによっては使えない。

写真6 グラフィックスチップも冷やす
グラフィックスチップ冷却用のエバポレータはこのように装着する……のだが、
チューブが届かず、カードをAGPスロットに挿せないことが発覚した。マザーボ
ードやビデオカードの部品レイアウトにシビアなシステムだといえる。

写真7 メモリクーラー
2枚のアルミ板でDIMMを挟むヒー
トシンク。メモリチップに接触する
部分には熱伝導性のゲルシートが張
られている。今回は、高速電脳で
1480円で購入した。効果のほどは
わからないが、音を発しない（当た
り前？）ので試してみた。



パソコンの騒音問題を考えるにつけ、

音を出さないデバイスはないものかと

思案していると意外に身近なところに

あった。そう、メモリだ。

読者もご存じのとおり、メモリには

駆動部分も振動部分もないので、常に

無音だから、OSをメモリにインストー

ルできれば、いままでハードディスク

が出していた騒音から解放されるだろ

う。さいわい、LinuxにはRAMDISK

といって、メモリの中にファイルシス

テムを作る機能があるので、Linuxを

メモリにインストールすることは可能

だ。

そこで、すでにルータとして稼動し

ているLinuxを利用して、メモリへイ

ンストールできる専用のLinux CD-R

を作ってみることにする。

■

■まずはファイルを丸ごとコピー

■

筆者のマシンは、Celeron 300MHz

と256Mバイトのメモリを搭載してお

り、Red Hat Linux 7.1が最小構成で

インストールされている。

このLinuxのパーティションの構成

は、以下のとおりだ。

/dev/hda9      /

/dev/hda13     /cdroot

容量はどちらも2Gバイトで、/cdroot

はCD-R作成用のパーティションだ。

/cdroot以下のファイルを1つのイメ

ージファイルにしてCD-Rへ焼き付ける

ので、CD-Rの作成に必要なディスクの

空き容量は、/cdrootの容量の2倍程度

になる。まず、稼動中のLinuxのファ

イルを作業用の/cdrootにすべてコピー

しよう。

# rsync -ax / /cdroot/

/cdroot以下の総容量が650Mバイト

以下であればすべてのファイルがCD-R

に収まるので問題ないが、650Mバイト

を超えた場合は、インストールされて

いるドキュメントなどを削除して、

/cdrootが650Mバイト以下になるよう

にシェイプアップしよう。

筆者の環境では、/cdrootの総容量

は320Mバイト程度だったので、ファイ

ルを削らずに、/cdroot以下のファイル

をすべてCD-Rに焼くことにした。

■

■RAMDISKとは？

■

CD-Rを作成する前に、Linuxをメモ

リにインストールする仕組みについて

少し触れておこう。

まず、メモリの中にファイルシステ

ム（RAMDISK）を作るといってもピ

ンとこない人がいると思うので、実際

にメモリの中にファイルを作成してみ

る（画面1）。/mntにマウントしたメ

モリ内のファイルシステムに、サイズ

ゼロのファイルtestが作成されたのが

わかるだろう。

さて、画面1の手順でRAMDISKを作

成できない場合は、使用しているカー

ネルがRAMDISKをサポートしていな

い可能性がある。その場合は、カーネル

の再構築が必要だが、最近のディストリ

ビューションであれば、たいていRAM

DISKはサポートされているはずだ。

■

■initrdとは？

■

RAMDISKにLinuxをインストール

する際に使うinitrdというファイルにつ

いてもざっと説明しておこう。

まず、initrdの正体はどのようなも

のだろうか。たいていのディストリビ

ューションにはinitrdのイメージファイ
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1CDで実現する静音ルータ

$ su -
# mke2fs /dev/ram0
mke2fs 1.19, 13-Jul-2000 for EXT2 FS 0.5b, 95/08/09
Filesystem label=
OS type: Linux

…
Writing inode tables: done
Writing superblocks and filesystem accounting information: done
# mount /dev/ram0 /mnt/
# touch /mnt/test
# ls -l /mnt/
合計 12
drwxr-xr-x    2 root     root        12288  6月 23 12:53 lost+found
-rw-r--r--    1 root     root            0  6月 23 12:53 test
# umount /mnt

画面1 RAMDISKの作り方

RAMDISKとは？

まずはファイルを
丸ごとコピー

initrdとは？



ルを作成できるスクリプトが収録され

ているので、それを使ってinitrdファイ

ルを作成してみよう。

# cd /tmp

# uname -r

2.4.2-2

# mkinitrd initrd.gz 2.4.2-2

mkinirdコマンドは、initrdファイル

の名前と、「uname -r」で表示される

カーネルのバージョンを指定して実行

する。

カレントディレクトリに、gzipで圧

縮されたinitrdファイルinitrd.gzが作成

されるので、

# gzip -dc initrd.gz > initrd

とgzipで伸長したあとに、

# losetup /dev/loop0 initrd

# mkdir /loop0

# mount /dev/loop0 /loop0

initrdをループバックデバイスとしてマ

ウントし、

# ls -l /loop0

とすれば、initrdファイルの中身は、

小さなLinuxファイルシステムで構成

されていることがわかるだろう。

■

■Linuxのブートプロセス

■

initrdファイルの正体がわかったとこ

ろで、initrdファイルがどのように使わ

れるのかを、Linuxの起動プロセスに

沿って見ていこう。

マシンを起動すると、まずLILOや

GRUBといったブートローダが、Linux

カーネルとinitrdファイルをメモリに読

み込み、直後に圧縮されたカーネルが

展開される（図1）。次に、ブートロー

ダに指定されたサイズのRAMDISKが

メモリの中へ作成される（図2）。

このあと、RAMDISKの中にinitrd

ファイル内のLinuxファイルシステム

が展開される（図3）。

さらに、initrdファイル内のファイル

システムがルートファイルシステムと

してマウントされ、initrdファイルを保

存していた領域が解放される（図4）。

最後に、initrdファイル内のlinuxrc

というスクリプトが実行されて、その

あとにハードディスク内のファイルシ

ステムがルートにマウントされるのが

一般的だ。

initrdファイルにはLinuxの起動に必

要な最小限のファイルしか含まれてい

ないので、Linuxの運用に必要なファ

イ ル は 、 C D - R に 焼 い た も の を

RAMDISKにコピーして使うことにす

る（図5）。また、CD-Rに含まれるフ

ァイルをRAMDISKコピーしきれない

場合は、CD-Rにリンクを張って対処す

る。

■

■CD-R作成に必要なツールの確認

■

起動可能なCD-Rの作成にはisolinux

とmkisofsという2つのツールが必要だ。

isolinuxはCD-ROM用のブートロー

ダで、syslinux 1.60以降に収録されて

いる。また、mkisofsは、ISO9660形式

のイメージファイルを作成するための

ツールで、ほとんどのディストリビュ

ーションに収録されている。

# rpm -q syslinux

# mkisofs --version

とすればインストールされているツー

ルのバージョンが表示されるので、

syslinuxのバージョンが1.5.x以前のも

のだったり、mkisofsのバージョンが

1.12以前のものである場合は、表1の

URLからダウンロードしてインストー

ルしよう。

このほかにも、RAMDISK内の

LinuxがCD-Rからファイルをコピーで

きるように、基本的なコマンド（bash、

rsync、ln、mount、umount）を、ラ

イブラリのない環境でも使えるように

コンパイルしておく。必要なソースを

本誌付録のCD-ROMに収録しておいた
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256Mバイト 

図1

図2

図3

図4

図5

200Mバイト 
（起動時に指定されたサイズ） 

RAMDISK

Linuxカーネル 

initrdファイル 

drwx……… /bin
drwx……… /tmp
drwx……… /sbin

drwx……… /bin
drwx……… /tmp
drwx……… /bin
drwx……… /tmp

drwx……… /bin
drwx……… /tmp
drwx……… /sbin
drwx……… /cdrom

Linuxのブートプロセス

CD-R作成に
必要なツールの確認



ので、以下のようにコンパイルしよう。

# mount /mnt/cdrom

# cd /mnt/cdrom

# cp ./Linuxmag/SilentPC/* /tmp/

# sh /tmp/make.sh

コンパイルされたコマンド群は、

/tmp/binary以下に格納される。

■

■initrdファイルの作成

■

それでは、CD Linuxの作成のキモ

となるinitrdファイルを作成しよう。

■initrdの基本部分を作る

まずは、initrdファイルの容器とな

る空のイメージファイルを作成する。

# cd /tmp

# dd if=/dev/zero of=image bs=1024k

count=192

この例では、「1024kバイト×192ブロ

ック」で、192Mバイトのイメージファ

イルimageが/tmpに作成される。

imageのサイズは、搭載しているメ

モリの7～8割程度のサイズにしておこ

う。このあとは、imageをループバッ

クデバイスとして使えるようにセット

して、/dev/loop1にマウントされた

imageをext2でフォーマットして、

imageにアクセスできるようにマウン

トする。

# losetup /dev/loop1 image

# mke2fs /dev/loop1

# mkdir /loop1

# mount /dev/loop1 /loop1

あとは、

# cp -a /loop0/* /loop1/

initrd内のファイルをimageの中へコピ

ーすれば、読者オリジナルinitrdファ

イルの基本部分は完成だ。

■initrdファイルのカスタマイズ

まずは、コンパイルした基本ツール

群と、RAMDISK内のLinuxがCD-

ROMドライブをマウントできるよう

に、ドライバモジュールをコピーする。

# mkdir -p /loop1/tmp

# cp /tmp/binary/* /loop1/tmp/

# cd /lib/modules/2.4.2-2/kernel/

drivers/

# cp cdrom/cdrom.o /loop1/tmp/

# cp ide/ide-cd.o /loop1/tmp/

さらに、メモリ内のLinuxに必要と

なる最小限のデバイスファイルを作成

しておく。

# cp -a /dev/cdrom /loop1/dev

# cp -a /dev/ram0 /loop1/dev

# cp -a /dev/hdc /loop1/dev

最後の「/dev/hdc」は、実際にCD-ROM

ドライブが接続されている場所だ。

Linuxのファイルシステムに必要な

ディレクトリも作成しておく。

# cd /loop1/

# mkdir cdrom var usr mnt proc root

opt

# rm -rf /loop1/lib

さて、CD Linuxは、RAMDISKを

「/」としてマウントするので、

# cp /etc/fstab /loop1/etc/

とfstabをコピーしたあとに、リスト1

のようにRAMDISKが「/」としてマ

ウントされるように編集する。

最後に、initrdがRAMDISKに読み

込まれた直後に実行されるスクリプト

linuxrcをリスト2のように編集して、

実行属性をつけておけば、initrdファ

イルのカスタマイズは終わりだ。なお、

linuxrcは（http://linux.ascii24.com/

linux/linuxmag/update/）からダウン

ロードできる。

ループバックマウントしたイメージ

ファイルを解除したあとに、gzipで圧

縮しておこう。

# chmod +x /loop1/linuxrc

# cd /tmp/

# umount /loop0

# umount /loop1

# losetup -d /dev/loop0

# losetup -d /dev/loop1

# gzip -c9 image > image.gz
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▼リスト1 fstabの編集

/dev/ram0        /                ext2    defaults        1 1

none             /proc            proc    defaults        0 0

none             /dev/pts         devpts  gid=5,mode=620  0 0

ツール名 URL

isolinux http://www.kernel.org/pub/linux/utils/boot/syslinux/RPMS/

mkisofs http://www.fokus.gmd.de/research/cc/glone/employees/joerg.schilling/private/cdrecord.html

表1 CD Linuxの作成に必要なツール
isolinuxはsyslinuxというパッケージに収録される。mkisofsは、mkisofsかcdrecordというパッケージに収録されている。

initrdファイルの作成



■

■CDイメージファイルの作成

■

まず、syslinux 1.60以降のパッケー

ジに含まれているisolinux.binというブ

ートローダを、isolinux用のディレクト

リにコピーする。

# mkdir -p /cdroot/isolinux

# cp /usr/lib/syslinux/isolinux.bin

/cdroot/isolinux/

次に、/cdroot/isolinux/の中に、カ

ーネルとinitrdファイルをコピーする。

# cp /boot/vmlinuz-2.4.2-2 /cdroot/

isolinux/

# cp /tmp/image.gz /cdroot/isolinux/

あとは、/cdroot/isolinux/に設定フ

ァイルisolinux.cfg（リスト3）を作成

すればよい。

最後にmkisofsコマンドでISO9660形

式のイメージファイルを作成する（画

面2）。作成されたcdrlinux.isoファイル

をCD-Rに焼き付ければ、CD Linuxは

完成だ。

■

■更新されたファイルはどうする？

■

さて、今回作成したCD Linuxは、

更新されるファイルのことをまったく

考えていないが、産業技術総合研究所

の須崎氏が、更新されるファイルも管

理できるシステム構築例「Full RAM

DISK Linux」を公開されているので、

興味のある読者は須崎氏のWebページ

を参考にしていただきたい（表2）。
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知られざるホームコンピューティングの裏側

パソコンの騒音問題を考える

▼リスト2 RAMDISK Linuxの起動スクリプトlinuxrc

#!/tmp/bash
echo "+ Starting linuxrc....."

/bin/insmod /tmp/cdrom.o && /bin/insmod /tmp/ide-cd.o &&
echo "+ Modules for CDROM are installed."

/tmp/mount -t proc proc /proc && echo "+ proc filesystem is mounted."

echo 0x100 > /proc/sys/kernel/real-root-dev &&
echo "+ /dev/ram0 is mounted as root filesystem."

/tmp/mount -t iso9660 /dev/cdrom /cdrom  &&
echo "+ /dev/cdrom is mounted as /cdrom."

/tmp/ln -fs /cdrom/lib /  &&
/tmp/ln -fs /cdrom/usr/lib /usr/  &&
/tmp/ln -fs /cdrom/usr/share  /usr  &&
/tmp/rsync -avx /cdrom/etc  --exclude "fstab"  /  &&
/tmp/rsync -avx /cdrom/sbin /  && /tmp/rsync -avx /cdrom/bin    /  &&
/tmp/rsync -avx /cdrom/var  /  && /tmp/rsync -avx /cdrom/dev    /  &&
/tmp/rsync -avx /cdrom/home /  && /tmp/rsync -avx /cdrom/mnt    /  &&
/tmp/rsync -avx /cdrom/boot /  && /tmp/rsync -avx /cdrom/opt    /  &&
/tmp/rsync -avx /cdrom/root /  && /tmp/rsync -avx /cdrom/tmp    /  &&
echo "+ Files are synced to RAM DISK."

echo "+ linuxrc is ended."

▼リスト3 isolinuxの設定ファイルisolinux.cfg

serial 0 9600

prompt 1

default multi

label single

kernel vmlinuz-2.4.2-2

append initrd=image.gz ramdisk=200000 single

label multi

kernel vmlinuz-2.4.2-2

append initrd=image.gz ramdisk=200000

Full RAM DISK Linux http://www.etl.go.jp/̃suzaki/RAMDISK_Linux/index.html 更新されたファイルの管理にも対応したRAMDISK Linux

initrd.txt linux/Documentation/initrd.txt LILOの作者によって書かれたinitrdの解説

ramdisk.txt linux/Documentation/ramdisk.txt カーネルパラメータについて詳しく書かれたRAMDISKの解説

The Linux Bootdisk HOWTO http://www.linuxdoc.org/HOWTO/Bootdisk-HOWTO/index.html CDを含めたブートディスクの作成方法の詳細な解説

SuperRescue CD http://www.kernel.org/pub/dist/superrescue/v2/ isolinuxの作者によって作られたレスキュー用のCD Linux

Gibraltar http://gibraltar.vianova.at/ Debianをベースとしたルータ用のCD Linux

CD-Based Linux Distros http://plug.twuug.org/articles/cddistro.html CD Linuxが数多く紹介されているページ

表2 CD Linuxの作成に参考になる文書やプロジェクト
ゼロからCD Linuxを作るのはちょっと敷居が高いという読者は、完成した状態で配布されているSuperRescue CDやGibraltarをおすすめする。

# cd /cdroot

# mkisofs -R -J -no-emul-boot -boot-load-size 4 -boot-info-table -b isolinux/isolinux.bin -c isolinux/

boot.cat -o /tmp/cdlinux.iso /cdroot

画面2 ISO9660形式のイメージファイルを作成

ブートローダ

カーネルのファイル名

initrdのファイル名

圧縮前のinitrdファイルimage
よりも大きな値にする

CDのイメージファイル名

CDのルートディレクトリ

CDイメージファイルの作成

更新された
ファイルはどうする？
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Itaniumそこが知りたい
新世代64ビットCPUに迫れ

Pentiumとはここが違う! キーワードを元にItaniumを理解する



Itaniumの正式デビューから1カ月が

たち、インターネット上の情報サイト

に、Itaniumに関する記事、レビュー

などが多く見られるようになってきた。

以前は発表できなかった、性能の評価

結果も見受けられる。それらを見ると、

「たいしたことない」

という意見と、

「すごく速い」

という両極端の意見があるように思わ

れる。なぜこのように評価が分かれる

のか。本当のところは、どちらなのだ

ろうか。

現状では、Itanium搭載機は非常に

高価（最低でも200万円前後）であり、

「ちょっと試してみたい」レベルのユー

ザーが買えるものではない。また、x86

PCのように、秋葉原のショップでCPU

やマザーボードが単品で売られること

もない（少なくとも6月半ばの段階で

は、そのような話は聞かれていない）。

そのため大多数のユーザーは、自分で

Itaniumの性能を確認することができ

ないまま、上記のように相反する評価

結果を見ることになる。

■

■遅い理由

■

最新のCPUなのに「遅い」という評

価になってしまう理由は、

・32ビットコードエミュレーション

・コンパイラの性能

の2点だ。

■32ビットコードエミュレーション

Itaniumは、既存のx86とはまったく

異なったコード体系のCPUではある

が、x86の32ビットコードも動作させ

ることができる。i386以降Pentium 4

まで、バイナリ互換性を保ちながら性

能を上げ続けたことで、x86市場に君

臨してきたインテルなら、当然の判断

だろう。

ただx86コードのItanium上での実行

は、エミュレーションであり、フルに

性能が発揮されるわけではない。x86

コードのプログラムなら、同じ時期に

製造されている最新のx86 CPUで動作

させるほうが速いのだ。

またItaniumのx86エミュレーション

は、それほど効率が高いものではない

らしい。一説によるとソフトウェアで

x86コードのエミュレーションを行って

いるTransmeta社のCrusoeよりも、効

率が低いという調査結果もある。

Itaniumでx86コードを実行するの

は、x86 PC用の拡張カード上のBIOS

を動作させる場合など、ごく限られた

状況だけと考えるべきであろう。

■コンパイラ

I t a n i umが採用しているEP IC

（ Explicitly Parallel Instruction

Computing）アーキテクチャは、コン

パイル時に同時実行可能な命令群を抽

出することで、1クロックあたりの実行

命令数を高めて性能を上げている。

RISC（ Reduced Instruction Set

Computer）で用いられることの多い

「スーパースカラー」が、命令実行時

に同時実行可能な命令を選び出すのと

は対照的だ。ハードウェアで行ってい

た処理をソフトウェア（コンパイラ）

に行わせるのがEPICだと思えばよい。

このためItaniumは、RISC CPU以

上に、コンパイラの能力によって性能

が上下する。いかに多くの同時実行可

能な組み合わせを抽出できるかがポイ

ントだ。

Itanium用のコンパイラは、インテ

ルからC＋＋、Fortranコンパイラが販

売されているほか、SGIからもC、

C＋＋、Fortran90コンパイラがGPLに

基づいて提供されている。

またGCC（GNU Compiler Collection）

もItaniumに対応したコードを出力で

きるが、現状ではEPICに合わせた最適

化が進んでおらず、他のコンパイラよ

りも性能の低いバイナリになってしま

うようだ。今後は、インテルやSGIか

ら情報が提供されることによって、

GCCの性能も上がってくることが期待

される。

■

■速い理由

■

Itaniumがその性能を発揮できるの

は、上述の条件と反対の場合、すなわち

高性能なコンパイラを用いて作成した、

ネイティブコードを実行したときだ。

グラフ1は、セキュリティを考慮し

たWebトランザクションを1秒間にい

くつ実行できるかを比較した結果であ

る。これは、インターネット上の買物

サイトでクレジットカード番号などを

扱うのと同様の処理であり、SSL
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Itaniumの性能を分析するItanium
Ready

遅い理由

速い理由
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（Secure Socket Layer）を用いて暗

号化を行っている。

Itaniumは、サン・マイクロシステム

ズのUltraSPARC IIと比較すると、ク

ロック比を大幅に上回るほどの性能差

を示す。SSLは負荷の高い処理であり、

必要に応じてハードウェアアクセラレ

ータが用いられるが、Itaniumのソフト

ウェア処理による結果は、アクセラレ

ータを組み合わせたUltraSPARC IIも

さらに上回っている。

SSLの処理には、掛け算と足し算を

繰り返す処理（積和演算）が大量に含

まれているが、Itaniumはこの処理を1

命令で行えるため、これほどまでの大

差がついたと思われる。一般にSSLの

ハードウェアアクセラレータは、非常

に高価なため、この用途ではItanium

マシンの競争力は非常に高いといえる

だろう。

■

■全般的な処理速度の比較

■

SSLの処理は極端な例だが、全般的

にItaniumは浮動小数点演算に強い

CPUであると言える。

グラフ2に、SPEC（Standard

Performance Evaluation Corporation）

のSPEC CPU2000というベンチマーク

の結果を示した。SPECは、ベンチマ

ークの標準化を目指した非営利団体で

ある（画面1）。SPECint2000は整数演

算、SPECfp2000は浮動小数点演算の

指標である。

整数演算ではUltraSPARC Ⅲに遅

れをとるが、浮動小数点演算では大差

をつけていることがわかるだろう。

■

■まず技術計算分野に普及か

■

Itaniumは、大企業の基幹部門でデ

ータベースアプリケーションを動かす

ようなビジネス用途が中心と考えられ

ていたが、浮動小数点演算性能の高さ

から大学や研究所などの科学技術計算

分野でも需要が高まっているようだ。

この分野のユーザーは、性能が高け

れば特にOSやアーキテクチャにこだわ

らない性向があるため、まったく新し

いCPUでも抵抗なく受け入れられてい

る。また、必要なプログラムはユーザ

ー自身が作成するため、新規プラット

フォームにありがちなアプリケーショ

ン不足も問題にはならない。

Itaniumネイティブのアプリケーショ

ンが揃うのを待って、徐々に導入され

ているビジネス分野より先に、科学技

術計算の分野でItaniumが普及してい

くと思われる。

■

■Alpha技術の統合

■

締め切り過ぎの6月25日、Itaniumに

も影響のある大きなニュースが飛び込

んできた。コンパックが、Alphaプロ

セッサアーキテクチャのプロセッサ／

コンパイラ技術をインテルに移管し、

自社の64ビットプラットフォームを、

2004年までにItaniumに統一すること

を発表したのだ。

Alphaは元DECが開発した高性能64

ビットCPUで、DECがコンパックに買

収されたため、コンパックの所有とな

っていた。

コンパックにとって、Alphaとx86／

Itaniumという複数のプラットフォーム

を発展させ続けるのは、同社にとって

負担が大きかったのであろう。

インテルにとっては、64ビットCPU

市場でのライバルが減ったのと同時に、

優秀な技術者を雇用できる大きなチャ

ンスだ。Itaniumの後継機種開発もさ

らに加速することであろう。

画面1 SPECのWebサイト
http://www.specbench.org/

グラフ1　セキュリティ保護されたWebトランザクション数（1秒あたり） 

　　 
114 Ultra SPARC II 450MHz

232 Ultra SPARC II 400MHz＋アクセラレータ 

1376 Itanium 800MHz

グラフ2　SPECint2000／SPECfp2000

　　 427 
700 

274 

438 
345 

225 Ultra SPARC II 480MHz 
 Ultra SPARC III 900MHz 
 Itanium 800MHz

まず技術計算分野に普及か

全般的な処理速度の比較

Alpha技術の統合
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「Itaniumは64ビットCPUだ」とい

う言葉を聞くけど、本当のところ32ビ

ットのx86よりどれくらい優れているの

か？ 64÷32＝2だから2倍？（違いま

す）

今さら人に聞けないItaniumに関す

る基礎知識を、キーワードを元に押さ

えておこう。

■

■IA-64

■

インテルとヒューレットパッカード

（HP）が共同で開発した64ビットCPU

のアーキテクチャのこと。何をもって

CPUのビット数とするかはいつも議論

になる点だが、IA-64は128本の64ビッ

ト整数レジスタと、64ビットのアドレ

ス空間を持った本物の64ビットCPUで

ある。

32ビットCPUがフラットにアクセス

できるアドレス空間は、4Gバイト（2

の32乗）だが、64ビットでは約180億G

バイト（2の64乗）となり、当分は無

制限とみなしてよい広大なアドレス空

間をフラットに利用できる。

また、64ビットの整数レジスタと82

ビットの倍精度浮動小数点レジスタを

持ち、大きな数字や高精度のデータを

扱う際にも、特別な操作は必要ない。

■

■Itanium

■

IA-64に基づいた最初の製品である。

今年の5月29日に正式リリースされた。

「アイテニアム」（テにアクセント）と

読まなければならない。カートリッジ

型の形状をしており、内部に1～3次キ

ャッシュまでを統合している。

733MHz／2Mバイト 3次キャッシュ

800MHz／4Mバイト 3次キャッシュ

の2グレードがある。

■

■McKinley（マッキンリー）

■

次世代のItaniumのコードネーム。

今年末にサンプル出荷の予定。インテ

ルのロードマップを見ると、マッキン

リーの次世代として、

Madison（マディソン）

Deerfield（ディアフィールド）

というコードネームが上がっている。

これら以外にも未発表のIA-64系プロ

セッサが開発中であると言われている。

■

■VLIW

■

CPUを高速化するには、次の2通り

のアプローチがある。

（1）命令の処理時間を短くする

（2）多くの命令を同時に処理する

（1）は、クロックを上げることである。

現状ではCPUのクロック上昇にメモリ

など周辺装置の速度が追いつかないた

め、CPUが待たされることになり、ク

ロックを上げても実効性能はそれほど

上がらなくなっている。

そこで高クロック化と同時に、（2）

の複数命令の同時処理（並列処理）が

一般的になっている。

VLIW（ Very Long Instruction

Itanium
Ready

命令1

命令2

命令3
…… 

命令4

命令1

命令2

命令3

命令4

命令1

命令2

命令3

命令4

VLIW CPU

並列実行可能！ 

命令1

命令2
…… 

命令4

命令1

命令3

命令1

命令2

命令3

VLIW CPU

図1 VLIW
ひとまとめにされた命令群は、同時実行可能だ。

図2 VLIWの弱点
コンパイラの性能が低いと、性能が上がらないうえに、プログラムサイズが大きくなっ
てしまう。

IA-64

Itanium

McKinley（マッキンリー）

VLIW

Itaniumを理解するためのキーワード
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Word）は、コンパイル時に並列処理

可能な命令群を抽出し、とても長い

（Very Long）命令にまとめるという

手法だ。まとめられた命令群は、並列

実行可能であることがわかっているの

で、CPUは個別の命令に分解した後、

命令実行ユニットに送ることで並列処

理が行える。

VLIWは、あらかじめ並列実行可能

な命令群を処理するので、CPUのハー

ドウェアは単純なものになる（図1）。

しかし一方で、コンパイラの性能が

低いと、図2のように命令で満たされ

ていない長い命令が読み込まれること

になる。その場合、空いたところには、

「何もしない」命令が書き込まれるた

め、性能が上がらないばかりか、プロ

グラムのサイズが不必要に大きくなっ

てしまうことになる。

またハードウェアが進歩して、同時

に実行できる命令数が増えた場合、コ

ードの互換性がなくなってしまうとい

う問題点もある。

VLIWは以前から研究されていた手

法ではあるが、上述の問題点があるた

め、今までVLIW方式のCPUが主流に

なることはなかった。

■

■EPIC

■

IA-64で採用されているアーキテクチ

ャで、Explicitly Parallel Instruction

Computingの略であり、直訳すれば

「明示的並列命令コンピューティング」

となる。VLIWをベースに、その欠点

を克服するための工夫が施されている。

IA-64の命令は、6種類のタイプに分

類されており、それぞれ処理される実

行ユニットが決められている（表1）。

たとえば命令タイプAに分類される、

単純な加減算の命令は、Iユニットまた

はMユニットで実行可能だ。

各命令は、個別に扱われるのではな

く、3個ずつ「バンドル」と呼ばれる

「長い命令」にまとめられている（図

3）。命令の長さは41ビットであるのに

対し、バンドルは128ビットの長さを持

つ。残りの5ビットは「テンプレート」

と呼ばれ、バンドルに含まれている3つ

の命令の、

・実行ユニット

・同時実行の可否

が記述されている。図4のバンドルを例

にとると、命令0はMユニット、命令1、

2はIユニットで処理すればよいことが

わかる。また命令2の後ろに二重線が

描かれているが、これは後続のバンド

ル内の命令とは同時実行ができないこ

とを表している。この同時実行が可能

かどうか示す境界は、「ストップ」と呼

ばれる。

このようにEPICでは、並列実行でき

る命令群を「長い命令」の内部に限ら

ず、ストップで「明示」することにし

たため、VLIWのような不必要なコー

ドの膨張や、CPU世代間の非互換とい

った問題を解決している。また、各命

令をどの実行ユニットで処理するかは、

テンプレートを見るだけで簡単に判別

できるため、命令の解釈（デコード）

も短時間で済むようになっている。

■

■スーパースカラー

■

CPUは高速化のために、命令の実行

を複数のステップに分割して行ってい

る。このステップ全体のことを、「パイ

プライン」という。多くのR I S C

（Reduced Instruction Set Computer）

CPUやPentium以降のx86 CPUでは、

このパイプラインを複数持つことで、1

クロックサイクルに複数の命令を実行

する。この方式をスーパースカラーと

いう。

スーパースカラーは、並列処理可能

な命令群をプログラム実行時に抽出す

るが、そのための回路が加わることで、

CPUが大きく複雑になるという問題が

生じる。また、そのわりに1クロックあ

たりの平均実行命令数は2程度にとど

まっている。

命令タイプ 説明 実行ユニットのタイプ

A 比較的簡単な整数演算 IユニットまたはMユニット

I 整数演算 Iユニット

M メモリ処理 Mユニット

F 浮動小数点演算 Fユニット

B 分岐処理 Bユニット

L+X 拡張演算 IユニットまたはBユニット

表1 命令タイプと実行ユニットの関係

命令スロット2 命令スロット1 命令スロット0 テンプレート 

41 41 41 5

45 0454686127 87

Iタイプ命令 Iタイプ命令 Mタイプ命令 01

41 41 41 5

45 0454686127 87

図3 バンドル
128ビットのバンドル内には、3個の命令と、テンプレートが含まれる。

EPIC

スーパースカラー



■

■Itaniumの必然性

■

――x86 CPUも順調に進歩しているよ

うに見える今、なぜItaniumが必要な

のでしょう？

平野：Itaniumが必要な理由は、主に

以下の3つです。

まず、x86の性能向上がアーキテクチ

ャ的にかなり厳しいことです。IA-32は

スーパースカラー、アウトオブオーダー

の命令実行など、RISC CPUと同等以

上の技術が投入されています。しかし

動的なスケジューリングでこれ以上に

命令の並列度を上げるのは、困難です。

しかし、ItaniumのEPICアーキテク

チャならば、コンパイラの性能にもよ

りますが、理論上はかなり並列度を向

上させることが可能です。

2つめに64ビット化によって、非常に

大きなメモリ空間が利用できることで

す。企業の基幹部門などで用いられる

データベースなど、巨大なデータサイ

ズのアプリケーションが増えています。

データサイズが、32ビットCPUでフラ

ットに扱える、4Gバイトをオーバーす

るのが当たり前になりつつあるのです。

もちろん、 X e o n とW i n d o w s

Datacenter Serverや Advanced

Serverを組み合わせれば、4Gバイトを

越えるメモリを扱えますが、ページン

グなど余分なテクニックを使用するた

め、メモリを増やしても性能がリニア

に向上しないのです。

64ビットのItaniumなら、このよう

な巨大なデータを扱いたいという要求

を満たすことが可能です。

そして3つめは、より精度の高い計

算を高速に行いたいという要求がある

ことです。たとえば金融業界では、倍

精度の浮動小数点データを用いて

2000×2000の行列演算を行い、瞬時に

答えを出してそれを元に売買の判断を

する必要があります。

32ビットマシンでも64ビットのデー

タを扱うことは可能ですが、データの

分割やメモリに展開するなどの作業が

必要になります。

Itaniumなら特別な作業なしで64ビ

ットのデータを扱えるため、32ビット

マシンと比べてはるかに強力な処理能

力を提供できます。

■

■事業戦略

■

――Itanium搭載機種の具体的な事業戦

略をお聞かせください。

平野：まず、膨大な処理能力が要求さ

れる、バックエンドのデータベースマ

シンに、早期に導入されていくことを

期 待 し て い ま す 。 SQL Server、

Oracle、DB2など主要なソフトウェア

の移植が進行中で、ここ1、2年で導入

が進むでしょう。

ミドルレンジのアプリケーションサ

ーバについては、負荷が高い部分、ま

たは負荷の変動率が大きいために余裕

を持たせたい部分から導入されると考

えています。

フロントエンドについては、当分32

ビット機が主流と考えています。大規

模なWebサーバのフロントエンドは、

Webサーバ、ファイアウォール、ロード

バランサ、キャッシュサーバなどのア

プライアンスマシンの組み合わせです。

その中で、セキュリティ処理を行っ

ているマシンについては、ハードウェ

アアクセラレータよりもItaniumのソフ

トウェア処理のほうが高速です。ハー

ドウェアアクセラレータは高価ですか

ら、置き換える価値があるでしょう。

また、大量のメモリを搭載して、多

くのセッションをメモリに置く必要が

あるキャッシュサーバでもItanium機が

活かせます。人気のあるWebサイトは、

ユーザーの期待も高いため、4秒も待っ

てくれないと言われていますから。
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Interview

Itaniumの事業戦略

21世紀突入と同時にインテルが新たに投入する64ビットCPU、

Itaniumは既存のx86 CPUとはまったく別ラインの製品だ。現在でも好

調な同社のx86 CPUシリーズとは別に、Itaniumをリリースするその真

意は？ Itaniumの必要性とその事業戦略をインテルエンタープライズプ

ラットフォームマーケティングマネージャの平野浩介氏に聞いた。

Itaniumの必然性

事業戦略



――現在x86のシステムを利用している

ユーザーに対して、どのように移行を

サポートされる予定ですか？

平野：導入事例をみると今までx86を使

っていたから、すぐにItaniumに移行

するという例は少ないようです。お客

様それぞれに資産もありますし。

大手のお客様では、新しいサービス

とともに、導入するマシンの台数が増

えています。ですから移行ではなく、

新しく導入する際にItaniumを選択し

ていただくケースが多いようです。デ

ータについては、x86のシステムで作

成したものがそのまま利用できますの

で、OSやアプリケーションプログラム、

ユーティリティなどを64ビット化すれ

ば、移行が可能です。

――Itaniumの後継機種については、ど

のような展開を予定していますか？

平野：前回のIDF（ Intel Developer

Forum）で、テクノロジーデモとして

1U筐体に入ったMcKinley（Itaniumの

次世代バージョンのコードネーム）の

デュアルマシンを公開しました。

McKinleyやその次の世代なら、1U筐体

に2個搭載することも十分可能で、サー

バアプライアンスも登場するでしょう。

■

■Linuxについて

■

――Itanium搭載機にはWindows XP

の64ビット版がバンドルされますが、

これはまだベータ版であり、ユーザー

がLinuxを選択することも多いと思わ

れます。インテルとLinuxコミュニティ

との関係をお聞かせください。

平野：LinuxのItanium対応について

は、インテルが全面的に協力を行って

います。まだItaniumに関する情報が

開示されていなかった時期に、VA

Linux社を中心に、Trillianプロジェク

トを開始しました。その後、コミュニ

ティと協議の結果、カーネル2.4のソー

スツリーにItanium用のコードを統合

することになりました。

McKinleyに関してはまだ何も情報

公開されていませんが、McKinley対

応Linuxも開発が進められています。

そして適切な時期に、Itanium用の

コードと同じようにLinuxカーネルの

ソースツリーに統合してもらえればと

考えています。

ただ、企業の基幹部門で使われるこ

とを考えますと、「安定している」だけ

では足りません。たとえば、バックア

ップツールにしてみても、Solaris、

HP-UX、AIXといった商用Linuxと比

較すると明らかに見劣りします。

Linuxは安定して動作しますが、ミッ

ションクリティカルな分野に安心して

採用できるに足るユーティリティなど

が不足しているのです。

そ こ で 、 Computer Associates、

IBM、インテルが主幹事となり、日本

のメーカーがメジャースポンサーとなっ

て、OSDN（Open Source Developer

Network）を作りました。OSDNの主

目的は、ミッションクリティカルな用

途に利用できるエンタープライズ系

Linuxの開発です。

すでに米国オレゴンでラボが稼動し

ています。そこでは16ウェイのItanium

マシンが利用できるように公開されて

います。そして日本にも、今年12月ま

でに2番めのラボを開設します。

エンタープライズ環境で使用されて

いる大規模なマシンをオープンソース

コミュニティのメンバーに公開するこ

とで、Linuxに貢献していきます。

■

■EPICアーキテクチャとコンパイラ

■

――EPICアーキテクチャは、コンパイ

ラの性能が重要になるとのことですが。

平野：率直に言って、現在のGCCはあ

まり性能が良くありません。GCCの出

力したコードで、Itaniumの性能を評

価されるのは困りますね。

――インテルのコンパイラをオープン

ソース化する予定は？

平野：オープンソース化はしませんが、

コンパイラ作成に必要な技術的なフィ

ードバックは行います。

――そのフィードバックを元に、GCC

も改良されるでしょうか？

平野：2年もたてば、EPICアーキテクチ

ャ用にチューニングが進んだコンパイ

ラがオープンソースで登場するでしょ

う。技術者にとっても、チャレンジし

がいのある課題だと思います。特定の

用途に関しては、インテル製のコンパ

イラをしのぐものが出てくるでしょう。

――コミュニティに対して何か希望す

ることはありますか？

平野：現状ではLinuxが最も進んだ

Itanium用のOSです。これを機に、ミ

ドルレンジやバックエンドにもLinux

が利用されるようになる可能性がある

と思います。

必要な情報は、Webなどを利用して

提供しますし、OSDNのラボも日本に

作りますので、協力をお願いします。

（聞き手：編集部　飯岡）
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平野 浩介氏
インテル株式会社
エンタープライズプラットフォーム
マーケティングマネージャ

Linuxについて

EPICアーキテクチャと

コンパイラ



今年5月末の正式発表以来、各メー

カーからItanium搭載機種の発表が相

次いでいる。一部のハイエンド機を除

くと、インテルの460GXチップセット

を利用したマザーボードを採用し、2個

までのItaniumをサポートするという構

成のマシンが多いようだ。

Itanium搭載機の第一世代というこ

ともあり、これらのマシンはハードウ

ェア的には差がないように見える。筐

体の形状が似ていたり、マザーボード

上の部品配置がほぼ同じという製品が

多かった。

そのため、現状では差異化のポイン

トは、ライブラリの提供などソフトウ

ェアに関する点と、サポート体制など

のサービスが中心のようだ。

各メーカーが独自設計のハードウェア

を投入してくるのは、次世代版の

ItaniumであるMcKinley（コードネーム）

が使われるようになってからと思われる。

それは、現行のItaniumのデビュー

が遅れたため、McKinleyの登場まで

あまり間がなくなってしまったためだ。

結果として、今のItaniumは、強力な

浮動小数点演算能力を活かした実際の

業務に使われる以外に、IA-64プラッ

トフォームの開発・テスト環境として

利用されることが多くなっている。

■

■ハードウェア構成の特徴

■

今回、三菱電機インフォメーション

テクノロジーと日本SGIのItaniumマシ

ンをテストすることができた。これら

のマシンを通して、ハードウェア構成

の特徴を探ってみよう。

写真1は、三菱電機インフォメーシ

ョンテクノロジーのFT8000 20Iaの内

部を撮影したものだ。通常のPCとは上

下が逆、つまりCPUが下部に、拡張ス

ロットが上部にあることが見てとれる。

Itaniumは巨大なヒートシンクを装備

するため、とても重い。そのうえ、

CPUに電力を供給するパワーポッドを

隣に配置する必要がある。このパワー

ポッドもCPU同様に重く、これらをケ

ース内の上部に配置してしまっては、

マザーボードがたわんだり、最悪の場

合破損してしまうおそれがある。もち

ろん、重心が上にくるので、安定性の

面でも望ましくない。そのため、これ

らをマザーボード上の下部に配置する

ようになっている。

またSGIのSilicon Graphics 750で

は、マザーボードの最下部に垂直に

CPU用のドーターボードを取り付ける

ような構造になっており、CPUとパワ

ーポッドは、筐体内部の底部に位置し

ている。これも同様の配慮であろう。

■

■CPUの冷却

■

Itaniumは、その高性能の代償とし

て非常に消費電力が高いCPUだ。最近

では、ハイエンドを中心にx86系CPU

でも消費電力の高い製品が増えている

が、それらを大幅に上回る大食らいで

ある。

消費電力の高さは、発熱量の増大に

直結する。そのためItaniumマシンは、

CPUをきちんと冷やしてやる必要があ

る。そこで、1Uのサーバで見られるよ

うな、筐体の前後にファンを置いて強

制的に空気の流れを作るような方式が

とられている。

写真1の下半分を見ると、CPUを覆

うように透明のアクリル製カバーがか

けられており、ダクトのようになって

いることがわかるだろう。さらに写真2

のように、このダクトの前後に2基ずつ

のファンが設置され、筐体の前から後

ろに空気の流れを作るようになってい

る。動作中に、このダクトを外すのは

無謀だ。

SGIのSilicon Graphics 750も同様

に、筐体の前後にファンを備え、発泡

スチロール製のカバーでCPUを覆って

ダクトを形成していた。見た目は

FT8000 20Iaのほうがいいが、冷却効

果は同等であろう。
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Itaniumマシンを徹底解剖するItanium
Ready

写真2 ダクト前後のファン
合計4個のファンで強制的に空気の流れを作っている。
相当うるさい。

写真1 FT8000 Model 20Iaの内部
重いCPUやパワーポッドが下に配置され、透明のダク
トに覆われている。

ハードウェア構成の特徴

CPUの冷却



■

■パワーポッド

■

Itanium本体は、小型のハードディ

スクのような外観をしている（写真3）。

底面に418本のピンがあり、マザーボ

ード上のソケットに配置する。x86系

CPUでは、電力も底面のピンから供給

されるが、Itaniumに必要な電力は膨

大であり、ピンからでは供給できない。

そこで代わりに、エッジタイプのコ

ネクタを側面に持ち、Itaniumのすぐ

横に設置されているパワーポッドから

供給するようになっている（写真4）。

Itaniumとパワーポッドは、エッジコ

ネクタを介して接続した状態でマザー

ボードに装着される。

ヒートシンクの大きさから想像でき

るように、CPUとパワーポッドの消費

電力は非常に大きく、1セットあたり

100Wを超えると言われている。

■

■メモリ用ドーターボード

■

今回試用した2機種はどちらも、メ

モリを専用のドーターボード（写真5）

上に増設するようになっている。

Silicon Graphics 750については、ド

ーターボードを2つ持ち、インターリー

ブアクセスをすることによって、メモ

リ帯域を広げている。

マザーボードに直接メモリスロット

を設ける代わりにドーターボードを用

いることで、マザーボードのサイズに

関係なく、メモリを増設することが可

能になる。また、メモリ増設の作業自

体も簡単になり、メンテナンス性が向

上する。

メモリについては、ECC付きの

PC100またはPC133 SDRAMが利用で

きる。

■

■対応OS

■

Itaniumに対応、もしくは対応予定

のOSとしては、Linux、Windows、そ

して各メーカーのUNIXがある。UNIX

については、ヒューレット・パッカー

ドのhp-ux、IBMのAIXなどが移植さ

れる予定だ。サン・マイクロシステム

ズのSolarisは、当初移植作業が行われ

ていたが、現在は中断されている。

Windowsは、Windows 2000の後継

であるWindows XPを64ビット化した

ものである。x86用のWindows XP自

体がまだ発売されていないOSであり、

5月29日のItaniumの正式リリース時に

間に合わないと言われていた。

しかし、直前になって急遽サーバ版

（ Windows Advanced Server

Limited Edition）またはワークステー

シ ョ ン 版 （ Windows XP 64-bit

Edition）のWindowsがItanium搭載機

にバンドルされることが決定した。

これらはどちらもベータ版という扱

いだが、マイクロソフトによるサポー

トが提供されるうえに、正式版のリリ

ース時には無償でアップグレードでき

ることになっている。

Linuxカーネルについては、比較的

早い時期からTrillianプロジェクトにお

いて、Itaniumへの移植が進められて

いた。そしてカーネル2.4のソースツリ

ーにItanium用のコードが統合される

ことになった。

Trillianは そ の 後 、 IA-64 Linux

Projectに名前を変え、現在も活動が続

けられている（画面1）。この成果をも

と に 、 Caldera、 Red Hat、 SuSE、

Turbolinuxの各社からItaniumに対応

したディストリビューションがリリー

スされている。
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写真5 メモリ用ドーターボード
ドーターボード上にメモリスロットを設けることで、メ
ンテナンス性を向上させている。

画面1 IA-64 Linux Project
多くのディストリビュータ、ハードウェアベンダが加わ
っている。

写真4 Itaniumとパワーポッド
パワーポッドはエッジコネクタを介してItaniumに接続
され、電力を供給する。

写真3 Itanium
3次キャッシュを統合するため、小型のハードディスク
のような外観を持つ。

パワーポッド

メモリ用ドーターボード

対応OS



FT8000 Model 20Ia（写真1は、三

菱電機インフォメーションテクノロジ

ーが製造・販売するItanium搭載のサ

ーバ機である。

本機は大きめのタワーケースだが、

高さ4Uで19インチラックマウントタイ

プのModel 25Iaもある。並列コンピュ

ーティング、負荷分散システムなど複

数台のマシンを利用する際には、25Ia

のほうが効率良く設置できる。

チップセットはインテルの460GXを

採用し、733MHz／2Mバイト 3次キャ

ッシュ、800MHz／4Mバイト 3次キャ

ッシュの両グレードのItaniumをサポー

トしている。デュアルプロセッサにも

対応する。メモリはECC付きPC100

SDRAMを標準で512Mバイト搭載して

おり、8Gバイトまで拡張が可能。

64ビットのPCIスロットを5本備え、

うち3本は66MHzにも対応している。

またホットプラグにも対応しているた

め、PCI拡張カードのホットプラグの

評価／検証が行える。

Ultra160 SCSIに対応した64ビット

PCI用のアダプテック29160 SCSIアダ

プタ（写真2）を装備しており、SCSI

ハードディスクは2台まで内蔵可能だ。

3台以上に増設する場合は、オプショ

ンで用意されている拡張ディスクモジ

ュールを用いる。

内蔵用ドライブベイは、SCAコネク

タによるホットプラグに対応しており、

筐体前面から着脱可能になっている。

そのため、通常運用する環境と開発／

テスト用の環境を分け、評価／検証が

容易に行えるようになっている。

本機はAGPスロットを持たないので、

グラフィックスカードはPCI接続のATI

Rage 128GL（写真3）を用いている。

また、ネットワークカードは、インテ

ルのPRO/100＋を搭載している。

ホットプラグ対応の電源ユニットは、

Itanium 1個につき1台必要（デュアル

CPU時は2台必要）で、冗長構成用に

もう1台増設できる。

Red Hat Linux（画面1）、Turbolinux

、Windows Advanced Server（ベータ

版）の各OSで動作確認がとられている。

Itanium版のLinuxは、起動時に

LILOを用いない点などをのぞけば、

x86版とほとんど差がない。特にX

Window Systemのデスクトップが起

動してしまえば、まったく同じように

扱える。何か操作を行っても、もたつ

くことはない。
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写真3 ATI Rage 128GL
本機はAGPスロットを持たないので、PCIタイプのグラ
フィックスカードを採用している。

写真2 アダプテック 29160
Ultra160 SCSIに対応したSCSIアダプタ。64ビットPCI
スロットが利用できる。

画面1 Itanium対応Red Hat Linux
デスクトップを起動させれば、x86環境とまったく同じ
ように利用できる。

写真1 FT8000 Model 20Ia
奥行き方向に長い大型のタワーケ
ースを採用している。ラックマウ
ントタイプもある。

FT8000 Model 20IaItanium
Ready250万円～

三菱電機インフォメーションテクノロジー株式会社
http://www.mdit.co.jp/



Silicon Graphics 750（写真4）は、

日本SGIがリリースしたItanium搭載機

である。

チップセットはインテルの460GXを

採用し、733MHz／2Mバイト 3次キ

ャッシュ、800MHz／4Mバイト 3次キ

ャッシュの両グレードのItaniumをサ

ポートしている。デュアルプロセッサ

にも対応する。

PC100 SDRAMを採用し、標準で1

～4Gバイトのメモリを搭載している。

最大16Gバイトまで拡張が可能。2枚搭

載されているメモリボードをインター

リーブアクセスすることで最大4.2Gバ

イト／秒のメモリ帯域を持つ。

64ビットのPCIスロットを7本備え、

うち5本は66MHzにも対応している。

Ultra160 SCSIに 対 応 し た qlogic

QLA12160アダプタ（写真5）を装備

しており、標準で18GバイトのSCSIハ

ードディスクを1台内蔵している。最大

5台までハードディスクドライブを内蔵

できる。

グラフィックスカードは、AGP Pro

スロットにATI Xpert 2000 Pro（写

真6）を装備しており、科学技術計算

の結果をそのまま可視化（2D）するこ

とができる。また、ネットワークイン

ターフェイスはマザーボード上に装備

されている。

Silicon Graphics 750の標準OSは、

64ビット版のLinuxである。また、SGI

が開 発 したS C S L （ S c i e n t i f i c

Computing Software Libray）がバン

ドルされている。SCSLは、Silicon

Graphics 750に最適化された、最新の

科学数学演算ライブラリである。ブロ

ック化、マルチスレッド化、最適化さ

れたサブルーチンを用いており、アプリ

ケーションの性能と効率を向上させる。

SCSLは、共有メモリ並列化、SGIに

よってサポートされるすべてのプラット

フォームにおけるコード移植の簡易化の

ための同じAPI、標準のBLAS（Basic

Linear Algebra Subprograms） と

LAPACK（Linear Algebra Package）

の機能を持ち、コード開発の工数を削

減する。また、64ビット整数の引数を

サポートし、古いプラットフォームから

の移植も容易になっている。

高速ネットワークのMyrinet2000

（写真7）を利用することによって、

Beowulf型のクラスタとして利用する

ことも可能で、その場合は8、16、32

プロセッサ構成に対応する。
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写真7 Myrinet2000
Beowulf型のクラスタとして利用する際の高速ネットワ
ークを構成するカードだ。

写真6 ATI Xpert 2000 Pro
現状では、3Dアクセラレーション機能はサポートされ
ていない。

写真5 qlogic QLA12160
Ultra160 SCSIに対応したSCSIアダプタ。64ビットPCI
スロットが利用できる。

写真4 Silicon Graphics 750
曲線で構成されたフロントパネル
を持つ、ワークステーションであ
る。

Silicon Graphics 750Itanium
Ready近日中に発表予定

日本SGI株式会社
http://www.sgi.co.jp/
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■

■各社のリリース状況

■

Itanium搭載機は、各社から発表／

発売されている。性能や目的別に分類

すると、2個までItaniumを搭載可能な

ワークステーション、4個までItanium

を搭載できるサーバ、そして8～16ウ

ェイに対応したハイエンドサーバの3種

がある。

今回紹介する7機種以外にも、東芝、

富士通、ノーザンライツ、米IBM、米

Gatewayなどが搭載機種のリリースを

予定している。つまり大手のPCベンダ

ーは、ほとんどすべてがItanium機の

市場に参入することになる。

なかでも米コンパックは、最も強力

にItaniumにコミットするようだ。同

社はPCサーバシリーズのProLiantライ

ンに、最大4個までのItaniumを搭載可

能なモデルをリリースする予定だ。

そのほか、現在Alphaプロセッサを

用 い て い る 6 4 ビ ッ ト サ ー バ

（AlphaServer）と、MIPSのRISCプ

ロセッサを用いているNonStopシリー

ズを、数年かけてItanium搭載機種で

置 き 換 え る こ と に し て い る 。

AlphaServerやNonStopシリーズはい

ずれも同社が買収した企業（DEC、

Tandem）が所有していた製品である。

なお、Alphaの開発に携わっていた

技術者は、インテルへの移籍が予定さ

れており、おそらくはItaniumのプロ

セッサやコンパイラ開発に携わること

になっている。

コンパックは、サーバ製品のCPUを

Itaniumに統一して、ハードウェアベ

ンダーからソフトウェア／サービスプ

ロバイダーへの転身を狙うと思われる。

hp workstation i2000は、日本ヒュ

ーレット・パッカードから発売された

Itanium搭載のワークステーションだ。

最大2個のItan iumを搭載可能で、

PC133 SDRAMを用いて4Gバイトま

でメモリを拡張できる。

OSは、Windows XP のベータ版が

プリインストールされるが、Red Hat

Linux 7.1、 hp-ux 11i Version 1.5の

CD-ROMも付属している。

hp-ux 11iを 利 用 す る 場 合 は 、

「Object Code Translation」機能によ

り、PA-RISC用のバイナリを再コンパ

イルすることなく実行できる。

NVIDIAのQuadro2 Proを搭載した

グラフィックスカードを採用しており、

強力な3D描画機能を持つ。この機能

は、NVIDIAのWebサイトからドライ

バを入手することで、Red Hat Linux

でも利用可能だ。

hp workstation i2000
Itanium

Ready

日本ヒューレット・パッカード株式会社
http://www.jpn.hp.com/

191万円～

PowerEdge 7150は、デルコンピュ

ータが今年第3四半期以降に出荷を予

定している、エンタープライズ向けサ

ーバである。最大4個のItaniumを搭載

可能で、ECC付きのSDRAMを用いて、

64Gバイトまでメモリを拡張できる。

チップセットは、インテルの460GXを

用いている。

OSは 、 Red Hat Linuxお よ び 、

Windowsに対応する予定。

10本の64ビットPCIスロットを持ち、

そのうち8本は、電源が入った状態で

の抜き差し（ホットプラグ）が可能に

なっている。筐体内に4つ用意されて

いるハードディスクのドライブベイも

ホットプラグに対応している。

外 部 記 憶 装 置 として、 同 社 の

「PowerVault」シリーズのRAIDシス

テム、テープバックアップシステムな

ど、さまざまな製品が利用可能だ。

PowerEdge 7150
Itanium

Ready

デルコンピュータ株式会社
http://www.dell.com/jp/

価格未定

各社のリリース状況
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PrizeX 9600は、ぷらっとホームか

ら発売されているItanium搭載のワー

クステーションだ。最大2個のItanium

を搭載可能で、ECC付きのPC100

SDRAMを用いて8Gバイトまでメモリ

を拡張できる。チップセットは、イン

テルの460GXを用いている。

Turbolinux、Red Hat Linuxのほか、

Windows XP、 Windows Advanced

Server（ともにベータ版）にも対応する。

標準構成では、グラフィックスカー

ドにATI Xpert128、NICにインテル

PRO/100＋、SCSIカードにアダプテッ

ク29160（64ビットPCI）を備える。ハ

ードディスクは、Ultra160m/SCSIに

対応した18.2Gバイトのものを1個搭載

している（最大2個内蔵可能）。高さ

4Uのラックマウントケースに、ホット

スワップ対応の電源を2台内蔵してい

る。

PrizeX 9600M
Itanium

Ready

ぷらっとホーム株式会社
http://www.plathome.co.jp/

195万円～

HA8000-ex/880は、Itaniumを最大8

個まで搭載できるハイエンドサーバで

ある。独自開発のチップセットを採用

し、最大64Gバイトのメモリを搭載可

能。さらに最大4個のCPUを搭載可能

な「ノード」ごとに64Mバイトのノー

ドキャッシュを搭載し、高速化を図っ

ている。当初はRed Hat Linuxまたは

Turbolinuxがインストールされるが、

Windows Advanced Server、 hp-ux

11i Version 1.5にも対応予定だ。

1台のex/880を論理的に多重化し、

複数のサーバのように利用するMLPF

（ Multiple Logical Processor

Feature）を備え、複数のOSを同時に

稼動させられる。

また、最大128台のex/880を高速ネ

ットワーク「Myrinet2000」で接続す

ることで並列クラスタを構成し、大規

模な技術計算を高速に実行できる。

Express5800/1160Xaは、Itaniumを

最大16個まで搭載可能な、ハイエンド

サーバである。最大64Gバイトのメモ

リ、128のPCIスロットをサポートする。

対 応 OSは 、 Windows Advanced

ServerとLinuxだ。

NECは以前より、Itaniumを搭載した

サーバのプロトタイプ「AzusA」を公開

していた。この「AzusA」という名前は、

1160Xaの同型機「TX7/AzusA」に受

け継がれている。TX7/AzusAは、対応

OSがhp-ux 11i Version 1.5であり、主に

科学技術分野をターゲットとしている。

1160Xaは、16個のCPUを4個単位（セ

ル）で分割し、最大4つのサブシステム

として独立して運用ができる。各サブシ

ステムは個別に起動、再起動が行える。

セルはCPUのほか、メモリ、独自開発

のチップセットからなり、セル間は、高

速バックプレーンで接続されている。

アドバンストサーバHA8000-ex/880
Itanium

Ready

株式会社日立製作所
http://www.hitachi.co.jp/

1230万円～

Express5800/1160Xa
Itanium

Ready

日本電気株式会社
http://www.nec.co.jp/

1548万円～



いきなり懺悔です。前回の記事で

FreeNet6へのトンネルの張り方を書い

たのですが、あのとおりやっても、お

そらくつながりません。サイトからダ

ウンロードしたスクリプトをそのまま

実行すればよいと書いてしまいました

が、多くの場合は若干の修正が必要で

す。スクリプトを適当なエディタで開

いてみてください。

system(`ifconfig eth0 add 3ffe:

b00:c18:1fff:0:0:0:XXXX`);

という箇所があると思います。この

“eth0”を使用している環境に合わせ、

“ppp0”のように編集してやる必要が

あります。たまたまeth0を持っていた

ら、そのままでも動く可能性がありま

す。確認が足らず、申し訳ありません

でした。

で、懺悔はそれぐらいにして、皆さ

んは先日幕張メッセで開催された

Networld+Interop（N+I）へ足を運ば

れたでしょうか？　N+Iでは、毎年各

社が持ち寄る最新ネットワーク機材を

使ってShowNetと呼ばれるデモンスト

レーション・ネットワークを構築しま

す。これには、最新機材が一同に会し

て相互接続性などを試すたいへん貴重

な機会という側面もあるわけです。

そのN+Iで、去年に引続きIPv6

ShowCaseが開催されました。その会

場はメイン会場とは若干離れたイベン

トホールだったにもかかわらず、去年

とは比べものにならないほどの大盛況

となりました。去年、各社が出品して

いた機材は、ルータやサーバといった

一般受けしそうにないものが多かった

ように思えます（ネットワークゲーム

の展示があったので、それは一般受け

したかも）。しかし今回は、今まで

IPv6の開発者が「IPv6によって、将来

はこんなものがネットワークにつなが

るようになるんだよ」と語っていた将

来像が、家電系の品々やセンサー類、

あるいはインターネット・カーという

姿をとって、目に見える形で出て来ま

した。今まで夢としてしか語られてい

なかったものが、着実に現実のものに

なろうとしているようです。

IPv6の話をするとよく、「IPv4から

の移行なんてありえない！」という反

応をされる方もありますが、個人的に

はそれでかまわないと思っています。

IPv6のネットワークは、前述した家電

や組み込み系の機器たち、はたまたイ

ンターネット・カーといった、新しい

デバイス群によって成長していくこと

でしょう。そして、そのネットワーク

に蓄積された資源にアクセスしたくな
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前回（6月号）でUSAGIスタックも無事にインストールできました。今回

は、IPv6ネットワークの利用に必要な基礎知識を解説したあと、構築した

ローカルのIPv6ネットワークをインターネットに接続します。

家庭内IPv6ネットワークへの道

文：國武功一　USAGIプロジェクト／グルーオン・パートナーズ（株）
Text : Koichi Kunitake

IPv6を取り巻くエトセトラ



■

■IPv6用語の基礎知識

■

まず最初に、IPv6に特有の使い方を

する用語から説明しましょう。

・ノード（node）

IPv6が実装されている機器。

・ルータ（router）

自分宛て以外のIPv6パケットを他へ

転送するノード。

・ホスト（host）

ルータではないノード。

・上位層（upper layer）

IPv6の直上のプロトコル層。TCPや

UDPなどがそれに当たる。

・リンク（link）

IPv6の直下の層。イーサネットや

PPPリンクなどがそれに当たる。IPv6

over IPv4といったトンネルもリンク

に相当する。

・近隣（neighbors）

同じリンクに接続しているノード。

・インターフェイス（interface）

ノードがリンクへ接続するためのア

タッチメント。

・アドレス（address）

1つまたは複数のインターフェイスに

割り当てられた、IPv6層の識別子。

・パケット（packet）

IPv6ヘッダがついたペイロードを指

す。IPv6ヘッダに含まれているペイロ

ード長は、IPv4とは違い、IPv6ヘッダ

を含まないペイロードのみの長さを示

していることに注意（ただし拡張ヘッ

ダはペイロードに含まれる）。

・リンクMTU（link MTU：Maximum

Transmission Unit）

そのリンクで伝送可能な最大パケッ

ト長。

・パスMTU（path MTU）

接続元から接続先までのあいだに経

由するリンクのなかで、最も小さなリ

ンクMTU。

実は前回の記事では、ノード、ホス

ト、ルータといった用語を使い分けて

いたつもりですが、大丈夫だったか

な？　実際のところ、ホストとルータ

とでは、パケットの処理のしかたで挙

動に違いがありますので、開発に携わ

ろうという方は特に注意が必要です。

■

■IPv6ヘッダ

■

IPv6ヘッダを図1に示します。IPv4

ヘッダと比較することはここではしま

せんが、IPv4ヘッダをご存じの方は、

ヘッダがいくぶん簡略になっているこ

とに気づかれることと思います。これ

は、ヘッダを簡略化してヘッダサイズ

を小さくしようとしていることはもち

ろんのこと（IPv4ヘッダより大きくな

ってますが、努力はしているんです;-）、

それによってヘッダ処理を簡略化し、

ルータ機器への負担を軽くすることに

主眼がおかれています。

IPv4ヘッダ内のオプションに相当す

るのが、ヘッダの後ろの拡張ヘッダで

す。必要な機能だけを必要なだけ数珠

つなぎに並べます（図2）。拡張ヘッダ

には、表1に挙げるものがあります。
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家庭内IPv6ネットワークへの道

ったユーザーが、IPv6を利用するよう

になるのではないでしょうか。新規に

ネットワークを構築するのであれば、

将来性を見据え、最初からIPv6を導入

するというのもひとつの手でしょう。

さて、インターネットの黎明期、

IPv4は学術利用が先行し、その後、商

用利用が広まっていきました。しかし、

現在では状況が大きく変わっていて、

IPv6はいきなり商用利用が期待されて

います。そういった状況から、前回紹

介したTAHIプロジェクトによるIPv6

スタックの品質管理という取り組みは、

非常に重要な意味を持ちます。地道な

作業だけに頭が下がる思いです。

IPv4では、こういった技術に対する

ブラッシュアップを担っていたのは米

国だったと言っていいでしょう。私達

は日々、インターネットを利用するこ

とによってその恩恵を受けているわけ

です。IPv6の開発と運用については、

現在のところ、日本やヨーロッパ諸国

が一歩先んじているといってよいでし

ょう。今度は私やあなたがインターネ

ットの発展に寄与できる千載一遇のチ

ャンスかもしれません。

「いやぁ～俺はそんなのいいや。使

わなくちゃいけなくなってからで」と

いうのでもいいかもしれません。

しかし、LinuxにおけるIPv6はまだま

だ成長段階にあります。IPv4の世界で

Linuxが活躍したのと同様に、IPv6の

世界でもLinuxが活躍できるよう、ぜ

ひとも開発に協力していただきたいと

思っています。プログラムを書かなく

ても、実際に使って不具合をどんどん

開発者へ報告すれば、それだけLinux

のIPv6スタックは鍛えられます。それ

は、今までLinuxが歩んで来た道その

ものではないでしょうか。

さてさて、前置きが長くなってしま

いました。では、前回省略したIPv6の

基礎知識について補足してから、実際

のネットワーク構築方法を説明したい

と思います。

IPv6の基礎知識

IPv6用語の基礎知識

IPv6ヘッダ



拡張ヘッダの並びは、まったく無秩序

というわけではなく、表1に挙げた順序

で配置することが推奨されています＊1。

■

■IPv6のアドレス体系

■

RFC2373を読め！

以上。

というのが一番正確な知識が得られて

ベストなんですが、それをやっちゃう

と怒られちゃうので、以下、IPv6のア

ドレス体系について触れたいと思いま

す。さて、車ひとつとってみても、分

類方法によって、同じ車をセダンと言

ってみたり、FF（前輪駆動）と言った

りします。それと同様に、IPv6アドレ

スにもいくつかの分類方法があります。

前回の記事では、

・ユニキャストアドレス

・エニーキャストアドレス

・マルチキャストアドレス

の3種類に分ける分類を説明しました。

これはパケットの振舞い方を示すもの

なので、一番基本といえるものでしょ

う。このほかに、アドレスがどこまで

有効かを示す、適用範囲（スコープ）

による分類方法もあります。これは、

・グローバルアドレス

IPv4でいうところのグローバルアド

レスと同義。

・サイトローカルアドレス

IPv4でいうところのプライベートア

ドレスのようなもの。ルータは、この

アドレスを始点アドレスとするパケッ

トを、他組織へは送りません。

・リンクローカルアドレス

ノードが直接つながっているリンク

（セグメント）内でのみ使用可能なアド

レス。リンク上にルータがなく、ルー

タから通知されるメッセージ（RA）に

よるグローバルアドレスの自動設定が

できない場合などに使用されます。

の3種類です。また特殊なアドレスとし

て、以下のものがあります。

・未指定アドレス（The Unspecified

Address）

アドレスがつけられていないことを

示します。“：：”と表記されます。

このアドレスは、システムの初期化中
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拡張ヘッダ 説　明

中継点オプションヘッダ（Hop-by-Hop Options header） パケットの配達経路上のすべてのノードに評価される情報が含まれています

終点オプションヘッダ（Destination Options header） 終点ノードでのみ評価されるオプションが含まれています

経路制御ヘッダ（Routing header） 始点から終点へとパケットが伝送される際に、訪れるべき中継ノードの一覧が含まれています

断片ヘッダ（Fragment header） 送信したパケットがパスMTUよりも大きい場合に、パケットがフラグメント化（分割）されて

いることを示します。IPv6はIPv4とは違って、途中のルータなどでパケットが断片化されるこ

とはなく、始点でパケットの分割を行います。そのため、ルータへの負荷が小さくなることや、

転送速度の向上が期待されています

認証ヘッダ（Authentication header） IPsec使用時に使われるヘッダとなっています

暗号ペイロードヘッダ（Encapsulating Security Payload header）

表1 拡張ヘッダ

321

トラフィッククラス バージョン 

ホップリミット ぺイロード長 

フローラベル 

次のヘッダ 

終点アドレス 

始点アドレス 

図1 IPv6ヘッダ

ペイロード TCP/UDP 
ヘッダ 

....拡張ヘッダ2拡張ヘッダ1IPv6ヘッダ 

図2 数珠つなぎの拡張ヘッダ

IPv6のアドレス体系



さてさて、実際にNLA（Next Level

Aggregator）組織相当のアドレスをも

らって、そのネットワークを運用して

いくことを考えましょう。この/48のネ

ットワークアドレスは、固定のIPv4ア

ドレスさえ用意できれば、個人でも大

手のプロバイダから取得することが可

能です。持っているIPv4アドレスを使

って、トンネルという形態で対岸の

IPv6ネットワークへつなごうというわ

けです。

ダイヤルアップの環境しかないよ…

…という方でも大丈夫。前回紹介した

Freenet6が/48の配布を開始したよう

ですので、一度試してみてはいかがで

しょうか？

今回は、IPv4の固定アドレスが用意

できたものとして話を進めます。固定

アドレスというと、従来は企業などの

専用線ユーザーにしか縁のないもので

したが、最近は固定アドレスを比較的

安価に配布してもらえるADSLサービ

スなどの普及によって、ちょっと手を

伸ばせば届くようになりました。サー

バを自分で運用してみたい人にとって

は、嬉しい環境が整ってきています。

ところで、現時点ではIPv6アドレス

の多くは実験という名目で配付されて

いますので、この場合には突然接続が

切れたり、配付されたアドレスを返さ

なくてはならなくなることも了解して

おく必要があります。日本で個人にア

ドレスを配布しているISPですが、

http://6bone-jp.v6.wide.ad.jp/

nla.html

の6bone-jpのNLAリストを参考に探し

てみてください。すでに商用サービス

を開始しているISPもありますので、

実際に各社のWebを確認してみるとよ

いでしょう。

■

■実際のネットワーク構成

■

この記事で想定するネットワーク構

成を図5に挙げます。使用するLinux
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でアドレスがまだついてないホストが、

パケットを投げるときに始点アドレス

として使ったりします。

・ループバックアドレス（The Loop

back Address）

自分自身を指すアドレス。IPv4では

127.0.0.1として知られているものです。

IPv6では::1が使用されます。IPv4と同

様、自分自身にパケットを送信する場

合などに使用します。

・IPv4互換アドレス（IPv4-com

patible IPv6 address）

IPv6ノード同士がIPv4ネットワーク

経由で通信する際に使用するアドレス。

自動トンネリングという機能で使用さ

れます（図3）。

・IPv4射影アドレス（IPv4-mapped

IPv6 address）

IPv6ノードがIPv4しかサポートして

いないノードと通信する際に使用しま

す（図4）。

最後の2つのアドレスは、説明から

もわかるとおり、IPv4からの移行をサ

ポートするために用意されたものです。

特に後者の射影アドレス（マップド・

アドレスと呼ばれることが多い）が曲

者なんですが、それについては後述し

ます。一見してわかるように、このア

ドレス表記はIPv6のアドレス表記に従

っていません。利便性を優先して、

IPv6のプレフィクスにIPv4アドレスを

そのままくっつけてあるのです。

80ビット 

0000. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 0000

 例 ::192.168.0.1

0000 IPv4アドレス 

16ビット 32ビット 

図3 IPv4互換アドレス

80ビット 

0000. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 0000

例 ::ffff:192.168.0.1

FFFF IPv4アドレス 

16ビット 32ビット 

図4 IPv4射影アドレス

家庭内IPv6ネットワーク

＊1 一番最後に、再度終点オプションヘッダが
来ることもあります。

実際のネットワーク構成



Boxには、あらかじめUSAGIのSnap

Kitのカーネルとコマンド群をインスト

ールしておきます（6月号参照）。また、

割り当てられたプレフィクスは、以下

のとおりです。

3ffe:XXXX:YYYY::/48

ここでは、ISP側にあるRouterAと

ユーザー側が用意するR o u t e r B

（Linux君です）との間をトンネルでつ

なぎます。ルータ間の経路制御には、

RIPngというルーティングプロトコル

を使用しましょう。RouterAは、6月

号で説明したトンネルブローカーに当

たります。ISPとユーザー側でやりと

りするIPv6パケットはIPv4のヘッダに

くるまれ、ルータ間のIPv4ネットワー

ク上を流れることになります。

何はともあれ、トンネルを張りまし

ょう。その前に、Linuxのsitデバイス

について少し説明しておきます。sitは、

トンネルを張るときに使う仮想デバイ

スです。Linux Boxに複数のイーサネ

ットカードを装着すると、eth0、eth1、

eth2とインターフェイス名の末尾の数

字が増えていきますよね？

sitデバイスも同様にトンネルを複数

張っていくと、sit1、sit2のようになり

ます。しかし、そのなかでもsit0だけ

はちょっと特殊です。sit0に対してト

ンネルの設定を行うと、実際のIPv6通

信に使われるsitデバイスが別途に作成

されるのです。この説明だけではわか

りにくいですね。具体的な例を挙げて

見てみましょう。たとえば、

RouterX 192.168.1.1/24

RouterY 192.168.2.1/24

RouterZ 192.168.3.1/24

の複数の接続先とトンネルを張ること

を考えましょう。

画面1のように、トンネルの設定は

すべてsit0に対して行います。たとえ

ば、RouterXの先につながっている

IPv6ネットワークとはsit1を通して通

信し、RouterYの先につながっている

IPv6ネットワークとはsit2を通して通

信することになります。こうしてトン

ネルをいくつも張っていくと、どのイ

ンターフェイスがどのトンネルポイン

トとつながっているのかわからなくな

ってきます。そこで、iptunnelという

コマンドを引数なしで実行すると、画

面2の設定一覧を表示してくれます。

もちろん、このiptunnelを使ってト

ンネルを張ることも可能です。

# ifconfig sit0 up

# iptunnel add sit1 mode sit remote

192.168.2.1 local any ttl 64

# ifconfig sit1 up
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IPv4からIPv6に移行しようとするとき、

クライアントは当面デュアルスタックである

ことが想定されます。つまり通信相手がIPv6

を話せるならIPv6で、逆にIPv4だけしか話

せないならIPv4で、というわけです。では、

いったいどうやって相手側がサポートしてい

るIPプロトコルを知るのでしょうか？　実

は、ここで活躍するのがおなじみのDNSサー

バなのです。

たとえば、www.linux-ipv6.orgへアクセス

することを考えてみましょう。IPv4しかサポ

ートしていない場合、ブラウザは、実際に接

続する前に、そのFQDNをもとにしてIPv4ア

ドレスが記録されたAレコードをDNSに問い

合わせます。そしてその結果、“203.178.

141.227”というアドレス情報を手に入れ、

そのアドレスへ接続するわけです。

一般的に、IPv4／IPv6をサポートした

DNSサーバには、AレコードのほかにAAAA

レコードが登録されています。中身はIPv6ア

ドレスです。つまり、デュアルスタックのク

ライアントは、まずDNSサーバへAAAAを問

い合わせ、それが存在すればIPv6で接続し、

AレコードしかなければIPv4を通じて接続し

ます。

ではIPv6での接続が失敗した場合はどうな

るのでしょうか？　当然ユーザーとしては

IPv6がダメならIPv4で接続したいわけです

が、実はその挙動は、アプリケーションに依

存します。前回IPv6対応ブラウザとして紹

介したNetscape6ですが、残念ながらIPv4で

の再試行をしてくれません。ただし、こうい

った挙動のアプリケーションは減ってきてい

るので、早くNetscape6も改善してほしいで

すね。

Column

DNSの不思議

画面1 トンネルを生成する

# ifconfig sit0 up

# ifconfig sit0 tunnel ::192.168.1.1 …この瞬間にsit1が生成される
# ifconfig sit1 up

# ifconfig sit0 tunnel ::192.168.2.1 …この瞬間にsit2が生成される
# ifconfig sit2 up

# ifconfig sit0 tunnel ::192.168.3.1 …この瞬間にsit3が生成される
# ifconfig sit3 up

画面2 トンネルの設定一覧を表示する

# iptunnel 

sit0: ipv6/ip  remote any  local any  ttl 64  nopmtudisc

sit1: ipv6/ip  remote 192.168.1.1  local any  ttl 64 

sit2: ipv6/ip  remote 192.168.2.1  local any  ttl 64 

sit3: ipv6/ip  remote 192.168.3.1  local any  ttl 64 



不要となったトンネルは、

# iptunnel del sit1

を実行し、消してしまいましょう。

■

■Plug and Playの設定

■

これでトンネルの設定はOKですね？

もちろんIPv6のネイティブ・サービス

を導入したぜ！　という強者は、読み

飛ばしてもかまわない部分でした。

さて、次にローカルネットワークの

リンク1に接続したホストのために、

Route rBにルータ通知メッセージ

（Router Advertisement）デーモンの

設定をしましょう。

この設定を適切に行っておくと、ホ

ストはルータから通知されるRAを利用

してアドレスを自動生成することがで

きます。

実際にこれを実現するには、ルータ

側でradvdなどのRA専用のデーモンを

設定して起動する方法があります。以

下は、そのradvdの設定ファイル

/usr/local/v6/etc/radvd.confの例です。

interface eth1

{

AdvSendAdvert on;

prefix 3ffe:XXXX:YYYY::/48

{

AdvOnLink on;

AdvAutonomous on;

};

};

■

■Zebraでルーティング

■

さて、これでリンク1にぶら下がって

いるホストにはグローバルアドレスが

自動生成されたことと思います。です

が、これだけでは外部のネットワーク

と通信することはできません。パケッ

トの宛先を見て、次にどこへ転送する

かを判断する、経路制御というものが

必要となります。ふだんインターネッ

トを通じてサーバなどにアクセスでき

るのも、ルータがパケットを正しい目

的地へ転送するように経路制御をして

くれているおかげです。

経路制御の方法は大きく分けて、あ

らかじめ転送のルールを固定的に設定

しておく静的経路制御と、ルータ同士

で制御情報を送りあって常に最新のネ

ットワーク状況を反映させる動的経路

制御の2つがあります。大雑把に言っ

てしまえば、前者は小規模ネットワー

クに向き、後者は大規模ネットワーク

に向いている技術だといえます（ほん

とうに大雑把な説明です）。

例に挙げた程度のネットワークであ

れば、ネットワークの安定性の良さか

ら考えて静的経路制御を使用すべきで

しょうが、何事も経験ということで、

ここではRIPngによる動的経路制御を

使ってみます。とはいうものの、ルー

ティングに興味はない、とりあえず

IPv6のネットワークが欲しいだけ、と

いう方のために、静的経路制御の例も

以下に挙げておきます。その方法はと

ても簡単で、

# route -A inet6 add ::/0 gw

fe80::192.168.1.1 dev sit1

を実行すればOKです。もちろん

“192.168.1.1”は、自分のトンネルの接

続先となるIPv4アドレスと置き換えて

読んでください＊2。

うまくいきましたか？　実は、これ

はオリジナルのカーネルではうまくい

きません。USAGI 版でもカーネルオ

プションの、
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 IPv6 
ネットワーク 

 IPv4 
ネットワーク 

RouterB RouterAホスト ホスト 

eth0

（sit1） 

eth1

リンク1

ユーザーのネットワーク ISPのネットワーク 

図5 実験用ネットワーク

Zebraでルーティング

Plug and Playの設定



[*]     IPv6: allow default route

when forwarding is enabled

を有効にしてコンパイルしないと、

IPv6のデフォルト経路を設定すること

ができません。

この不可思議な仕様は、オリジナル

カーネルのポリシーに起因します。そ

れは、「IPv6ネットワークにおいて、

ルータはその全経路を持つべきで、デ

フォルトルートというものは存在しな

い」というものです。このため、

LinuxがIPv6ルータとして動作する場

合、経路制御においてデフォルトルー

トは設定できないことになっています。

USAGI版カーネルでは上記オプショ

ンを用意して、その判断をユーザーに

委ねています。どうしてもオリジナル

のポリシーがいいという方は、以下の

ように疑似的にデフォルトルートを設

定することも可能です。

# route -A inet6 add 3ffe::/16 gw

fe80::192.168.1.1 dev sit1

# route -A inet6 add 2000::/12 gw

fe80::192.168.1.1 dev sit1

ただしご覧のとおり、IPv6ネットワ

ークで使用するプレフィクスが増える

たびに設定を見直す必要があります。

あとは、

# echo 1 > /proc/sys/net/ipv6/conf/

*/forwarding

としてやれば、Linuxはパケットを

フォワードするようになります。

さて、次はいよいよRIPngを用いた

ルーティングについてです。ここでは

ルーティングデーモンとしてZebraを

使用します。ZebraはGPLで配布され

ているもので、もともとBGPというプ

ロバイダ間で使用されるルーティング

プロトコルをターゲットとして開発さ

れました。しかし今では、OSPFやRIP

などのプロバイダ内部などで使用され

る代表的なプロトコルについても開発

が進められ、現在に至っています。早

くからIPv6への対応を進めていたの

も、大きな特徴のひとつでしょう。

Zebraは面白い仕組みになっていて、

動かしたいルーティングプロトコル別

にデーモンが用意されています。

たとえばRIPngを動かしたければ、

# ripngd &

のように起動してやります。ただ、実

際にパケットをフォワーディングさせ

るには、これだけではダメです。後述

するRIPngの設定はもちろんですが、

zebraというデーモンを立ち上げる必

要があります。このプログラムを動か

すと、RIPngによって学んだ経路はは

じめてLinuxカーネルのルーティング

テーブル（経路表）に反映されます。

# zebra &

実際の設定にはtelnetを使用する方

法がお勧めです。

$ telnet ::1 ripngd

$ telnet ::1 zebra

設定方法は、IOSが搭載されている

シスコ社のルータと変わりません。こ

こでは実際のコンフィグ情報のみを掲

載しますので、コマンドラインの詳細

についてはシスコルータの関連書籍を

求めるか、Zebraについてくるマニュ

アルを参照してください。すぐれた

CUIだと私は思います。さて実際の

RIPngの設定についてですが、

access-list local-only permit

3ffe:XXXX:YYYY::/48

access-list local-only deny any

!

router ripng

network sit1

redistribute connected

redistribute static

となります。いかがでしょうか？　設

定を終えたら、RouterAへちゃんと経

路が流れているか確認してもらいまし

ょう。トンネルの先の上流ISPとは、

ルーティングに静的経路制御を使うの

か、あるいはRIPngを使用した経路制

御を使うのかを事前に取り決めておく

必要があります。

■

■閑話休題

■

実は、前述したRAの設定にZebraを

利用することも可能です。以下がその

設定例です。

interface eth1

ipv6 nd prefix-advertisement

3ffe:XXXX:YYYY::/48

ipv6 nd send-ra

“ipv6 nd send-ra”を打ち込むと、

はじめてRAがリンク上に流れ始めま

す。

この記事を書いている6月現在、

Zebraはradvdほど細かい設定はでき

ません。これは、Zebraにradvdのす

べての機能が実装されていないためで

すが、その解決にとりかかっている人

がいますので、Zebraですべてが賄え

るようになる日も近いでしょう。その

際にはコマンドの文法が変更される可

能性が大ですので、操作方法はマニュ

アルで確かめるようにしてください。
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さて、これでIPv6ネットワークへ接

続することができたはずです。意外に

簡単でしたか？　骨の折れる作業だと

嘆息されたかもしれません。ルータの

設定は、ホストがケーブルを差しただ

けで通信できるようになるのとは、え

らく違いがありますね。えてしてネッ

トワーク管理者の苦労というものは、

そんなものです。IPv6になって管理負

担が減るようにと努力されてはいます

が、IPv4のときと同様、すべてに手を

抜けるほど簡単にはなりません。

あとは、普通にクライアントとして

使うもよし、サーバを立ててみるもよ

し、お好きにどうぞ。……となるので

すが、いくつか細かいTIPSについて触

れておきたいと思います。まず、次の

コマンドを実行してみてください。

$ netstat -A inet -a

せっかちな方は、

$ netstat -A inet -an

でしょうか？　ここでステータスが

“LISTEN”となっているものは、皆さ

んのLinux君がIPv4でサービスしてい

るサーバの一覧です＊3。次にIPv6のサ

ービス一覧を表示してみましょう。

$ netstat -A inet6 -a

どうでしょうか？　まったく表示さ

れなかった人も多いと思います。

USAGIプロジェクトのSnap Kitをイ

ンストールされた方 は、 f t p d が

/usr/local/v6/sbinにインストールさ

れていますので、試しにFTPサーバを

IPv6でサービスしてみましょう。

その前にちょっぴり復習です。サー

バとしてサービスを提供するには、デ

ーモンとして常時立ち上げておく方法

と、クライアントが接続してくるたび

にinetd経由で該当プログラムを立ち上

げる方法があります。後者はtcp_

wrappersというセキュリティツールと

ともに使われることが多く、このツー

ルでアクセス制限を設けることができ

ます。ここではIPv6対応のinetdを使

用し、そのinetd経由でftpdを立ち上げ

るまでをお見せします。IPv6対応の

inetdとその設定ファイルはそれぞれ、

/usr/local/v6/sbin/inetd

/usr/local/v6/etc/inetd.conf

へインストールされています。サンプ

ルファイルも同様に、

/usr/local/v6/etc/inetd.conf.sample

にあるので、そちらもご覧ください。

さて、リスト1を参照してください。

この例では、IPv6用にUSAGIのftpd

を、IPv4用にwu-ftpdを使っています。

3列目の項目に注目してください。こ

の項目には取り扱うTCPパケットを以

下のように設定できます。

tcp ：IPv4のみをLISTENする

tcp4：IPv4のみをLISTENする

tcp6：IPv6のみをLISTENする

tcp46: IPv4とIPv6の両方をLISTEN

する

このほか、UDPにも同様の設定があ

ります。説明は正確さに欠ける気もし

ますが、実用上は問題ないでしょう。

次にinetdをIPv6対応版へと変更し

てみましょう。

# killall inetd

# /usr/local/v6/sbin/inetd

あとは、ちゃんとftpdがIPv4/IPv6

の双方でLISTENしているか（クライ

アントからの接続を待っているか）、

netstatを使って調べてみてください。

どうでしょうか？　おそらく、多くの

環境ではうまくいかなかったのではな

いでしょうか（オイオイ）。

/var/log/daemon.logあたりをチェ

ックしていただければ、

Jun 18 16:38:16 linux inetd[1551]:

ftp/tcp: bind: Address already in

use

といったような一文が記録されている

ことと思います。これは何を意味して
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設定時のヒント

＊2 ここにある ::/0 は前述した未指定アドレス
のことではありません。これはネットワークプレ
フィクスを表していて、全経路とマッチします。
このためデフォルト経路の設定に用いられます。
＊3 意図せず動かしてしまっているサービスにつ
いてはちゃんと停止しておくことをお勧めします。
特に会社でお使いで、NATの中だから大丈夫だと
思っている方（これもNATの弊害のひとつといえ
るのかもしれません）、クラッキングの多くが内部
からの仕業だという報告もあります。

▼リスト1 inetdを介してIPv6／IPv4用のFTPデーモンを起動する

/usr/local/v6/etc/inetd.conf

ftp     stream  tcp6    nowait  root    /usr/local/v6/sbin/tcpd

/usr/local/v6/sbin/in.ftpd

ftp     stream  tcp     nowait  root    /usr/sbin/tcpd  /usr/sbin/wu-ftpd -l



いるのでしょうか？　実は、Linuxで

は、一度IPv4で開いたポートを再度

IPv6から開くことができません。これ

は、上記のようにIPv4とIPv6とで別の

プログラムを動作させることができな

いことを意味します。じゃあ、IPv6の

FTPサーバを立ち上げたら、IPv4のサ

ービスを提供できないのか？　と思っ

てしまいますが、それは違います。

実は、本来のLinuxではtcp6の設定

はできないのです。許されているのは

tcp46で、IPv6対応のサーバを立ち上

げたときは、そのサーバが前述した

IPv4射影アドレスを用いてIPv4もIPv6

も面倒を見ることになっています。

ここにIPv4射影アドレスの落し穴が

潜 ん で い る の で す が 、そ れ は

tcp_wrappersの説明のところで述べた

いと思います。さて、USAGI版のカー

ネルでは、

[*]     IPv6: allow binding

ipv6/ipv4 sockets on the same port 

を有効にしてカーネルをコンパイルし

ていれば、同じポートに対してtcp4と

tcp6を設定することができます（今回

の例でいえばFTP）。

このオプションが有効でなくとも、

IPv4でサービスが立ち上がっていなけ

れば、tcp6を設定することは可能です。

これは、オリジナルカーネルにはない機

能です（IPV6_V6ONLYソケットオプ

ションの実装により実現されています）。

■

■tcp_wrappersでアクセス制限

■

さて、tcp_wrappersによるアクセス

制御を実施するには、/etc/hosts .

[allow｜deny]に制限のルールを記述し

ます。その中身は、

ALL : LOCAL

ftp : 192.168.1.0/255.255.255.0

といったものになります。コントロー

ルしたいサービス名と適応させたい条

件（多くはアドレスやドメイン名）を

“：”で区切って記述します。しかし

“：”はすでにIPv6アドレスの表記方

法として使用されていますから、

USAGI Snap Kitの tcp_wrappersで

は、次のように記述することになって

います。

ALL : LOCAL

ftp : 192.168.1.0/255.255.255.0

[3ffe:XXXX:YYYY::]/48

これで万事OK……ちょっと待って

ください。もしこのftpdがtcp46で動作

していたらどうなるのでしょうか？

IPv4射影アドレスの説明でもあった

ように、IPv6のノードはIPv4からのア

クセスに対処するため、内部ではIPv4

射影アドレスというIPv6アドレス体系

に変換して取り扱っています。そのた

め、もし192.168.1.1からアクセスした

場合には、IPv6アプリケーションにと

っては::ffff:192.168.0.1からのアクセスに

見えます。そのとき、上記のような条

件にマッチするでしょうか？　それは

アプリケーションの実装に依存します。

もしかしたら、IPv4射影アドレスにも

考慮してマッチするようになっている

かもしれないし、そうではないかもし

れません。そういう意味で、思わぬセ

キュリティホールになる可能性もあり

ますので、IPv6のデーモンがIPv4／

IPv6の両方をサービスしている際には

注意が必要です。

さて、ではUSAGIについてくる

tcp_wrappersはその点を考慮して動く

でしょうか？　それとも別途IPv4射影

アドレスにマッチする条件を追加して

やる必要があるのでしょうか？　もち

ろん、ちゃんと考慮しています。

■

■おわりに

■

かなり駆け足になってしまったので

はないかと危惧しているのですが、い

かがでしたか？　今回は書きたいこと

が多かったのに、その割には十分な時

間がとれず、悔いの残るものとなって

しまいました。なんにせよ、IPv6を使

ってはみたいけど、何から始めたもの

やら……という方に少しでも役立った

としたら、非常にうれしく思います。

とりあえず、IPv6のお話はこれでひ

と段落です。IPv4と同じような使い方

をするのであれば、IPv6はすでに十分

その任をはたせるところまで来ている

と思います。

もともと私はISPにいたのですが、

IPv4アドレスの枯渇問題にはうんざり

させられます。アドレスを余剰に持っ

ているところからの回収なんて夢のま

た夢。アドレスが足りる、足りない、

なんてくだらないことに頭を悩ませな

ければならないのが現状です。とりあ

えずIPv6の実用化が見えてきたという

ことで、そういったことからネットワ

ークエンジニアは開放されそうです。

とはいえ、IPv6にはIPv6の悩みがあり、

「IPv6なんて大嫌いだぁ～～」と、ぼ

やく日々がやってくるかもしれません。

それでも、どうにもならないアドレス

不足に悩むよりはよっぽど建設的な仕

事となるでしょう。

これまでの説明でもわかるとおり、

LinuxのIPv6スタックってまだまだで

す。とりあえず、先にゴールしつつあ

るKAMEに追い付かねば。この記事を

読んでいるそこの方、USAGIと一緒に、

あの丘まで登ってみませんか？
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IPv4アドレスの先頭の数ビットを見て、

そのアドレスがクラスAのアドレスなのか、

それともクラスCのアドレスなのかがわかっ

たように、IPv6アドレスも、その先頭の数

ビットを見ることによって、どのような種類

のアドレスかがある程度判別できます。そ

の代表的なものを表2にまとめておきます。

ifconfigを実行すると、アドレスの右側の

表示でスコープがわかるようになっています

が（図6）、これにも先頭数ビットを使った

判別方法が用いられています。

表2にあるように、 001から始まるアドレ

スは前回に説明したTLAやNLAといった階

層構造を持つ集約可能グローバルユニキャ

ストアドレスです。

また、マルチキャストアドレス（図7）に

ついては表3に挙げるようなものを知ってお

くと便利でしょう。これからもわかるように、

IPv4でのブロードキャストアドレスは、

IPv6ではマルチキャストアドレスがその機能

を内包しています。

アドレスのまとめ

表2 アドレスの割り当て

表3 よく使われるマルチキャストアドレス

割り当て プレフィクス 例

2進数 16進数

未指定、ループバックなどの特殊なアドレス 0000 0000 00 ::1、::ffff:192.168.1.2

集約可能グローバルユニキャストアドレス 001 2～3 2001:XXXX::1、3ffe:XXXX::1

リンクローカルユニキャストアドレス 1111 1110 10 FE8～（FEB） fe80::2d0:b7ff:fea0:beea

サイトローカルユニキャストアドレス 1111 1110 11 FEC～（FEF） fec0:XXXX::1

マルチキャストアドレス 1111 1111    FF        ff02::1

アドレス 説明

ff02::1 リンク上に接続された全ノード宛て

ff02::2  リンク上に接続された全ルータ宛て

ff02::3  リンク上に接続された全ホスト宛て

112ビット 

グループID

8ビット 

11111111

4ビット 

フラグ 

4ビット 

スコープ 

※　スコープ部分のフラグを見ることにより、そのマルチキャストアドレスのスコープが判別
できる。これを見れば、表3のアドレスはすべてリンクローカル宛てのマルチキャストアドレス
であることがわかる。 

スコープの値  
   2      リンクローカル 
   5      サイトローカル 
   E       グローバル 
 
 

図7 マルチキャストアドレスの構造

$ ifconfig eth0

eth0      Link encap:Ethernet  HWaddr 00:D0:B7:A0:BE:EA

inet addr:192.168.0.1  Bcast:192.168.0.255  Mask:255.255.255.0

inet6 addr: fec0::1/10 Scope:Site

inet6 addr: fe80::2d0:b7ff:fea0:beea/10 Scope:Link

inet6 addr: 3ffe:XXXX::1/64 Scope:Global

UP BROADCAST RUNNING  MTU:1500  Metric:1

RX packets:0 errors:0 dropped:0 overruns:0 frame:0

TX packets:199 errors:0 dropped:0 overruns:193 carrier:0

collisions:0 txqueuelen:100 

RX bytes:0 (0.0 b)  TX bytes:10062 (9.8 Kb)

Interrupt:11

図6 ifconfigのアドレス表示

インターフェイスeth0に関する情報を表示させる

IPv4アドレス

MACアドレス

サイトローカルアドレス

リンクローカルアドレス

グローバルアドレス



ビデオデータは、音声データや静止画像データと比べて、

桁違いに大量の記憶領域を必要とする。このため、キャプチ

ャカードなどを使って録画したデータを、なんの加工もせず

にそのままの状態で保存しようとすると、たとえ100Gバイト

単位の大容量ハードディスクがあったとしても、わずか2～3

時間分のデータしか保存できないということになってしまう。

このため、何らかの方法でデータを圧縮しなければならない。

この連載でいままで紹介してきたテレビ録画システムでは、

「Motion JPEG」（mjpeg）という形式で録画データを圧縮

してきた。これは、xawtvに付属のstreamerコマンドが標準

で対応している唯一の圧縮形式なのだが、動画の圧縮方式と

してはかなり「原始的」なものなので、圧縮の程度を高くし

てファイルサイズを小さくするのには限界がある。

ビデオデータの圧縮方法として、現在もっとも普及してい

るのが「MPEG」形式である。ここでMPEGについて詳しく

説明することはできないが、現在利用されているMPEG形式

には、「MPEG-1」、「MPEG-2」、「MPEG-4」の3種類がある。

このうち、MPEG-1形式はビデオCDや一部のハードディスク

レコーディング機器などに、MPEG-2はDVDビデオやデジタ

ル衛星放送などで、MPEG-4はインターネットなどのネット

ワーク経由でのビデオ画像配信などに利用されている。

パソコンで使えるビデオキャプチャカードの中には、

MPEG-1やMPEG-2形式のデータ圧縮を行う専用のハードウ

ェアを内蔵しているものがある。このような製品を利用すれ

ば、特別なソフトウェアなしでもビデオデータを圧縮できる

はずなのだが、現実には、ハードウェア圧縮機能を利用する

ためには、専用のソフトウェアが必要になる。現在、ハード

ウェアMPEG圧縮機能をLinuxで利用できるようにする試み

が、いくつかのグループでなされているようだが、MPEG圧

縮ハードウェアの仕様は一般には公開されておらず、また内

部仕様の利用にあたってはライセンス契約が必要になるもの

がほとんどなため、フリーで利用できるドライバ類が公開さ

れる可能性はかなり低い。現在、ごく一部のMPEG対応キャ

プチャカードについて、ベータ版のLinux用ドライバが無償

公開されているが、正式版では有償で配布されることが前提

となっているようだ。

一方、MPEG圧縮機能を備えていないキャプチャカードを

利用する場合は、MPEG圧縮をソフトウェアで行うことにな

る。このような圧縮を行うソフトウェアで、現在Linuxで利

用できるものについては、 前回も説明したとおり、

「mpeg_encode」や「mp1e」などがある。このうち、mp1e

は、ビデオデバイスから読み込んだビデオデータと音声デー
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1万円で作るテレビ自動録画サーバ
最終回　MPEG-1形式でキャプチャする

短期集中連載

前回、前々回と立て続けに「公約」を果たすことができず、読者のみ

なさんの期待を裏切るようなことになってしまった。あらためてお詫び

したい。しかし、Linuxでのマルチメディア、とくにビデオ関連のデバ

イスドライバやアプリケーションは、さまざまな要素が関連するためと

くに設定が難しいのは事実である。今回は、連載の最終回として、

「mp1e」をインストールして、MPEG-1形式でのリアルタイムキャプ

チャを行う方法を紹介しよう。

文：竹田善太郎
Text : Zentaro Takeda



タを、リアルタイムでMPEG-1形式にエンコードできる。そ

こで、今までに構築してきたテレビ自動録画システムを一部

拡張して、mp1eを利用して録画データをMPEG-1形式で保

存できるようにしてみる。

●mp1e 1.9pre

前回、mp1eは作者によるメンテナンスが継続されている

かどうか不明であると述べた。ところが、前号の原稿締め切

り直後に、最新のバージョン「1.9pre」のソースファイルと

バイナリファイル（RPM形式）が公開されるようになった。

それまでに入手可能だったバージョン1.8.1のmp1eは、コン

パイル作業がかなり面倒で、とくに最新のディストリビュー

ションで利用しようとすると、ソースファイルの修正やライ

ブラリの変更などの作業が必要だったのだが、バイナリファ

イルが利用できるようになったことで、MPEG-1キャプチャ

の「壁」はかなり低くなったのだ。

ただし、Linux側のビデオキャプチャドライバを「Video

for Linux 2」に更新しないと、mp1eを利用できないことが

多い。また、Red Hat Linux 7.1の場合、配布されている

xawtvのバイナリは正しく動作しない。このため、カーネル

の再構築やデバイスドライバの入れ替え、xawtvプログラム

の修正やコンパイルなどの作業は必要になる。このような作

業に自信がない場合は、残念ながら、MPEG形式による録画

はあきらめるしかない。

また、本記事の手順どおりに作業をしても、うまく動作す

る保証はない。利用しているマシンの構成、とくにサウンド

カードやキャプチャカードの機種、ディストリビューション

の種類、カーネルの構成の違いなどで、まったく異なる結果

になるからだ。本記事中では、Video for Linux 2について、

ソースコードを修正している部分もあるが、これらはすべて

「その場しのぎ」の対処でしかないため、すべての環境で有

効とは限らない。これらの点について十分ご理解いただいた

うえで、各自の責任で挑戦してみてほしい。

なお、今回はRed Hat Linux 7.1（カーネル2.4.2）の環境

を例にしているが、前回までのTurbolinux 6.0（カーネル

2.2）の場合も、ほぼ同様の手順で構築できる。カーネル2.2

環境での注意点については、別途コラムで解説する。

■

■インストールの流れ

■

mp1eをインストールしてMPEG-1形式でのキャプチャを可

能にするには、大まかに次のような一連の作業が必要になる。

1. Video for Linux 2のインストール

1.1. カーネルの再構築

1.2. GNUコンパイラのダウングレード

1.3. ソースファイルの修正

1.4. コンパイルとインストール

2. mp1e-1.9preのインストール

3. xawtvの再インストール

4. tvcaptureスクリプトの修正
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インストールの流れ

GCCをバージョン2.95以下に 
ダウングレード 

V4L2用の 
キャプチャデバイスドライバを 

インストール 

/etc/modules.confの 
書き換え 

# /sbin/depmod -a

始め 

終わり 

mp1e-1.9preの 
インストール 

/usr/bin/tvcapture 
スクリプトの書き換え 

 

カーネル2.4用の 
V4L2ビデオデバイスを 

インストール 

カーネル2.2用の 
V4L2ビデオデバイスを 
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これらのうち、場合によっては必要のない作業もあるのだ

が、どのような手順で進めればよいのかを、フローチャート

にまとめてみたので参考にしてもらいたい（図1）。実際には、

それぞれのステップを実行してみて、エラーなどが発生する

たびに、それに対処することになる。

■

■Video for Linux 2のコンパイルとインストール

■

mp1eは、ビデオキャプチャ処理を行う場合に、Video for

LinuxのAPIを利用している。すなわち、いままでに利用し

てきたbttv.oなどのドライバ類を使っているわけだ。この

Video for Linuxには、現在、オリジナルのVideo for Linux

（便宜的に「Video for Linux 1」と呼んで、記事中では

「V4L1」と略すことにする）と、これを拡張した「Video for

Linux 2」（同じく、「V4L2」と略す）の2つのバージョンが

存在する。V4L2の全体的な仕様は、Bill Dirks氏が開発し、

サンプルのドライバなどを公開している（画面1、http:

//www.thedirks.org/v4l2/）。BTTVチップ用のV4L2ドラ

イバは、Justin Schoeman氏が主催するプロジェクトで開発

され、http://bttv-v4l2.sourceforge.net/のWebページ（画

面2）で公開されている。今回は、このV4L2ドライバを利用

する。

V4L2の仕様はV4L1の上位互換になっており、mp1eや

xawtvなどのV4Lアプリケーションのほとんどは、どちらの

環境でも動作するように作られていることが多いのだが、筆

者の環境で試した限り、mp1eの最新バージョン「1.9pre」

はV4L2の環境でしかうまく動作しなかった。もちろん、マシ

ンの構成や利用するLinuxディストリビューションによって

は、V4L1の環境でも問題がない場合もあると思うが、その

場合でも、カーネルのバージョンによっては、V4L1のドライ

バを最新のものに入れ換えないと、アプリケーションが動作

しないことがある。結局、同じ手間をかけるなら、V4L2を

インストールしてしまったほうがよいだろう。

ちなみに、現在のLinuxカーネルには、bttv.oなどのV4Lド

ライバが取り込まれており、多くのディストリビューション

では、デフォルトの状態でV4Lが利用できるようになってい

るが、カーネルに組み込まれているV4LドライバはV4L1で、

しかもかなり古いバージョンである（カーネル2.4でも事情は

変わらない）。

●カーネルの再構築

理屈のうえでは、V4L2のドライバをインストールするだけ

なら、カーネルの再構築などの作業を行う必要はないのだが、

現在のLinuxディストリビューションの多くは、インストー

ルしたばかりの状態では、カーネルのソースツリーの状態が、

実行中のカーネルの構成と一致していないため、ドライバ類

をコンパイルするのに支障がある。そこで、ソースツリーの

状態を整えるために、カーネルの再構築の作業が必要になっ

てくるのだ。

カーネル再構築の手順について、ここですべてを説明する
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画面1 Video for Linux 2のドライバを公開しているWebサイト
（http://www.thedirks.org/v4l2/）
カーネル2.2用と2.4用のビデオデバイスドライバは別なので注意する。各種ビデオキャ
プチャカード用のドライバについては、画面2のサイトから入手する。

画面2 BTTVチップ用のV4L2ドライバを公開しているWebサイト
（http://bttv-v4l2.sourceforge.net/）
キャプチャカードドライバはカーネル2.2と2.4とも同じである。

Video for Linux 2の
コンパイルとインストール



余地はない。各自、書籍などを参考にしてほしいが、二、三、

注意すべき点をあげておきたい。

・make xconfig（あるいはmake menuconfigなど）を実

行して、カーネルに組み込む機能を設定する。

・「I2C Support」（Character devicesメニューの下にあ

る）を「Y」または「M」に設定し、自分のマシン環境に

応じてI2Cインターフェイスの設定を有効にしておく（自

信がない場合には、すべてを「M」にしておけばよい）。

さ ら に 、「 Hardware sensors support」 の 項 目 の

「Hardware sensors support」を「M」に、「Other I2C

devices」 を 「 Y」 に 、「 Brooktree BT869 Video

Modulator」を「M」に設定する。

・「Video For Linux」（Multimedia devicesメニューの下）

を有効（Y）にして、「Video Adapters」の項目中で、利

用するビデオキャプチャデバイス（本連載では「Bt848

Video For Linux」）の項目を「M」に設定する。なお、前

述の「I2C Support」が有効な状態になっていないと、

Video For Linuxの項目は選択できないので注意すること。

・「Sound」の項目を、自分のサウンドカードの利用形態に

応じて設定しておく。

・その他の項目については、各自のマシン環境などに応じて

適宜設定する。

・再構築したカーネルをインストールして使用する必要はな

いが、ディストリビューションのデフォルトのカーネルと再

構築したカーネルの構成が著しく異なっていると、アプリ

ケーションのコンパイルができないこともあるので、そのよ

うな場合には再構築したカーネルでシステムを起動する。

make xconfigの設定が終わったら、

# make depend

# make clean

# make bzImage

# make modules

をそれぞれ実行する。必要なら、

# make install

# make modules_install

も実行する。

●サウンド環境の確認

インストール作業を進める前に、ここで、使用中のLinux

マシンのサウンドドライバの状態を確認しておこう。当たり

前のようだが「サウンドドライバが本当に正しく動作してい

るかどうか」を確認する。サウンドの再生が問題なくできて

いても、録音機能がまったく働いていないことがまれにある

からだ。このような場合、mp1eのインストールがうまくいっ

ても、いざ録画を行おうとすると、プログラムがハングアッ

プしたり、録画したMPEGファイルに音声がまったく入って

いないといったことになる。

●GNUコンパイラのダウングレード

これは、まったく頭の痛い問題なのだが、GNUのコンパイ

ラにはバージョン間の互換性の問題が多く存在する。V4L2

ドライバをコンパイルする場合も、GNUコンパイラのバージ

ョンに注意が必要だ。とくに、Red Hat Linuxを利用してい

る場合、コンパイラのバージョンを古いものに「ダウングレ

ード」しないと、ドライバのコンパイルは不可能である。

Red Hat Linux 7.1にバンドルされている「gcc-2.96」は、

GNUコンパイラの正式リリースではなく、「gcc-3.0のスナッ

プショット」という位置づけになっている（http://gcc.

gnu.org/gcc-2.96.htmlを参照のこと）。このため、それ以前

の最終の正式リリースである「gcc-2.95」との互換性はなく、

アプリケーションのコンパイルなどに支障が起こる可能性が

あるのだ。実際、V4L2ドライバのソースファイルは、gcc-

2.96ではコンパイルできない。このため、gcc-2.95にダウング

レードする必要がある。

コンパイラのダウングレードは次のような手順で行う。

1. http://www.rpmfind.net/などで、gcc-2.95のRPMファ

イルを検索し、ダウンロードする。

（本記事のサンプルでは、Polish(ed) Linux Distribution

のgcc-2.95.3-27.i686.rpmを利用している）。

2. すでにインストールされているgcc関連のパッケージをア

ンインストールする。

まず、gccをアンインストールするコマンドを実行する。

# rpm -e gcc

すると、gccに依存しているパッケージ（gccを利用してい

るFORTRAN、C++などのコンパイラ類）が表示されるの

で、それらをすべてアンインストールしてから、改めてgcc
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のパッケージをアンインストールする。

3. cppのパッケージをダウングレードする。

GNUコンパイラのプリプロセッサ（cpp）のバージョンを、

コンパイラのバージョンに合わせる必要があるので、cpp-

2.95.3-27.i386.rpmをダウンロードして、インストールする。

このとき、依存関係のエラーメッセージが出てインストール

できないことがあるが、無視して強制インストールする

（rpmコマンドの-Uオプションは「アップグレード」の意味

だが、ここではダウングレードになる）。

# rpm -U --force cpp-2.95.3-27.i386.rpm

4. gccのパッケージをインストールする

# rpm -i gcc-2.95.3-27.i686.rpm

以上で、GNUコンパイラのダウングレードは完了である。

もし、FortranやC++などのコンパイラも必要なら、同じバ

ージョン系列のコンパイラのRPMファイルをダウンロードし

て、インストールする。

●V4L2ソースファイルの修正とコンパイル

次に、V4L2のインストール作業に移る。まず、http://

bttv-v4l2.sourceforge.net/などから、V4L2関連のソースフ

ァイルを入手する。このソースファイルは、カーネルのバー

ジョンが2.2の場合と2.4の場合で、ダウンロードすべきファイ

ルが異なるので注意する。カーネルのバージョンが2.2系の場

合は、前回説明したように、「videodev20010302.tgz」（ファ

イル名後半の日付の部分はバージョンによって変わる）と

「driver-20000804.tgz」（同上）だが、カーネルが2.4系の場合

は、「videodevX-20010613.tgz」というファイルと、カーネ

ル2.4用の「driver-20010316.tgz」の2つのアーカイブを入手

する。

まず、videodevX-xxxxx.tgzのアーカイブを、適当な作業

用ディレクトリに展開する。

$ tar xzf videodevX-20010613.tgz

すると、videodevXという名前のディレクトリが作成され、

その中にソースファイルが展開される。新しく作成された

videodevXに移動して、

$ make clean

$ make

$ su

# make install

を実行すればvideodevXのコンパイルとインストールは問題

なく終わるはずだ。ここでエラーが出る場合は、前述のカー

ネルの再構築作業がうまくいっていない可能性がある。

次に、driver-xxxxx.tgzのアーカイブを、別の作業用ディ

レクトリに展開する。

$ tar xzf driver-20010316.tgz

これも、本来ならば「make; make install」でインストー

Linux magazine August 2001114

Ch
al

le
ng

e

▼リスト1 bttv.hファイルの修正部分（赤枠で囲んだ部分を追加する）

ファイルの末尾にある以下の部分を修正する

/* i2c */

#define I2C_CLIENTS_MAX 8

extern struct i2c_algo_bit_data bttv_i2c_algo_template;

extern struct i2c_adapter bttv_i2c_adap_template;

extern struct i2c_client bttv_i2c_client_template;

extern void bttv_bit_setscl(void *data, int state);

extern void bttv_bit_setsda(void *data, int state);

extern void bttv_call_i2c_clients(struct bttv *btv,

unsigned int cmd, void *arg);

extern int bttv_I2CRead(struct bttv *btv, unsigned char

addr, char *probe_for);

extern int bttv_I2CWrite(struct bttv *btv, unsigned char

addr, unsigned char b1,

unsigned char b2, int both);

extern void bttv_readee(struct bttv *btv, unsigned char

*eedata, int addr);

#endif /* _BTTV_H_ */

▼リスト2 /etc/modules.confの変更部分（Red Hat 7.1の場合）

赤枠で囲んだ部分を変更する

alias eth0 eepro100

alias parport_lowlevel parport_pc

alias sound-slot-0 es1371

post-install sound-slot-0 /bin/aumix-minimal -f

/etc/.aumixrc -L >/dev/null 2>&1 || :

pre-remove sound-slot-0 /bin/aumix-minimal -f

/etc/.aumixrc -S >/dev/null 2>&1 || :

alias char-major-81 bttv2

alias usb-controller usb-uhci



ルできるはずなのだが、Red Hat 7.1の環境ではコンパイル

エラーが発生してインストールできなかった。そこで、展開

されたファイルの中の「bttv.h」というファイルを、リスト1

のように修正する。あとは、

$ make clean

$ make

$ su

# make install

を実行すればインストールできるはずだ。Red Hat 7.1の場

合make installを実行した際に、「depmod: コマンドが見つ

かりませんでした」というエラーが表示されるが、気にせず

に次のコマンドを手動で実行すればよい。

# /sbin/depmod -a

次に、/etc/modules.confファイルを編集して、bttvドラ

イバのロードを指定している部分を、bttv2に変更して（リ

スト2）、改めて「/sbin/depmod -a」を実行しておく。

以上で、V4L2のインストールは完了である。念のため、

システムを再起動してから次の作業に進む。

■

■xawtvの再インストール

■

Red Hat 7.1のパッケージ版では、xawtvはデフォルトで

はインストールされない。「Power Tools」という名前のCD-

ROMに、RPMファイルの形で収録されている。ところが、

このRPMをインストールしても、テレビの受信をすることは

できるのだが、v4lctlコマンドを使ってチャンネルを切り替え

るなどの操作ができない（セグメンテーション違反のエラー

が発生する）。このため、xawtvをソースファイルからコンパ

イルしてインストールする必要がある。

xawtvのソースファイルは、http://bytesex.org/xawtv/

index.htmlから入手できる（画面3）。現時点での最新バージ

ョンは3.53なので、このWebページからxawtv_3.53.tar.gzフ

ァイルをダウンロードする。そして、適当な作業用ディレク

トリを作成して、アーカイブを展開する。

$ tar xzf xawtv_3.53.tar.gz

xawtv-3.53という名前のディレクトリ中にファイルが展開

されるので、このディレクトリに移動して、次のコマンドを

実行する。

$ ./configure

$ make

$ su

# make install

なんの問題もなくコンパイルが完了してインストールされ

るはずだが、エラーが発生する場合は、カーネルの再構築や

V4L2のインストールからやり直してみる。

Red Hat 7.1の場合、xawtvを自分でコンパイルしてイン

ストールした場合、ビデオキャプチャデバイスのデバイスフ

ァイルの名前に注意が必要になる。xawtvは、デフォルトの

状態では、キャプチャデバイスのデバイスファイルが

「/dev/video」であることを想定しているのだが、Red Hat

7.1では「/dev/video0」がキャプチャデバイスのデバイスフ

ァイルになっている。このため、xawtvコマンドやv4lctlコマ

ンドを実行する場合、次のように、デバイスファイル名を指

定してやる必要がある。

$ xawtv -c /dev/video0

$ v4lctl -c /dev/video0 setstation ......

後述するtvcaptureスクリプトの修正の際には、この点に

も注意を払うこと。
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画面3 xawtvのソースファイルを公開しているWebページ
バージョンアップは頻繁に行われているようだ。

xawtvの再インストール



■

■mp1eのインストール

■

前述したように、今回はバイナリがリリースされたばかり

のmp1eの最新バージョン「1.9pre」を利用することにした。

しかし、これは正式バージョンではないため、将来は公開が

取りやめになる可能性もある。また、バイナリファイルなの

で、Linuxの環境によってはうまく動作しない場合も考えら

れる。このため、現時点での最終正式バージョンである

「1.8.1」のソースファイルをコンパイルする方法についても、

118～119ページのコラムにまとめておく。

バイナリファイル（RPMファイル）からのインストールは

簡単である。RPMファイルをhttp://prdownloads.source

forge.net/zapping/mp1e-1.9pre1-1.i386.rpmからダウンロー

ドしたあとに、

# rpm -i mp1e-1.9pre1-1.i386.rpm

を実行するだけでよい。これで、/usr/binディレクトリに

mp1eコマンドがインストールされるはずだ。

なお、このRPMファイルのmp1eコマンドも、先ほどの

xawtvと同様に、ビデオキャプチャデバイスのデバイスファ

イルが/dev/videoであることを前提としているので、Red

Hat 7.1の環境でキャプチャを行うときには、「-c /dev/

video0」オプションを追加して、ビデオデバイスファイルの

名前を指定する必要がある。

●mp1eのコマンドラインオプション

ここで、mp1eコマンドの使い方を簡単に説明しておこう。

mp1eでは、録画するデータのビットレート、フレームレー

ト、キャプチャするフレームの数などをオプションで指定す

ることができる。たとえば、ビットレート1.5Mbps、フレー

ムレート24fps、フレーム数1000でキャプチャを行う場合、

次のように実行する。

$ mp1e -c /dev/video0 -b 1.5M -f 24 -n 1000 >

capture.mpeg

なお、mp1eコマンドではキャプチャ結果のデータは標準

出力に出力されるので、リダイレクトでファイルに保存する

必要がある。

mp1eコマンドのオプションは、

$ mp1e --help

を実行すれば表示される。
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tvcapture 
スクリプト 

 

録画ファイル 

予約スプール 
ディレクトリ 

tvmasterスクリプト（予約エンジン） 

5分おきに起動 

読み出し・処理 バックグラウンドジョブとして起動 

予約の作成 

tvtimerスクリプト 

図2 自動録画システムの概念図
最終的な録画処理は、tvcaptureスクリプトから呼び出されるキャプチャプログラムが行う。いままでは、キャプチャプログラムとして「streamer」を使っていたが、これを「mp1e」
を呼び出すように変更する。

mp1eのインストール



■

■ tvcaptureスクリプトの修正

■

ここで、本連載で作成しているテレビ自動録画システムの

概念図をもう一度見てもらいたい（図2）。この構成では、実

際のビデオキャプチャ処理を行っているのは、tvcaptureス

クリプトであり、このスクリプトからstreamerコマンド

（xawtvに付属のキャプチャツール）を呼び出している。

mp1eを使って、MPEG-1形式でのキャプチャを行うようにす

るには、このtvcaptureスクリプトを書き換えて、streamer

コマンドの代わりにmp1eコマンドを呼び出すように改造して

やればよい。ほかのスクリプト類や設定ファイルは、一切書

き換える必要はない。

mp1eを使うように変更したtvcaptureスクリプトをリスト

3に掲載する。赤い枠で囲んだ部分が、今回変更した箇所で

ある。mp1eを呼び出すようにした以外に、前述のデバイス

ファイル名の問題に対処するための変更も加えている。また、

mp1eはフレームレートだけでなくビットレートも設定できる

ようになっているので、スクリプト中でビットレートの値を

設定できるようにしている。これらの値を適当に調整するこ

とで、自分の目的にもっとも適した画質でキャプチャできる

ようにしてもらいたい。

■

■MPEG-1ファイルの再生について

■

MPEG-1形式でキャプチャしたデータは、Windowsマシン

のMedia Playerなどで再生することができる（画面4）。

Linux用のMPEG-1再生ソフトウェアにはさまざまな種類
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画面4 キャプチャしたmpegファイルをWindowsマシンで再生する

▼リスト3 tvcaptureスクリプト（mp1eバージョン）

ファイルの末尾にある赤枠で囲んだ部分を変更する

#!/usr/bin/perl

# tvcapture -- capture TV program using streamer
#
# usage : tvcapture -p <program_name> -l <length_in_min>
-c <Channel_Name> -d <directory>
#
# Copyright (c) 2001 by Zentaro Takeda
# Personal use Only

require "getopt.pl";

$capture_program = "/usr/bin/mp1e";
$v4lctl = "/usr/local/bin/v4lctl";
$bash = "/bin/bash";

$fps = 15; # frames per second
$bitrate = "0.5M"; # mpeg bitrate
$capture_device = "/dev/video0"; # capture device file

$streamer_opt = "-b $bitrate -f $fps -c $capture_device
";

# channel name must be same as defined in  ~/.xawtv
%channel = ("NHK"=> 1,

"NHK-EDU"=> 3,
"NTV"=> 4,
"TBS"=> 6,
"FUJI-TV"=> 8,
"TV-ASAHI"=> 10,
"U-AIR"=> 11,
"TV-TOKYO"=> 12);

&Getopt('plcd');

if ($opt_p =~ /[^A-Z]/ ) {
$program_name = "PROGRAM";

} else {
$program_name = $opt_p;

}

＜中略＞

# get current date and time
($sec, $min, $hour, $mday, $mon, $year, $wday, $yday,
$isdst) = localtime();

$year = $year + 1900 ; # y2k correction
$mon = $mon + 1;

$timestring = substr("0000$year", -4) . substr("00$mon",
-2) . substr("00$mday", -2) . substr("00$hour", -2) .
substr("00$min", -2);
$recfile = $dirname . "/" . $program_name . "_" .
$timestring . "_" . $channel_name . ".mpeg";

$commandline = "$v4lctl -c $capture_device setstation
$channel_name 2\>/dev/null; $capture_program -n $flames
$streamer_opt \> $recfile \&";

exec $commandline;

tvcaptureスクリプトの修正

MPEG-1ファイルの再生について



があるので、ここですべてを紹介することはできないが、現

在もっともよく使われているのは、MP3プレーヤとしても利

用者の多い「XMMS」（X Multimedia System）だろう。

最近のXMMSで、入力プラグインとして「smpeg-xmms

0.3.3」（libsmpeg_xmms.so）がインストールされていれば

（画面5）、MPEG-1のビデオファイルを再生することができる

（画面6）。

■

■キャプチャ条件の設定

■

xawtv付属のstreamerコマンドを使ってキャプチャを行う

場合と同様に、mp1eを使う場合も、マシンの性能などに応

じて、フレームレートやビットレートを自分で調整する必要

がある。mp1eの場合、フレームレートを指定しないと、ビ

ットレートとマシン性能に応じて、最適なフレームレートが

選択されることになっているのだが、実際には、コマ落ちが

発生したり、音声との同期がとれなくなったりすることが多

いので、明示的にフレームレートを指定する必要がある。

録画したデータをハードディスクに保存して、番組ライブ

ラリを作成したいような場合には、利用可能なハードディス

クの容量に応じて、ビットレートを決め、次に、それに見合

ったフレームレートを決めるのが現実的だろう。保存する番

組の内容、たとえば、高画質で保存する必要のある番組なの

かどうか、動きの速い画像が多いかどうかによって、ビット
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V4L2のドライバは、カーネルのバージョン

によってインストールするファイルやインス

トールの方法が異なる。前回も簡単に説明し

たのだが、インストールの手順をもう少し詳

しく解説しておこう。

1. ソースファイルの入手

V4L2のドライバは、ビデオデバイスドライ

バとキャプチャカードドライバの2つの部分に

分かれている。このうち、ビデオデバイスド

ライバについては、使用中のキャプチャカー

ドの機種によらず、同じものをインストール

する。キャプチャカードドライバについては、

キャプチャカードの機種（グラバチップの種

類）によって、インストールすべきファイル

が異なるので注意する。本連載では、BTTV

シリーズのチップを使ったカードを前提とし

ているので、BTTV用のキャプチャカードドラ

イバを入手することになる。

V4L2のビデオデバイスドライバは、Webペ

ージhttp://www.thedirks.org/v4l2/から入手す

る（ファイル名は、videodev20010302.tgz）。

ここには、カーネル2.2用のソースとカーネル

2.4用のソースがあるので、間違えないように

する。このWebページでは、インストールの

手順についても簡単に解説されているので、

参考になるだろう。

キャプチャカードドライバについては、カー

ネル2.2と2.4で取得するファイルに違いはない。

http://bttv-v4l2.sourceforge.net/から、driver-

20000804.tgzというファイルを取得する。

2. ビデオデバイスドライバのインストール

まず、videodev20010302.tgzファイルを展

開する。このファイルは、カーネルに付属の

ソースツリーを上書きするので、必ず、カー

ネルのソースツリーのトップディレクトリ

（/usr/src/linuxなど、Red Hat 7.1の場合は

/usr/src/linux-2.4）に移動してから、rootユー

ザーの状態で展開する。

$ cd /usr/src/linux-2.4

$ su

# tar xvzf /tmp/videodev20010302.tgz

次に、カーネルの再コンパイルを行うのだ

が、すでに、bttvのドライバが有効になって

いる場合には、モジュールの再コンパイルと

再インストールだけ行えばよい。

# make modules

# make modules_install

本文中で解説したように、カーネルソース

の状態が使用中のカーネルと一致していない

場合や、bttvが有効になっていないような場

合は、

# make xconfig

# make depend

# make bzImage

# make install

を実行してカーネルの再コンパイルとインス

トールを行ってから、改めて先ほどの手順で

モジュールの再コンパイルとインストールを

する必要がある。

3. キャプチャカードドライバのインストール

キャプチャカードドライバのインストール

については、カーネル2.2と2.4で手順は同じ

である。本文中で解説しているのと同じよう

に、driver-20010316.tgzファイルを展開して、

$ make

$ su

# make install

を実行すればよい。

4. /etc/modules.confの修正

ドライバ類のインストールがすんだら、

/etc/modules.confを編集して、「bttv」のロー

ドを指定している部分を「bttv2」に書き換え

る（本文中、リスト2を参照）。

あとは、

# depmod -a

# rmmod bttv.o

# modprobe bttv2

を実行するか、マシンをリブートすればV4L2

が使えるようになる。

Column

カーネル2.2環境での
V4L2のインストール

キャプチャ条件の設定



レートとフレームレートのバランスを決めてほしい。

なお、mp1eでは、動きの激しい場面を低いビットレート

で保存すると、モザイク状のノイズが目立つようになるが、

文字や静止画の説明図のような場面では、ビットレートが低

くても、かなり解像度の高い画面を保存できる。たとえば、

語学番組のように、画面上に表示される文字を判読したい場

合でも、500kbps（0.5Mbps）程度のビットレートで、十分

実用に堪える画像を保存できるようだ。フレームレートにつ

いては、15fps程度でも、それほど不自然な感じはしないが、

スポーツ中継のように動きの激しい画面では、25fps以上のフ

レームレートがないと、細かい動きを判別するのは難しくな

るようだ。
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Linuxでテレビ録画に挑戦！

mp1e-1.9preがうまく動かない場合には、

mp1e-1.8.1をインストールすることになる。

mp1e-1.8.1は、かなり古いLinux環境を前提

に作られているので、Red Hat 7.1の環境での

コンパイルには若干の作業が必要になる。な

お、Linuxのディストリビューションによって

は、このような作業の必要なしにコンパイル

できる場合もあるので、まず最初に、ソース

コードに付属のドキュメント（READMEファ

イル）の手順でコンパイルを試みてみること。

1. ソースファイルの展開

適当な作業用ディレクトリの中でソースフ

ァイルを展開する。

$ tar xzf mp1e-1.8.1.tgz

mp1e-1.8.1というディレクトリが作成さ

れ、その中にソースファイル一式が展開され

る。通常なら、ここでREADMEの指示通り

にコンパイルを実行するのだが、サウンドド

ライバにALSA以外を使っている環境では、

エラーが発生してコンパイルできないことが

ある。そこで次の手順でエラーを回避する。

1. ソースディレクトリ中のconfig.inファイル

をviなどのテキストエディタで開き、次の

行を見つける。

AC_CHECK_LIB(asound, main)

この行の先頭に「dnl」という文字列を追

加する（すなわち、この行をコメントアウト

する）。

dnl AC_CHECK_LIB(asound, main)

2. 次のコマンドを実行して、configureスク

リプトを作り直す。

$ autoconf configure.in > configure

3. systemsディレクトリ中のmpeg.hファイ

ルをテキストエディタで開き、末尾に次の

行を追加する。

#define 

DBL_MAX 1.701411834604692294E+38

（実際には1行で書く）

4. ソースディレクトリに戻り、通常のビルド

処理を実行する。

$ ./configure

$ make

$ su

# make install

以上の操作で、/usr/local/binディレクトリ

にmp1eコマンドがインストールされるはず

だ。

Column

mp1e-1.8.1のインストール

画面5 XMMSで入力プラグインを確認する
XMMSのウィンドウ左上のアイコンをクリックして「オプション」-「設定」を選択す
ると、プラグインのインストール状況を確認できる。「入力プラグイン」のリストボッ
クスに「smpeg-xmms」が含まれていればMPEG-1ビデオを再生できる。

画面6 xmmsでのMPEG-1ファイルの再生
音声ファイルの再生と同じように、一時停止や巻き戻しなどの操作が可能だ。

※ここで紹介したリスト、mp1e関連のファイルは、Linux magazineのホームページ、

http://www.ascii.co.jp/linuxmag/

からダウンロードできます。
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多くのLinuxユーザーにとって、Linuxとはデスクトップ

環境でありサーバ環境であります。つまり、「パソコンのOS」

です。そして「パソコンのOS」には、それほど多くの選択

肢はありません。たとえば現在、Intel系のCPUを搭載した

マシンで利用できるユーザー環境のうち、主要なものは

Linux、Microsoft Windows、FreeBSD、Solaris、BeOS

といったあたりでしょう。

■

■　「ワン・オブ・ゼム」としてのLinux

■

ところが組み込みシステムの世界では様相はまったく異な

り、OSの選択肢は100種類以上にも達します。選択肢の数

からいえば、Linuxは「100分の1以下」なのです。数や量の

違いは、質の違いを必ずもたらします。一般パソコンユーザ

ーと組み込みシステム技術者には、さぞかし異質な世界が見

えているに違いありません。

今回は、組み込みシステム開発の立場から見たLinuxの姿

を追ってみたいと思います。

■

■　OSの名前は大きな問題ではない

■

「Intel Inside」のロゴマークを模した「linux inside」

というロゴマークを記憶している読者は少なくないでしょ

う。'98年から'99年ごろにかけて、筆者は「linux inside」

というシールを貼り付けたマシンをしばしば目にしました

（筆者自身のLinuxマシンにも貼り付けてありました）。

Linuxユーザーにとって、自分が使っているOSがLinuxであ

ることは、アピールする価値がそれほどに高いことでした。

特に'98年以前、まだLinuxが日本で一般の人々に十分に注

目されていなかった時期には、なおさらその傾向が強かった

といえます。

しかし、組み込みOSの世界ではOSの名前が問題になるこ

とは極めて稀です。製品を購入する側にとって重要なことは

OSが何であるかではなく、その製品の性能やコストでしか

ありません。特にコストがシビアな問題になる大量生産品の

場合、OSの名前を出すことによって余分なコストが必要に

なることは、商品の売れ行きにマイナスの影響を与えます。

したがって、OSの名前はたいていの場合、パンフレットや

製品添付のドキュメントに記載されることはありません。

しかしながら、Linuxは組み込みシステムの世界で急激に

シェアを広げています。昨年初頭の段階では1%でしたが

（ ト ロ ン 協 会 調 査 。 ち な み に Microsoft Windowsと

Microsoft Windows CEを合わせて6.7%）、現在のシェアは

その数倍以上になっているでしょう。

さて、組み込みシステムの場合、OSはどのように選択さ

れるのでしょうか？
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第7回　組み込みシステムの世界に
おけるLinux

文：みわよしこ
Text : Yoshiko Miwa  miwachan@pp.iij4u.or.jp

「ワン・オブ・ゼム」としてのLinux

OSの名前は大きな問題ではない
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■

■　組み込みシステムにおけるOSの選択

■

パソコンにインストールするOSを選択する場合には、用

途、価格、ユーザー本人の好みなどによって「このOSを」

という選択が行われます。Linuxの場合、「最近話題になっ

ているからインストールしてみたい」という動機によるイン

ストールも珍しくありません。いずれにしても、たいていの

場合、Linuxはユーザー本人が「Linuxを使いたい」と考え

ることによって選択され、マシンにインストールされます。

しかし組み込みシステムの場合、「Linuxを使いたいから」

という理由によってLinuxが選択されることはまず考えられ

ません。

組み込み用途のOS・リアルタイムOSには、100種類以上

の選択肢があります。このうち、主に利用されているのは10

種類程度です。さらに歴史の古い企業では、自社開発した

OSを保有している場合もあります。

この中から、通常はアプリケーションに合わせてOSが選

択されます。また、「自社開発のプロセッサを利用するため

必然的に自社開発のOS」といった選択が行われる場合もあ

ります。場合によっては「OSなし」という選択もあります。

つまり、ここでLinuxが選ばれたとしても、組み込みシステ

ム開発技術者にとっては「たまたま、今回のOSはLinux」

ということに過ぎないのです。

■

■　組み込みシステム開発技術者がOSに求めるものは？

■

開発者にとって最も重要なツールは開発環境です。特に、

多様なプロセッサが利用される組み込み用途では、どのプロ

セッサ上でも同じコンパイラ・デバッガを利用したいという

ニーズがあります。良質の開発ツールが提供されているOS

は、ほかの条件が同じであればより選択されやすくなります。

このため、Linuxの組み込みシステム業界への普及を目的

として2000年7月に設立された「日本エンベデッドリナック

スコンソーシアム（Emblix）」では、今年1月から「開発環

境ワーキンググループ」を発足させ、良質の開発ツールを安

価に提供する体制の構築を目指しています。このことは、日

本における組み込み用途で現在も広く利用されている

ITRONで、ツールの開発までは組織的には行われなかった

ことへの反省もあるようです。

いずれにしても、Linuxの組み込み用途での開発環境が整

備されれば、組み込みシステム開発技術者にとっては「仕事

図1 家電製品とパソコンにおけるOSの重要性
ユーザーにとって組み込みOSの名前は「どうでもいい」要素。

性能は？ 

価格は？ 
 

OSは何？ デザインは？ 
 

組み込みシステムにおけるOSの選択

組み込みシステム開発技術者が
OSに求めるものは？
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のやりやすい環境の提供されたOSがひとつ増えた」という

状況が発生します。しかし、それ以上ではありません。

また、リアルタイム性能を強く要求される用途では、当然

ながらリアルタイム性が重視されます。リアルタイム性能だ

けで比較すれば、Linuxより優れたOSがいくつか存在しま

す。たとえばITRONには、Linuxのように豊富なネットワ

ーク機能やソフトウェア・スタック機能はありませんが、

Linuxより優れたリアルタイム性能があります。

さらに「既存のソフトウェア資産の有効利用」という問題

も避けて通れません。ソフトウェア技術者であれば誰でも、

既存のソフトウェア資産をなるべく有効利用して新しいソフ

トウェアを開発したいと考えるものですが、組み込みシステ

ムの世界も例外ではありません。そこにもし大量のITRON

のソースコードが存在すれば、後続システムもITRON

で……と考えるのが自然というものです。このような環境に

ある開発者が望むのは、LinuxがITRONを置換してしまう

ことではなく、LinuxとITRONのAPIを同時に利用でき、

それぞれの機能を活かした開発、既存のITRONのソースコ

ードを利用しながら、新機能をLinuxで追加するような開発

を行えることです。パソコンOSの世界における「Linux 対

Windows」といった図式に類似するものは、組み込みシス

テムの世界にはないと言えるでしょう。

■

■　組み込みシステム業界から見たLinux

■

ここで視点を変えて、組み込みシステム業界全体から見た

Linuxの姿を描いてみましょう。

まず、開発者がいなければ開発はできません。したがっ

て、「開発者の確保」は非常に重要なのですが、2000年初頭

のトロン協会の調査結果で、「リアルタイムOSの問題点」の

第1位に挙げられていたのは「技術者が不足、またはいない」

という問題です。このことは、前述した「どのプロセッサで

も同じコンパイラ・デバッガを使いたい」という開発者のニ

ーズとも関係します。少ない人員で開発を行わなくてはなら

ないとすれば、複数のプロセッサで同じ開発環境を利用でき

るメリットは多大です。さらに、LinuxのAPIで組み込みシ

ステム開発が可能になれば、UNIX技術者や大学でUNIXを

学んだ学生を開発の「即戦力」とすることができます。この

ような面からも、Linuxの組み込み用途への期待が高まって

います。

また一定規模以上の企業では、縮小する事業の技術者を

拡大する事業の技術者へ転換する必要が常に存在します。

たとえば最近では、消費者向けデジタル製品のニーズは増大

する一方ですが、大規模システム構築のニーズはどちらかと

組み込みシステム業界から見たLinux

図2 組み込みシステムにおけるOSの選択
Linuxはいろいろな要素を考えてOSを選択する際の選択肢のひとつにすぎない。

プロセッサは？ 

リアルタイム性は？ 

どういうアプリケーション？ 

できれば過去の 
ソースコードで楽がしたい 

OSリスト 

ITRON 
 

VxWORKS 
 

Windows 
 

自社製OS 
 
: 
: 
 

Linux

開発者 



いうと減少しています。大規模システムはUNIX系OSで構

築されることが多いので、UNIX系OS技術者が企業内で

「余る」という状況が発生します。もし、消費者向けデジタ

ル製品の組み込みシステム開発が、Linuxやそのほかの

UNIX系OSで行われれば、この「余った」UNIX系OS技術

者をそちらに無理なく転換することが可能になります。企業

内における人的資源の有効活用の手段のひとつとしても、

Linuxには注目が集まっているといえます。

次に、ネットワーク通信機能を利用する製品のニーズが市

場で高まっているという状況を考慮すると、プロトコルスタ

ックが標準で含まれており、インターネットに代表されるネ

ットワーク通信機能を容易に開発できるUNIX系OSは、組

み込みシステム業界にとって非常に魅力的な存在です。また

通信機能のみではなく、ストレージも同時に要求されること

が多いことを考えると、ファイルシステムを備えている

UNIX系OSはより重要性を増してゆくと考えられます。一

般消費者にとって馴染み深い存在である携帯電話を取って

も、「着メロ」や「待ち受け画像」、インターネット利用、

日本語入力機能など、ネットワーク対応とストレージの重要

性は年々増してきています。

3つめに、Linuxがオープンソースコミュニティの産物であ

ることのメリットも忘れてはなりません。開発ツールのベン

ダーに限らず、企業には「M＆A」がつきものですが、開発

者にとって、馴染んだ開発ツールが供給されなくなることの

痛手は大きなものです。Linuxのようにオープンソースコミ

ュニティで開発され続けているツールには、「ベンダーの

M＆Aに脅えなくてよい」というメリットがあります。特に

大企業で継続して長期間にわたる事業を計画する際には、ベ

ンダーの事情に開発環境を左右される心配がないというメリ

ットは多大です。

最後に、卑近な意味での「フリー」、すなわちロイヤリテ

ィが発生しないというメリットもあります。これは小規模ベ

ンチャーにとっては非常に重要な要素です。市販の組み込み

OSの場合、多大なロイヤリティのために開発が行いにくい

という事情があるからです。

大企業にとっても、OSの利用に関するコストがかからな

いメリットはもちろんゼロではありません。しかし、コスト

要因はOSのロイヤリティ以外にも数多く存在しますし、開

発効率など、全体のバランスを重視した結果としてLinuxが

選択されないというケースもあります。ロイヤリティが発生

しないということは、それほど大きな魅力とはならないよう

です。

■

■　組み込みシステム業界にとってのLinuxの現在

■

製品の開発は、限られた人的、資金的、時間的リソース

を有効利用して行われます。そのリソースを、販売して利益

をもたらす製品、利益をもたらす部分の開発に注力したいと

考えることは、製品を開発する側にとって極めて自然なこと

です。

OSは組み込みシステムにとって、部品のひとつに過ぎま

せん。ハードウェア部品を選択するのと同じように、供給体

制・サポート体制が整備されているOSを選ぶことは、開発

にかけるリソースを有効に活用するのに役立ちます。

最近、組み込み用途向けのLinuxディストリビューション

も数多く発表され、各ディストリビュータはそれぞれに高い

性能と、安定したサポート体制を誇っています。このような

ことを考えると、「組み込みシステム業界が安心して利用で

きるOSという土俵に、Linuxがやっと乗ってきた」というあ

たりが、現在の状況と言えそうです。

■

■　組み込みシステムにとってのLinuxの今後

■

一般Linuxユーザーにとって、「Linux」とは市販されてい

る数多くのLinuxディストリビューションのことであり、また

Linuxカーネルのことです。エミュレータを使用する場合を

除いては、1台のマシンの上で複数のOSが同時に動作するこ

とはありません。Linuxはあくまで単独で利用されるOSです。

しかし、組み込みシステムにLinuxを利用する場合、

Linuxが一般的なLinuxディストリビューションのような姿

をしている必然性はまったくありません。また、Linuxが単

独で組み込まれていなくてはならない必然性もありません。

組み込みシステムにとってのLinuxは、言わば「Linuxの

姿をしていないLinux」です。必要に応じて、他のOSと同

じ場で協調して働くLinuxです。また、場合によってはほか

のOSの手助けをするLinuxです。

Linuxは今後も組み込みシステムという場で、一般Linux

ユーザーには想像もつかない多様な形態への変容を続けてゆ

くでしょう。またその変容の過程や結果が、一般Linuxユー

ザーにとっての「Linux」に反映されることも当然考えられ

ます。デスクトップOS、サーバOSの世界と組み込みOSの

世界はまったく異質なものではありますが、相互に作用しあ

って将来をより多様に・多彩にすることが大いに期待できる

と筆者は考えています。
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――はじめまして。Emblixは、もうすぐ創立1周年ですね。

田丸：ええ、この1月からはワーキンググループ活動も開始

し、具体的な活動に結びついてきているところです。

――まず、ワーキンググループ活動についてお話を聞かせて

ください。現在、「開発環境ワーキンググループ」「ハイブリ

ッド・アーキテクチャ・ワーキンググループ」「リアルタイ

ム・ワーキンググループ」という3つのワーキンググループ

がありますね。まず、開発環境ワーキンググループでは「開

発環境の標準化」を目指しているとのことですが、ここでの

「標準化」とはどういうことでしょうか？

田丸：コンパイラやデバッガの開発を、ツールベンダーがば

らばらにやると効率が悪いですよね。たとえば、n個のディ

ストリビューションがあってm個のベンダーがあって、それ

らの開発が完全にバラバラに行われるとすると、開発すべき

ツールはn×m個になるわけです。

――それは無駄が多いですね。

田丸：そこで、このワーキンググループで無駄のないツール

開発を行うために必要となるものを、いろいろと準備してい

るというわけです。まずは、インターフェイス仕様の標準化

ですね。今は「どのインターフェイスか」を含めてまだディ

スカッションの段階なのですが。

――そういった部分の標準化が行われていると、ツールベン

ダーはその標準に則ってツールを開発すればよいということ

になりますね？

田丸：そういうことです。その結果、開発サイドは良質のツ

ールを安価に手に入れることが可能になります。

――現在の一般Linuxユーザーの感覚では、開発環境の標準は

「gcc」「gdb」といったいわゆる、「GNU処理系」なのですが。

田丸：実際にシステムを開発する立場から見ますと、GNU処

理系の機能は決して十分に高くないのです。たとえば、組み

込みソフト開発ではソースコード管理からオブジェクト生成

までを扱える統合開発環境が主流なのですが、GNU処理系だ

けでは統合開発環境を構築できません。そこで、開発環境を

整備するための活動が必要だという認識になったんです。

――次に、リアルタイム・ワーキンググループについてお尋

ねさせてください。現在はいくつかのリアルタイムLinuxデ

ィストリビューションを比較検討されているということです

が、Emblixという組織でそういう検討をしなくてはならない

理由が、なんとなく腑に落ちないんです。開発を行っている

企業がそれぞれ、ツールベンダーからカタログを取り寄せた

り、試用版を利用してみたりして選択を行えばよいことでは

ないでしょうか？

田丸：その「ツールベンダーのカタログ」が問題なんです。

――どういうことでしょうか？

田丸：現在のところ、用語もその定義も各ベンダーでバラバ

ラなんです。

――それは困りますね。

田丸：そうでしょう？　まず、用語を統一することから始め

なくてはならないのが現状です。それにカタログにある特性

数値は単純に比較できないんです。

――といいますと？

田丸：もともと、数値だけで単純に特性を比較するというこ

とに無理があるんです。仕様によって特性数値が変わるとい

うことは非常によくあります。ですので、まず数値の測定の
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やり方を統一し、その統一されたやり方でリアルタイム

Linuxディストリビューションの性能特性を測定して、はじ

めて「カタログの特性数値を比較する」ということがナンセ

ンスでなくなるんです。

――そういえば、オーディオ機器のレビューなどを見ていま

すと測定条件が必ず明らかにされていますし、比較は同一条

件においての測定が行われていますね。当たり前といえば当

たり前のことなのですが……。

田丸：現在のリアルタイムLinuxディストリビューションの

場合、まずカタログをそのレベルまで持ってこなくてはなら

ないという状況です。どの会社の性能一覧表も、同じ基準

で、同じ書き方で書かれるようになるというのが、このワー

キンググループの目標です。Linuxの間だけでの比較だけで

はなく、LinuxとほかのOSの比較という場面でもその必要性

は高いんです。

――地味ですが重要なことですね。

田丸：ええ、まずは「どういう性能表示をすればよいのか」

ということから活動してゆきたいと考えています。まず、ユ

ーザーがOSの選択を誤らないようにするための手助けが、

このワーキンググループの役割と言ってもよいでしょう。開

発方法や開発手法の提案も将来はカバーしたいですね。

――ワーキンググループはもうひとつ、「ハイブリッドアーキ

テクチャ・ワーキンググループ」がありますね。こちらは

「Linux on ITRON」が主目的ということですが、その目指

すところはどういったことなのでしょうか？

田丸：Linuxを含めて、複数のOSのAPIをカバーする仕組み

を作ることですね。単一OSではなく、複数のOSのAPIを使

いたいというニーズは以前から高いんです。たとえばITRON

とJavaを合わせた「JTRON」ですとか「Windows CE on

ITRON」といった試みがこれまでも行われています。

――その流れの上にLinux on ITRONがあるということですね。

田丸：そうです。それぞれのOSの機能や特性によってAPI

を選んで、組み込みシステム開発で要求される「個別対応」

で最も適切な解決が行えるようになることが理想です。

Linuxであるかどうかということではなく、トータルで「リ

アルタイム性が良く、機能が豊富である」ということが重要

ですので、たとえば高度のリアルタイム性を要求される部分

にはITRONを利用し、そうでない部分にはLinuxを利用す

るといった形態が考えられます。それにITRONの既存のソ

ースコードを利用したいというニーズもありますしね。

――ソフトウェア資産の有効活用は、開発効率を重視する開

発の現場では重要な問題ですね。

田丸：それに、Linux on ITRONはLinuxから見てもメリッ

トがあるんですよ。ITRONはドライバが非常に豊富ですが、

Linuxのドライバは組み込みシステム開発という面から見る

とまだ不十分なんです。Linux on ITRONが実現すると、

Linuxを利用した開発の場でITRONの豊富なドライバを利

用できます。

――実現が楽しみですね。ところで、この3つのワーキンググル

ープの目的は、結局のところどういったことなのでしょうか？

田丸：ひと言で言うと、「Linuxをカバーする仕組みを作り

たい」ということです。「Linuxを改造する」ということで

はなく。

――Linuxの優れた点とそうとは言えない点を明らかにして、

システム開発の場で、ほかのOSと長所を活かし合えるよう

にするということですね。デスクトップ環境や、サーバOS

としてLinuxを利用していると、こういう視点はなかなか持

てないものですが……。

田丸：そうでしょうね。現在、電気機器にスイッチがひとつ

あれば、そこにはマイコンが1つあるのが普通です。一般の消

費者の方々の身近に隠れている組み込みシステムの世界を、

ぜひLinux magazine読者の皆さんにも理解いただきたいで

すね。デスクトップ環境とはまったく異なる世界ですから。

――そういえば、この連載の第1回でEmblix会長の中島達夫

先生（早大教授）にインタビューさせていただいたのです

が、「パソコンは、コンピュータの汎用性の高い一形態に過

ぎない」とおっしゃっていました。

田丸：その通りです。ワークステーションやパソコンは汎用

性の高い最終製品であり、より大きなシステムの部品でもあ

るわけです。私たちはそういう見方をしています。

――まったく視点の異なる立場からのお話を伺えて、目が覚

める気がします（笑）。最後に、今後のEmblixの活動の展開

についてお尋ねさせてください。たとえば海外の組み込み

Linux団体との協業といったワールドワイドな展開は考えら

れていらっしゃらないのでしょうか？

田丸：Emblixの会員企業の多くは、ワールドワイドにビジ

ネスを展開されていますので、海外の関連団体との協調は重

要です。たとえば、米国のEmbedded Linux Consortium

（ELC）とはこれまでも何度か会合を持ってきましたが、今

後は日本のビジネスにも関わっているELCの役員の方々に

Emblixのアドバイザリー委員に就任いただき、より整合の

とれた活動を進めていく予定です。

――かつてのLinuxの開発過程のようにグローバルな活動が期

待できそうですね。本日は大変ありがとうございました。
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●ツール類のインストール

まず、CD -R作成関係のツール

cdrecordをインストールする。最新版

は1.9で、mkisofsやcdda2wavも含ま

れる。作者が配布しているtarボールの

ほか、Vine PlusにRPMのバイナリ・

ソースパッケージが用意されている。

バイナリパッケージを利用する場合

は、「rpm -Uvh cdrecord-1.9-0vl3.i386.

rpm」としてインストールする。ソー

ス パ ッ ケ ー ジ を 「 rpm --rebuild

cdrecord-1.9-0vl3.src.rpm」としてリ

ビルドし、/usr/src/redhat/RPMS/

i386に作成されたバイナリパッケージ

をインストールしてもよい。

一方、tarボールの場合は、展開先

のDEFAULTS/Defaults.linuxの30行

目を「INS_BASE= /usr/local」に変

更後に「./Gmake.linux」としてビルド

し、「su」でrootになってから「make

install」でインストールする。

なお、このバージョンのcdrecordは、

トラックアットワンス（TAO）書き込

みとディスクアットワンス（DAO）書

き込みの両方に対応している。

●Gnome Toasterのインストール

Gnome Toasterの最新版1.0Beta1

は、tarボールとRPMパッケージの両

方が配布されている。

作者が配布しているRPMパッケージ

はMandrake 8やRed Hat 7.0／7.1用

なので、国産ディストリビューション

ではtarボールからRPMバイナリパッ

ケージを作成するとよい（リスト1を参

照）。バイナリパッケージは、「rpm

-Uvh /usr/src/redhat/RPMS/i386/

gtoaster-1.0Beta-1.i386.rpm」としてイ

ンストールする。

一方、tarボールを利用する場合は、

「./configure」→「make」でビルドし、

「su」でrootになってから「make

install」でインストールする一般的な

手順だ。

●CD-Rドライブの準備と確認

ATAPI接続のCD-Rドライブを接続

している場合は、カーネルのSCSIエミ

ュレーションサポートなどのモジュー

ル作成（あるいはカーネルの再構築）

を行い、/etc/lilo.confの内容を修正す

る必要がある。

こうした作業の詳細は、「CD -

Writing HOWTO」（ http://www.

linux.or.jp/JF/JFdocs/CD-Writing-

HOWTO.html）の第2章を参照された

い。また、本誌バックナンバー2000年

11月号の54ページも参考になる。

設定が完了したら、rootになった状

態で、「cdrecord -scanbus」として、

CD-Rドライブが認識されていることを

確認しよう（画面1）。

●Gnome Toasterの起動と初期設定

cdrecordを利用したCD-R作成には

スーパーユーザー（root）権限が必要

だ。一般ユーザーのまま書き込みを行

う場合は、cdrecordにsuidビットを設

定する必要があるが、ネットワークに

Gnome Toasterは、CD-Rの作成をGNOME環境で行うソフトだ。

cdrecordやcdrdao、cdda2wavなどのフロントエンドとして動作し、

データトラックとなる仮想ファイルシステムやオーディオトラックの登

録、CD-Rへの書き込みなどをマウス操作で行える。付属の日本語カタ

ログにより、ボタンやダイアログが日本語で表示される点もうれしい。

実行にはGNOMEとcdrecordなどのツール類が必要だ。http://gnometoaster.rulez.org/
http://www.fokus.gmd.de/research/cc/glone/employees/joerg.schilling/
private/cdrecord.html（cdrecord）

Gnome Toaster
GNOMEのCD-R作成統合環境

バージョン：1.0Beta1 ライセンス：GPL

画面1 cdrecordがCD-Rドライブを認
識していることを確認する。

▼リスト1 Gnome ToasterのtarボールからRPMパッケージを作成する

$ tar zxvf gtoaster2001060411.tgz

$ mv gtoaster gtoaser-1.0Beta1

$ tar zcvf gtoaster-1.0Beta1.tar.gz gtoaster-1.0Beta1

$ cd gtoaster-1.0Beta1

$ ./configure

$ su

# cp ../gtoaster-1.0Beta1.tar.gz /usr/src/redhat/SOURCES

# rpm -bb gtoaster.spec

# exit
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接続されたマシンではセキュリティ上

のリスクになる。そこで、「su -」とし

てrootになった状態でGnome Toaster

を起動するとよいだろう。

kte rmなどのコマンドラインで

「gtoaster&」として起動すると、上下

に分割されたウィンドウが開く（画面

2）。上部はデータソース、下部はCD-

Rに書き込むファイルやトラックとい

う構成だ。日本語環境では、メニュー

などはすべて日本語で表示される。

初めて起動した場合は、ツールバー

の[設定]ボタンを押して設定ダイアロ

グを開き、いくつか設定の確認と修正

を行う必要がある。

まず、[CD-ROMとレコーダーの設

定]ページで、書き込みに使用するCD-

Rドライブが選択されている（左端に

印が付く）ことを確認する。デバイス

名（/dev/scd0など）やSCSI ID、マ

ウントポイントなどはすでに設定済み

だが、間違っている場合は左下の[編

集]ボタンで修正しよう（画面3）。

また、DAO書き込みにcdrecordを

使う場合は、[レコーダ]ページの[クラ

イアントを選択する]（英文では「Use

alternative client」）にチェックを付

ける必要がある（画面4）。チェックし

ない場合はcdrdaoが使われる。その他

の設定は変更不要だ。

●仮想ファイルシステムに登録

ウィンドウ左上の領域に含まれる

「UNIXツリー」には、ルートウィンド

ウ以下のディレクトリがツリー構造で

表示され、クリックで選択したディレ

クトリのファイル一覧が右上の領域に

表示される。

一方、ウィンドウ下部は、左端のタ

ブにより、ファイルマネージャ／トラ

ックエディタ／書き込み設定の各ペー

ジを切り替え可能だ。

CD-Rのデータトラックに関しては、

一番上のタブで表示されるファイルマ

ネージャを利用する。このページには、

CD-R作成時にデータトラックとして書

き込まれる仮想ファイルシステムのデ

ィレクトリ構造とファイル一覧が表示

されている。

仮想ファイルシステムにファイルを

登録するには、「UNIXツリー」以下の

ファイルをファイルマネージャにドラ

ッグ&ドロップすればいい。ディレク

トリをドロップすると、その下のファ

イルやサブディレクトリも含めて一括

登録される（画面5）。また、ファイル

の合計サイズが一番下のステータスバ

ーにグラフ表示されるので参考にする

とよいだろう。

なお、マルチセッションのCD-Rに追

記する場合は、CD-Rをドライブに挿入

後、ツールバーの[インポート]ボタンを

押して、現在のデータトラックの内容

を仮想ファイルシステムに取り込む必

要がある。

仮想ファイルシステムに登録したフ

ァイルやディレクトリは、右クリック

メニューから名前の変更や削除などが

可能だ。また、仮想ファイルシステム

上にディレクトリを直接作成すること

もできる。

なお、現在のGnome Toasterの仮

画面2 Gnome Toasterの
ウィンドウは上下の領域に
分かれた構成だ。

画面3 利用するCD-Rドラ
イブをリストから選択する。
設定の変更も可能。

画面4 DAO書き込みに
cdrecordを利用する場合は
ここをチェックする。

画面5 仮想ファイルシス
テムにドラッグ＆ドロップ
でファイルを登録。
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想ファイルシステムでは、シンボリッ

クリンクを扱えない点に注意されたい

（将来改善の予定）。このため、シンボ

リックリンクをドラッグ＆ドロップす

ると、リンク先のファイルやディレク

トリの内容が登録される。

●オーディオトラックの登録

CD-Rにオーディオトラックを作成す

には、ウィンドウ下部の表示を中央の

タブのトラックリストに切り替える。

このほか、CD-ROMのデータトラック

を丸ごとコピーしたり、ISOイメージ

からCD-Rを作成する場合もトラックリ

ストを利用する。

トラックリストには、CD-R作成時に

トラックとして書き込まれる内容が一

覧表示される。すでに仮想ファイルシ

ステムにファイルを登録している場合

は、「Gnometoaster-ファイルシステム」

というデータトラックが表示されてい

るはずだ。データの登録はドラッグ＆

ドロップで行う。

たとえば、音楽CDのオーディオトラ

ックをCD-Rにコピーするには、ウィン

ドウ左上の領域に含まれる「CD-ROM

ドライブ」以下のツリーから、音楽CD

を挿入したCD-R／CD-ROMドライブ

名をクリックして選択する。

すると、ウィンドウ右上の領域にオ

ーディオトラックの一覧が表示される

ので、コピーしたいトラックをウィン

ドウ下部のトラックリストにドラッ

グ＆ドロップすればいい。自動的に

cdda2wavが起動して、オーディオト

ラックからWAVEファイルへの変換

（リッピング）が行われる（画面6）。

一方、WAVE／MP3／Oggファイ

ルなどからCD-Rのオーディオトラック

を作成する場合は、ウィンドウ左上の

領域に含まれる「UNIXツリー」から、

対象となるファイルをドラッグし、（フ

ァイルマネージャではなく）トラック

リストにドロップすればいい。

なお、通常の（左ボタンによる）ド

ラッグでは、CD-R作成時にデコーダ

（sox／mpg123／ogg123など）が起動

してオーディオデータに変換されるが、

右ボタンを使ってドラッグすると、ド

ロップした時点で変換される。

トラックリストに登録したトラック

は、リスト内でのドラッグ＆ドロップ

により順番を変更できる。ただし、デ

ータトラックはリストの先頭に配置す

る必要がある。

●CD-Rに書き込みを行う

データトラックやオーディオトラッ

クの登録が完了したら、ウィンドウ下

部の表示を一番下のタブの書き込み設

定ページに切り替える（画面7）。

まずは、書き込み速度の選択やマル

チセッションの有無、Burn Proofを利

用するかといった設定を行う。また、

トラックアットワンス（TAO）書き込

みではなくディスクアットワンス

（DAO）書き込みを利用する場合は、

左下の[直ぐに]をチェックすればいい。

ブランクCD-R（あるいはマルチセッ

ション設定で書き込んだCD-R）をCD-

Rドライブに挿入後、ツールバーか書

き込み設定ページの[書き込み]ボタン

を押そう。

初期設定では、mkisofsによるISOイ

メージの生成とcdrecordによるCD-R

への書き込みが並行して（オンザフラ

イで）行われる。作成中はダイアログ

に進行状況がグラフ表示される（画面

8）ほか、ウィンドウ右下の[クライア

ント出力]にも、ツールの出力や各種メ

ッセージが表示される。

青い文字で「CDの書き込みが終了

しました」というメッセージが表示さ

れれば作業は終了だ。ウィンドウ左上

の領域の「CD-ROMドライブ」以下の

ツリーからCD-Rドライブ名をクリック

して選択すると、右上の領域に現在の

CD-Rのトラックリストが表示される。

画面6 音楽CDからトラッ
クリストに登録。リッピン
グは自動実行される。

画面7 書き込み速度など
を設定した後で[書き込み]ボ
タンを押そう。

画面8 書き込み処理の進行状況はダイアログの棒グラ
フで確認できる。
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●ビルドとインストール

Partition Imageは、安定版（0.3.6）

と開発版（0.5.x）の二種類のtarボー

ルが配布されており、今回は安定版を

取り上げる。「./configure」→「make」

でビルドし、「su」でrootになってから

「make install」でインストールする一

般的な手順だ。実行ファイルは、root

のみ実行可能な/usr/sbinにインストー

ルされる。

tarボールに含まれるSPECファイル

からRPMのパッケージを作成すること

も可能だ。「su -」でrootになった状態

で、「rpm -tb partimage-0.3.6.tar.gz」

とすると、/usr/src/redhat/RPMS/

i386にバイナリパッケージが作成され

る。これを、「rpm -Uvh partimage-

0.3.6-1.i386.rpm」としてインストール

すればいい。

このほか、フロッピーやCD-Rからブ

ートしてPartition Imageを実行する

ためのイメージファイルも配布されて

いる。これらについては後ほど説明す

ることにしよう。

●起動前の注意点

起動する前に注意すべき点を2つ挙

げておく。1つめは、Partition Image

を利用したパーティションの保存や復

元にはroot権限が必要なことだ。あら

かじめ「su -」としてrootになってお

こう。なお、suコマンドの引数に「-」

を付け忘れると、roo tになっても

/usr/sbinがPATHに含まれないため、

Partition Imageを実行できないので

注意されたい。

2つめは、マウント中のパーティショ

ンに対しては保存や復元操作を行えな

いことだ。つまり、保存や復元の対象

となるパーティションは、あらかじめ

umountコマンドを使ってアンマウント

しておく必要がある。

もし、ルートパーティションのよう

にアンマウントがそもそも不可能なパ

ーティションを保存／復元したいなら、

後述するフロッピーブートによる方法

を利用しよう。

●パーティションを選択する

コンソール（Xを起動していない状

態）か、 r x v t などの端末画面で

「partimage」とすると、パーティショ

ンの一覧などを含む最初の画面が表示

される（画面1）。なお、kterm上で実

行すると、表示色の関係で画面の文字

が見にくくなってしまう。

画面の上から順に、パーティション

一覧が表示されたリストボックス、イ

メージファイル名を指定するテキスト

ボックス、保存か復元かを選択するラ

ジオボタン、処理を進めるボタンなど

のGUI部品が並んでいる。

まずは、イメージファイル化して保

存するパーティションを、↑／↓キー

を使ってリストから選択する。Linux

の代表的なファイルシステムである

ext2や、ジャーナリング機能を備えた

ReiserFSのほか、WindowsやDOSで

使われるFAT16／32も選択可能だ

（NTFSは部分的な対応のみ）。

続いて、Tabキーでカーソルを移動

して、イメージファイル名をフルパス

で指定する。gzipで圧縮する場合は

「.gz」、bzip2で圧縮する場合は「.bz2」

という拡張子を付けておこう。

なお、イメージファイルの作成先と

なるパーティションは、十分な空き容

量を確保する必要がある。gzipやbzip2

で圧縮されるとはいえ、保存対象とな

るパーティションのサイズによっては

数百Mバイト～数Gバイトのイメージ

ファイルが作成されるからだ。

●オプション設定と保存実行

Tabキーを押して<Next>>ボタンま

でカーソルを移動させ、スペースキー

を押して次の画面に切り替えよう（画

面2）。ここでは、イメージファイルの

圧縮や一定サイズの分割といったオプ

ションを設定した後、実際にイメージ

ファイルの保存を行う。

イ メ ー ジ フ ァ イ ル の 圧 縮 は 、

[Compression Level]の3つのラジオボ

タン、「None」「Gzip」「Bzip2」から

選択する（選択操作はスペースキー）。

bzip2による圧縮はかなりの時間を要す

るので、通常はgzipによる圧縮を利用

するのがお勧めだ。

また、イメージファイルを複数のリ

ムーバブルメディア（CD-Rなど）に分

割保存するには、[Image Split mode]

の「 Into files whose size is NNNN

Kilo-Bytes」を選択する。「NNNN」

には「614400」（600Mバイト相当）な

ど分割サイズをKバイト単位で記述す

http://www.partimage.org/

Partition Imageは、指定したパーティションの内容をイメージファイ

ルとして保存できるソフトだ。CD-Rなどに保存しておけば、何か問題

が起きた場合に復元できる。ext2／ReiserFSのほか、FAT16／32に

も対応している。使用しているデータブロックだけを保存するうえに圧

縮されるため、イメージファイルはコンパクト。指定サイズに分割する

ことも可能だ。動作にはnewtなどが必要となる。

Partition Image
パーティションを丸ごとイメージファイル化

バージョン：0.3.6 ライセンス：GPL
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ればいい。

オプション設定が完了したら、Tab

キーを押して<Save>ボタンにカーソ

ルを移動させてスペースキーを押そう。

パーティションの説明を入力後に、イ

メージファイルへの保存処理が開始さ

れる。作成中は画面下の棒グラフで進

捗状況を確認できる。

棒グラフが100%に達したら、最初の

画面で指定したイメージファイルが完

成している。CD-Rに保存する場合は、

このイメージファイルをそのまま

cdrecordやGnome Toaster（今月号

129ページで紹介）といったCD-R作成

ソフトでCD-Rに書き込めばいい。

●パーティションの復元も簡単

イメージファイルからパーティショ

ンの復元を行う場合、最初の画面での

操作は保存の場合とほとんど同じだ。

まず、復元先のパーティションをリス

トから選択し、次にハードディスクや

CD-R上に保存されたイメージファイル

のフルパスを指定する。

唯一違うのは、[Action to be done]

の設定を「Save partition…」から

「Restore partition…」に切り替える

ことだ。これで、Partition Imageが

復元モードになる。

<Next>>ボタンをスペースキーで押

すと、復元用のオプション設定画面に

切り替わる（画面3）。Tabキーを押し

て<Restore>ボタンまでカーソルを移

動させ、スペースキーを押そう。パー

ティション情報の表示や最終確認の後

で復元処理が始まる。

復元先のパーティションに現在書か

れている内容は、復元処理によってす

べて失われてしまうので注意されたい。

また、保存時とは別のハードディスク

に復元する場合は、fdiskやpartedなど

を使って同じサイズのパーティション

を作成してから、Partition Imageを

起動する必要がある。

●フロッピーからのブートを行う

ルートパーティションをイメージフ

ァイルとして保存したり、CD-Rなどか

ら復元したい場合には、別途配布され

ているフロッピーイメージを利用して2

枚組みの専用フロッピー（1.44Mバイ

ト）を作成し、このフロッピーから

LinuxをブートしてPartition Imageを

実行すればいい。フロッピーイメージ

は、付録CD-ROMに収録されている。

まず空きフロッピーを2枚用意し、1

枚目のフロッピーをFDDに入れてか

ら、「dd if=partimage-0.3.5-bootdisk-

1.raw of=/dev/fd0」とする。書き込

みが終わったら、2枚目のフロッピーに

入 れ替 え、「 dd if=partimage-0.3.6-

rootdisk-2.raw of=/dev/fd0」とすれ

ば作成は終了だ。

1枚目のフロッピー（ブートディス

ク）をFDDに入れてリブートすると、

フロッピーからLinuxが起動する。

「VFS: Insert root floppy…」とメッ

セージが表示されたら、2枚目のフロッ

ピー（ルートディスク）に入れ替えて

Enterキーを押せばいい。

このほか、ブート可能なCD-Rを作成

するEltoritoイメージファイルも用意さ

れ て お り 、 付 録 C D - R O M に は

partimage-0.3.6-bootcd-2.imgという名

前で収録されている。これを用いての

CD-R作成についての詳細は、Webサ

イトで参照できる最新マニュアルの4.4

を参照されたい。

画面1 最初の画面では、保存・復元するパーティションの選択を行う。 画面2 圧縮方式や分割サイズなどを設定してから保存処理を実行しよう。

画面3 保存したイメージファイルか
らパーティションを復元する。
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●ビルドとインストール

GTKtalogは、ファイル一式をtar＋

gzipしたtarボールのみ配布されてい

る。「./configure」→「make」でビル

ドし、「su」でro o tになってから

「make install」でインストールする一

般的な手順だ。

tarボールに含まれるSPECファイル

（gtktalog.spec）からRPMパッケージ

を作成することも可能だ。ただし、そ

のままではエラーが表示されるので、

以下のようにしてファイルを修正する

必要がある。

適当なディレクトリでtarボールを展

開し、src/gtktalog/vfs.cの26行目の

後ろに「#include <signal.h>」とい

う1行を追加する。また、RPMのバー

ジョンが 3 . 0 . 5 より古 い場 合 は、

gtktalog .specの71行目を「make

prefix=$RPM_BUILD_ROOT%{_pref

ix} install」に書き換えよう。

これらの修正が終わったら、tarボー

ルを展開したディレクトリで、「tar

zcvf gtktalog-0.99.3.tar.gz gtktalog-

0.99.3」として新たなtarボールを作成

する。

あとは、「rpm -tb gtktalog-0.99.3.

tar.gz」とすると、RPMバイナリパッ

ケージが作成されるので、「rpm -Uvh

/usr/src/redhat/RPMS/i386/gtktalo

g-0.99.3-1.i386.rpm」としてインストー

ルすればいい

●起動と初期設定

k t e rmなどのコマンドラインで

「gtktalog&」として起動すると、左右

に分割されたウィンドウが開く。左が

ディレクトリツリー、右がファイル一

覧という構成だ（画面1）。

まずは、初期設定を行うため、[設

定]－[設定]で設定ダイアログを開こう。

ダイアログはジャンル別のツリーで分

類されている。最初の[ディスクセット

アップ]ページでは、CD-ROMのマウン

トポイント（初期値は/mnt/cdrom）

を確認しておこう（画面2）。

続いて、[仮想ファイルシステム]ペ

ージに切り替える。ここでは、tarボー

ルやRPMパッケージなどからファイル

情報をカタログに取り込むための設定

が並んでおり、[編集]ボタンでその内

容を確認できる。

たとえば、bzip2で圧縮されたtarボ

ールの場 合 、 ファイルタイプが

「application/x-bzip-compressed-tar」

で、ファイル情報を取り出すコマンド

は「tar」、オプションは「tjvf」、ファ

イル名は出力の5番目のフィールド…

といった具合だ（画面3）。なお、国産

ディストリビューションで使われるtar

のbzip2対応オプションは「I」（大文字

アイ）なので、[プラグインオプション]

の設定を「tIvf」に修正しておく必要

がある。

●CD-ROMのファイル情報を登録

GTKtalogを最初に起動した場合は、

ツールバーの[新規]ボタンを押してディ

スクカタログを新規作成する。次回か

らは、ハードディスクに保存したカタ

ログファイルを[開く]ボタンで読み込め

ばいい。カタログファイルは独自形式

GTKtalogは、CD-ROMなどのファイル情報をデータベース化した「デ

ィスクカタログ」を作成するソフトだ。複数のCD-ROMのファイル情報

を1つのカタログでまとめて扱え、実際にCD-ROMをマウントすること

なく高速にファイル検索などが可能だ。さらに、tarボールやRPMパッ

ケージ内のファイル情報を取り込む「仮想ファイルシステム」（VFS）

機能も用意されている。動作にはGTK+が必要だ。http://gtktalog.sourceforge.net/

GTKtalog
CD-ROMのファイル情報をまとめたカタログを作成

バージョン：0.99.3 ライセンス：GPL

画面1 ディレクトリツリーとファイル一覧が表示される。 画面2 設定ダイアログでCD-ROMのマウントポイントなどを確認する。



で保存される。

ディスクカタログには、複数のCD-

ROM（あるいはその他のメディア）の

ファイル情報を登録でき、次の2通り

の登録方法が用意されている。

（1）CD-ROM専用の方法

CD-ROMをドライブに挿入し、ツー

ルバーの[CDの追加]ボタンを押すと、

自動的にCD-ROMがマウントされ、あ

らかじめ設定したマウントポイント

（初期値は/mnt/cdrom）以下のファイ

ル情報がカタログに追加される。

CD-ROMのすべてのファイル情報を

取得すると自動的にイジェクトされる

ので、次のCD-ROMに入れ替えて[CD

の追加]ボタンを押せばいい。この作業

の繰り返しにより、複数のCD-ROMを

効率よくカタログ化できる。

現在の進行状況はウィンドウ右下の

プログレスバーで確認できる。情報取

得中も既存のカタログの内容を参照で

きるし、途中で処理を中止することも

可能だ（画面4）。

（2）CD-ROM以外にも適用可能な方法

GTKtalogでは、CD-ROM以外のリ

ムーバルディスク（MOやDVD-RAM

など）や、ローカル／リモートのハー

ドディスクのファイル情報をカタログ

に登録することもできる。ただし、対

象となるディスクをあらかじめマウン

トしておく必要がある。

[カタログ]－[Add a new directory]

でダイアログを開き、ディスクラベル

やマウントポイント、仮想ファイルシ

ステム（VFS）利用の有無などを設定

する。[了解]ボタンを押すと、マウン

トポイント以下のファイル情報がカタ

ログに追加される。

●カタログの閲覧と検索

ディスクカタログを作成すると、左

側のペインには、CD-ROMごとのディ

レクトリツリーが表示され、クリック

で選択したディレクトリのファイル情

報が右側のペインに表示される。

また、仮想ファイルシステム（VFS）

を有効にしてカタログを作成した場合

は、tarボールやRPMパッケージなど

もディレクトリとして表示され、その

中に含まれるファイル情報が右側のペ

インに表示される（画面5）。通常のデ

ィレクトリとVFSのディレクトリはア

イコンの色で区別できる。

カタログ中のファイル情報は、右ク

リックメニューで編集や削除を行える。

編集に関しては、ファイル名の変更の

ほか、カテゴリー・説明の追加が可能

だ。これらの情報は右側のペインに表

示されるほか、検索の際のキーとして

も利用できる。

ファイルを検索するには、ツールバ

ーの[ファイルを検索]ボタンを押して検

索ダイアログを開く。通常はファイル

名のみの単純検索が行われるが、

[More>>]ボタンを押すと、正規表現

を利用したファイル名パターンやファ

イルの日付・サイズ、検索するディス

クなどの複数の条件を組み合わせた拡

張検索に切り替わる（画面6）。
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画面5 tarボールやRPMパッケー
ジの内容もカタログに登録される。

画面6 複数の条件を組み合わせた
拡張検索でファイルを探し出そう。

画面4 CD-ROMのファイル情報を取得中。処理はいつ
でも中止できる。

画面3 仮想ファイルシステムで使われるコマンドやオ
プションを設定。
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●ビルドとインストール

Kisomandelはソースとバイナリがそ

れぞれtarボールとして配布されてい

る。通常はソースのtarボールから各自

のシステムに適合したバイナリを作成

したほうがよいだろう。tarボールの展

開先で、「./configure」→「make」で

ビルドし、「su」でrootになってから

「make install」でインストールする。

一方、バイナリのtarボールは、ビル

ド済みのバイナリ（i586用）とドキュ

メント類のみで構成されている。イン

ストーラは含まれていないので、root

に な っ た 状 態 で 「 cp kisomandel

/usr/local/bin」などとして自分でコ

ピーする必要がある。

このほか、実行に必須ではないが、

フラクタル図形の表示色を変更するカ

ラーパレットをまとめたtarボールが別

途配布されている。適当なディレクト

リ（ユーザーのホームディレクトリな

ど）に展開しておこう。

●2つのウィンドウで図形を表示

k t e rmなどのコマンドラインで

「kisomandel&」とすると、ツールバ

ーなどを持つメインウィンドウと、フ

ラクタルウィンドウの2つが開く（画面

1）。どちらのウィンドウも自由にサイ

ズを変更可能だ。

フラクタルウィンドウには、おなじ

みのマンデルブロ集合に基づくフラク

タル図形が表示されており、小さな白

い矩形で囲まれた部分が、メインウィ

ンドウにワイヤーフレームの3D等高図

として表示される。

フラクタルウィンドウ上では、マウ

スのドラッグによって白い矩形を移動

でき、メインウィンドウの3D等高図も

それに連動して即座に変化する。ふだ

んあまり気にすることのないフラクタ

ル図形の細かな構造をじっくりと観察

してみよう。

このほか、フラクタル図形の表示範

囲を右クリックとクリックで指定した

り、ダブルクリックでフラクタル図形

を3倍（変更可）に拡大したり、中ボ

タンのドラッグ（またはCtrl－ドラッ

グ）によってフラクタル図形をスクロ

ールすることもできる。

●3D等高図の表示を変更する

メインウィンドウに表示される3D等

高図は、ツールバーのボタンを押すだ

けで、ワイヤーフレーム（モノク

ロ）／ワイヤーフレーム（カラー）／

面／柱と4種類の表示を切り替えられ

る（画面2）。同様に、境界線の有無や

平滑化レベル（10段階）も変更可能だ。

3D等高図上でのドラッグで左右方

向、Shift－ドラッグで上下方向にそれ

ぞれ回転し、好きな角度から眺められ

るほか、Shift－右ボタンドラッグによ

る拡大／縮小、中ボタンドラッグ（ま

たはCtrl－ドラッグ）によるスクロー

ルなどの操作も用意されている。

また、右クリックメニューから

[Settings]を選択すると、3D等高図の

表示に関する設定ダイアログが開く

（画面3）。

このダイアログでは、3D等高図の解

像度や高さ、拡大率、線の色、表示角

度などを変更でき、その結果が即座に

3D等高図に反映される。

このほか、＋／－キーで解像度を変

更したり、rキーで表示を一回転させる

Kisomandelは、マンデルブロ集合やジュリア集合といったフラクタル

図形を描画するソフトだ。フラクタル図形の任意の部分を3D等高図と

して表示し、細かな構造をリアルタイムに確認できる。3D表示の方法

は線／面／柱など複数用意され、平滑化レベルも変更可能だ。また、別

配布のパレットデータを利用することで、さまざまな色合いの表示に切

り替えられる。動作にはQt 2.2以降が必要だ。http://members.tripod.de/HelmutSteger/

Kisomandel
フラクタル図形の3D等高図をリアルタイム表示

バージョン：0.66 ライセンス：GPL/QPL

画面1 メインウィンドウと
フラクタルウィンドウの2画面
構成。

画面2 3D等高図の表示方法
は以下の4種類が用意されて
いる。
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など、ショートカットキーもいくつか

用意されている。詳細は付属のマニュ

アルを参照されたい。

●さまざまなカラーパレットを利用する

フラクタル図形の表示色を変更する

には、ツールバーの[Open palette]ボ

タンを押して、使用するカラーパレッ

トを選択する。

カラーパレットのtarボールには、

300種類以上のカラーパレットが含ま

れており、さまざまな色合いのフラク

タル図形を楽しめる（画面4）。ただし、

カラーパレットの選択によっては、3D

等高図が見づらくなる場合もあるので

気をつけよう。

なお、[Open Palette]ボタンで開く

ディレクトリは、設定ダイアログの

[Other Settings]ページにある[Default

Palette Directory]で変更できる。カ

ラーパレットのtarボールを展開先の

paletteディレクトリに設定しておくと

いいだろう。

●ジュリア集合に切り替える

フラクタル図形をマンデルブロ集合

からジュリア集合に切り替えるには、

メニューから[Fracta l ]－[Fracta l

type]－[Julia]を選択するか、jキーを

押せばいい。

すると、現在の座標と拡大率のまま

ジュリア集合に基づくフラクタル図形

に切り替わる（画面5）。図形が異なる

だけで操作の方法は同じだ。もし、座

標と拡大率を初期状態に戻したい場合

は 、 [Fractal]－ [Reset to default

coords]を選択すればいい。[Fractal]－

[Fractal type]－ [Mandelbrot]を選択

するか、mキーを押すと元のマンデル

ブロ集合の図形に戻る。

このほか、[Fractal]－[Settings]で開

くダイアログ（画面6）では、現在の

表示範囲を数値で指定できる。また、

ダブルクリックによる拡大率や、ジュ

リア集合の計算に使われる定数なども

変更可能だ。

●美しい画像を見つけたら

フラクタル図形を表示しながらいろ

いろとパラメータを変更している最中

に、美しい画像を見つけたら、ツール

バーの[Save fractal parameters]ボタ

ンを押して、現在のパラメータをファ

イルに保存しよう。

保存したパラメータは[Open fractal

parameters]ボタンで読み込むことが

でき、保存時と同じ座標と拡大率の地

形がウィンドウに表示される。3D等高

図の表示方法などは保存されないため、

保存時と完全に同じ表示になるわけで

はない。

このほか、現在の3D 等高図を

JPEG／PNG／BMP形式の画像ファイ

ルとして保存したり（[File]－[Save iso

picture]以下から形式を選択）、直接プ

リンタで印刷する（[File]－[Print iso]

を選択）こともできる。

画面5 ジュリア集合による
フラクタル図形に切り替える
こともできる。

画面6 表示範囲などのパラ
メータを数値で指定するダイ
アログ。

画面3 変更が即座に反映する、3D等高図の表示に関
するダイアログ。

画面4 カラーパレットを切り替えると、表示の色合い
がさまざまに変化する。
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●ビルドとインストール

calcは、ソース一式をtar＋gzipした

tarボールのみ配布されている。「make

-f Makefile.linux」としてビルドし、

「su」でrootになってから「make -f

Makefile.linux install」でインストー

ルすればいい。

このtarボールにはSPECファイル

（calc.spec）が含まれているが、その

ままだとパッケージ作成時にエラーが

発生する。そこで、筆者がSPECファ

イルの記述やtarボールのディレクトリ

名などを修正して作成したRPMソー

ス・バイナリパッケージを本誌付属

CD-ROMに収録した。バイナリパッケ

ージは、「su -」でrootになってから、

「 rpm -Uvh calc-2.11.5-4.5.i386.rpm」

でインストールできる。

●基本的な演算を行う

k t e rmなどのコマンドラインで

「calc」とすると、プロンプト「> 」

が表示されて入力待ちになる（画面1）。

まずは、四則演算（＋、－、＊、／）

などの演算子を使った簡単な計算式を

入力してみよう。Enterキーを押すと

計算結果が表示される。

> 1+2*3/4-5

-2.5

通常の数式と同様に、「＊」や「／」

は「＋」「－」よりも優先され、優先

順位が同じなら左から右に向かって順

番に評価される。こうした評価順を変

えるには、

> (1+2)*3/(4-5)

-9

のように、優先したい部分をカッコで

囲えばいい。

このほか、答えが整数になる割り算

「//」や、余りを求める「％」、べき乗

「＾」、各種のビット演算子なども用意

されている（表1）。

なお、計算式の入力の際には、bash

と同じキー操作でコマンドラインの編

集や過去の入力内容（履歴）の呼び出

しを行える。たとえば、前回の入力内

容をCtrl－pキーで呼び出し、カーソル

キーやBackSpaceキーで内容を編集し

て、Enterキーで再度計算するといっ

たことが可能だ。

●組み込み関数や変数を利用する

calcには、三角関数などの算術関数

やC言語風の文字列操作関数など、さ

まざまな「組み込み関数」が280個以

上も用意されており、何の準備もなし

http://www.isthe.com/chongo/tech/comp/calc/

calcは、日常の四則演算はもちろん、巨大数値の計算や行列計算までカ

バーするコンソールベースの計算ソフトだ。280個以上の組み込み関数

が用意されており、変数の利用も可能だ。また、C言語風の文法に基づ

いて、分岐や繰り返しなどのプログラム的な処理を行ったり、ユーザー

関数を定義することもできる。さらに、一連の処理をスクリプトとして

ファイルから読み込み、一括処理する機能もある。

calc
C言語風の文法を持つ計算ソフト

バージョン：2.11.5-4.5 ライセンス：LGPL

画面1 「> 」という
プロンプトに対して計
算式を入力しよう。

+ 足し算、単項プラス

- 引き算、単項マイナス

* 掛け算

/ 割り算

// （整数の）割り算

% 剰余（余り）

^ ベキ乗

** （同上）

<< 左へのビットシフト

>> 右へのビットシフト

¦ ビットOR

& ビットAND

! 論理NOT

= 代入（入れ子可）※

? : 条件制御付き三項演算子

++ インクリメント

-- デクリメント

¦¦ 論理OR

&& 論理AND

== 等しい

!= 等しくない

<= 等しいか小さい

>= 等しいか大きい

< 小さい

> 大きい

表1 calcの主な演算子
※このほか、演算結果を代入する+=、-=なども用意さ
れている。
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に使うことができる。

たとえば、5の平方根を求めるには、

組み込み関数sqrt()を使って、

> sqrt(5)

2.23606797749978969641

とすればいい。

組み込み関数の一覧は、

> help builtin

とすると、lessを使って表示される

（画面2）。

また、計算結果を保存するグローバ

ル変数も、宣言などの準備なしに使用

可能だ。たとえば、

> hoge=sqrt(5)

とすると、変数hogeが自動的に用意さ

れ、計算結果が格納される。その後は

いつでもhogeの値を利用できるように

なる。

●関数の定義と繰り返し処理

自分で関数を定義するには、define

コマンドを使用する。たとえば、

> define hoge(a)

>> {

>>   return 2^a;

>> }

とすると、関数hoge()が定義され、

> hoge(8)

256

のように、組み込み関数と同様に使え

るようになる。関数の定義内でのみ有

効なローカル変数を宣言したり、引数

省略時のデフォルト値を設定すること

も可能だ。

さらに、C言語風のif／switchステ

ートメントによる分岐や、for／while

ステートメントによる繰り返し、

printf()やputs()といった組み込み関数

などを組み合わせると、数学的な関数

にとどまらない柔軟な処理が可能にな

る。各ステートメントの詳細は、

> help statement

で画面に表示されるヘルプを参照され

たい。

●スクリプトを実行する

ユーザー関数やグローバル変数の定

義などをキー入力する代わりに、これ

らが書かれたスクリプトファイルを読

み込むこともできる。スクリプトファ

イルの読み込みにはreadコマンドを利

用する。たとえば、

> read myfunc

とすると、カレントディレクトリの

myfunc.calが読み込まれ、キー入力し

た場合と同様に実行される。

指定したファイルがカレントディレ

クトリに存在しない場合は、環境変数

CALCPATHに設定されたディレクト

リ、/usr/share/calcの順にファイルが

検索される。

なお、/usr/share/calcには、サンプ

ルスクリプトが多数用意されているの

で、自分で関数を作成する際の参考に

するといい。たとえば、

> read pi

としてpi.calを読み込むと、qpi()と

piforever()という2つの関数が定義され

る。この状態で、

> piforever()

とすると、円周率πの値が永久に出力

される（画面3）。

画面2 calcには280個以上の組み込み関数が用意されている。 画面3 スクリプトpi.calを読み込んで、関数piforever()を実行したようす。
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●ビルドとインストール

（1）ライブラリのインストール

MesaについてはRPMパッケージな

どで用意されていることが多いので、

YIFFとlibjswについて説明する。

YIFFのtarボールには、サーバやユ

ーティリティのソースも含まれており、

「 s u 」 で r o o t に な っ た 状 態 で

「./build_and_install」とすれば、まと

めてビルドとインストールが行われる。

インストール後に、「cp yiff/yiffrc

/usr/etc」として、設定ファイルをコ

ピーしておこう。

libjswは、tarボールの展開先で「cd

libjsw」→「make -f Makefile.Linux」と

してビルドし、「su」でrootになってか

ら「make -f Makefile.Linux install」

としてインストールする。ジョイステ

ィックドライバの読み込みやキャリブ

レーションについては付属のINSTALL

を参照されたい。

（2）Search And Rescueのインスト

ール

Search And Rescueは、tarボール

の み 配 布 さ れ て い る 。 ま ず は 、

「./configure Linux」として、プラッ

トホームの判定や、ライブラリの存在

チェックを行う。なお、YIFFとlibjsw

が存在しない場合もビルドは可能で、

それぞれの機能が無効になるだけだ。

あとは、「make」でビルドし、「su」

でrootになってから「make install」

でインストールすればいい。インスト

ール先は/usr/gamesだ。環境変数

PATHに/usr/gamesが含まれない場

合は、ホームディレクトリの.bash_

prof i le内のPATHの設定の末尾に

「:/usr/games」を追加しておこう。

●初期設定とミッション選択

サウンド機能を利用する場合は、

rootになった状態で「yiff&」として

YIFFサウンドサーバを実行しておく必

要がある。

ktermなどで「SearchAndRescue&」

として起動すると、メニュー付きのタ

イトル画面が表示される（画面1）。ウ

ィンドウサイズは自由に変更できるの

で、3Dアクセラレータが有効な場合は

もっと大きくするとよい。

初めて起動した場合は、[Options]ボ

タンを押して、シミュレーションの難

易度やジョイスティック操作、グラフ

ィックやサウンドの初期設定を行う。

変更した設定は̃/.SearchAndRescue

以下に保存されるので、次回からは変

更の必要はない。

初期設定のままだとヘリのローター

音などが出力されないので、[Sound]の

設定で、[Sound Level]を「Events,

Engine and Voice」に変更する。ま

た、3Dアクセラレータがない場合は、

[Graphics]の設定で、[Object texure]

以外のスイッチをすべてオフにすると

描画処理が軽くなる。

●ミッション選択から飛行まで

タイトル画面で[Mission]をクリック

すると、ミッション選択画面に切り替

わる。現在のところ、トレーニング用

の3種類のミッションをプレイ可能だ。

ミッションを選択し、右下の[Briefing]

をクリックして説明を受けよう（画面

2）。[Begin]をクリックするとミッショ

Wolfpack's Search And Rescue（以下Search And Rescue）は、

ヘリコプターを操縦して、さまざまなレスキュー活動を行う3Dシミュ

レーションゲームだ。ヘリの操縦はそれほど難しくないので、アクショ

ンゲームのノリでプレイできる。3つのシナリオが用意されているほか、

ミッションのないフリーフライトも可能だ。実行には3Dライブラリの

Mesa、サウンドライブラリのYIFF、ジョイスティックライブラリの

libjswが必要となる。
http://wolfpack.twu.net/SearchAndRescue/
http://wolfpack.twu.net/YIFF/（YIFF2）
http://wolfpack.twu.net/libjsw/（libjsw）

Wolfpack's Search And Rescue
ヘリコプターでレスキュー活動を行う3Dゲーム

バージョン：0.7e ライセンス：GPL

画面1
タイトル画面。初めて起動
した場合はオプション設定を
行う。

画面2
ミッションのブリーフィング
を受ける。マップの確認も可
能だ。



ン開始だ。

ウィンドウには、ヘリのコクピット

からの眺めが表示されている（画面3）。

F3キーでヘリを外部から眺めるスポッ

ト視点に変更可能だ（画面4）。こうし

たキー操作についてはF1キーで表示さ

れるヘルプを参照されたい。

以下では、海で遭難した人を救助す

る「Rescue Over Water」に基づい

て、ミッションの流れと主要なキー操

作を説明しよう。

まず、PageUpキーでスロットルを

開いて、エンジン出力（Thr）の値を

ヘリが浮上する70％以上にする。ある

程度の高度（AGL）になったら、gキ

ーを押してギア（車輪）を格納しよう。

ヘリを前進させるには、↑キーを何

回か押してヘリを前傾させればいい。

前傾しすぎたら↓キーで戻す。ヘリを

後ろに傾けてバックさせることも可能

だ。左右に向きを変えるには、Ctrl－

←／→キーを使う。

なお、sawfishなどのウィンドウマネ

ージャがCtrl－←／→キーをショート

カットキーとして利用していると、向

きを変える操作を行えない。プレイす

る前に、あらかじめウィンドウマネー

ジャ側のCtrl－←／→キーの設定を無

効にしておく必要がある。

●救助用バスケットで遭難者を救出

mキーを押してマップ表示に切り替

えると、ヘリの位置と向きが逆T字で

表示される（画面5）。出発地から目的

地に赤い線が伸びているので、それを

参考にしてヘリを目的地に向かわせよ

う。マップは＋／－キーで拡大／縮小

する（Shiftキー併用で高速拡大／縮

小）。F2キーを押すと、元のコクピッ

ト視点に戻る。

目的地に近づいたら、↑／↓キーを

使ってヘリを水平に戻し、PageDown

キーでスロットルを閉じて降下する。

最終的にはスロットルを70％に戻し、

高度100フィート以下でホバリングして

いる状態にしよう。

続いて、F5キーを押して救助用バス

ケット視点に切り替える。Ctrl－←／

→キーで向きを変えつつ、海面に浮か

ぶ遭難者を探そう。このとき、－（マ

イナス）キーで画面をズームアウトす

ると見つけやすい。

遭難者を発見したら、ヘリの影を参

考にしてゆっくり近づき、Ctrl－－

（マイナス）キーを押し続けて救助用バ

スケットを海面まで下ろす（画面6）。

遭難者とバスケットが重なるように、

ヘリの位置を微調整しよう。うまくバ

スケットに乗ったら、Ctrl－＋（プラ

ス）キーでバスケットを巻き上げ、ヘ

リに収容すれば救助完了だ。再びスロ

ットルを開いて高度をとり、次の目的

地であるヘリポートを目指す。

着陸前にgキーでギアを出すことを

忘れずに。無事にヘリポートに着陸で

きればミッションクリアとなる。
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画面3
ヘリのコックピットからの眺
めが表示される。視点は切
替可能だ。

画面4
F3キーでヘリの姿勢を確認し
やすいスポット視点に切り替
える。

画面5
マップ画面で現在位置と救
助に向かう方向を確認しよ
う。

画面6
救助用バスケットを慎重に遭
難者のすぐ側まで下ろす。



●ビルドから起動まで

Gnectは、tarボールとRPMパッケー

ジの両方が配布されている。RPMパッ

ケージはRed Hat 7用なので、Red

Hat 6系ディストリビューションを使

っている場合はtarボールを利用したほ

うがよいだろう。ビルドとインストー

ルはconfigureスクリプトを利用する一

般的な手順だ。

kte rmなどのコマンドラインで

「gnect&」とするか、GNOMEメニュ

ーの[プログラム]－[ゲーム]－[Gnect]

を選択するとウィンドウが開く。[新

規]ボタンを押すとプレイ開始だ。

●自分の駒を4つ以上並べよう

ルールは簡単で、「二人のプレイヤー

が7×7の縦置きパネルに交互に駒を落

とし、縦／横／斜めのいずれかの方向

に4つ以上先に並べたほうが勝ち」と

いうもの。

操作にはマウスまたはキーボードを

利用する。駒を落とす列をマウスでク

リックすると、その列に自分の駒（赤）

がひとつ落ちる（画面1）。キーボード

の場合は、最上部の駒をjキーとlキー

で左右に移動させ、kキーで駒を落と

す。このように、パネルの最上部は駒

を落とす列を指定するために使われる

ため、縦方向に配置できる駒は実際に

は6個までだ。

コンピュータプレイヤーの強さは、

初期設定のままなら勝利は可能なレベ

ル（画面2）。ただし、後手から始める

と結構厳しい。

先手・後手の変更や、人間同士での

対戦、コンピューターの強さの変更な

どは、[設定]－[設定]で開くダイアログ

で行う（画面3）。また、パネルや駒の

外見を変更するテーマも9種類用意さ

れている（画面4）。
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http://homepages.ihug.co.nz/̃trmusson/gnect.html

Gnectは、二人のプレイヤーが交互に自分の駒を並べる対戦パズルゲー

ムだ。ルールは簡単だが、パネルが縦置きなので上下関係を考慮して配

置しなくてはならない。人間同士およびコンピュータとの対戦が可能で、

コンピュータの思考ルーチンが最強の設定だと、先手でも勝つことは非

常に難しい。パネルや駒の外見を切り替えるテーマもいくつか用意され

ている。実行にはGNOMEが必要だ。

Gnect
自分の駒を4つ並べる対戦パズルゲーム

バージョン：1.0.1 ライセンス：GPL

画面1 二人のプレイヤーが交互に自分の駒をパネルに
落としていく。

画面3 コンピュータプレ
イヤーの強さなどを変更で
きる設定ダイアログ。

画面4 駒やパネルの外
見を切り替えるテーマが
9種類用意されている。

画面2 先にこちらの駒（赤）が4つ以上縦／横／斜め
方向に並べば勝ちだ。



●ビルドから実行まで

KGestureは、ソース一式をtar＋

gzipしたtarボールのみ配布されてお

り、ジェスチャーを認識するlibstroke

ライブラリのソースも含まれている。

「./configure」→「make」でビルドし、

「su」でrootになってから「make

install」でインストールする一般的な

手順だ。

kte rmなどのコマンドラインで

「kgesture&」とするか、KDEメニュ

ーの[ユーティリティ]－[KGesture]を

選択すると、パネル右端のシステムト

レイに小さなマウスのアイコンが常駐

する。右クリックするとメニューがポ

ップアップし、認識動作の切り替えや

設定変更などを行える（画面1）。

●ジェスチャーの登録と実行

メニューの[Preferences]を選択して

設定ダイアログを開き、[Gestures]ア

イコンをクリックして、ジェスチャー

ページに切り替える（画面2）。ここに

は、登録済みのジェスチャーの名前が

一覧表示されており、追加／削除／修

正が可能だ。

[New]ボタンを押して、ジェスチャ

ーを新規登録するウィザードを起動し

よう。最初にジェスチャー名を設定す

ると、ジェスチャー登録画面に切り替

わる（画面3）ので、左ボタンを押し

たまま直線移動（ストローク）を連続

して行おう。通常は、3個以上のスト

ロークでジェスチャーを構成すること

が望ましい。また、誤認識を防ぐため、

同じジェスチャーを3回繰り返して登録

する必要がある。

3回とも同じジェスチャーと認識され

ると、アクション設定画面に切り替わ

る。単に指定したアプリを起動するだ

けでなく、KDE 2のデスクトップ・コ

ミュニケーション・ プロトコル

（DCOP）を利用して、実行中のアプ

リの動作を制御することも可能だ。

登録したジェスチャーを利用するに

は、KDEのデスクトップ画面でマウス

を移動させればいい（左ボタンを押す

必要はない）。KGestureが認識すると、

ジェスチャーの名前と図がポップアッ

プした後、対応するアクションが実行

される。ジェスチャー動作を行う前後

にしばらくマウスを静止させておくこ

とがコツだ。
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KGestureは、マウスの動き（ジェスチャー）を認識してアプリ起動な

どを行うソフトだ。1つのジェスチャーは、複数の直線運動の組み合わ

せで構成され、デスクトップでのマウスの動きがこうしたジェスチャー

と一致すると、対応するアクションが実行される。KDE 2のクライアン

ト間通信機能（DCOP）を利用して、実行中のアプリの動作を制御する

ことも可能だ。動作にはKDE 2.1以降が必要となる。http://www.slac.com/̃mpilone/projects/kgesture.phtml

KGesture
マウスの動きを認識してアプリを起動

バージョン：0.3 ライセンス：GPL

画面1
タスクトレイのアイコンを右ク
リックしてメニューを開く。

画面2
設定ダイアログには登
録済みのジェスチャー
が一覧表示される。

画面3
ウィザード形式のジェ
スチャー登録画面。同
じ動作を3回行う。



Muffinはジャストシステムが開発中

のJavaで記述されたプレゼンテーショ

ン作成ソフトウェアだ（画面1）。同社

のJavaアプリケーションには、すでに

出荷中の一太郎Arkがあるが、現在は

以前紹介したChoco（表計算）と、こ

のMuffinを開発中である。いまのとこ

ろ、Technology Preview版（以下、

TP版）を配布中で、とりあえずプログ

ラムの概要を知ることが可能だ。

今回は、このMuffinを取り上げるこ

とにする。ただし、前述のようにまだ

製品になっているわけではないので、

いくつか未実装の機能などもある。こ

のため、ソフトウェアを紹介するにと

どめ、細かい評価は行わず全体的な方

向性についてのみ評価することにする。

■

■　プレゼンテーションソフトとは

■

ビジネスにおいては多くの資料を作

成する必要があるが、プレゼンテーシ

ョンのときに配布したり、スライド、

液晶プロジェクタなどに表示させる資

料を作ることも多い。これらは、一般

的には「プレゼンテーション資料」と

呼ばれ、ワープロなどで作成するレポ

ートなどとはまた別の作り方が必要と

なる。

米国などでは、プレゼンテーション

の成否がビジネスの重要なポイントと

なるため、コンピュータ登場以前から

リバーサルフィルムなどを使うスライ

ドを作成するなど、かなり費用をかけ

ることが一般的であった。このような

背景からプレゼンテーション資料作成

ソフトが開発され、ワープロなどと並

ぶ地位を占めていた。

プレゼンテーションソフトが登場し

た当初はカラープリンタも高価だった

ため、レーザープリンタを使ってモノ

クロのOHPを作ったり、作成したデー

タを業者に持ち込むなどしてスライド

やOHPを作成していた。しかし、コン

ピュータの画面解像度が上がり、LCD

プロジェクタなどが登場すると、コン

ピュータを使って直接プレゼンテーシ

ョンを行うことが一般的となった。な

お、かつてスライドを作ってプレゼン

テーションを行っていた経緯から、プ

レゼンテーションソフトでは作成した

ページを「スライド」と呼ぶことが多

い。実際には、PCの画面やOHPへの

出力だったりするのだが、すべてこう

呼んでいる。ただし、出力されるもの

はその形態により、また別の呼び名が

ある。ハンドアウトはいわゆる「配付

資料」で、これはレーザープリンタな

どに対して出力を行い、1ページに複

数のスライドを配置する。また、個々
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Javaで記述されたXML対応のプレゼンテーション作成ソフトウェア

Muffin

価格 未定
問い合わせ先 ジャストシステム

03-5412-3939
http://www.justsystem.co.jp/ark/

ジャストシステムが精力的に展開する、Javaプラットフォーム向けオフィス
スイートの一角を成すソフトウェアがMuffinだ。プレゼンテーション作成ソ
フトとして使いやすくまとめられたインターフェイスは、長年のノウハウと
いえるだろう。

文：塩田紳二
Text : Shinji Shioda

プレゼンテーションソフト
とは

画面1 Muffinのメインウィン
ドウ
Muffinはすでに出荷中の一太郎
Arkと同じく、Javaで記述され
たプレゼンテーションソフト。



のスライドに対してメモを付加し、そ

れを同時に印刷するものは「ノート」、

「スピーカーズノート」などと呼ばれる。

余談だが、現在最も広く使われてい

る Windows上 の Microsoft Power

Pointは、かつてMacintosh用のアプリ

ケーションとして作られ、開発元の会

社をマイクロソフトが買収したことで

同社の製品となった。

国内では、配布資料やボードを使っ

たプレゼンテーションが多く行われて

おり、ワープロを使って配布資料を作

ることが長らく続いたが、最近ではプ

レゼンテーションソフトを使うことが

多くなってきた。もっとも、国内にお

いてプレゼンテーションソフトが登場

した当時は、プレゼンテーション資料

作成の意味を理解せず、単なる描画ソ

フトとして使っていた人も多かったと

いう。

プレゼンテーション資料は、説明を

行いながら見せることを前提としてい

るため、話の要旨を簡潔にまとめたも

のになる。ワープロで作成する文書の

ように長い文章を書かずに、短い文章

を使い、ポイントだけを記述する。ま

た、説明のストーリーに応じてページ

を作り、必要ならば図やイラストなど

を交える必要もある。たとえていえば、

紙芝居の絵のようなものが「プレゼン

テーション資料」である。

このため、多くのプレゼンテーショ

ンソフトには、図とそれほど長くない

文章をうまくレイアウトさせるような

仕組みを持つ。また、各ページの統一

感や、話題に合ったイメージを適用す

るような仕組みもある。

これまで、いくつかのLinux上のオ

フィスススイートを見てきたが、プレ

ゼンテーションソフトに関してはマル

チページ対応のドローイングツールと

して、ドローイングソフトのエンジン

部分を共有したものが多かった。これ

は、主にレイアウト機能を提供するも

のだ。

しかし実際には、プレゼンテーショ

ンのストーリーを作るアウトライン機

能や、1つの作成物からスライドや配

付資料（ハンドアウト）、話者用のノ

ートといったものが作成できるという

機能が必要になる。また、パソコンを

使ってオンラインでプレゼンテーショ

ンできるような機能（スライドショー）

や、ページ切り替え効果なども必要だ

ろう。また、最近では、サウンドや箇

条書き項目の表示効果なども必要にな

るだろう。

つまり、プレゼンテーションソフト

とは、プレゼンテーション資料作成の

機能とプレゼンテーションそのものを

行う機能の大きく2つの機能から構成

されているものといえる。

■

■　Muffinの概要

■

Muffinは未完成ながら、基本的な機

能はひととおり備えている。まず、資

料作成という点では、独自のアウトラ

インエディタを持ち、これを使って全

体のストーリーを作成すれば資料がで

きあがるようになっている。また、

HTML（XHTML）での出力が可能で、

Netscape NavigatorなどのWebブラ

ウザを使うことでスライドショーが行

える。なお、最終的には専用のスライ

ドショー機能が提供されるという。こ

のほか、クリップアートが附属し、簡

単なイラストであればこれを使うこと

もできるようだ。

作成面での特徴は、

①アウトライン編集機能

②パーソナライズドメニュー

③スライドの並列配置

などがあり、プレゼンテーション関連

機能としては、

①XHTML＋JavaScriptによるWebブ

ラウザでのプレゼンテーション

②上下反転表示

などがある。

Muffinでは、各スライドは「タイト

ル」と「本体」からなり、基本的なレ

イアウトが決められている。本体部分

は、箇条書きや文章、図版（クリップ

アートや画像ファイル）で構成される。

ただし、現時点で公開されているTP版

には図形の描画機能がない。製品版で

はSVG（ Scalable Vector Graphics。

W3Cで定めたベクトル画像記述言語。

XMLで記述されている）によるグラフ

ィック描画機能が提供される予定だ。

作成したプレゼンテーション資料は

一太郎Ark同様、XMLとして管理し、

ファイル形式もXMLとCSS（Cascading

Style Sheet）を利用するXHTML形式

を使っている。一太郎Arkでは、XML

を扱うDOM（Document Object Model。

W3Cで定めたXMLなどを扱うための

標準APIセット）を内部的に持ち、こ

れを操作する形で編集作業を行うよう

な構造になっている。

出力がXMLであるため、作成したプ

レゼンテーション資料をXMLを利用可

能なほかのアプリケーションで扱える

可能性がある。

■

■　GUI周り

■

MuffinはJavaを使って記述されてお

り、基本的にはJFCを使ったGUIとな

るが、同社の一太郎Arkとの統一性も

配慮されている。ウィンドウはタイト

ルバーの下にメニューバー、ツールバ

ーを持ち、最下部にステータスバーを
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Muffinの概要

GUI周り



持つ（画面2）。

メインのウィンドウはいくつかの表

示モードを持ち、スライドの作成や並

べ替えなどの作業に応じて便利なよう

に考慮されている。機能上はいくつか

の表示モードになるのだが、実際には

アウトラインやスライド表示を行うモ

ードと、スライドの一覧と各スライド

のプロパティを表示する2つのモードと

なる。

1つはウィンドウ全体を3つの領域に

分割し、左側がアウトラインを表示す

る「アウトラインビュー」、右上がスラ

イドの表示される「スライドビュー」、

右下が個々のスライドのメモを表示す

る「ノートビュー」という領域にした

もの。この3つの領域は、メインウィン

ドウを3つのフレームに分割して表示可

能で、それぞれの領域の大きさを調整

可能だ。ただし、表示位置や分割方法

は変えることができず、アウトライン

ビューは常にウィンドウの左半分、ス

ライドビューは右上側、ノートビュー

は右下側と決まっている。また、この

モードで、アウトラインビューとスラ

イドビューはウィンドウ全体に拡大表

示可能で、それぞれ「アウトライン」、
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画面4 スライドのみの表示
ツールバーのボタンでスライドのみの表示にすることもできる。

画面3 アウトラインビューのみの表示
メインウィンドウは、ツールバーのボタンでアウトラインビューのみの表示にする
ことが可能だ。

ページマーク
何ページめなのかが表示される。

段組マーク
いくつめの段落かが表示され
る。

スライドマップ
現在表示しているスライドの位
置が表示される。

アウトラインビュー
説明内容のアウトラインを入力
する。タイトル、箇条書き、文
章の3種類が入力可能。

ノートビュー
スライドについてのメモや注意
書きを入力できる。

スライドビュー
スライドの表示イメージを表
示。直接編集も可。

画面2 Muffinのウィンドウ
Muffinのメインウィンドウは大きく3つの部分に分けられ、
左側がアウトラインビュー、右上がスライドビュー、その
下がノートビューとなっている。



「スライド」というメニュー項目やツー

ルバーボタンが用意されている（画面

3・4）。

もう1つは、ウィンドウ左側にスライ

ドを並べて表示する「スライド一覧」

（画面5）である。こちらの場合、ウィ

ンドウの左半分にスライドを並べて表

示し、右側に選択されたスライドの表

示方法などを指定する領域と、ノート

を表示する領域が上下に並ぶ。ただし、

TP版ではスライド切り替え時の効果設

定などは未実装のため、並びやパーソ

ナライズドビュー、スライドの並列配

置（後述）の確認などしか行えない。

ウィンドウの下にはステータスバー

があるが、そこには「スライドマップ」

と呼ばれる領域がある。これは、スラ

イド1枚1枚に対応した矩形のシンボル

で、現在表示しているスライドを表す

ほか、これをクリックすることで該当

のスライドを表示させることができる。

なお、スライドが並列配置になってい

る場合にはシンボルが上下に並ぶ。

基本的な操作は、メニューやツール

バーから行うが、Muffinではキーボー

ドショートカットも多数登録されてお

り、キーボードだけでもかなりの操作

が可能である。このあたりは、長年ワ

ープロでユーザーインターフェイスを

研究してきた同社ならではという感じ

である。

■

■　スライド上のオブジェクト

■

スライドはあらかじめサイズを決め

た領域内に、文字やグラフィックなど

を配置することで作られる。ここだけ

を見れば、ドローツールとまったく同

じである。スライドは背景部分と、そ

の上のオブジェクトから構成される。

オブジェクトとしては、テキストブロ

ック（段組み）、タイトル（特殊なテ
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画面8 テキスト属性
個々の文字について、色や太字、斜体などの属性を指定できる。

画面7 箇条書き
箇条書きでは、行頭のBulletの指定や番号を付ける指定が行える。

画面6 段落のプロパティ
個々のテキストブロック（段落と呼ばれる）は、個別に背景や背景画像などを設
定することが可能。

画面5 スライド一覧
スライドの一覧を表示する場合、パーソナライズドビューなどを適用させることも可能。

スライド上のオブジェクト



キストブロックといえる）、クリップア

ート、画像ファイルがある。なお、TP

版ではいわゆる線画などのベクトル描

画機能がないが、SVGを採用する予定

なので、最終製品では図形の描画が可

能になるはずである。

テキストブロックは、位置、サイズ

の指定のほかに、背景色や背景画像を

個別に指定できる（画面6）。箇条書き

の場合、テキストの頭に付く記号（一

般的にBulletという）を丸や四角、あ

るいはグラフィックとして指定するこ

ともできるし、数字やアルファベット

にすることも可能だ（画面7）。1つの

テキストブロック内では各レベルごと

に指定が可能で、第1レベルをグラフ

ィックによるBulletとし、第2レベルを

数値、第3レベルをアルファベットなど

と指定できる。なお、TP版ではアウト

ラインレベルのインデント量などにつ

いては設定できないようである。

テキストには、ボールド、イタリッ

ク、アンダーライン、アッパーライン、

取消線、文字色の飾り（画面8）と、

サイズ指定（上付き、下付きを含む）、

文字揃え（右寄せ、左寄せ、センタリ

ング（画面9）、フォント（ただしJava

の設定による。画面10）が指定可能だ。

背景は、デフォルトのテキスト、タ

イトルの表示色、背景色、背景画像か

ら構成される（画面11）。通常、各ス

ライドの背景設定は、「マスター」と呼

ばれる設定を引き継ぐようになってい

る。ただし、これは各スライドごとに

個別に指定が可能で、たとえばマスタ

ーで背景画像を指定したとしても、

個々のスライドで別の背景画像を指定

したり、背景画像を入れないという設

定も可能である。

マスターは各ページの書式を統一す

るためのもので、タイトルページ用と

本文ページ用（画面12）、および配付

資料用（ただし、TP版ではメニュー項

目はあるものの選択できない。おそら

く未実装と思われる）がある。

ここでは背景の設定のほか、タイト

ルと本文のテキスト属性の設定が行え
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画面12 通常ページ用マスター
マスターは、標準の背景設定やテキスト設定を行うためのものだ。個々のスライ
ドで特に指定を行わなければこの設定が使われ、スライド全体の書式などを統一
できる。

画面11 背景指定
各ページの背景や背景画像、文字色などは個別に指定可能。特に指定しないとマスターで
の指定が利用される。

画面10 フォント指定
MuffinはJavaアプリケ
ーションであるため、
Javaの管理するフォン
トを利用する。ただし、
OS側が管理しているフ
ォントを指定すること
もできる。

画面9 文字揃え
段落内での文字揃えは、左寄せ、
センタリング、右寄せの3つが指
定可能。



る。最初にマスターを指定してしまえ

ば、新規ページの作成はこのマスター

を元にして行われ、すべてのページで

同じ背景とテキスト属性が設定される。

なお、前述したように個々のページで

設定を変えることも可能だ。また、編

集途中でマスターを編集すると、個別

指定していないすべてのページのデザ

インが変更になる。

■

■　個々の機能を見る

■

では、次にMuffinの特徴的な機能を

見ていくことにしよう。

■アウトライン機能

Muffinはスライドを作るとき、アウ

トラインビューを使ってワープロのよ

うに文字入力を中心として作成するこ

ともできる。これまで紹介してきた

Linux用オフィススイートでは、ドロ

ーツールのエンジンを使ったプレゼン

テーションソフトが多く、スライドの

作成はドローツールの図版作成方法と

同じく、画面上に部品を配置していく

ような方法を採るものがほとんどであ

った。

しかしPowerPointなど、本格的なプ

レゼンテーションソフトではこうした

アウトラインからの入力、作成が行え

るのが普通で、その意味では単独で提

供されるMuffinは、これまで紹介した

Linux上のオフィススイートのものと

一線を画するものだ。

アウトラインビューでは、スライド1

枚がワープロの1ページのように区切っ

て表示が行われる。スライドはタイト

ルと本体からなり、本体は複数の段組

み（スライド上のテキストブロックに

対応）や図版に対応する。

個々の段組みは、単純なテキストま

たは箇条書きの2種があり、箇条書き

の場合にはアウトライン機能が利用で

き、テキストにレベルを設定して表示

を行わせることができる。

アウトラインビューはテキストのみ

の表示となるため、スライド自体の表

示よりも高速に行えるというメリット

がある。また、本来の文書作成とレイ

アウトの作業を分離できるため、文書

の作成のみに専念できるというメリッ

トもある。

■パーソナライズドビュー

パーソナライズドビューとは、スラ

イド中のテキストやスライドの表示、

非表示を切り替えるものだ（画面13）。

たとえば、同じ内容で違う相手に対し

て利用するプレゼンテーション資料を

作る場合、この機能を使うことで本文

テキストなどを切り替えることができ

る。また、ビューとして複数の設定が

可能なため、1つのスライドをいくつも

のパターンで共有させることが可能に

なる。

操作としては、アウトラインビュー

の左側にバーがあり、該当するテキス

トの横にある部分をクリックすること

でオン／オフが切り替わる。オフにし

たテキストや画像は非表示となり、そ

の部分が詰められて表示される。

複数のパーソナライズドビューを設

定すると、このバーが複数になり、現

在選択されているビューにマークがつ

く。なお、アウトラインビューエリア

の一番上の部分には、選択中のパーソ

ナライズドビュー名が表示される。

■スライドの並列化

Muffinではスライドは線形に並べる

だけでなく、同一ページ位置に複数の

スライドを設定できる。これを使うこ

とで、スライド全体をコピーすること

なくその一部ページのみ差し替えるこ
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画面14 スライドの並列配置
Muffinでは同一ページ位置に複数のスライドを配置できる。この機能とパーソナライ
ズドビューを組み合わせると、並びの違う資料を1つのファイルで実現できる。

画面13 パーソナライズドビュー
パーソナライズドビューは、テキストや図版、スライド自体の表示を制御するもの
で、複数の設定（ビュー）を定義できる。

個々の機能を見る



となどが可能である。ただし、あくま

でも別ページとして扱われるため、た

とえば書式の設定やレイアウトなどは

個別に設定する必要がある。

スライドを並列配置すると、スライ

ドマップ上はスライドを表すマークが

上下に並び、スライド一覧ではページ

番号の下に並列配置されていることを

表す赤い帯が表示される（画面14）。

なお、このスライドの並列化とパー

ソナライズドビューを組み合わせるこ

とで、複数のシナリオを1つのプレゼン

テーション資料ファイルで実現できる。

パーソナライズドビューは、スライド

自体の表示を制御することができるた

め、表示に利用するスライドをパーソ

ナライズドビューで指定しておけば必

要なスライドのみを表示させることが

できるわけだ。

■スライドの出力

作成したスライドは、HTML形式の

ファイルに出力することが可能である

（画面15）。このとき、Webブラウザ上

で ス ラ イ ド シ ョ ー を 行 う た め の

JavaScriptなどが付加され、Muffinの

ない環境でもプレゼンテーションを行

うことができる。

出力形式としては、目次やスライド、

ノートなどをフレームで区切って出力

するものや、単にスライドのみを表示

するもの、目次とアウトライン、アウ

トラインのみの4つが選択できる（画面

16）。このため、これを使ってプレゼ

ンテーションを行うこともできるし、

ユーザー向けの配布資料とすることも

可能だ。

そのほか、文字コード設定や、指定さ

れている画像を埋め込むか、元のファ

イル位置へのURLのみとするかといっ

た指定ができる。画像ファイルに対し

て後者の指定を行うと、画像ファイル

は出力HTMLと同じディレクトリに作

られるサブディレクトリにすべて置か

れ、各スライドHTML中のURLはその

画像ファイルを示すように変更される。

■スライドの上下反転

TP版はスライドショー機能が未実装

のため、最終的な形態がどのようにな

るかは不明だが、Muffinにはスライド

を上下反対にして表示する機能がある。

これは、ノートパソコンなどを使って、

対面で直接プレゼンテーションなどを

行う場合に利用するものだ。

つまり、ノートパソコンの液晶部分

を奥に倒して相手に見えるようにし、

それを使ってプレゼンテーションが行

えるわけである。なお、この反転機能

は単に表示のみの機能で、スライド自

体は変更しない。また、実際に動かし

てみたところ、フォントの表示などが

うまくいかなかった。これはJava側の

問題なのか、TP版ゆえの問題なのかは

不明である。

機種によっては、相手に見えるよう

に液晶を倒すことができないノートパ

ソコンもあるが、特に機材を用意する

ことなく、簡単にプレゼンテーション

するためには有効な機能だろう。

■プラグインによる機能拡張

一太郎Arkでは、プラグインと呼ば

れる専用形式のJavaプログラムを作る

ことで、一太郎Arkの機能を拡張する

ことができた。たとえば、Microsoft

Wordの文書ファイルの読み込みなど

は、プラグインとして提供されている。

Muffinにもこのプラグイン機能が装備

されており、ユーザーが必要な機能を

追加することが可能となる（画面17）。

もっとも、Javaのプログラミングと

固有の形式や一太郎Ark、Muffin内部

の構造などに熟知しないとプラグイン

の作成は難しいが、一般ユーザーレベ

ルでは配布されているプラグインによ

り必要な機能のみを取り込めるという

メリットもある。

現状では、Microsoft PowerPoint

のファイルから、アウトライン（テキ

スト）のみを取り出す「PowerPointコ
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画面16 出版ダイア
ログ
HTMLへの出力では、
目次付きやスライドの
みなど、いくつかの形
式を指定可能。

画面15 Webブラウザへの出力
Muffinで作成したプレゼンテーション資
料は、Webブラウザで表示可能な形式
に出力ができる。



ンバータ」と、作成した資料をDOM

ツリーとして表示する「DOMツリー表

示プラグイン」（画面18）の2つが提供

されている。

■クリップアート

Muffinにはスライド作成で利用でき

るクリップアートが附属する。これは、

附属のクリップアートブラウザ（画面

19）で選択してスライド内に挿入する。

なお、TP版ではクリップアート自体は

GIFファイルとして提供されている。

このクリップアートブラウザは、カ

テゴリ別などで最大9つのクリップアー

トをブラウズできる。また、検索機能

があり、キーワードからクリップアー

トを検索することも可能だ。試しに

「ペン」というキーワードで検索をかけ

てみると、ペンの絵を含む画像や「ペ

ンキ缶」などが検索結果として表示さ

れた。これは、クリップアートファイ

ルとは別に、キーワードなどが登録し

てあるXHTMLファイルがあり、これ

でグループ分けなどが指定されており、

クリップアートブラウザはこれを読み

込んで動作しているためである。これ

自体が特殊なXMLブラウザとなってお

り、検索機能などがあるわけだ。

クリップアートの記述にまでXMLを

使うあたり、XMLに対するかなりのこ

だわりが感じられる。

■

■　製品版に期待

■

Muffinは現在TP版であるため、い

くつかの不具合や未実装の機能がある。

このため、ここでは細かい部分ではな

く、全体のコンセプトなどを評価して

みることにする。

未実装の機能があるものの、プレゼ

ンテーション資料作成のためのソフト

ウェアとしては基本的な機能を満たし

ている。ドローツールを使った簡易版

のソフトウェアに比べると、アウトラ

イン機能などにより作成も容易だろう。

ソフトウェア自体の動作ではまだもた

つきが感じられ、不必要なところでウ

ィンドウ全体の再描画などが起こるが、

こういった部分は最終製品ではチュー

ニングされるだろう。若干気になるの

は、多重に表示されるダイアログボッ

クスで、最後に表示されるものがタイ

ミングによってウィンドウの下に隠れ

てしまうことがある。このあたり、モ

ーダルなダイアログボックス（閉じな

い限りほかの操作が行えないダイアロ

グボックス）とするような配慮が必要

と思われる。

パーソナライズドビューとスライド

の並列配置は、1つのファイルで複数

のシナリオが記述でき、同一テーマで

複数のプレゼンテーション資料を作る

必要がなく便利そうな機能である。

製品版が出てみないとわからない部

分があるため製品版に期待というとこ

ろだが、昨年7月にTP版が公開されて

以来、その後音沙汰がない。そろそろ

ベータ版のリリースなど、何らかの動

きがあることを望みたい。
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画面19 クリップア
ートブラウザ
クリップアートもXML
ファイルで名称などが
管理され、キーワード
による検索も可能。

画面17 プラグイン
Muffinは、プラグインと呼ばれる特別な形
式のJavaプログラムを使って機能を拡張す
ることができる。

画面18 DOMツリー
標準で附属しているDOMツリーの表示。XMLによるスライドの定義をツ
リー形式で表示したものだ。

製品版に期待
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ある事務所がフレッツADSLを導入するというので、電

話工事業者の知り合いからルータの設定を頼まれた。事務

手続きが遅れていて、まだ局側の回線の準備も整わず、プ

ロバイダのIDも発行されていなかったので、結局、作業

の当日には何もすることがなかったのだが、ひとつだけ困

ったことがあった。

その事務所のLANにはWindows 98のマシンが5台ほ

ど接続されていた。ハブにADSL用のルータを接続して、

WebブラウザからルータのデフォルトのIPアドレスであ

る192.168.1.1にアクセスしてみた。ところが、ルータにア

クセスできない。pingをかけたらタイムアウトしてしまう。

そこで winipcfgコマンドを実行してみた。たしかにIP

アドレスが設定されていたが、そのアドレスは192.168.x.x

ではない。それでは固定のIPアドレスかと思い、TCP/IP

のプロパティを確認してみた。しかし、その設定は「IPア

ドレスを自動的に取得」になっているではないか。そこの

LANにはADSLルータ以外にはDHCPサーバ機能を実行

するマシンは存在しない。それなのに、マシンにIPアドレ

スが割り振られていたのだ。

169.254.x.xって何？

そのIPアドレスは169.254.x.xになっていた。

RFC1918ではプライベートIPアドレスは、10.0.0.0～

10.255.255.255（クラスA）、172.16.0.0～172.31.255.255

（クラスB）、192.168.0.0～192.168.255.255（クラスC）と

定義されているから、このIPアドレスはプライベートIP

アドレスではないはずだ。

一体どういうことになっていたのか。

謎は解けた。Windows 98にはAPIPA（Automatic

Private IP Addressing）という機能があって、DHCPサ

ーバが見つからないときは、169.254.x.xが勝手に割り振ら

れてしまうのだ。このIPアドレスはLINKLOCALアドレ

スと呼ばれているそうで、IANA (Internet Assigned

Numbers Authority) によって登録されているらしい。

このLINKLOCALアドレスはプライベートIPアドレス

であるのか、非常に気になったので、これに関するRFC

がないか探してみたが、見つからなかった。それで、イン

ターネットドラフトを探してみたら、IANAによって登録
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されているIPv4アドレスブロックに関するメモが見つか

った（http://www.ietf.org/internet-drafts/draft-

manning-dsua-06.txt）。このメモによると、奇妙なこと

に、APIPAについてはRFCになっていないにも関わらず、

APIPAによるLINKLOCALアドレスの自動設定を無効に

する方法はRFC2563になっているのである。ちなみに

LINKLOCALアドレスについては、インターネットドラ

フトが公開されていた（http://www.ietf.org/internet-

drafts/draft-ietf-zeroconf-ipv4-linklocal-02.txt）。

ともかく、謎のIPアドレスの原因はわかったので、ルー

タの設定はなんとかなりそうなのだが、それにしても、こ

のAPIPAという機能、いかにもマイクロソフト的なセン

スの産物というか、余計なお世話だと思う。

Something Wicked happened!

このところ、ネットワーク関連のちょっとした作業が続い

ている。先日も、とある会社の知り合いから、サーバの調

子がおかしいので、原因を調べてくれと頼まれた。聞けば、

数年前にLinuxに詳しいアルバイトくんがサーバを立ち上げ

たものの、そのアルバイトくんが別の会社に就職してしまっ

て以来、ずっと担当者不在の状態で動いていたらしい。こ

れと似たような状況の会社、きっと少なくないだろうな。

とりあえずDNSサーバを調べてみたら、bindしか動い

ていないはずなのに、ディスクの空き容量が残っていない

のである。その直接的な原因は、膨大なログファイルにあ

った。なんとそのDNSサーバはSPAMメールの中継に使

われていたのだ。

bindのバージョンが4.9.5だったこともあって、既存の

設定をいろいろいじるよりも、ゼロからインストールし直

すことにした。たまたま予備のマシンがあったので、それ

に新しい環境を一式インストールし、適当なタイミングで

マシンを切り替えることにした。

DNSの移行は比較的スムーズにいったのだけれども、メ

ールサーバの移行は、思わぬところでトラブルが起きてし

まった。というのも、移行用のマシンのNICが、VIA

Rhineのチップだったのだ。

日曜日の午後、新しいメールサーバの設定を終えて、テ

ストも無事成功して、やれやれ一件落着と思っていたら、
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翌日の朝、メールが使えないという電話で起こされた。メ

ールサーバが落ちたのではなくて、そのマシンのネットワ

ーク機能そのものがダウンしているようだ。pingが届かな

いのである。

立ち上げ直してもらったメールサーバは、とりあえずIP

到達可能になった。sshでログインして、/var/log/syslog

を調べたら、次のようなメッセージが記録されていた。

kernel: eth0: Something Wicked happened! 001a.

kernel: eth0: Something Wicked happened! 001b.

kernel: eth0: Transmit timed out, status 0000, PHY

status 782d, resetting...

おいおい、eth0が原因かよ、というわけである。「何か

邪悪なことが起きました」というメッセージも、なんだか

なあ、である。もうちょっと気のきいたメッセージにはな

ら な い の か 、 と 思 い つ つ 、「 something wicked

happened」でgoogleに検索をかけたら、同じような現象

がいろいろ報告されていた。

などと調べていたら、sshが反応しなくなってしまった。

またダウンしてしまったようだ。この調子では、リスタート

しても1時間もしないうちに、またダウンしてしまうだろう。

そこで、いったん移行前のメールサーバに戻すことにした。

ドライバのバージョンに問題があったのかもしれないが、

そこそこ負荷のあるメールサーバなので、NICを交換する

ことで話をつけた。これまでいくつかLinuxサーバを立ち

上げてきたが、いつも3Comの製品を使っていたので、今

回のようなトラブルは初めて経験したのだけれども、やは

りサーバに使うNICは、そこそこ定評のあるものを使うべ

きだなと痛 感 したのだった。 N I C を交 換 して、

/etc/modulesの設定を変更したら、問題なくNICを認識

してくれた。その後は問題なく動いている。

いまさらながらqmail

ところで、このメールサーバのMTA（Mail Transfer

Agent）には、定番のsendmailではなくて、qmailを使

っている。といっても、qmailの熱烈な支持者というわけ

ではなく、そこの会社では、たまたまqmailを使っていた



ので、データの移行を考えると、qmailを継続したほうが

作業が楽だと思っただけだ。それに、sendmailからqmail

に移行するノウハウについては、いろいろ情報があるけれ

ども、その逆は情報がなかったこともある。

そこの会社のメールサーバを初めて見たときは、

/etc/aliasesにほとんど何も設定されていなかったので、

驚いてしまった。メールアドレスに使う名前は、ユーザID

とは別のものが使われていたので、いったいどこで設定を

しているのか、見当がつかなかったのだ。

各ユーザのホームディレクトリを調べたら、Maildirと

いうディレクトリに、new、cur、tmpという3つのディ

レクトリがあって、newには新着メールが1つずつファイ

ルとして作成されていた。なるほど、mbox方式ではなく

て、Maildir方式というのは、こういうことだったのかと

実感したのである。

以前sendmailを立ち上げているサーバで、/var/spool/mail

にあるメッセージファイルの一部に問題が生じて、メッセー

ジをうまく読み取れないことがあった。しかし、qmailのア

プローチだと、個々のメールメッセージごとにファイルを作

成するので、こうしたトラブルはかなりの程度防げるだろう。

qmailの場合、/var/qmail/alias/ ディレクトリに

.qmailで始まるファイルを置けば、そのファイルの中で指

定したアドレスにメールを転送してくれる。また、ユーザ

のホームディレクトリに .qmailで始まるファイルを置く

ことによって、各ユーザーが独自にメーリングリストを設

定できるのも便利な機能のひとつだろう。

とはいえ、sendmailでは /etc/aliasesをちゃんと管理

していればいいので、アドレスの漏れや残骸を発見しやす

いのに対して、qmailではあちこちに .qmailファイルが多

数拡散している状況にもなりえるわけで、そうなると、シ

ステム全体でエイリアスの参照関係がどうなっているの

か、把握しにくくなるともいえる。

そこで、とりあえず /var/qmail/alias/ にある .qmailフ

ァイルについては、その内容とホストに登録されているユー

ザーの相互参照ができるPerlスクリプトを作成してみた。ユ

ーザーの登録と削除が頻繁に発生する場合、社内用のメーリ

ングリストに漏れや残骸が発生しやすいので、こうしたツー

ルを自作してみるだけで、ずいぶんと運用が楽になるだろ

う。いずれにせよ、いまではqmailをとても気に入っている。
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■

■アカウント・コレクター？

■

先日、何人かのSEとインターネットのセキュリ

ティに関する話をしていたとき、その場にいたあ

る人から、「ところでインターネットで他人のコ

ンピュータを攻撃して、何が面白いんでしょう?」

と聞かれたことがある。そう言われてみれば、確

かにそうだ。

そのときは、「まあ、アカウントのコレクター

か、踏み台にするためのアカウント集めみたいな

もんじゃないかなあ」と答えたのだが、管理者の

アカウントならともかく、Windowsをクラッシュ

させてみたり、他人のファイルにアクセスしても、

たいして面白いことはなさそうだ。そんな攻撃を

面白いと思うかどうかのセンスが、プロのSEとオ

タクの違いなのかもしれない。

実際、最近はログを眺めていると、怪しげなア

クセスが増えたように思う。使っていないtelnet

やFTPポートにアクセスしてくるやつ、あやしげ

なICMPパケットを投げてくるやつ、無差別にポ

ートスキャンをかけてくるやつなんてのは日常茶

飯事だし、そのへんで配布されている攻撃用キッ

トあたりを使っているとおぼしき露骨な攻撃も珍

しくない。近頃のように常時接続の利用者が増え

てくると、古い攻撃キットでもそれなりに成果が

あるのかもしれない。

ためしにポートスキャンを検出したときに、ス

キャンをかけてきたサイトにfingerをかけるよう

にしてみたら、いまどきfingerdなんて動かしてい

るサイトが結構あって、誰もログインしていなか

ったりする。

おそらく、踏み台にされているサイトなんだろ

う。やれやれ。

以前、クラックされたサイトのアカウントの

「コレクション」がクラッカーの間で交換されて

いるというような話を聞いたことがあるけれど、

ありそうな話だ。

■

■オープンソースは安全なのか

■

オープンソースはセキュリティに強いか弱いか

という議論がある。だが、この議論はあまり意味

がないんじゃないかという気がする。

理屈では、チェックする「目」の数が多ければ、

それだけセキュリティホールの検出の機会も増え

るはず。それはその通りだけど、果たして星の数

ほどあるオープンソースソフトのセキュリティホ

ールをいちいちチェックする「目」の数は、そん

なに多いのだろうか。逆に、報告が続出するIIS

のセキュリティホールにしても、ソースが公開さ

れていないからセキュリティに問題があるという

わけでもないだろう。あるいは、見つけやすいオ

ープンソースの穴なんかよりも、IISの穴を見つけ

るほうが話題性が高い、あるいはコレクションと

しての交換価値が高いのかもしれない。そうだと

すれば、難易度の高い非公開ソフトの穴を探すク

ラッカーたちの「目」の数が多くなり、それだけ

IISに見つかる「穴」が増えたと考えたほうが正

しいように思う。

もっともセキュリティってやつは、セキュリテ

ィホールが「ある」か「ない」かというだけでも

ない。超有名サイトはともかく、個人や中小企業

のレベルで常時接続しているような零細サイトに

とって切実な問題は、セキュリティホールが公開

されたときにどれだけ迅速に対応できるかどうか

だ。最近はメーカーもそこそこ対応が速くなった

とは言うものの、日本語版のセキュリティパッチ

のリリースを何カ月も待たされるということは珍

しくなかった。これは相当いらいらさせられる。

穴のサイズが大きいか小さいかはともかく、明ら

かなセキュリティホールがあることがわかってい

ながらサーバの運用を続けなければいけないとい

うのは、単に精神衛生だけの問題じゃない。

その点、オープンソースは対応が速い。セキュ

リティ面でオープンソースが安心感を与える理由
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のかなりの部分が、このような対応の速さではな

いだろうか。もしディストリビュータや開発者から

のアップデートが遅れても、いざとなればパッチを

当てて再コンパイルするという手もある。オープン

ソースもクローズドソースも、どちらもソフトウェ

アである限り無数のバグや欠陥を抱えて動いてい

る。どちらがよりバグが少ないか、欠陥が少ない

かという議論やら、ソースコードを見る「目」の

数なんかより、問題が表面化したときに、どれだ

け迅速に問題解決の手段が提供されるかどうかを

論じたほうが、よっぽど生産的だと思うのだが。

■

■セキュリティ意識を共有する

■

ある会合で、「要するにオープンソースは安全

なのか?」という話題になった。そのときは、「十

把ひとからげにオープンソースと言ってもピンキ

リだ」、というような結論だったように記憶して

いるが、このとき、ぼくは何となくその結論に違

和感を持った。いや、ピンキリだという結論自体

は極めてあたりまえの話なのだけど、オープンソ

ースとクローズドソースいう配布形態の持つ意味

は、それが優れているのか劣っているのか、安全

なのか危険なのかという話だったんだろうか。

セキュリティについて言えば、どんなコードが

危険なコードで、どのように書けば安全なコード

になるのかというセキュアなコードに関する知識

をソースコードを通じて共有することが、オープ

ンソースの最大の意義なのではないだろうか。お

そらく、オープンソースのコミュニティの中で共

有されたセキュアなコードに関するノウハウは、

バイナリ配布の商用ソフトにも取り入れられてい

るだろうし、そのことがソフトウェア全体のセキ

ュリティを高めてきたのではないだろうか。

インターネットで無制限に配布されている攻撃

用ソフトにしても、もしあれにソースコードがつ

いていなければ、単なる悪意のソフトでしかなか

っただろう。ソースコードが公開される攻撃ソフ

トは、目に見える形でクラッキングの手口を公開

するものと言える。公開された手口を使った攻撃

は、効果が激減するのは明らかだ。むしろシステ

ムのセキュリティに責任を負う立場としては、こ

うした攻撃ソフトもサイトの保安のために大いに

有益な情報になり得る。

「サイバーテロ」とやらを口実として、一部で

この種の攻撃ソフトの公開を非合法化すべきだと

いう意見もあるらしい。だが、もしそんなことを

すれば、単に危険な攻撃ソフトが一般のシステム

管理者の手に届かない地下に潜るだけではないの

だろうか。……もっとも、本当はぼくが知らない

だけで、地下でもっと強力な攻撃ソフトが公開さ

れているのかもしれないが、いずれにしても非合

法の攻撃ソフトなんてものがあれば、これはかえ

って危険だと思う。もちろんTFNやTrinooのよ

うに、単に悪意の攻撃のためのエゲツないソフト

もあるものの、原則として攻撃ソフトの非合法化

は、一般の管理者がそのソフトを使って自分が管

理するサイトをチェックするチャンスと防御の有

益な手がかりを奪い、逆に悪意の攻撃者に攻撃の

チャンスを与えるものでしかない。

そもそも、もしTFNやTrinooのような攻撃を

防ぐことが困難だとすれば、それはインターネッ

トなりTCP/IPなりがその程度のものでしかない

ということじゃないのだろうか。もし攻撃ソフト

の所持を禁止して、その程度のインフラを延命さ

せたところで根本的な解決にはならず、単に犯罪

者を量産するだけだ。そんなくだらない法律に労

力を割くより、世界の政府はIT社会のために、安

全なインフラを守るための知識の共有にもっと力

を入れてほしいものである。
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今月は、米国に2回も取材に行かね

ばならないので、結構ハード。これが

終わったら、今度は家族を旅行に連れ

て行かねばならない。なんか休まる暇

がないって感じ。個人的には、温泉っ

てのがいいんだけど、家族としては、

やはり海がいいのだとか。沖縄ツアー

のパンフを見せられ、夏休み前だと安

いといわれるとココロも動くというも

の。でもまた飛行機乗るの？

■

■Office XPは登場したけれど

■

Microsoftは、Officeの新バージョン

であるOffice XPの出荷を開始した。

O f f i c e シリーズは、 これまで、

Microsoftの新しいOSが出る前にバー

ジョンアップが行われるのが恒例。ひ

とつには、新しいOSで「より便利に」

利用できるようにして、新OSへの移行

を促すためでもある。というのも、ユ

ーザーからすると、いまや、Microsoft

の看板商品は、OSではなく、Officeシ

リーズなのである。

さて、筆者は原稿書きなどにWord

を利用しているが、実は、前回の

Office2000のアップデートにはかなり

がっかりした。というのも、結局、か

えって使いにくくなってしまったうえ、

新しい機能の恩恵をなにひとつ受けら

れなかったからである。というわけで、

今回のバージョンアップについては、

かなり否定的である。もっとも仕事柄、

動かしてみないとまずいのだが、これ

については、Office XP関連の仕事が

来たらやろうかと思っている次第。さ

すがに価値を見い出せないものに身銭

を切るのはつらいものがある。

という話は、巷でもささやかれてい

て、今回のバージョンアップをすべきか

どうか、しないとなにが不利益になる

のか、といった話題で持ちきりである。

また、今回よりOfficeシリーズは、アク

ティベーションと呼ばれる操作が必要

になる。これは、不正コピーを防止す

るためのもので、インストール後、イ

ンターネットに接続するか、Microsoft

に電話して、認証を受ける必要がある。

たしかに気軽な不正コピー（カジュア

ルコピー）は違法であるが、そのため

に正しく利用しているユーザーに面倒

な手間を要求するのもいかがなものか。

これに加えて、最近くすぶっている

Microsoftへの不信感というのが、この

アクティベーションに対して不安を抱

かせる理由にもなっているという。かつ

て、Wordのドキュメントにイーサネッ

トカードのMACアドレスが埋め込まれ

て、作成者が追跡可能になっていたこ

ともあったし、Windowsに埋め込まれ

ていた暗号化キーのひとつが米国政府

用となっていて、政府機関による解読

が可能だったと騒がれたこともあった。

何気なしに使うのなら、問題はない

ように見えるが、よく考えるとちょっ

と怖い気もするソフトになってしまっ

たような感じである。

■

■米国プロバイダ業界も一波乱

■

さて、米国のプロバイダは、ユーザ

ー数1位のAOLが2600万人と2位以下

を大きく引き離していて、目下行われ

ているのは2位争いである。これまで、

マイクロソフトのMSNが約500万人で2

位、3位には480万人のEarthLinkが付

けていた。ここにきて、無料プロバイ

ダのNetZeroとJunoが合併、新たに

United Onlineとしてスタートするこ

とになった。しかもユーザー数は約700

万人で、一気に2位に躍り出た。

つまり、MSNは3位に転落してしまっ

たのである。マイクロソフトのオンライ

ン事業については、いろいろと言われて

ドクターShiodaの

ギョーカイSnapShot
PC業界今月の話題

5・25 AMDとTransmeta次世代バスなどで提携

5・29 Intel Itanium正式発表

6・1 米国PSINet、会社再建手続きに入る

6・4 シャープLinux採用のPDAのプロトタイプを公開

6・8 Office XP 国内出荷開始

文：塩田紳二
Text : Shinji Shioda

Office XPは登場したけれど

米国プロバイダ業界も一波乱
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いるが、コンテンツ系は結局どれもうま

くいってない。かろうじてプロバイダと

してMSNがなんとか残っており、とり

あえず業界2位まで登ってきたわけだが、

それが抜かれてしまったわけである。

MSNは、ユーザーの囲い込みという

点では、重要な役割を持つ。なので、

MSNは、AOLを目標にユーザーを増

やし続けなければならない。しかし、

ここで3位に転落してしまったことで、

United Onlineが当面の目標になった

わけである。

先頃、AOLが値上げを発表し、業界

はこれに追従するのでは、という観測

が流れていたが、こうなると、値上げ

どころの話ではなくなってしまう。とい

うのも、United Onlineは、無料接続の

メニューもあれば、無制限利用のメニ

ューでも、かなり低価格なプロバイダ

だからである。これを武器に、ユーザ

ー拡大に走るというのが、考えられる

シナリオ。だとすると、MSNなどは値

上げが難しくなり、逆に値下げも検討

しなければならない。3位のEarthLink

は、時間無制限のメニューが月19.95ド

ルとMSNよりも安く、旧Junoが14.95ド

ル、旧Net Zeroは9.95ドルだった。

米国でも景気後退という局面にあり、

ユーザーは価格に敏感になっていると

すると、普通に考えるとここは値下げ

しかないだろう。AOLが値上げしたの

で、値下げの効果は大きいと思われる。

となると、米国のプロバイダ市場は、

一気に値下げ方向に動く可能性があ

り、下位のプロバイダは苦しくなって、

身売りという話にもなってくるだろう。

というわけで、今年は、米国のプロバ

イダ業界も一波乱あるのではという話。

ちなみにAOLタイムワーナーでは、全

社員がAOLのメールを使うように強制

されたのだとか。そういえば、AOLの

メールを使った「You've Got Mail」

という映画があったが、これってワー

ナーブラザースの映画だった。こんな

ところに合併の縁があったのかも。

■

■64ビットOSはどうなる

■

インテルは、5月29日にようやく

Itaniumの正式出荷を発表した。これ

ってずいぶん前から話は出ているし、

イベントなどでも試作機が大量に並ん

でいたりして、新しい製品ではないよ

うなイメージがあるが、これでようや

く正式な製品として出荷できるように

なった。もっとも、多くの企業は、試

作機のまま、数千システムぐらい客に

納品しているのだとか。

LinuxはすでにIntelのItanium用で

6 4 ビ ッ ト 版 が 登 場 し て い る が 、

MicrosoftもWindows XPの64ビット

版を完成させようとしている。以前の

イベントで見たら、違いは起動時のロ

ゴに64ビットVersionって出るだけで、

あとは普通のWindows XPだったけ

ど、製品版もそうなんでしょうね。

ところで、インテルが製品の発表か

ら出荷を、ここまで引っ張ってきた理

由は明かになっていないが、ひとつに

は、64ビット版Windows XPを待って

いたというウワサも。以前に取材した

メーカーの人は、「MicrosoftのOSが出

荷されるまで、製品出荷を待つ」なん

て こ と を 言 っ て い た 。 こ れ が 、

Microsoftからの圧力のせいなのか、

MicrosoftのOSがないと売れないとい

う判断なのかは不明だが、インテルが

正式出荷を発表した前後にベータテス

トが開始されるというあたり、なにか

奇妙な符合を感じる。

これに対抗するかのように、AMDは

Crusoeの開発元Transmetaにx86-64と

HyperTransportの技術を提供するの

だとか。x86-64は、現在のx86アーキテ

クチャを64ビット化するもの。インテ

ルが、8086を32ビット化したときに使

った手法（命令の前にプリフィックス

を置くことで命令を64ビット化する方

法）で64ビット化を行うという手法だ。

たしかにソフトウェアで命令を変換す

るCrusoeチップには向いているのかも。

それにすでにVLIWチップになってい

るCrusoeでIA-64（これもVLIWだ）

をエミュレートするのは難しそうだし。

いまだ登場していないAMDの64ビ

ットCPU（Hammerシリーズ）だが、

さて、どんなOSが動くようになるのや

ら。Microsoftは対応するのでしょうか

ね。このあたりが、ポイントという気

がしないでもない。まあ、交渉ぐらい

はしているとは思いますが……。

それで、x86-64をTransmetaが採用

すると数のうえでは2社。安価な64ビッ

トマシンが欲しいユーザーには、ありえ

る選択なのかも。もっとも、データベ

ースとかの64ビットアドレッシングを必

要とするアプリケーションが、手に入

るかどうかって問題もあるのですが、た

とえば、オープンソースのデータベース

なんかを対応させちゃうってことも不可

能ではないわけで、ひょっとすると、

意外に健闘することになるのかも。

64ビットOSはどうなる

米国PSINetは会社再建手続きに入ったが、傘下のグル
ープ企業には影響なしと発表された（http://www.jp.
psi.net/）。



この連載中では、覚えておくと便利

な操作方法を説明するたびに、付箋
紙にでも書き留めて、ディス
プレイの脇に貼っておくとよ
いと書いてきた。Linuxに限らず、コ

ンピュータの使い方をマスターするの

に、これほど効率のよい方法はないか

らだ。

いろいろなパソコンの解説書を読む

と、その内容の98%くらいは、1回限

りで読み飛ばしてしまってかまわない

ものである。しかし、残りの2%の

部分に、覚えておくと便利という

よりも、知らないと困るような内

容が含まれている。本来なら、そのよ

うな内容だけ別冊の付録にして、

いつでも参照できるようにするのが親

切というものなのだが、そのような配

慮のなされている本は少ない。別冊に

するとコストが倍増するからだ。

そこで、原始的な方法のようだが、

便利そうな使い方に行き当たるごとに、

ちょっと面倒でも付箋紙に書いて、目

に付くところに貼っておくことをお勧

めするのだ。人間の記憶というものは

本当にいい加減なので、細かなコマン

ド操作などを一字一句間違えずに覚え

ておくことなど、まず不可能であ

る。毎日、日常的に使うlsコマンド
やcpコマンドであっても、すべての

コマンドラインオプションを丸暗記す

るのは大変だし、そんなことを覚えて

おくくらいなら、もっと生産的なこと

に精力を傾けるべきだろう。

めったに使わないコマンドなら、使

うたびにmanコマンドや--helpオ
プションで調べるのも結構だが、ど
んなコマンド名だったかも思
い出せないと、これを調べるのは相

当の手間がかかってしまう。このよう

な場合、紙に書いたものが貼ってあれ

ば、すぐに思い出すことができるので、

無理して暗記する必要もない。もち

ろん、手帳などに書き留めておいたり、

コンピュータ上のファイルやPDAなど

にメモしておいてもかまわないのだが、

ふだん同じ机の上で作業しているので

あれば、ディスプレイに貼り付けたメ

モほど目に付きやすいものはないだろ

う。GUIのデスクトップ画面に付箋紙

のようにメモを表示するソフトも数多

くあり、いろいろと使ってみたことが

あるのだが、どうもなじみが悪くて、

使い続けているものはない。

「コマンドの使い方がべたべたと貼

ってあるとはずかしいので、いち
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初級Linuxer養成講座
シェルスクリプト入門～繰り返し処理（2）
forを使った繰り返し処理は、大量のファイルなどを操作しなければならな
い場合に便利である。今回は、これを応用して、ファイルに「番号」を付
ける方法を説明しよう。例として「MP3ファイルのファイル名変更」を取
り上げているが、どんな場面でも応用が利くはずだ。

文：竹田善太郎
Text : Zentaro Takeda

画面1

XMMSでディレクトリ
中のファイルを読み込
むと……。再生順序を
指定するリスト（プレ
イリスト）を作成しな
いと、「名前順」に読み
込まれるようになって
いる。



早く覚えようと努力するという

効果もある」とは筆者の知人の弁だが、

さもありなんだ。もちろん、ログイン

用のパスワードや企業秘密のデータな

どを貼り付けておくのはもってのほか

だろうが、ちょっと覚えておくと便利

な情報を一時保存するのに、これほど

便利な方法はないだろう。

問題は、最近のディスプレイ装置の

中には、デザイン上の都合なのか、画

面周囲の「枠」の部分が狭くなってい

るものが多くなったことだ。あるいは、

これもデザイン上の都合なのだろうが、

表面が波型に整形されていたりして、

付箋紙が貼り付けにくい形にな

っているものもある。町なかの電柱な

どで、宣伝ビラの貼り付け防止用にデ

コボコの加工をしているものがあるの

を思い出す。まさかディスプレイ装置

にそのような目的の加工をするはずも

ないだろうが、メモ用紙を貼り付ける

ような使い方は想定していないという

ことなのだろうか。ともかく窮屈な話

ではある。

■

■ファイルに「番号」を振る

■

連載のタイトルで「初級Linuxer～」

と銘打っておきながら、bashのforコマ

ンドなどという、ちょっと高度な使い

方を説明しているのは、筆者自身がこ

のコマンドをとても便利であると感じ

ているからだ。特に、音楽CDから
MP3ファイルを作成する場合に

は、なくてはならない機能だと思う。

もちろん、このような用途に限定され

る話ではないが、Linuxの使い道の一

例として見てもらいたい。

Linux上でバッチ的にMP3ファイルを

作る場合、グラフィカルなインターフェ

イスを備えたツールを使うのもよいのだ

が、コマンドラインだけで手早く済ませ

たい場合などは、次のような操作をよ

く行っている（ちなみに、「cdparanoia」

は音楽CDからWAV形式のファイルを

作成するツール、「bladeenc」はWAV

形式ファイルをMP3形式に変換するた

めのツールである）。

$ for track in 01 02 03 04 05

> do

> cdparanoia -q $track track$track.wav

> bladeenc -quiet -delete -quit

track$track.wav

> done

しかし、それ以上に便利、というよ

り欠かせないのは、市販のMP3作成ソ

フトなどで作ったMP3ファイルを処理

する場合だ。ソフトの設定を適切にし

ていれば問題はないのだが、うっかり

すると、曲名をファイル名にし
たMP3ファイルや、トラック
番号の桁数がそろっていない
MP3ファイルを作ってしまうこと

がある（図1）。このようなファイル名

のなにが問題なのかというと、各種の

MP3再生ソフトやポータブルプレーヤ

でこれらのファイルを再生しようとす

ると、曲順がめちゃくちゃにな

ってしまうのだ（画面1）。

曲名がファイル名になってしまった

場合は、とくにやっかいである。元の

Linux magazineAugust 2001 161

初級Linuxer養成講座

ファイルに「番号」を振る

Nogales-Free_Soft_For_All.mp3

アーチスト名や曲名がそのままファイル名になっている。一目で内容が
わかるのはよいのだが、プレーヤで再生するとき曲順がめちゃくちゃに
なってしまう 

Free_Soft_For_All-track01.mp3
トラック番号がファイル名の末尾に入っている場合。やはりファイル名
による並べ替えができないので、状況は変わらない 

01-Free_Soft_For_All.mp3

トラック番号がファイル名の先頭に入っている場合。これなら、ファイル
名でソートすれば、曲順はきれいに並ぶのでよいのだが、長い名前のフ
ァイルがディレクトリ中にたくさんあるのは、「見た目」が良くない 

track1.mp3、track2.mp3、…、track10.mp3
トラック番号の「桁数」がそろっていない場合。本文中でも説明するよ
うに、これもファイル名でソートすると曲順が正しくならない 

VMX01345631.ZAX

参考までに、とあるMP3再生機で使われているファイル名。独自仕様だ
からといって、こんなファイル名にしてしまうのはあんまりである。一般ユ
ーザーはお手上げ状態である 

図1 困ったファイル名の例

このような名前のファイルだと、トラックの名前順（辞書順）でしか再生できないMP3プレーヤでは困ったことになってしまう



曲順はファイル名からはいっさい判別

できないからだ。このような場合、CD

のジャケットの曲名リストを見ながら、

ファイル名をひとつずつ変更したり、

あるいは再生順序を指定するプレイリ

ストファイルを作成することになるの

だが、なかなか面倒な作業である。

MP3ファイルの作成アプリケーショ

ンは、通常トラックの先頭から末尾に

向けて、順番にファイルを作成するの

で、ファイルの更新日時を元にすれば、

トラックの順番もわかる。lsコマンド

には、ファイルの更新日時で並べ替え

をするオプション（-t）があるので、

逆順表示のオプション（-r）と組み合

わせて、

$ ls -rt ./*.mp3 > playlist.m3u

などとすれば、XMMUなどで使えるプ

レイリストを作ることは可能である。

しかし、筆者の所有しているMP3ポー

タブルプレーヤでは、プレイリストを

使った再生には対応しておらず、フ
ァイル名でソートした順序で

しか再生してくれない。

そこでなんとかしてファイル名をト

ラック番号で表現したものに書き換え

てやりたい。つまり、ファイルに
番号を振り直すような作業を行い

たいわけだ。このようなときに、forコ

マンドが役に立つのだ。

ファイルに番号を振る場合、その番

号をなんらかの方法で計算させなけれ

ばならない。まずは、その方法につい

て触れておこう。

●数値計算をさせる方法

前々回、bashのシェル変数には文字

列や数値などなんでも入れるこ
とができると書いたかと思う。数値

を入れることができるのなら、変数
を使った数値計算もできるのでは

と考えるのが自然だろう。実際、bash

ではコマンドラインで数値計算をさせ

て、その結果を変数に保存したり画面

に表示させることができるのだ。

たとえば次のようなコマンドライン

を実行させてみる。

$ echo 1+1

結果は明らかに失敗で、このコマン

ドラインはオウム返しに、

1+1

という文字列を表示するだけである。

では、次のコマンドラインを実行して

みるとどうだろう。

$ echo $((1+1))

すると、想定したとおりの答えが表

示される。

2

この$((……))という記述方法は、

bashに対してかっこ内を数値計
算してその答えを返せという指

示を与えるものなのだ。これは、とて

も便利な機能なので、付箋紙にメ
モしてディスプレイの脇に貼
っておくことをお勧めする。Linux

では、コマンドラインで計算を行うbc
というコマンドもあるのだが、bashだ

けでも四則計算くらいはできることを

覚えておいて、損はないだろう。$((…

…))で利用できる計算（演算子）の一

覧を表1にまとめておくので、参考に

してほしい。

$((……))の中では、変数の値を呼び

出して計算することができる。また、

結果を変数に保存することもできる。

$ a=10; b=20

$ result=$(($a * $b))

$ echo $result

200

この機能とforコマンドを使えば、次

のようなことが可能になる。
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画面2

最近のMP3作成ツールなら、曲目
のデータをファイル中に埋め込める
ので、再生時に曲名はわかるように
なっている。ファイル名を変えたと
しても、困るようなことはないだろ
う。

表1

bashの$((……))で利用できる演算子の例（実際にはこの
ほかにもビット演算や論理演算などの演算子が使える）。

演算子 意味
＋ 加算
－ 減算
＊ 乗算
／ 除算（結果は整数に丸められる）
％ 剰余



$ count=0

$ for f in ./*

> do

> count=$(($count+1))

> done

$ echo $count

上のコマンドラインを実行すると、

カレントディレクトリ中のファイルの

数が表示される。もちろん、こんなま

わりくどいことをしなくても、「ls ¦
wc -l」を実行すれば一発じ
ゃないかという意見もあるだろう

が、これはあくまでシェル変数とforコ

マンドの使い方を示すための例である。

さて、上の例に手を加えれば、カレ

ントディレクトリ中のmp3ファイルに、

変更の日時順の番号を振ることができ

る。番号は、1から数え始めることに

しよう。

$ count=1

$ for f in `ls -rt ./*.mp3`

> do

> mv $f file$count.mp3

> count=$(($count+1))

> done

ここで、`ls -rt ./＊.mp3`と
なっている部分では、l sコマンド

で.mp3という拡張子を持つファイルの

一覧を、更新日時の逆順で出力させて

いる。以前にも触れたかと思うが、

`……`という引用符（バッククォー

ト）は、その中身をコマンドラインと

して実行して、その結果の文字列をそ

の場所に記述したものとみなせ、とい

う意味を持つ。これについては改めて

解説したいと思うが、ここでは決ま
り文句のようなものと考えてもらい

たい。

ともかく、上のforコマンドを使えば、

曲名がファイル名になっていたmp3フ

ァイルを、

track1.mp3、track2.mp3、……

というようなファイル名に変換するこ

とができる。ファイルの数が9個
以内なら、これで当面の目的は達成

できる（画面2）。

●番号の桁数をそろえる

番号を付けるファイルの数が10個を

超えると、先ほどの方法では不十分で

ある。次のような11個のファイルがあ

ったとしよう。

track1.mp3

track2.mp3

track10.mp3

track11.mp2

これらのファイルを、ファイル名の

辞書順にソートすると、次のような結

果になってしまう。

track1.mp3

track10.mp3

track11.mp3

track2.mp3

track2よりも、track10や
track11のほうが前にきてし
まうのである。これでは、ファイル名

の順に再生するMP3プレーヤでは都合

が悪い（画面3）。

このような場合には、ファイル名に

含まれる数字の桁数をそろえて、その

桁数に満たない番号については、先頭

に0を付けるのが一般的だ。つまり、

次のようなファイル名を付けるわけだ。

track01.mp3

track02.mp3

track10.mp3

track11.mp3

これなら、ファイル名を名前順にソ

ートしても、数字の順にきれいに並ん

でくれる。

このようなファイル名を付ける場合

…

…

…

…

…

…
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画面3

桁数がそろっていない数字付きファイルを再生。
10番目と11番目のトラックが2番目のトラックよ
り先に再生されてしまう（ただし、最近のMP3
再生ソフトでは、この点が改善されているものも
あるようだ）。



にも、forコマンドを利用すればよいの

だが、実際にはちょっと複雑なコマン

ドになってしまう。sedコマンドなどを

うまく組み合わせて、数字の部分の桁

数が同じになるようにしなければなら

ない。これは、かなり面倒である。

そこで、筆者はこのような場合に、

もう少し簡単な方法を使っている。フ
ァイルの番号を100から始め
るのである。つまり、

track101.mp3

track102.mp3

track110.mp3

track111.mp3

というようなファイル名にすればよい。

ちょっとみっともないかもしれ

ないが、これでファイル名の順にソー

トしても、目的通りに並んでくれるし、

MP3プレーヤなどでの再生も問題なく

できるようになる。

具体的には、次のようにforコマンド

を使う。

$ count=100

$ for f in `ls -lr *.mp3`

> do

> mv $f track$count.mp3

> count=$(($count+1))

> done

ファイルの数が100個以上ある場合、

すなわち、ファイル番号の桁数が3桁

になるような場合には、最初のcount

変数の値を1000にしておけばよい。

■

■スペースが含まれたファイル名

■

さて、どんどん話が脱線するようだ

が、ついでなので、もっとやっかいな

ファイル名への対処方法を説明してお

こう。筆者が利用しているWindows用

のMP3変換ソフトの中には、曲のアー

チスト名や曲名をファイル名にしてし

まうだけでなく、スペース文字を
含んだファイル名を作成してしま

うものがある。ファイル名にスペース

が含まれていても、別に不法なファ
イル名 と い う わ け で は な く 、

WindowsマシンでもLinuxでも、ファ

イルへのアクセスはできるし、それぞ

れのOSの仕様に背いているわけ
ではない。

しかし、コマンドラインでファイル

を扱うとき、スペース文字がファイル

名に含まれていると、かなり面倒な

のである。たとえば、

This is my favor.txt

というようなファイルがあったとする。

このファイルを、次のようなコマンド

ラインでコピーしようとしてみよう。

$ cp This is my favor.txt

my_favor.txt

すると、

cp: copying multiple files, but

last argument……

というような、長々としたエラーメッ

セージが出てしまう。ファイル名の中

に含まれている空白文字と、コマンド

の引数を区切る空白文字がごっちゃ
になってしまうからだ。

このような場合、bashなら、

$ cp "This is my favor.txt"

my_favor.txt

のように、"（二重引用符）でフ

ァイル名を囲んでやれば問題は解決す

る。あるいは、

$ cp This￥ is￥ my￥ favor.txt

my_favor.txt

のように、ファイル名に含まれるスペ

ース文字の前に￥を付けてやっても同

じである。ところが、forコマンドなど

の中で、このようなファイルを複数個

処理しようとするとやっかいである。

たとえば、次のような3つのMP3フ

ァイルがあったとする。

…

…
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forコマンドとlsコマン
ドでファイル名に空白
を含むファイルを処理
させてみる。forコマン
ド単体では問題ないの
だが、lsコマンドでソー
トさせた結果を処理さ
せてみると、問題が起
こる。

スペースが含まれた
ファイル名



Free Software for All.mp3

Magnetic Head.mp3

The Core File.mp3

これらを、先ほどと同じようにforコ

マンドを使って変更日時順に処理しよ

うとすると、おかしなことになってし

まう。

$ count=1

$ for f in `ls -rt *.mp3`

> do

> mv $f track_$count.mp3

> count=$(($count+1))

> done

mv: cannot stat `Free': No such

file or directory

mv: cannot stat `Software': No

such file or directory

lsにファイルをソートさせてforコマ

ンドに与えると、どうも、それぞれの

単語をファイル名と解釈してしまう

よ う な の だ （ 画面 4）。「 for f in

＊.mp3」のように、直接ファイル名を

ワイルドカードで指定した場合は問題

ないのでちょっと不思議だが、ここで

はそのようなものと納得しておい

ていただきたい。

この問題の解決方法にはいろいろあ

るだろう。もっとスマートな解法
はいくらでもありそうだが、筆者がよ

く使っているのは次の方法だ。

まず、順番は気にせずに、元のファ

イル名を当たり障りのない番号付きフ

ァイルに一度変えてしまう（mvの行

で、$fの周りを"……"で囲んでいる点に

注意すること）。

$ count=1

$ for f in *.mp3

> do

> mv "$f" number$count.mp3

> count=$(($count+1))

> done

すると、ディレクトリ中のMP3ファ

イルはすべて

number1.mp3

number2.mp3

number3.mp3

というファイルに名前が変わってしま

うが、ファイル名を変更しただけなの

で、ファイルの更新日時の情
報は元のまま変わっていない。こ

こであらためて、先に説明した方法で、

更新日時順に番号を付け直す
のである。

$ count=1

$ for f in `ls -rt *.mp3`

> do

> mv $f track_$count.mp3

> count=$(($count+1))

> done

これでめでたく、

track_1.mp3

track_2.mp3

track_3.mp3

というように、ファイルの更新日時順

に番号の付いたファイル名に変えるこ

とができる（画面5）。

このように、文章で説明してしまう

とずいぶん回りくどく感じるかもしれな

いが、ファイル名をひとつひとつ付け直

したり、MP3ファイルの作成からやり

直したりするのに比べれば、ずっと楽な

方法である。このようなforコマンドの

使い方はいろいろと応用が利くと思うの

で、ひるまずに練習してみてほしい。

さて、今回はforコマンドの使い方の

「応用編」といった内容になってしまっ

たが、"……"や`……`といった引用符
の使い分けがちょっと目についたかも

しれない。シェルの解説書を読むと、

この引用符の使い方が最初に説明され

ていることが多いのだが、初心者には

なかなか理解するのが難しいテーマで

もあるので、いままではあえて詳しく

は触れてこなかった。次回は、この引

用符の使い方を見てみることにしよう。

…

…

…

…

…

…
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画面5

ファイル名だけの変更
なら更新日時は変わら
ないので、このように
すれば「変」な名前の
ファイルでも、日時順
のファイル名に付け替
えることができる。





企業システムにたずさわったことのある方ならご存じで

しょうが、システムの多くはメインフレームと呼ばれる汎

用コンピュータをホストにして、古くはダム端末というキ

ーボードとディスプレイだけの端末をいくつもぶらさげて、

その後はオフコンを端末として構成されていました。

そんな企業システムも、端末として――端末とは言わな

くなりました。クライアントですね――PCを使うように

なり、ホストもサーバという名のワークステーションが使

われるようになりました。これがクライアント／サーバシ

ステムですが、最近はもっと進んで、クライアント側に特

別なソフトウェアを入れないで、Webブラウザだけで運用

できる、Webアプリケーションの形態に変化しています。

ソフトウェアの機能はすべてサーバ側に搭載することで、

プログラムの修正やバージョンアップをサーバ側だけで済

ませることができるのが大きなメリットです。しかしこれ

って昔のダム端末に戻ったような気もするのですが…。

とはいえ、Webベースですから、社内システムとしてイ

ントラネット上で使うこともできますし、インターネット

を介して遠方との業務や、インターネット上で一般に公開

するなど、いろんな運用形態に合わせて利用することがで

きますね。何よりも、規模によっては何百台～何千台もあ

るクライアントマシンのソフトウェアをメンテナンスする

必要がないというところが、Webアプリケーションばやり

の理由でしょう。

セキュリティの問題やデータベースの規模などを別にす

れば、世の中で実際に使われているWebアプリケーショ

ンの原理や開発方法は、この連載で学ぶこととほとんど同

じです。ここしばらくはWebアプリケーション全盛の時

代になるでしょうから、皆さんもまずはこの記事でWeb

アプリケーションの入口に立ってみてください。

■

■データベースWebアプリケーション

■

業務を行うシステムはもちろん、ちょっとしたWebサ

イトでもデータベースを使うのは普通でしょう。ではWeb

アプリケーションでデータベースを使うには具体的にどう

すればよいのでしょう。

Webアプリケーションというからには、Webサーバが

動きます。クライアント側はWebサーバから送られてき

たデータをブラウザに表示し、時にはWebサーバにデー

タを送り返すというやりとりです。データベースはサーバ

側で動いていますから、サーバ側では、必要なデータをデ

ータベースから取得して、それをブラウザで表示できるよ

うにHTMLの形に加工してデータを送ります。

ですから、サーバ側ではデータベースアクセスを担当す

るデータベースサーバ、データベースサーバからのデータ

をHTMLデータに加工するプログラム、HTMLデータを

送信するWebサーバの3つが必要になります（図1）。

本連載では、データベースサーバにOracle8iを、Web

サーバにApacheを使います。ApacheはMiracle Linux
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Webページにデータベースの内容を表示するため
には、DBMSに接続して得られた結果を元にして
動的なHTMLを生成する必要があります。本連載
では、そのためにPHPというサーバサイドスクリプ
トを使用します。
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第2回　PHPを使う（前編）

データベースWebアプリケーション

Oracle8iで作るWebサイト入門



インストール時にセットアップされていますから、すぐに

使えます。あとは「HTMLに加工」の部分ですが、この

部分のしくみとしてCGIとサーバサイドスクリプトの2つ

の方法があります。かつてはCGIがよく使われていたので

すが、今回はサーバサイドスクリプトを使ってみます。

■CGIとサーバサイドスクリプト

CGI（Common Gateway Interface）とは、Webサー

バがHTMLファイルの代わりに、比較的小さなプログラ

ムを起動するしくみのことで、このプログラムがデータベ

ースにアクセスしたり、HTMLを加工したりしてくれま

す。といってもそんなプログラムがはじめから用意されて

いるわけではなく、自分の目的（画面）に合わせたプログ

ラムをそのつど作る必要があります。このプログラムが実

行結果として出力するデータをHTML形式にして、その

データをWebサーバに送信させれば、クライアントのブ

ラウザにはあたかもその場で作られたHTMLファイルが

送られてきたように見えるのです。

CGIは独立したプログラムですから、プログラムとして

動作可能であれば開発言語はなんでもよく、PerlやCなど

がよく使われます。ただ、プログラムの動きと関係のない、

固定したHTMLタグなども、

print("<BR>");

というようにプログラムの一部として書く必要があります

し、いくら小さいといってもそのつどプログラムを起動す

ることになるため、OSの資源を消費することになり、パ

フォーマンスもあまり良くありません。

一方サーバサイドスクリプトは、CGIのように別プログ

ラムが動くのではなく、Webサーバプロセス内でWebサ

ーバ自身がスクリプトを解釈して実行します。別のプログ

ラムのためのプロセスを生成することもないので、サーバ

側の処理が軽くなります。

また、サーバサイドスクリプトは、普通にHTMLを記

述しながら、必要な部分にスクリプトを埋め込むという方

式なので、スクリプトと関係のない固定されたHTMLタ

グなどは、HTMLファイルを作成するときと同じように、

そのまま記述することができるのです。

HTML部分とスクリプト部分の区別が明確ですから、

修正などのメンテナンスも楽になります。

■PHPとは

本連載ではサーバサイドスクリプトのひとつであるPHP

を使います。CGIに比べて、サーバサイドスクリプトはメ

リットが多いのですが、Webサーバ自身の機能になるた

め、WebサーバにPHP用のモジュールを組み込むという

作業を行っておかなければなりません。これが結構難しか

ったりするために、サーバサイドスクリプトが敬遠される

ことがあるのですが、ありがたいことに、Miracle Linux

ではインストール時に、Webサーバ（Apache）へのPHP

モジュール組み込みが行われているのです。すなわち、

Miracle Linuxのインストールが完了すれば、すぐにPHP

を使うことができるようになっています。

PHPはもともと、PHP/FI（ Personal Home Page

Tools/Form Interpreter）という名で開発されたもの

で、その後 PHP/FI2.0をもとに、PHP3（Php Hyper

Preprocessor）として生まれ変わりました。現在はPHP4

がリリースされていますが、PHP3はしっかりした国際化

対応が行われてきているため、日本語環境で使いたい場合

はPHP3のほうがまだ適しています。PHP4には新しい機

能も搭載されましたので、早くPHP4が国際化されて使え

るようになるのを望むところです。PHPの国際化対応に興

味のある方は、日本 PHP ユーザ会の Web サイト

（http://www.php.gr.jp/）などに、PHP国際化プロジェ

クトの詳細があります。

■PHPの考え方

PHPは前述のようにHTMLの中に埋め込んで使います。

ですから作業自体は、普通のHTMLファイルを作成して

サーバに置いておくのと同じイメージです。ただし、PHP

を記述したファイルは、スクリプトが含まれていることを
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図1 データベースWebアプリケーションの構成



Webサーバに認識させるために、拡張子を.php3にしてお

きます（PHP4の場合は拡張子は.php）。

図2が、PHPスクリプトがHTMLに変換されて、クラ

イアント側のブラウザで表示されるまでのしくみです。あ

らかじめ決まっていて、状況に合わせて変化させる必要の

ない部分はそのままHTMLで記述しておきます。データ

ベースへアクセスする部分や、フォームで入力されたデー

タを処理する部分などをPHPスクリプトで記述しておき、

Webサーバ内のPHPインタプリタがスクリプト部分を解

釈して、結果をHTMLで出力してくれます。

クライアント側のブラウザが受け取る時点では、スクリ

プトの部分もその実行結果のHTMLに加工されています

ので、ブラウザ側に特別な処理機能がなくても、単に

HTMLを表示するだけで済むことになります。

■PHPの書き方

リスト1がPHPファイルの例です。HTML部となって

いる部分はHTMLをそのまま記述すればよい部分で、普

通のHTMLファイルと何ら変わりはありません。PHPス

クリプト部が特殊な部分で、スクリプトであることを明確

にするために、<?phpと?>でくくります。この中はPHP

の文法に従ってスクリプトを書かなければなりません。

<?phpと?>でくくられた中にHTMLタグをダイレクトに

書くとエラーになります。

<?phpと?>の代わりに、<?と?>でくくってもよいので

すが、将来的にXMLなどとの関連を考えると、<?phpを

使うことをお勧めします。

■

■PHPの文法

■

PHPの文法は、C言語にPerlを合わせたようなものにな

っています。ですから、CやPerlを知っている方ならすん

なりとマスターできるでしょう。文法の基本はC言語、変

数、文字列の扱いや正規表現のサポートなどはPerl、各種

組み込み関数はCとPerlとPHP独自の便利な関数群とい

った雰囲気でしょうか。

■変数

PHPの変数は、変数名の先頭に$を付けます。Perlと同

じですね。名前にはアルファベットと数字が使え、日本語

は使えません。

$a、$A、$a1、$var、$kingaku、……

大文字、小文字は区別されるため、$aと$Aとは別のも

のになります。

変数に代入できるデータには、文字列（テキスト）、整

数、実数などがありますが、それらを格納する変数の型に、

文字列型とか数値型とかの区別はありません。変数の型は、

その変数が使用されるときに自動的に決定されます。

たとえば、

$var = "50";

と、変数$varに"50"という文字列を代入していても、

$res = $var + 4;
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図2 HTMLへのPHP埋め込み

<html>

<head></head>

<body>

ただいまの時刻<br>

<?php

$ta = getdate();

$h = $ta["hours"];

$m = $ta["minutes"];

$s = $ta["seconds"];

echo "$h:$m:$s\n";

?>

</body>

</html>

▼リスト1 PHPファイルの例

PHPの文法

HTML部

HTML部

PHPスクリプト部



と、＋を使って数字を加算すれば、"50"は自動的に数値と

して扱われ、$resの結果は54になります。

つまり式の状況に合わせて、文字列、整数、実数のいず

れにでも扱いを変えてくれるのです。

$var = "50"; のとき

$res = $var . "円"; →（結果）$res = "50円"

（. は文字列と文字列をつなぐ演算子です。後述）

$res = $var + 4; →（結果）$res = 54

$res = $var + 1.3; →（結果）$res = 51.3

"50"のように、文字列の内容が数値のみの場合だけでな

く、文字列の先頭が数字か－（マイナス）記号であれば、

同じように数値として評価されます。たとえば、

$var = "80円のりんご";

のような場合、数値として評価される式で使用すると、

$varは80という数値として扱われます。残りの文字列は

無視されます。そして、PHPではC言語などのように変数

の型宣言をする必要がありません。

■配列

これまでの変数は、$var=50のようにひとつの値（文字

列）を記憶するものでした。これに対して、複数の値や文

字列をひとまとめにして記憶する変数を配列と呼びます。

配列は通常、$a［0］、$a［1］……というように、変数

名の後ろに［ ］をつけて、そこに配列内の順番を表す添

字（そえじ）をつけます。添字の番号は0から始まること

に注意してください（たとえば、配列の中の３番目の値は、

［2］になります）。配列は、

$a[0] = "りんご";

$a[1] = "みかん";

$a[2] = "メロン";

というように使います。$a［0］などの、添字のついたも

のは通常の変数と同じように扱えますが、$aというのは配

列全体をあらわすため、通常の変数とは違うものになって

います。

配列の各要素に値を代入するときには、上記のほかに、

$a[] = "りんご";

$a[] = "みかん";

$a[] = "メロン";

というように、添字の数字を省略することもできます。こ

の場合は、0から順番にまだ値が代入されていない要素が

使われていきます。結果は、添字を指定した場合と同じで

す（$a［0］、$a［1］、$a［2］に代入される）。

あらかじめたくさんの値を代入しておく場合は、array

（）関数というものを使って、

$a = array("りんご","みかん","メロン");

と書くこともできます。この場合だけは左辺が$a（添字な

し）になりますので気をつけましょう。ようするに、配列

全体として$aに代入しているというイメージです。

■多次元配列

テーブル（表）などを作成する場合、行と列でセルを表

すことがよくあります。そういうとき、各セルに1対1で

変数が対応していれば便利です。その場合は、行と列とい

う2次元のインデックスをもつ多次元配列が使えます。

2次元といっても、添字が２つ並ぶだけです。

$cell[0][0] = 100;

$cell[0][1] = 200;

$cell[0][2] = 300;

$cell[1][0] = 400;

……

最初の添字を行番号、次の添字を列番号と見れば、各変

数はセルに対応しますね。

多次元配列をarray（）関数で代入するには、array（）

関数の中にarray（）関数を並べて、

$cell = array(

array(100,200,300),

array(400, ……　)

);

というように行います。内側にあるarray（）のうち、最

初が$cell［0］［0］、$cell［0］［1］、$cell［0］［2］……

に、次のarray（）が、$cell［1］［0］、$cell［1］［1］、

$cell［1］［2］……にあたります。
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■文字列

PHPで扱うデータとして文字列があります。文字列は基

本的に、

"あいうえお"

'ABCDE'

のように、””（ダブルクォート）や、’’（シングルクォート）

でくくります。

ダブルクォートの場合、その中に変数名が含まれている

と、その変数の値が使われます。たとえば、

$var = 5000;

echo "価格は$var円です。";

の結果は、

価格は5000円です。

となります。逆に、値への展開を避けたい場合はシングル

クォートでくくります。

$var = 5000;

echo '価格は$var円です。';

の結果は、

価格は$var円です。

となります。文字列の扱いもPerlに準じています。

■エスケープシーケンス

ダブルクォートで文字列をくくっているときに、「”」と

いう文字を使いたい場合、

echo "二重引用符は"です。";

と書いてしまうと、「二重引用符は」の直後の”が、文字

列の終わりと解釈されてしまい、思うような結果になりま

せん。その場合は、単なる文字として扱いたい”の前に¥

を入れて、

echo "二重引用符は￥"です。";

とすれば、正しく表示されます。

つまり、変数を表す$やダブルクォート内での”などの

意味を打ち消して（エスケープして）やるために、¥を使

います。その他にも、改行やタブなど、文字として表せな

いものを扱う場合にも¥を使います（表1）。

日本語フォントでの¥は、欧文フォントでは＼（バック

スラッシュ）になります。エディタ等の環境によっては¥

と表示しないかもしれませんが、この2つの文字は同じも

のです。

■演算子

PHPの演算子には、CとPerlから受け継いだ、

算術演算子

加算子／減算子

代入演算子

比較演算子

論理演算子

文字列演算子

ビット演算子

実行演算子

エラー制御演算子

などがあります。よく使われるものを説明します。

■算術演算子

数値の計算をするための演算子です（表2）。

■加算子／減算子

CやPerlと同様に、1を加算したり減算したりするため

に、特別な演算子があります（表3）。

■代入演算子

算術演算子と同じ効果ですが、

$a = $a + 3;
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記述 意味

¥n 改行（LF）

¥r 復帰（CR）

¥t タブ

¥¥ ¥いう文字

¥$ $という文字

¥" "という文字

表1 エスケープシーケンス



といったように、計算結果をふたたび計算に用いた変数に

戻す場合に使います。「変数$aの値を3増やす」などとい

った場合にわかりやすい記述です（表4）。

■比較演算子

あとで出てくるif文などで使われるものですが、PHPで

も対象となる式が真か偽かで、条件判断を行います。比較

演算子を含む式は、真か偽の値をとります（表5）。

また、比較演算子のない式や変数のみが評価される場合

は、「0以外はすべて真」という規則にしたがって、数値な

らば0のときに偽、それ以外は真になり、文字列ならば空

文字列のときに偽、文字が1文字でもあれば真になります。

■論理演算子

条件判断のときに2つ以上の比較演算式がある場合は、

それらの式を「または」もしくは「かつ」で結ばなければ

なりません。たとえば、$aが1から9までの数値であるか

どうかを判断するには、

$a が1以上

$a が9以下

という2つの判断を「かつ」でむすんで、「$aが1以上か

つ9以下」であるかどうかを評価することになります。式

にすると、

($a >= 1) && ($a <= 9)

のようになります。この場合の&&のような演算子を論理

演算子と呼びます（表6）。

■文字列演算子

$a = "50"、$b = "円"の場合、この2つをつなげて、"50

円"という文字列を作ろうとして、

$var = $a + $b;

とやってしまうと、$varの結果は数値の50になるだけで

す。＋は数値のための演算子なので、$aも$bも数値とし

て評価されてしまい。$a=50、$b=0となって、$varの結

果は50になるのです。

あくまでも文字列としてつなぐ場合は、文字列演算子の

. を使います。

$var = $a . $b;

とすれば、$varは"50円"になります。ダブルクォート内で

は変数が値に展開されることを利用して、

$var = "$a$b";
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式 意味 説明

$a + $b たし算

$a - $b ひき算

$a * $b かけ算

$a / $b わり算

$a % $b 余り $a を $bで割った余り

表2 算術演算子

式 意味 説明

$a++ 1を足す $aの評価のあと1を足す

++$a 1を足す 1を足してから評価する

$a-- 1を引く $aの評価のあと1を引く

--$a 1を引く 1を引いてから評価する

表3 加算子／減算子

演算子 意味 説明

! 否定 偽の場合に真

¦¦ または どちらかが真の場合に真（or）

&& かつ 両方が真の場合に真（and）

表6 論理演算子

意味 式 算術演算子 説明

たし算 $a += 2 $a = $a + 2と同じ $a + 2を$aに

ひき算 $a -= 2 $a = $a - 2と同じ $a - 2を$aに

かけ算 $a *= 2 $a = $a * 2と同じ $a * 2を$aに

わり算 $a /= 2 $a = $a / 2と同じ $a / 2を$aに

余り $a %= 3 $a = $a % 3と同じ $a を 3で割った余りを$aに

表4 代入演算子

式 意味

== 等しい場合に真

!= 等しくない場合に真

> より大きい場合に真

< より小さい場合に真

>= より大きいか等しい場合に真

<= より小さいか等しい場合に真

表5 比較演算子



としてもOKです。¥でエスケープする文字などがない場

合などはこちらのほうがわかりやすいかもしれません。

■

■処理の流れ

■

PHPには条件判断のif、ループのfor、while、ループを

制御するbreak、continueなどが用意されています。基本

的にはC言語に準じています（PHP4ではforeachが追加

されています）。

■if文

if文は、「（条件が）・・・ならば・・・する」という、

条件判断を行います。以下の例の～の部分には比較演算子

と論理演算子を含んだ比較式を記述します。

・～ならば……する

if (～) {

……

}

・～ならば……する、そうでなければ……する

if (～) {

……

}

else {

……

}

・～ならば……する、そうでなく～ならば……する、そう

でなければ……する

if (～) {

……

}

elseif (～) {

……

}

else {

……

}

いずれも、～が条件式で……が実行文になります。

実行文をくくる{}を使う代わりに、

if (～) :

…………;

elseif (～) :

…………;

else:

…………;

endif;

と書くこともできます。このときはifやelseの後の:と、

endif;を忘れないようにしてください。

■while文

while文は、whileに続く比較式が真であるあいだ、{}内

の処理を繰り返し実行します。たとえば

while ($i>0) {

echo "iが0になるまでループ";

$i--;

}

のようになります。whileでも{}を使わずに記述することが

でき、その場合はendwhileを使います。

while ($i>0):

echo "iが0になるまでループ";

$i--;

endwhile;

■for文

for文は、決まった回数だけ繰り返しを行います。for文

の書式は、

for ( 初期値; 条件式; 増減式 ) {………}

になり、具体例として、

for ( $i=0; $i<10; $i++ ) {………}

のように記述します。この場合は、「$iを最初に0とし、$i

が10未満であるあいだ繰り返す。1回繰り返すごとに$iに

1を加える」という意味になります。forを使って実際の

PHPファイルを作ってみましょう。

Miracle Linuxがインストール済みなら、リスト2を
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loop.php3というファイル名にして、/home/httpd/html

ディレクトリに置いてください。Webブラウザから、

http://（ホスト名またはIPアドレス）/loop.php3

というアドレスで呼び出すと、1から10までの数字が並ん

で表示されます。

うまく表示されたら、ぜひそのHTMLソースを見てく

ださい。リスト3のようになっているでしょう。PHPファ

イル（loop.php3）と、ブラウザ側のソース表示とを見比

べることが、PHPマスターの早道なのです。つまり、

PHPファイルのスクリプト部分を、WebサーバのPHPイ

ンタプリタで解釈された結果がブラウザのソースですか

ら、スクリプトが思ったとおりに実行されているかどうか

は、このソースが答になるのです。

ぜひとも、loop.php3をあれこれと書きかえて、そのつ

どブラウザ側ではどのようなHTMLソースになっている

かを確認してみてください。一見ブラウザでは同じ表示に

なっていても、HTMLソースの異なる場合がよくありま

す。ただし、PHPファイルをローカルファイルとして開く

と、スクリプト部分は解釈されませんので注意してくださ

い。あくまでもhttp:でWebサーバを経由しなければPHP

スクリプトは実行されません。

■break

whileやforなどのループを実行中、途中でループを抜け

たいときにはbreakを使います。

for (……) {

if (～) break;

}

という場合は、forループ内のif（～）が真になったときに

ループを抜け出して、}の後を実行します。

PHPのbreakはC言語とはちがって、ネストした外側の

ループから抜け出すことが可能です。

for (……) {

for (……) {

if (～) break; (1)

if (～) break 2; (2)

}

}

という場合、（1）のbreakは内側のforループを抜けるだ

けですが、（2）のbreakは外側のforループを抜け出しま

す。breakのパラメータとして、一番内側のループを1と

した脱出ループレベル数を記述することができるのです。

■continue

continueはループ内の残りの処理をスキップして、ルー

プの先頭にジャンプします。for文の場合、$i++などの増

減式は1回実行されますから、繰り返しの次に進むという

イメージになります。

for ( $i=0; $i<10; $i++ ) {

if ( ($i % 2) == 0 ) continue;

echo "$i<br>";

}

とすると、1、3、5、7、9が表示されます。理由は自分で

考えてみましょう。
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<html>

<head></head>

<body>

<?php

for ( $i=0; $i<10; $i++ ) {

echo "$i<br>\n";

}

?>

</body>

</html>

▼リスト2 loop.php3

<html>

<head></head>

<body>

0<br>

1<br>

2<br>

3<br>

4<br>

5<br>

6<br>

7<br>

8<br>

9<br>

</body>

</html>

▼リスト3 ブラウザで見たソース



■

■RPMパッケージを作成しよう

■

RPMパッケージを作れるようになると、自分のパッケ

ージも管理下に置けるようになるため、なにかの都合でシ

ステムを入れ換えた時も最小限の手間でカスタム環境の復

旧も可能になります。この場合、RPMを作るための方法

は、

・既存のソースパッケージをそのまま再利用

・SPECファイルを作ってゼロから作成

という方法があります。順に見ていきましょう。ただし、

コンパイルが簡単に済むとは100％は言えません。その場

合には、多少はソースコードを追いかけたり、makeに渡

すフラグを注意しておかないといけません。

■

■ソースパッケージからの再構築（--rebuild）

■

多くのバイナリのRPMパッケージはRed Hat Linux向

けに配布されていますが、みんながみんな Red Hat

Linuxを使っているわけではありません。Red Hat系ディ

ストリビューションは多様化されているため、Kondara

MNU/LinuxやVine Linux、はたまたTurbolinuxの場

合もあります。

最近は各ディストリビューションがFHSへの移行の過渡

期にあるため、一部のディレクトリに微妙な差があったり

もしますが、ほとんどの部分が共通です。Red Hat Linux

用のRPMパッケージは提供されているが、自分の使って

いるディストリビューション用はないという場合に、ゼロ

からパッケージを作っていくのは面倒です。そこで、まず

はソースパッケージを利用させてもらいましょう。

ソースパッケージは、各ディストリビューションのFTP

サイトやCD-ROMのソースパッケージディレクトリから

手に入れることができます。rpmfind（http://www.

rpmfind.net/）を利用するのもいいでしょう。ソースパッ

ケージには2つの種類があります。

・src.rpm形式

パッケージ作成の手順書となるSPECファイルと、作成に

必要なソースコードとパッチがすべて収められています。

・nosrc.rpm形式

一部（もしくはすべて）のソースコードやパッチが含ま

れていないソースパッケージです。

nosrc.rpmの場合、欠けているソースコードやパッチを

個別に取ってこないといけません。

ソースパッケージ（src.rpm）からインストールできる

バイナリパッケージを作成するために使うのが--rebuildパ

ラメータです。ソースパッケージを渡すことで、パッケー
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今回からはRPMパッケージを実際に作る方法を解
説していきたいと思います。まず、既存のソースパ
ッケージから再構築する方法と、SPECファイルを
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第2回　RPMパッケージの作成方法

ソースパッケージからの再構築
（--rebuild）

RPMパッケージを作成しよう



ジに内包されているSPECファイルを使ってバイナリパッ

ケージを生成してくれます。構築に必要なパッケージがそ

ろっていれば、だいたいの場合うまくいきます。

ここでは、xa l f（ht tp : / /www. ly sa t o r . l i u . s e/

̃astrand/projects/xalf/）を実際に再構築してみましょ

う。Webサイトよりソースパッケージ（執筆時点での最新

版はxalf-0.12-1.src.rpm）をダウンロードして、

# rpm --rebuild xalf-0.12-1.src.rpm 

としてみましょう（画面1）。

最後のほうに表示される「書き込み中: /home/

densuke/redhat/RPMS/i586/xalf-0.12-1.i386.rpm」とい

う場所に、バイナリパッケージが作られます。できあがっ

たファイルは、そのシステム用のバイナリパッケージです

ので、rpm -Uvhコマンドでインストールすることができ

ます。

このように、すでにソースパッケージ化されているので

あれば、一度はちゃんと作れているわけで、各自のLinux

環境に問題がない限りだいたい成功します。

リビルド中に問題が起こった場合にはエラーメッセージ

が出力されますから、その指示を見て各自で判断しないと

いけません。このエラーがコンパイルやリンクのエラーの

場合、「どこが悪いのか」を自分で追えないと先に進めま

せん。いずれにしても一度src.rpm（もしくはnosrc.rpm）

を展開して、どこでどうなるのかを確認してエラーを修正

していきましょう。

■

■RPMの作成（作成ディレクトリとSPECファイル）

■

今度は、SPECファイルの書き方を見てから、SPECフ

ァイルを利用してRPMパッケージを作ってみましょう。

ソースコードは通常、.tar.gzの形式か.tar.bz2の形式で配

布されていると思います。これらのソースコードから

RPMパッケージを生成させます。RPM化するからといっ

て、あまり気を張る必要はありません。通常のソフトウェ

アのインストールを考えてみればいいわけです。Linux用

のプログラムの多くは、

1.ソースコードを展開する

2.configureしてmakeする（最近はこれで十分になって

きています）

3.make installでインストールする
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[densuke@yuzu SRPMS]$ rpm --rebuild --target=i586 xalf-0.12-1.src.rpm 

xalf-0.12-1.src.rpm をインストール中
作成中ターゲットプラットフォーム: i386

Building for target i586

Executing(%prep): /bin/sh -e /var/tmp/rpm-tmp.60192

+ umask 022

+ cd /home/densuke/redhat/BUILD

Executing(%build): /bin/sh -e /var/tmp/rpm-tmp.10190

+ umask 022

+ cd /home/densuke/redhat/BUILD

+ cd xalf-0.12

+ CFLAGS=-O2

+ ./configure --prefix=/usr

Provides: libxalflaunch.so.0

PreReq: /sbin/ldconfig

Requires: ld-linux.so.2 libICE.so.6 libIIOP.so.0 ...（長いので省略）
書き込み中: /home/densuke/redhat/RPMS/i586/xalf-0.12-1.i386.rpm

Executing(%clean): /bin/sh -e /var/tmp/rpm-tmp.54966

+ rm -rf xalf-0.12

+ exit 0

画面1 xalfのソースパッケージから再構築する例

RPMの作成
（作成ディレクトリとSPECファイル）

…
…

…
…

…
…



という順序ですが、これにプラスして、RPMパッケージ

化するという部分が含まれてきます。これらの作業をまと

めた手順書となるファイルが通称SPECファイルと呼ばれ

るものです。

■RPM作成ディレクトリの構成

RPMパッケージを作成するには、それ相応に準備され

たディレクトリが必要です。通常は/usr/src/redhatとな

っていますが、任意の場所にすることができます（方法は

後述）。ここでは/usr/src/redhatとし、%_topdirと表記

します（この名前は内部変数ですが重要なものでもあるた

め出しておきます）。このディレクトリは、図1のような

ディレクトリ構成を伴っています。

それぞれ、

・SPECS

SPECファイルを置くディレクトリ。

・SOURCES

ソースファイルやパッチなどを置くディレクトリ。

・SRPMS

生成されたソースパッケージを置くディレクトリ。

・RPMS

生成されたバイナリパッケージを置くディレクトリ、こ

の下にアーキテクチャに対応した名前のディレクトリと

noarch（アーキテクチャに依存しないデータなどのパ

ッケージ）のディレクトリが必要です。

・BUILD

ソースコードを展開して実際にmakeするためのディレ

クトリ。

となっています。いくらなんでも本当にゼロからSPECフ

ァイルを書くのはきついので、たいていの場合、似たよう

なものを使って書き換えていくという方法がとられていま

す。ここでは先に紹介したxalfのSPECファイルを読んで、

内容を追っていくことにしてみましょう。実はソースパッ

ケージをrpm -Uvhでインストールすると、SPECファイ

ルやソースプログラムなどが%_topdir以下に適切に置か

れます（画面2）。

■パッケージは誰の権限で作るのか

パッケージの作成をするのはrootでないといけないの

か。実はここに重要な問題があります。一般ユーザーでも

パッケージの作成ができていいはずです。普通にコンパイ

ル→インストールというときも、コンパイルのためにroot

になることはそうそうないはずです。そこで上記のディレ

クトリを変更する方法があります。

実は先にあげた%_topdirは、各ユーザーで個別に設定

することができます。ここではユーザーdensukeが自分の

ホームディレクトリ内で作りたいとしましょう。まず、

̃/.rpmmacrosというファイルを作成し、その中で開発用

ディレクトリを以下のように指定します。

%_topdir /home/densuke/redhat  ←%も必要です

あとは、先ほど説明したRPMS／SRPMS／SPECS／

BUILD／SOURCESのディレクトリを、指定したディレ

クトリ以下で作成すればいいのです。

[densuke@yuzu densuke]$ mkdir ~/redhat

[densuke@yuzu densuke]$ cd ~/redhat

[densuke@yuzu redhat]$ mkdir RPMS SRPMS SPECS BUILD

SOURCES

[densuke@yuzu redhat]$ cd RPMS

[densuke@yuzu RPMS]$ mkdir i586 noarch
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[root@yuzu SRPMS]# rpm -Uvh xalf-0.12-1.src.rpm 

xalf                        ##################################################

[root@yuzu SRPMS]# find /usr/src/redhat -type f

/usr/src/redhat/SPECS/xalf.spec

/usr/src/redhat/SOURCES/xalf-0.12.tgz

画面2 ソースパッケージをインストール

SPECS

SOURCES

SRPMS

RPMS i386

noarch

BUILD

/usr/src/redhat(%_topdir)

図1 ディレクトリ構成図



なお、ここではKondaraによる作成なのでi586を作っ

ていますが、たいていのディストリビューションではi586

でなくi386です（IA32の場合）。LinuxPPCなどではppc

ですし、Alpha AXPではalphaとなります、この名前は

rpmパッケージのアーキテクチャ名と同じです。

試しにxalfのソースパッケージを一般ユーザーで展開さ

せてみましょう（画面3）。

■

■SPECファイルの詳細

■

では、実際にSPECファイル（xalf.spec）を読むことに

しましょう。

■プレアンブル

プレアンブル（リスト1）には、パッケージのコンパイ

ルなどには直接関係しているわけではありませんが、重要

な情報が含まれています。ほとんどの部分は、

パラメータ名: 値

という形式となっています（最初の%def ine や最後

の%descriptionは別）。また、シャープ記号（#）はコメ

ントです。この部分では、SummaryやName、Version

やReleaseといった、RPMパッケージの情報を得るコマ

ンドを使用した時に見た文字列があると思いますので大筋

理解していただけると思います。

通常のrpmコマンドで見ることのできないものとして

は、Source指示子があります。これがソースファイルの

名前となっていて、ここにあるファイルがSOURCESディ

レクトリにないといけません。そのほか、注意しておくべ

き指示子やコマンドとして以下のようなものがあります。
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# Note that this is NOT a relocatable package

%define ver      0.12

%define rel      1

%define prefix   /usr

Summary: A utility to provide feedback when starting X11 applications.

Name: xalf

Version: %ver

Release: %rel

Copyright: GPL

Group: X11/Utilities

Source: xalf-%{ver}.tgz

BuildRoot: /var/tmp/%{name}-root

URL: http://www.lysator.liu.se/~astrand/projects/xalf

%description

This is a small utility to provide feedback when starting X11

applications.  Feedback can be given via four different indicators:

An invisible window (to be used in conjunction with a task pager like

Gnomes tasklist_applet or KDE Taskbar), an generic splashscreen, an

hourglass attached to the mouse cursor or an animated star. 

▼リスト1 プレアンブル

[densuke@yuzu densuke]$ pwd

/home/densuke

[densuke@yuzu densuke]$ cat ~/.rpmmacros

%_topdir /home/densuke/redhat

[densuke@yuzu densuke]$ rpm -Uvh xalf-0.12-1.src.rpm 

xalf                        ##################################################

[densuke@yuzu densuke]$ find ~/redhat -type f

/home/densuke/redhat/SPECS/xalf.spec

/home/densuke/redhat/SOURCES/xalf-i18n-1.patch

/home/densuke/redhat/SOURCES/xalf-0.12.tgz

画面3 ユーザーの指定した開発用ディレクトリを使用

SPECファイルの詳細



・変数定義

変数は%define命令により作成できます。「%define 変

数名 値」のように定義します。%変数名もしくは%{変

数名}とすることで、定義された値に展開されます。

・%descriptionコマンド

次の行から、%で始まるコマンド文字の前までをそのパ

ッケージの説明文として記述します。

・BuildRoot指示子

パッケージを作成した時に通常のディレクトリにインス

トールせず、ここに指定したディレクトリを仮想的なル

ートディレクトリとみなしてインストールすることを指

示します。現在の開発においてはほぼ必須の機能で、詳

しくは後述いたします。

注意点として、プレアンブルで指定されたものは、自動

的に変数に代入されるものがあります。今回の場合、

%define name xalf

%define version %{ver}

%define release %{rel}

が最低限含まれ、今後利用可能となります。

■前準備、ソース展開、コンパイル

リスト2の部分は、変数を展開したあとでシェルスクリ

プトとして動作します。

前準備を行う%prepは、ソースを展開する前に準備して

おきたい作業がある場合に記述します。あまり必要性がな

いように見えますが、以前に同一パッケージを作った（作

ろうとした）際のゴミを除去しておく目的で使われること

があります。

%setupは、ソースコードを展開します。この時、展開

したソースコードは、「<ソフトウェア名>-<バージョン

>」ディレクトリ以下に展開されているとみなされます

（GNU autoconf／automakeを用いた場合は標準でこの

形式ですし、ほとんどのものはこの形式にしています）。

展開後にこのディレクトリが存在しないとエラーとなり停

止しています。

しかしながら展開してもその形式にならない例外もあり

ます。身近な例としてはLinuxのカーネルソースで、展開

するとバージョンとは無関係にlinuxディレクトリが作成

されてその下にファイルが置かれます。この時は、

%setup -n xalf

のように、-nオプションでディレクトリ名を明示すること

で対処できます。これ以外にも、表1のようなオプション

があります。

%buildの部分からは実際にファイルをコンパイルさせる

のに必要なコマンドを記述します。ここではconfigureし

て make するというお約束のみで済んでいますが、

RPM_OPT_FLAGSという環境変数が展開されています。

この変数には、あらかじめrpmコマンド側で用意されてい

る最適化用のフラグが渡されます。

■仮想インストール

コンパイルが無事終了すると、続いて%installからのコ

マンドがシェルを通じて実行され、適当なディレクトリを

起点としてインストールされます（リスト3）。

この中で登場する変数RPM_BUILD_ROOTには、プリ

アンブルのBuildRoot指示子で渡したディレクトリがその

まま入ります。GNU autoconf／automakeを使っている

ソフトウェアの場合のほとんどは、makeの変数prefixに

渡すことで、指定したディレクトリ以下にファイルを配置
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%prep

%setup

%build

CFLAGS="$RPM_OPT_FLAGS" ./configure --prefix=%prefix

make

▼リスト2 前準備、ソース展開、コンパイル指示部分

%install

rm -rf $RPM_BUILD_ROOT

make prefix=$RPM_BUILD_ROOT%{prefix} install-strip

▼リスト3 仮想インストール部分

オプション 説明

-c ディレクトリを1つ、-nで明示した名前もしくは<name>-<version>の形式で作成し、その中に展開させる

-q 表示の抑制

-a 数字、-b 数字 ソースファイルが複数ある際に指定した番号のものを展開させる。 -aの場合は最初のソースファイルを展開した後（after）で、 -bの

場合は展開する前に（before）のタイミングで実行される

表1 %setupのオプション指定（抜粋）



してくれます。こうすることで、

・すでに実際に使っているソフトウェアとかぶらないの

で、万一作成に失敗しても既存の環境を壊さない

・うまく使えば一般ユーザーでもパッケージ開発ができる

・もしトラブルで既存ディレクトリにファイルを置こうと

しても、一般ユーザーで作成していれば権限がないので

エラーで停止してくれるから安心

というメリットが得られます。後者を実現するには%files

の部分で、ひと手間が必要ですがそれだけの価値はありま

す。

実際のディレクトリにインストールするわけではないこ

とから、仮想インストールと呼ばれています。もちろんイ

ンストールしたあとに設定が必要であれば任意のスクリプ

トを挿入してもかまいません。

■後始末

%cleanには、パッケージ作成作業が終了した時に実行

される、下記のような後始末用のスクリプトを入れておき

ます。たいていの場合、仮想インストールの痕跡を消すだ

けで十分ですが、別の場所に作業ファイルを作ったという

場合に削除してもいいでしょう。

%clean

rm -rf $RPM_BUILD_ROOT

■パッケージインストール時のスクリプト

次に書かれる%pre、%post、%preun、%postunは、

パッケージ開発の際には実行されず、パッケージのインス

トールなどを行う際に実行されるスクリプトです。

リスト4のように、単一のコマンドを実行させるだけで

あれば、-pオプションに続けてコマンド名を書いて直接呼

ばせるようにすることもできます。実行されるタイミング

は、以下のようになっています。

%pre パッケージをインストールする前に実行します。特定ユ

ーザーアカウントが必要な場合にあらかじめ作成する、

などに用いられています。

%post パッケージをインストールしたあとに実行します。例の

ようにライブラリのキャッシュを作らせる（ldconfig）

場合によく用います。

%preun パッケージをアンインストールする前に実行します。サ

ービスが動いていないかを確認して止めておくタイミン

グにはいいでしょう。

%postun パッケージをアンインストールしたあとに実行します。

例のようにライブラリのキャッシュを更新させて削除さ

れたライブラリを外す場合によく用います。

■パッケージに組み込むファイル指定

%filesから始まるリスト5の部分には、パッケージとし

て取り込みたいファイルを指定させます。BuildRoot指示

子を用いている場合は、そのディレクトリを起点として見

てくれますから、特に意識する必要はありません。

ここでの%{prefix}は、プレアンブルにて、

%define prefix   /usr

としているため、展開されてリスト6のようになります。

ワイルドカードも使えます。%doc指定は、ドキュメン

トとして扱うべきファイルを指定するもので、ソースコー
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%files

%defattr(-, root, root)

%doc AUTHORS FAQ COPYING ChangeLog NEWS README INSTALL TODO BUGS extras 

%{prefix}/lib/libxalflaunch.*

%{prefix}/bin/xalf

%{prefix}/bin/xalfoff

%{prefix}/bin/xalf-capplet

%{prefix}/share/pixmaps/hourglass-big.png

%{prefix}/share/pixmaps/hourglass-small.png

%{prefix}/share/control-center/Desktop/xalf-settings.desktop

%{prefix}/share/gnome/apps/Settings/Desktop/xalf-settings.desktop

▼リスト5 パッケージに組み込むファイル指定

%post -p /sbin/ldconfig

%postun -p /sbin/ldconfig

▼リスト4 パッケージインストール時のスクリプト



ドのディレクトリ上のファイルを指定します。

■%filesによるファイルの指定

パッケージに含めたいファイルは、%filesセクションで

指定します。ワイルドカードを用いて複数指定することも

できます。ただし、root権限で作成しているのならともか

く、一般ユーザー権限での作成をしている時には、

owner／groupに問題が出ます。パッケージ化する時には

その時のファイル属性がそのまま使われてしまうからで

す。この問題に対処できるのが、%defattr（）プレフィッ

クス、および%attr（）プレフィックスです。

%defattr(-, root, root)

とすることで、この指定よりあとのファイルには（%attr

（）がない限り）アクセス権／owner／groupを強制する

ことができます。書式は、

%defattr(アクセス権(8進数指定), owner, group)

で、変更の必要がなければ“－”で代用できます。

ただし、このまま全部強制されてしまうと困るという時

に、個別に%attr（）を使うことができます。

（Squidパッケージでの例）

%attr(-, squid, squid) /var/log/squid

この場合、パッケージのインストールの際にユーザー

squidが存在しないと「そんなユーザーはいないのでroot

にしておきます」ということになりますので、%pre文を

使って、

/usr/sbin/useradd -u 23 -d /var/spool/squid -r -s

/dev/null squid 

という形で作成させています。

■ログ（%changelog）

SPECファイルの更新履歴を記入していく場所です。

■

■RPMの作成（-bによるパッケージの作成）

■

適当なSPECファイルと必要なソースを用意できたら、

あとは実際に作ってみるだけです。これには-bというパラ

メータを用います。実際には-bに作業内容を示すためのオ

プションを付けます（表2）。

それでは実際にパッケージを作成してみます。今回はバ

イナリまでで十分でしょう（画面4）。

■

■エラーが発生したら

■

エラーが発生した時、いったいなにが原因でエラーが発

生したのか、これがわからないとどうしようもありません。
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%doc AUTHORS FAQ COPYING ChangeLog NEWS README INSTALL TODO BUGS extras 

/usr/lib/libxalflaunch.*

/usr/bin/xalf

/usr/bin/xalfoff

/usr/bin/xalf-capplet

/usr/share/pixmaps/hourglass-big.png

/usr/share/pixmaps/hourglass-small.png

/usr/share/control-center/Desktop/xalf-settings.desktop

/usr/share/gnome/apps/Settings/Desktop/xalf-settings.desktop

▼リスト6 prefix展開後はこうなる

オプション 説明

-bp %prep～%setup、（あれば）%patchまでを実行する

-bc -bpに加え、%buildまで実行する

-bi -bcに加え、%installまで実行する

-bb -biを実行し、実際にバイナリパッケージを作成する

-ba -bbに加え、ソースパッケージを作成する

--clean -b系パラメータと別に指定する。作業が終了したあとでBUILDディレクトリ以下に展開した作業ディレクトリを削除する

--target=<arch> 作成するアーキテクチャを指定する。通常は必要ないが、Kondara MNU/LinuxやSuSEのように、特定アーキテクチャに最適化を行

ったパッケージにしたい場合に用いる（例：rpm -ba --target=i586。この場合RPMSディレクトリに対応するディレクトリが存在しな

いとエラーになるので、あらかじめ作成しておくといい

表2 RPMパッケージを作成するオプション

RPMの作成
（-bによるパッケージの作成）

エラーが発生したら



多く発生するエラーとしては、

・ヘッダ／ライブラリの不足

configureの出力を見てみると、実はライブラリが不足し

ている。リンクやヘッダの読み込みで失敗して止まって

いる場合はたいていこれです。不足しているものを探し

てインストールしてから再度rpm -bbしてみましょう。

・コンパイル時のエラー

あなたのCのプログラミング能力に頼るしかありません

が、いったい何のエラーなのかはよく見ないといけません。

・%filesで指定したファイルが存在しない

RPM_BUILD_ROOT以下で探してみて、実際にファイ

ルがあるか確認してみましょう。

こういう時に役立つかもしれないパラメータとして、--

short-circuitというものがあります。rpmのオプションに

指定すると、「やりたいこと」の前までは「すでに終わっ

てる」ものとして飛ばしてくれる機能です。

[densuke@yuzu SPECS]$ rpm -bi --short-circuit --

target=i586 xalf.spec

とすると、「-bb（展開、コンパイル）までは終了してい

る」とみなされ、いきなり%install以降を実行することが

できます。ただし-bb／-ba（パッケージ生成）のスイッチ

と--short-circuitは併用できません。

■

■次回予告

■

ここまでで、たいていのパッケージの作り方が追えるよ

うになると思います。しかし、エラーが出てきたときの対

処として、本来のソースと違った処理が必要となったら、

パッチを作って対処しないといけません。

次回は、パッチの作成と適用方法（%patch命令）およ

び、ちょっと特殊（？）なパッケージ生成について考えて

みたいと思います。
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[root@yuzu SPECS]# rpm -bb --clean xalf.spec

Executing(%prep): /bin/sh -e /var/tmp/rpm-tmp.19708

+ umask 022

+ cd /usr/src/redhat/BUILD

+ cd /usr/src/redhat/BUILD

Executing(%build): /bin/sh -e /var/tmp/rpm-tmp.99519

+ umask 022

+ CFLAGS=-O2 -m486 -fno-strength-reduce ← $RPM_OPT_FLAGS

Executing(%install): /bin/sh -e /var/tmp/rpm-tmp.8002

+ umask 022

+ cd /usr/src/redhat/BUILD

+ cd xalf-0.12

+ rm -rf /var/tmp/xalf-root

+ make prefix=/var/tmp/xalf-root/usr install-strip

書き込み中: /usr/src/redhat/RPMS/i386/xalf-0.12-1.i386.rpm

+ rm -rf xalf-0.12

+ exit 0

画面4 SPECファイルを利用したRPMパッケージの作成

次回予告

…
…

（省略）

…
…

（省略）

…
…

（省略）

…
…

（省略）

…
…

（省略）



■

■どんどん増え続けるファイル

■

数年前に比べれば、ハードディスクの容量は飛躍的に増

加した。筆者が最初に使ったハードディスクは10Mバイト

くらいだった思うが、その時代にはGバイト単位の容量は

「無限に広がる大宇宙」であり、とても使い切れるもので

はなかった。

ところが、人間というものはあればあるだけ使うもので、

自宅にあるテレビ録画専用PCに内蔵された160Gバイトの

ハードディスクは、100時間分のドラマや映画ですでに満

杯状態となっている。

また、少し前にADSLの工事が終わり、実測で1Mbps

程度の常時接続環境となっため、600MバイトくらいのCD

イメージが1時間半ほどでダウンロードできるようになっ

た。こうなると、NetBSDやFreeBSDのCVSなどの膨大

な容量のファイルを気軽にダウンロードするようになり、

dfコマンドの実行結果は常に100%に近い状態となってし

まっている。

■

■バックアップと管理可能なファイル容量

■

仕事や研究をする場合に、多くのメンバーでファイルを

共有する場面が増えてきた。表計算プログラムのファイル

やプレゼンテーション用のとてつもない大きなファイルな

どが、ディスクスペースをどんどん占有していくのである。

現在は、80Gバイトのハードディスクが2万6000円程度

で購入できるので、ディスクの容量を増やすことは簡単に

できる。しかしながら、データ量が増えれば増えるほど、

バックアップすることは指数関数的に難しくなってしま

う。

仕事や研究で使ったデータは、長い間確実に保存してお

かなければならないことが多いため、提供するデータ容量

はバックアップのことを考えたうえで決定する必要があ

る。

サーバ管理を始めて間もない人は、RAIDによるミラー

リングだけで安心することが多いようであるが、ミラーリ

ングは誤ったデータまでミラーする。RAM不良など（結

構ある）が発生した場合、両方のディスクのデータが化け

てしまう。また、最も頻発するトラブルは、人間が誤って

ファイルを消してしまうことなのである。

これを避けるためには、ハードディスクを複数用意して、

定期的にRAIDの再構成をする必要がある。しかし、ディ

スクを何回も抜き差しすると接点不良が起きたり、抜き差

しするときにディスクを落としてしまうといった事故が発

生することもありえる。RAIDは連続運用を保証するため

に用いたり、個人が行うバックアップとしては、コストパ

フォーマンスに優れていると思うが、業務で（本来の意味

の）バックアップとして用いるには不安も多い。

昔から、「データのバックアップはテープに限る」と言
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われているが、今回想定している研究室や部門でのファイ

ル共有のような用途では、現在でもやはりテープによるバ

ックアップが最適だと筆者は感じている。

テープドライブは、リストア時にコピー元とコピー先を

間違うようなミスが起きにくいのが第一の利点である。そ

して履歴が確実に残せるということが最も重要な点であ

る。月火水木金、毎月第1週～第5週の月曜日、1月～12

月の月初め、2001年～2005年の年初、というように27本

のテープを使ってバックアップを行えば、必要なデータを

ほぼ確実にバックアップできる。さらに、ハードディスク

と比べてカートリッジのサイズが小さく、衝撃に強いため、

輸送が簡単な点も見逃せない。遠隔地に保存しておくこと

により、火災や地震などでシステムが壊滅的な被害を受け

た場合でも、復旧が可能なのである。

なお、1つのマシンのデータを複数のテープにバックア

ップすると、管理の面（人間のミス）から意外にトラブル

となることが多い。リストア時間を考えても、1本のテー

プに収まる程度の容量が現実的である（DLTのスピード

でも、40Gバイトのリストア時間は非常に長い）。

したがって、1台のサーバで管理できるデータ量は、使

用するテープの容量に制限されることになる。

■

■無制限に増え続けるファイル

■

上記のように、バックアップ装置の制限から、1台のサ

ーバできちんと管理できるデータ量は、数Gバイト～40G

バイト程度である。そのため、この容量を絶対に超えない

ようなサーバ運用をする必要がある。

ディスク領域を管理するために、各部署に一定容量のデ

ータ領域を割り当て、その容量を超えないように管理する

人を任命することがよく行われる。

しかし、筆者の経験によれば、ディレクトリ領域を使用

する人が数十人を超えると、この方法は必ず破綻するよう

である。なぜなら、業務で使用する場合には、ファイルの

所有者が明確でなくなることが多く、いらないファイルを

消すということがきわめて難しくなるからである。特に、

ディレクトリ領域の管理は、権限のない若いスタッフが担

当させられることも多く、自分の判断だけでは整理ができ

ないのである。

そのため、ファイルは無制限に増え続け、パーティショ

ンの切り方によっては、メールが受けられなくなったり、

システムの動作にまで影響が出ることになる。

■

■容量制限をかける方法

■

このように、容量の制限を人間が手動で管理することは

たいへん難しく、自動的に確実な制限がかかるように設定

する必要がある。

制限をかける最も簡単な方法は、提供するディレクトリ

単位でパーティションを分ける方法である。この方法はシ

ンプルなので、管理も楽でありお勧めできる。ただし、こ

の方法はあとからパーティションのサイズを変更すること

が難しく、パーティションを変更する際に、誤ってシステ

ムを破壊するという危険性がある。そのため、サーバの運

用開始時には、将来を見据えた綿密な設計が必要になる。

なお、パーティション方式のバリエーションとしては、

ループバックデバイスを用いる方法もある。ループバック

デバイスとは、1つのファイルをあたかも1つのパーティ

ションに見せかけるデバイスで、iso9660のCDイメージを

作成する際などによく使われる。ループバックデバイスを

使えば、パーティションのサイズ変更は比較的簡単である

が、速度的な面では不利となる。

さて、容量制限をかける方法の本命が「ディスククオー

タ」である。クオータを使うと、各ユーザーごとあるいは

各グループごとに総使用ファイルサイズの制限をかけるこ

とができる。それぞれの制限容量は、edquotaコマンドに

より簡単に変更することができ、quotacheckコマンドに

より使用量と制限容量の一覧を得ることができる（詳しく

は、http://www.linux.or.jp/JF/JFdocs/Quota.htmlを

参照のこと）。

しかしながら、ディスククオータはあくまでも、ユーザ

ーID単位やグループID単位でしか制限をかけることがで

きない。したがって、あるディレクトリ下に多数のユーザ

ーが書き込みを行うような状況で、その「ディレクトリ単

位」での容量制限をかけたい場合は工夫が必要となる。

■

■クオータを使った共有単位での容量制限

■

sambaを使ったファイル共有を行う場合、容量制限を実

現するために、Windowsの「共有」単位でグループクオ

ータをかける方法がよく紹介される。sambaの設定ファイ

ルであるsmb.confのオプションには、force groupとい

う設定がある。これを指定すると、その共有名に対して、

接続したすべてのアクセスにおいて指定されたグループID

の権限でアクセスが行われるようになるのである。
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今のところ、テープドライブとしては

DAT、AIT、そしてDLTがよく使われてい

るようである。DATは比較的小さな4mm幅

のテープを使うものであり、最新のDDS-4

では非圧縮で20Gバイトを実現している

（図1）。

筆者は90メートルテープを使うDDS-1の

時代から、十数台のDATドライブを使用し

たが、世代が進むにつれテープが薄くなっ

たせいか、DDS-3ではテープが切断すると

いう事故を何回か経験した。信頼性という

面では後述のDLTには及ばないため、予備

ドライブを買っておくなどの運用上の工夫

が必要だが、値段が手頃なのは魅力である。

DATより大きなテープを使うAITは、非

圧縮で35Gバイトの容量が記録できる（画

面1）。DDSより高速で安心感もあるが、回

転ヘッドを使用しているためローディング

しているようすを見ていると、多少弱々し

い印象を受ける。今までトラブルを経験し

たことはないが、AITはあまり多くの台数を

使用したことがないせいかもしれない。

さて、テープドライブの最高峰はなんと

いってもDLTである。非圧縮時の容量は

40Gバイトとなっている。DATやAITに比

べるとそのドライブは大きく重いが、その

重さに信頼性を感じる。また、DLTの魅力

はデータ転送速度が非常に速い点である。

テープからリストアしているときは気が動

転している場合が多く、何度もリストアす

る羽目になることもしばしばある。DATだ

と徹夜作業になる場合でも、DLTでは終電

に間に合うのである。また、テープカート

リッジも大きく、剛性が高い。DLTはDAT

やAITのようなヘリカルスキャンによる回転

ヘッドではなく、メカ構造的にシンプルな

固定ヘッドである点も重要なポイントのよ

うに思える。さらに、ローディングレバー

の「ガッシャン」という操作感など、実際

に使用してみると非常に安心感がある。

DLTの欠点は値段が高いことで、ドライ

ブの定価が80万円で、一緒にテープを50

本買うと130万円コースとなる。しかしな

がら、業務や研究データを失うことに比べ

れば安いものである。重要なデータであれ

ばあるほど、DLTを導入すべきであろう。

ちなみに、DLTは重いので、移動には台車

が必要である。ネットワーク経由でバック

アップはできても、リストア時には、サー

バが設置されているサーバルームまで、

DLTを運ばなくてはならないこともある。

高価ではあるが、予備という意味も含めて、

必要な場所にあらかじめ設置しておけるだ

けの台数を購入したいものである。

なお、最近はDLT1という安価なドライ

ブもある（図2）。こちらのほうは、まだ実

際には使用したことがないのでなんともい

えないが、スペックと値段は魅力的である。

Column

テープドライブ

したがって、共有名ごとに専用のグループを作成して、

/etc/groupに登録しておき、そのグループに対してグル

ープクオータをかけることにより、共有単位での容量制限

を実現することができる。

しかしながら、この方法では、あくまでもWindowsの

共有単位でしか容量制限をかけることができないため、そ

れぞれのディレクトリをドライブとしてマウントする必要

がある。共有する数が少ない場合はこれでもいいが、数が

増えた場合には、どのデータがどのドライブにあるかを把

握することが難しくなるし、ドライブレター数（e:～z:）

以上のディレクトリを使用することはできない。

また、Netwareなどから移行する場合には、ドライブ単

位の共有に拒否反応を示すユーザーも多いようである。

■

■クオータを使ったディレクトリ単位での容量制限

■

あるディレクトリ下の総ファイルサイズに容量制限をか

ける方法として、BSD方式のディレクトリ所有グループ継

承を用いる方法がある。

BSD系のOSでは、ファイルが作成される際に、親ディ
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レクトリの所有グループが継承される。たとえば

FreeBSD では、max50mb という名称のグループを

/etc/group に登録し、ディレクトリのグループを

max50mbに変更することにより、そのディレクトリ中に

作成されるファイルをすべてmax50mbというグループに

することができる。したがって、max50mbグループに対

して、50Mバイトのグループクオータをかけることにより、

特定ディレクトリ下の容量制限を行うことが可能になるの

である。

このページのコラムで説明しているように、設定によっ

てLinuxでもBSD方式のグループ継承を使えるようにで

きるので、ディレクトリ単位での容量制限も可能であるは

ずだ。

ちなみに、ディレクトリ単位でグループパーミッション

権限を適切に設定すると、セキュリティも向上する。今回

のシステムのように、シンボリックリンクを用いたアクセ

ス許可のみでは、各ユーザーのFTPやtelnetアクセスを

禁止する必要があるが、グループアクセス権限を適切に設

定することにより、それらをユーザーに解放することも可

能になる。

なお、このようなグループクオータを使う場合には、い

くつか注意すべき点がある。まず、数百人が使用するサー

バでは、共有ディレクトリもかなりの数になり、

/etc/groupが巨大になるという問題がある。そのため、

行の文字数に制限があるエディタでは/etc/groupの編集

が行えなくなるので、usermodなど専用のコマンドを用い

る必要がある。

そして、1人が所属できるグループに制限があることに

も注意が必要である。たとえばFreeBSDでは、

include/sys/syslimits.h

にある、NGROUPS_MAXが16になっているので、1人

のユーザーが16を超えるグループに所属するこはできな

い。そのため、所属するグループをもっと多くしたい場合

は、この値を変更し、カーネルとすべてのコマンドを再構

築（FreeBSDでは、cd /usr/src ; make world）する必

要がある。

一方、Linuxでは、
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いわゆるUNIX環境では、ファイルを作成

する際に、そのファイルの所有者情報と所

有グループ情報が付加される。しかしなが

ら、この所有者情報と所有グループ情報は、

オペレーティングシステムによってその振

る舞いが違う。FreeBSDなどのBSD系OS

では、親ディレクトリのグループを引き継

ぐのに対し、Linuxでは自分の所属するグル

ープになってしまうのである。

たとえば、max50mbというグループ名を

/etc/groupに登録し、

# mkdir tmp

# chown root:max50mb tmp

として、

# ls -ld tmp

を実行すると、tmpディレクトリの所有ユ

ーザーと所有グループは、

drwxrwxr-x 2 root max50mb 1024 May 25

23:58 tmp/

となる。ここで、

# cd tmp

# touch foo

# ls -l

を実行すると、Linuxでは、

-rw-rw-r-- 1 root root 0 May 25 23:58

foo

となり、/etc/passwdで登録された自分のグ

ループが使用されてしまう。一方、

FreeBSDでは、

-rw-rw-r-- 1 root max50mb  0 May 25

23:58 foo

となり、親ディレクトリのグループを引き

継ぐことができ、たいへん便利である。

しかしながら、Linuxでも、

mount -o bsdgropus /dev/XXX /mnt

としてマウントしたり、/e t c / f s t a b で

bsdgroupsオプションすると、BSDと同じ

振る舞いにすることができる。

なお、筆者には、Linuxのデフォルト動作

が有利になる場面が想定できず、なぜこの

ような仕様になっているかという疑問を感

じた。そこで識者に質問してみたところ、

「おそらくLinuxの振る舞いがUNIXのもと

もとの仕様だったのだが、不便だったので

BSDでは仕様を変えたのだろう。それが便

利だったので、System V系も互換性のため

にオプションという形でこれを導入したの

ではないだろうか」

という回答を得た。

ちなみに、上記のbsdgroupsオプション

は、Vine Linux2.0で正しく動作することを

実際に確認した。しかし、FreeBSDと違い

標準仕様ではないので、Linuxで大規模に使

う場合には、実験してから実際の運用をす

るほうがよさそうである。
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include/linux/limits.h

で、NGROUPS_MAXが32に設定されている。Linuxで

はシステム全体の再構築が難しいディストリビューション

が多いように思われるので、デフォルトである32の範囲内

で使用するのが無難ではないだろうか。

■

■親ディレクトリのグループを継承できない場合

■

上記のように、親ディレクトリのグループを継承するこ

とにより、特定のディレクトリ下のすべてのファイルを特

定の所有グループIDとすることが可能になる。

しかしながら、このやり方でも問題が起きる場合が存在

する。それは、ディレクトリを「移動」してしまった場合

である。Windowsでは、マウスでドラッグすることによ

りディレクトリを簡単にすることが移動できてしまう。

現在のsambaの実装では、このようにしてディレクトリ

を移動してしまった場合、内部で、mvコマンドが実行さ

れるのと同様の動作が行われる。すなわち、renameシス

テムコールが発行されることになる。

そのため、たとえば設計グループディレクトリの中にあ

るディレクトリを、生産グループのディレクトリにマウス

でドラッグした場合、そのディレクトリ下のファイルの所

有者が生産グループに変更されず、設計グループの所有者

のままになってしまうという問題が発生する（図3）。

この問題を避けるには、Ctrlキーを押しながらフォルダ

をドラッグしていったんコピーして、コピー後に元のファ

イルを消すように、ユーザーを教育するという方法がある。

しかし、これをWindowsユーザーに徹底するのはほとんど

不可能であり、結果としてディレクトリの所有グループが

めちゃめちゃになり、容量制限が適切に適用されていない

というクレームが発生することになるのは明らかであろう。

■

■sambaのソースコード変更

■

フォルダを移動しても、所有グループが正しく継承され

るようにする方法として、sambaのソースコードを変更す

るという技がある。ソースコードが公開されていないシス

テムでは、このように柔軟な対応をとることはできないが、

オープンソースのプログラムなら自由自在に変更が可能な

のである。

samba-2.0.5aの場合、移動を実現しているソースコード

は、lib/doscalls.cの中にある、

int dos_rename(char *from, char *to)

という関数である。

上記の関数では、fromとtoが移動するパス名を示して

いる。このfromとtoは、

pstrcpy (zfrom, dos_to_unix (from, False));

pstrcpy (zto, dos_to_unix (to, False));

というようにして、dosのファイル名からUNIXのファイ

ル名に変換され、zfromとztoという名前の変数に代入さ

れる。そして、

rcode = rename (zfrom, zto);
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【設計グループフォルダ】 

【生産グループフォルダ】 

 【設計資料フォルダ】 

  新製品.xls 

 

（2a）【設計資料フォルダ】をマウスでドラッグして移動した後 

グループIDはdesign 
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（2b）理想的には親ディレクトリ（product）のグループIDを継承したい 
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（1）マウスでのドラッグ前 
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図3 フォルダをマウスで移動した場合にグループが継承されない例

sambaのソースコード変更

親ディレクトリのグループを
継承できない場合



というようにして、renameシステムコールが発行される

ことになる。

今回の目的を達成するためには、このrenameを実行す

る行の前に、

+ #if 1 /* By Toshiki Fujisawa  */

+     if( ! is_same_group_rename(zfrom, zto ) ){

+         /* 'COPY' data insted of 'RENAME' */

+         rcode = copy_same_group(zfrom, zto);

+         return rcode;

+     }

+ #endif

というコードを追加すればよい。

上記のis_same_group_renameはリスト1で定義され

る関数で、zfromとztoの所有グループが同じかどうかを

判断する。すなわち、所有グループが異なっている場合は、

renameの代わりにcopy_same_group関数が呼ばれるこ

とになる。また、copy_same_group関数はリスト2に示

す関数で、zfromからztoへファイルをコピーする関数で

ある。

ここで、リスト1とリスト2は、dos_rename関数の前

に追加すればよい。最新のsamba-2.2.0でも、この部分の

ソースコードは変わっていないので、同様に適用できるは

ずだ。なお、この変更は、sambaの漢字コーディングが

HEXであることを前提としており、2バイト目にスラッシ

ュが存在するSJISなどには対応していない。

ちなみに、筆者の経験では、この変更をする以前はマウ

スのドラッグで一瞬にしてディレクトリが移動してしまう

ため、数百Mバイトのフォルダが（無意識のうちに）どこ

かにいってしまうという事故がよく起こっていた。しかし、

このコードの追加によって、移動に時間がかかるようにな

り、誤ったフォルダ移動を行うとユーザーがすぐに気がつ

くようになったため、そのような問題は激減した。

上記の実装以外に、renameで移動してから所有者を変

える方法もあるが、ディスククオータをかけている場合に

は、今回のようにファイルを1つずつコピーするようにし

て、制限容量いっぱいまで適切な処理が行われるようにし
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/* Copyright (c) 2000,2001 Toshiki Fujisawa
License: GPL2 */

static int
get_group_id(char *path)
{

struct stat info;

if( stat(path, &info ) == -1 ){
return -1;

}
return info.st_gid;

}

static char *
alloc_dirname( char *path )
{

char  *p;
char  *last = NULL;
char  *buf;
int    len;

for( p=path; *p ; ++p ){
if( *p == '/'  ){ last = p; }

}
if( last == NULL ){

return NULL;
}
len = last - path;
buf = malloc( len + 1);
memcpy(buf, path, len);
buf[len] = '\0';
return buf;

}

static int
is_same_group_rename(char *src_arg, char *dst_arg)
{

char  *dst_dir = alloc_dirname(dst_arg);
int    dst_gid, src_gid;

if( dst_dir == NULL ){
DEBUG(0,("not found dir part=[%s]\n", 

dst_arg));
return 0;

}
if( (dst_gid = get_group_id(dst_dir)) == -1 ){

DEBUG(0,("can not get gid [%s]\n", 
dst_dir));

free(dst_dir);
return 0;

}
free(dst_dir);

if( (src_gid = get_group_id(src_arg)) == -1 ){
DEBUG(0,("can not get gid [%s]\n", 

src_arg));
return 0;

}

if( src_gid == dst_gid ){
/* DEBUG(0,("RENAME OK from=[%s] 

to=[%s]\n", src_arg, dst_arg)); */
return 1;

}else{
/* DEBUG(0,("GROUP RENAME NG from=[%s] 

to=[%s]\n", src_arg, dst_arg)); */
return 0;

}
}

▼リスト1 s_same_group_rename関数



たほうが有利である。

なお、このコードを追加したsamba-2.0.5aを使用した

FreeBSDマシン十数台で、半年ほど大規模に運用してみ

たが、特に問題は発生しなかった。

■

■ファイルサーバ管理のポイント

■

サーバを安定運用するためには、提供するデータ容量を

できる限り少なくすることが望ましい。現在のバックアッ

プデバイスやディスクの転送速度を考えると、各部署に与

えるディレクトリは、各部署のディレクトリ管理担当者が

CD-RやMOに保存できる600Mバイト以内とするのが無

難であろう。

また、毎日変更される可能性のあるデータ領域は、なる

べく小さくしておくべきである。一方、リードオンリーの

データの管理は易しいので、定期的にCD-Rやリードオン

リーのフォルダに移動するといった運用面の工夫も必要で

ある。提供するデータ容量を増やすのは簡単だが、数年に

渡ってそのデータを確実に保守していくことはきわめて難

しいのである。
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static int
copy_same_group(char *source, const char *dest)
{

SMB_STRUCT_STAT source_stats;
int ifd;
int ofd;
char *buf;
int len;    /* Number of bytes read into `buf'.

*/

sys_lstat (source, &source_stats);
if (!S_ISREG (source_stats.st_mode))

return 1;

if (unlink (dest) && errno != ENOENT)
return 1;

if((ifd = sys_open (source, O_RDONLY, 0)) < 0)
return 1;

if((ofd = sys_open (dest, O_WRONLY | O_CREAT |
O_TRUNC, 0600)) < 0 )

{
close (ifd);
return 1;

}

if((buf = malloc( COPYBUF_SIZE )) == NULL)
{

close (ifd);  
close (ofd);  
unlink (dest);
return 1;

}

while ((len = read(ifd, buf, COPYBUF_SIZE)) > 0)
{
if (write_data(ofd, buf, len) < 0)
{
close (ifd);
close (ofd);
unlink (dest);
free(buf);
return 1;

}
}
free(buf);

if (len < 0)
{

close (ifd);
close (ofd);
unlink (dest);
return 1;

}

if (close (ifd) < 0)
{

close (ofd);
return 1;

}
if (close (ofd) < 0)

return 1;

/* chown turns off set[ug]id bits for non-root,
so do the chmod last.  */

/* Try to copy the old file's modtime and 
access time.  */

{
struct utimbuf tv;

tv.actime = source_stats.st_atime;
tv.modtime = source_stats.st_mtime;
if (utime (dest, &tv))

return 1;
}

/* Try to preserve ownership.  For non-root 
it might fail, but that's ok.

But root probably wants to know, e.g. 
if NFS disallows it.  */

#if 0
if (chown (dest, source_stats.st_uid, 

source_stats.st_gid) && (errno != EPERM))
return 1;

#endif

if (chmod (dest, source_stats.st_mode & 07777))
return 1;

unlink (source);
return 0;

}

▼リスト2 copy_same_group関数

ファイルサーバ管理のポイント
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■ファイルの情報

いわゆるUNIX環境のファイルシステムで

は、1つのファイルは次のようにさまざまな

情報を持っている。

・i-node番号

・許可モード

・ハードリンクの数

・所有者ID

・所有グループID

・作成時間

・最終アクセス時間

・最終変更時間

・ファイルのバイト数

これらの情報を調べるには、statシステム

コールを使用する。statシステムコールは、

次のような関数として実装されている。

int

stat(const char *path, struct stat *sb)

ここで、pathは調べるファイルのパス名

であり、sbはstat型の構造体で、そのメン

バは、sys/stat.hで定義されている。

■statシステムコールの使用例

statシステムコールは、たとえば次のよう

にして使用される。

#include <sys/types.h>

#include <sys/stat.h>

int

main(void)

{

char *path = "file.txt";

struct stat sb;

stat(path, &sb);

printf("size=%d\n",sb.st_size);

printf("mode=%o\n",sb.st_mode);

printf("uid =%d\n",sb.st_uid );

printf("gid =%d\n",sb.st_gid );

return 0;

}

ここで、

# echo abcd >     file.txt

# chown 1234.5678 file.txt

# chmod 4755      file.txt

として、file.txtを用意して、上記のプログ

ラムを実行すると、

size=5 ※ファイルサイズ

mode=104755 ※許可モード（8進数）

uid=1234 ※ユーザーID

gid=5678 ※グループID

という結果が得られる。ここでmodeは8進

数で表されるので、printfのフォーマットに

オクタルを示す%oを指定している。mode

の上位3桁の104は、ヘッダファイルで、

#define S_IFREG 0100000

#define S_ISUID 0004000

として定義されるビットの論理和で、この

ファイルが通常ファイル（FREG）であり、

セットユーザーIDビット（SUID）が指定さ

れていることがわかる。

もし、pathで指定されたファイルがディ

レクトリだった場合は、S_IFREGの代わり

にディレクトリを意味する、

#define S_IFDIR  0040000

というビットが立つことになる。

■lstatシステムコール

上記のfile.txtがシンボリックリンクだっ

た場合を考えてみよう。

試しに、上記で作成したfile.txtを、

# mv file.txt real-file.txt

# ln -s real-file.txt file.txt

というようにして、file.txtがreal.txtを指し

示すシンボリックリンクに変更してみる。

この状態で、先ほどのプログラムを実行し

ても、先ほどと同じ結果が得られるはずで

ある。

次に、上記のプログラムの、

stat(path, &sb);

の行を、

lstat(path, &sb);

と変更して実行すると、

size=13

mode=120755

gid =6104

uid =0

という結果が表示される。この場合、サイ

ズが13バイトになっているが、これは、そ

のシンボリックリンク自体のサイズ、つま

り次のように、real-file.txtの文字数を示し

ている。

r e a l - f i l e . t x t 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 

すなわち、lstatではstatと違いシンボリ

ックリンク自体の情報を得ることができる

のである。

なお、シンボリックリンクの内容を得る

には、readlink関数を用いることになる。詳

しくは、先月号のsedusr.cを読んでみてほ

しい。

ファイル情報を得るstatシステムコール

特別講座

ステップアップC言語ステップアップC言語



■

■ユーザー認証

■

日記の更新ができるようになりましたから、あとは読む

ほうの参照機能さえできれば日記としての体裁は整いま

す。さっそく実装、といきたいところですが、その前に考

えておかなければならないことがあります。

前回作った更新機能は、日記のオーナーであるあなただ

けがアクセスできるべきです。でないと、何者かによって

身に覚えのない日記を書かれてしまいかねません。まぁ、

それはそれで面白いかもしれませんが。

そこで、参照と更新のCGIスクリプトを分けて、更新用

のスクリプトにはパスワードでロックをかけることにしま

す。スクリプト自身にその機能を持たせてもよいのですが、

ここはApacheの持つ認証機能を利用しましょう。まず、

Apache付属のhtpasswdコマンドを使ってパスワードフ

ァイルを作ります。

$ htpasswd -c /home/hoge/.htpasswd hoge

New password: （←パスワードを入力）

Re-type new password: （←確認のためにもう一度）

Adding password for user hoge

ここでは、ユーザー「hog e」のパスワードを、

/home/hoge/.htpasswdというファイルに保存していま

す。オプションの-cは新たにファイルを生成するという意

味です。通常このファイルはWWW経由でアクセスでき

ない場所に作成します。ISPによってはシェルが使えない

代わりに、CGIを使ってこのファイルを生成できるような

サービスを提供しているところもあるようです。

パスワードの設定ができたら、それを使って認証を行う

ようにします。前回作ったindex.rbは参照用に使うことに

して、update.rbに名前を変えて更新用のスクリプトにし

ましょう。さらに前回作った、.htaccessをリスト1のよう

に書き換えます。

「<Files update.rb>～</Files>」で囲まれた部分が

追加されています。これはupdate.rbに対するアクセス時

に以下のような動作を指定しています。

・認証時のプロンプトとして「 t D i a r y 」を表示

（AuthName）
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文：ただただし
Text : TADA Tadashi

前回はWeb日記の更新を行うCGIを作成しました。
今回は日記の参照機能を作成し、Web日記システ
ムを完成させます。

Rubyで作るWeb日記システム
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日記更新システムの作成（後編）

ユーザー認証

Options ExecCGI

AddHandler cgi-script .rb

DirectoryIndex index.rb

<Files update.rb>

AuthName      tDiary

AuthType      Basic

AuthUserFile  /home/hoge/.htpasswd

Require user  hoge

</Files>

▼リスト1 認証用の設定をした.htaccess

Rubyで作るWeb日記システム



・認証方式は「Basic」（AuthType）

・パスワードファイルは「/home/hoge/.htpasswd」

（AuthUserFile）

・利用できるユーザーは「hoge」のみ（Require user）

これでupdate.rbにアクセスすると、画面1のようなダ

イアログボックスが出て、正しいユーザー名とパスワード

を入力しないと先に進めなくなります。

■

■eRuby

■

前回、更新結果を表示するために、スクリプト中にヒア

ドキュメントとしてHTMLを埋め込みました。日記参照

スクリプトにも同じ手が使えますが、ちょっと待ってくだ

さい。

通常の日記システムでは、デフォルト表示で最新の数日

分の日記が読めます。これは、HTMLの生成にループが

入るということを意味します。さらに、場合によってはさ

まざまな条件分岐が入ってくるでしょう。ヒアドキュメン

ト中でこのようなループや条件分岐を記述するのはけっこ

う骨です。かといってスクリプト側の都合に合わせてヒア

ドキュメントを分割すると、可読性をかなり低下させてし

まいます。

これは主に、本質であるHTMLがスクリプトに従属し

ている、主従逆転の結果です。本来あるべきHTMLをベ

ースにして、その中にスクリプトを埋め込むことができれ

ば、この問題はかなりすっきり解決します。

インターネット上にCGIによるサービスが増えてこの問

題が顕在化してくると、おなじみのPHPやASP、JSPな

ど、さまざまな「埋め込み」テクノロジーが登場してきま

した。RubyにもeRubyというテクノロジーがあって、複

雑なCGIの構築に大きく役立っています。今回は、日記の

参照システムをこのeRubyを使って実現しましょう。

eRubyは、上で説明したようにテキストにRubyスクリ

プト（の断片）を埋め込んだものです。埋め込む先は別に

HTMLである必要はありません。たとえば以下のような

内容のテキストをeRubyに通すと、

私のユーザー名は<%= ENV['USER'] %>です。

結果は以下のようになります。

私のユーザー名はhogeです。

テキスト中に埋め込んである、HTMLタグを拡張した

ような特殊なタグがポイントです。<%=～%>というタグ

で囲まれたRubyスクリプトは評価された結果が文字列化

されてテキスト内に埋め込まれます。また、スクリプトを

評価はするが結果を埋め込まない、<%～%>というタグも

あります。この2種類のタグだけを使ってテキスト中に

Rubyスクリプトを埋め込むことで、動的に内容が変化す

るテキストファイルが作れるわけです。eRubyに関する解

説は最近よく見られるようになってきたので、詳しくはあ

とで実際に使いながら見ていくことにしましょう。

eRubyの実装には、前田修吾さんによるオリジナルの

erubyと、咳さんによるerbがあります。erubyはC言語

で書かれていて、mod_rubyと組み合わせた高度な運用も

できるのが特徴です。erbはRubyだけで書かれていて、

コマンドだけでなくライブラリとして使いやすくなってい

ます（最近はerubyも拡張ライブラリとしての使い方がで

きるようになりました）。

今回は「Rubyの入っているISP上でCGIを動かす」と

いう前提で話を進めていますので、コンパイルの必要な

erubyよりも、コピーするだけで使えるerbのほうが使い

やすそうです。さらにerbのライブラリをCGIスクリプト

の中から直接使って、柔軟な利用を考えてみましょう。

erbは以下にあります。最新版は1.3.3です。

http://www2a.biglobe.ne.jp/~seki/ruby/erb.html

もしrootになれる環境であれば、付属のインストーラを

使ってsite_rubyにインストールしてしまうのがいいでし

ょう。パッケージを適当なディレクトリで展開して、画面

2のように実行します。

しかし、ISPの自分のホームディレクトリでerbを使い

たい場合は、こうはいきません。そんな時は、CGIスクリ
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画面1 ユーザ認証ダイアログ

eRuby



プトを置いたディレクトリに、展開したerbのパッケージ

に含まれる、lib/erbというディレクトリを丸ごとコピー

してしまえば使えます。Rubyが、カレントディレクトリ

をライブラリの検索パスに持っているのが利用できるわけ

です（図1）。

■

■参照機能

■

それではerbを使って参照機能を作ります。とりあえず

最新5日分の日記を逆順に並べることにしましょう。また、

Web日記のスタンダードである、段落アンカーもここで埋

め込みます。段落アンカーは、以下のようなURLで表現

することにしましょう。

./?date=年月日#p段落番号

「./」はCGIスクリプトindex.rbを指します。続いて

CGIのパラメータdateの値として年月日を示します。そし

て段落番号は「p」に続けた数値で、ページ内のアンカー

として表現しましょう。たとえば2001年7月8日の最初の

段落は、「./?date=20010708#p01」になります。

参照機能の実装として、まずはeRubyタグを埋め込ん

だHTMLファイル（rhtmlファイル）、latest.rhtmlを作

ります（リスト2）。埋め込まれたコードのほうが多いため

読みづらくなっていますが、ベースになっているのはまぎ

れもなくHTMLです。わかりやすくするために、コード

部分を抜き出して注釈を加えたリスト3を見てください。

最新5日分の日記を取り出すために、イテレータlatest

を使っています。そのブロック中では、順に取り出した

Diaryクラスのインスタンスdiaryに対して、日付とタイ

トルを表示したあと、前回定義した段落を順に取り出すイ

テレータ、each_paragraphを呼び出しています。そして

each_paragraphのブロック内では、サブタイトルがある

かどうかで条件分岐をして、アンカーの付け方などに違い

を持たせています。

以上、2つのメソッドをイテレータとして使っています

が、latestメソッドのほうはまだ定義していません。先に

rhtmlファイルを作って、これから作るメソッドの要求を

定めたということになります。あとはこれに従ってコード

を書けばいいわけです。またlatestメソッドが定義される

べきクラスは、複数日付にわたる日記データを管理してい

る必要がありますから、TDiaryクラス（もしくはその派

生クラス）に実装されるべきであることがわかります。

そこで、続いてはこのlatestメソッドを実装します。前

回、更新用のクラスTDiaryAppendをTDiaryの派生ク

ラスとしたように、今回も参照用のクラスとして

TDiaryViewを定義しました（リスト4）。initializeメソ

ッドでは、TDiary#transactionに現在時刻を与えて呼び

出すことで、最新のデータを読み込んでいます。これで日

記データは@diariesに読み込まれているはずです。

そこでイテレータであるlatestメソッドでは、@diaries

のキー（日付を文字列化したもの）を逆順にソートし、与

えられたlimitを超えない範囲で数え上げています。「最新

のn日分の日記」を取り出す処理がこれだけの行数で、し

かもわかりやすく書けるのは、Rubyの記述力の高さがあ

ってこそですね。
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$ su

# ruby install.rb

lib/erb/strio.rb -> /usr/local/lib/ruby/site_ruby/1.6/erb/strio.rb

lib/erb/main.rb -> /usr/local/lib/ruby/site_ruby/1.6/erb/main.rb

lib/erb/erbu.rb -> /usr/local/lib/ruby/site_ruby/1.6/erb/erbu.rb

lib/erb/erbl.rb -> /usr/local/lib/ruby/site_ruby/1.6/erb/erbl.rb

lib/erb/erbcgi.rb -> /usr/local/lib/ruby/site_ruby/1.6/erb/erbcgi.rb

lib/erb/erb.rb -> /usr/local/lib/ruby/site_ruby/1.6/erb/erb.rb

lib/erb/compile.rb -> /usr/local/lib/ruby/site_ruby/1.6/erb/compile.rb

画面2 付属のインストーラを使ってsite_rubyにインストール

index.rb

latest.rhtml

update.rb

.htaccess

data/200106

erb/compile.rb
/erbl.rb

日記参照用スクリプト 

日記参照用rhtmlファイル 

日記更新用スクリプト 

 

データファイル 

 

erbファイル群 

 

図1 tDiaryのディレクトリ構造

参照機能



あとは実行するだけ、と言いたいところですが、肝心な

処理がまだです。それは、rhtmlファイルを読み込んで、

erbに解釈させる処理です。これを実現するために、erb

付属のERbLightクラスを使いましょう。ERbLightクラ

スは、値の出力を<%=～%>のみに限定したクラスです。

通常のeRubyでは<%～%>の中でもprint関数などの標

準出力への出力を呼び出すことでも出力を生成できます

が、ERbLightではこれができません。しかし実用上問題

がないうえに軽量なので、今回はこちらを使います。

ERbLightクラスは、以下のように使います。

require 'erb/erbl'
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<html>
<head>

<title>tDiary</title>
</head>
<body>
<h1>tDiary</h1>
<%
latest( 5 ) do |diary|
%>
<h2>

<a href="./?date=<%= diary.date.strftime( '%Y%m%d' ) %>">
<%= diary.date.strftime( '%Y-%m-%d' ) %>

</a>
<%= diary.title %>

</h2>
<%idx = 0
diary.each_paragraph do |paragraph|

if paragraph.subtitle then %>
<p>
<a name="p<%= '%02d' % idx += 1 %>"
href="./?date=<%= diary.date.strftime( '%Y%m%d' ) %>#p<%= '%02d' % idx %>">■</a>
<%= paragraph.subtitle %>
</p>
<p>

<%  else%>
<p>
<a name="p<%= '%02d' % idx += 1 %>"
href="./?date=<%= diary.date.strftime( '%Y%m%d' ) %>#p<%= '%02d' % idx %>">■</a>

<%  end%>
<%= paragraph.body.collect{|l|l.chomp}.join( "</p>\n<p>" ) %>
</p>

<%end%>
<hr>

<%
end
%>
</body>
</html>

▼リスト2 最新5日分の日記を表示するlatest.rhtml

latest( 5 ) do |diary| #最新5日分の日記を順に取り出す
#日記の日付、タイトルを表示

diary.each_paragraph do |paragraph| #日記中の段落を順に取り出す
if paragraph.subtitle then #サブタイトルがある段落
#サブタイトルにアンカーを付けて表示

else #サブタイトルがない段落
#最初の段落用のアンカーを生成

end

#すべての段落の本文を表示
end

▼リスト3 latest.rhtmlのコード部分を抜き出したもの



erbl = ERbLight::new( eRubyスクリプト )

html = erbl.result( binding )

まず、erb/erblをrequireします。これでERbLightク

ラスが使えるようになります。ファイルなどから読み込ん

だeRubyスクリプトを与えて、ERbLightインスタンスを

作ります。続いて、bindingを与えてresultメソッドを呼

ぶことで、eRubyタグの中身が解釈された文字列が得られ

ます。このbindingというのは、現在のインスタンスの状

態を保持したオブジェクトで、binding関数を呼び出すと

得られます。詳しい説明は省きますが、このことで、

eRubyスクリプト中で使っているメソッドやインスタンス

変数は、すべて呼び出し側のインスタンスのものが使える

ことになるのです。

それではこれを、TDiaryViewの基底クラス、TDiary

に実装しましょう（リスト5）。File::readlinesを使って与

えられたファイル名 f i l e の中身をすべて読み込み、

ERbLightインスタンスを生成しています。現在のbinding

を与えて得られたHTMLを、文字列として返します。

最後に、このeval_rhtmlを呼び出すCGIスクリプト

index.rbを書けば、参照機能は完成です。'cgi'および

'erb/erbl'は、tdiary.rbの中でrequireされていることに

しました（リスト6）。前回作成した更新用CGIスクリプ

トに比べて、ずいぶんすっきりしましたね。eRubyの威力

といえましょう。また、今回は省略しましたが、もしエラ

ーが発生しても、エラーメッセージ用のrhtmlファイルを

用意しておけば、結果を返すのも簡単になります。

参照機能にはこのほかに、段落アンカーをクリックされ

た場合の対処が必要です。CGIにはdateパラメータとして

日付が指定されますから、それに応じて単独の日付の日記

を表示するような仕組みも必要です。この機能は、宿題と

いうことにしましょう。最新表示から、ループを1つ減ら

すだけですから、簡単ですね。

■

■アンテナ対策

■

以上でいちおう日記として必須の機能はできたわけです

が、一歩進んで「日記コミュニケーション」をサポートし

ようと思った場合、欠かせない重要な機能があります。ア

ンテナ対策です。

アンテナというのは、指定したWebページの更新状況

を定期的に調べてくれるソフトウェアです。自分が欠かさ

ず読んでいる日記がいつ更新されたのかを、タイムリーに

知ることができてとても便利です。アンテナはWeb上の

各地に設置されていますし、もちろん自分で運用すること

もできます。Rubyで書かれた「たまてばこ」というアン

テナもあります（http ://www.wakaba . toyonaka .

osaka.jp/̃ikemo/soft/tama/）し、そもそもRubyホー
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#!/usr/bin/ruby -Ke

require 'tdiary'

@cgi = CGI::new

tdiary = TDiaryView::new( @cgi )

print @cgi.header( 'type' => 'text/html', 'charset' => 'EUC-JP' )

print tdiary.eval_rhtml( 'latest.rhtml' )

▼リスト6 参照機能を実装したindex.rb

class TDiaryView < TDiary

def initialize( cgi )

super

transaction( Time::now ) {}

end

protected

def latest( limit )

@diaries.keys.sort.reverse.each_with_index do |date,idx|

break if idx >= limit

yield @diaries[date]

end

end

end

▼リスト4 TDiaryViewクラス

class TDiary

def eval_rhtml( file )

rhtml = File::readlines( file ).join

ERbLight::new( rhtml ).result( binding )

end

end

▼リスト5 TDiary#eval_rhtmlメソッド

アンテナ対策

…
…



ムページにある HotL inks がアンテナそのものです

（http://www.ruby-lang.org/ja/hotlinks.html）。

このアンテナでtDiaryを捕捉してもらうためには、CGI

が「Last-Modified」というHTTPヘッダを返す必要があ

ります。これは、そのページがいつ更新されたのかを示す

情報です。これがないとアンテナは更新時刻を取得できず、

その日記はいつまでたっても更新されていないことになっ

てしまいます。Last-Modified対応は、Web日記コミュニ

ケーションには必須の機能といえるでしょう。

日記に限らず、CGIで動的にページを生成する場合にペ

ージの更新状況を知らしめるのは良いことです。それでは、

Last-Modifiedを返す機能を、tDiaryに組み込みましょう。

まずは、日記が更新されたときにその時刻を保存しなけ

ればなりません。更新時刻は日付ごとに持つべきですから、

Diaryクラスがその値を保持すべきでしょう。そこで、

Diaryクラスのappendメソッドを改造します（リスト7）。

日記の内容が変更されるappendメソッドで、@last_

modifiedというインスタンス変数に現在時刻を設定してい

ます。また、attr_readerでその値を外部から取り出せる

ようにしました。

続いてTDiaryViewに、表示するすべての日記のうち、

最新のものを取り出すメソッドlast_modifiedを作成しま

す（リスト8）。latestメソッドを利用して最新日記limit

日分を取り出し、最新のlast_modifiedを計算しています。

最後にindex.rbのHTTPヘッダ出力部分を書き換えて

完了です（リスト9）。ここで使っているのが、CGI: :

rfc1123_dateメソッドです。CGIクラスのメソッドは、与

えられたTimeオブジェクトからRFC1123で定められた時

刻表記に変換してくれます。これで正しいLast-Modified

ヘッダを作成することが可能です（ただし、Ruby 1.6.2以
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print @cgi.header( 
'type' => 'text/html',
'charset' => 'EUC-JP',
'Last-Modified' => CGI::rfc1123_date( tdiary.last_modified( 5 ) )

)
print tdiary.eval_rhtml( 'latest.rhtml' ) if /HEAD/i !~ @cgi.request_method

▼リスト9 Last-Modified対応index.rb(一部)

class TDiaryView < TDiary

def last_modified( limit )
last_modified = Time::at( 0 )
latest( limit ) do |diary|

if diary.last_modified and diary.last_modified > last_modified
last_modified = diary.last_modified

end
end
last_modified

end

end

▼リスト8 更新時刻を返すTDiaryView#last_modified

class Diary

def append( body )
body.gsub( "\r", '' ).split( /\n\n+/ ).each do |fragment|

paragraph = Paragraph::new( fragment )
@paragraphs << paragraph if paragraph

end
@last_modified = Time::now #現在時刻を保存
self

end

attr_reader :last_modified

end

▼リスト7 更新時刻を保存するDiary#append

…
…

…
…



前のrfc1123_dateメソッドにはバグがあって正しい表記に

ならないので、1.6.3以降が必要です）。

また、この新しいindex.rbではボディ部分の出力を、

CGI#request_methodが「HEAD」以外の時のみに絞っ

ています。これは、アンテナやWebブラウザが更新時刻

を取得するときに、まずHTTPのHEADコマンドを使う

ためです。HEADコマンドへの応答としてボディまで返し

てしまうので無駄なのでこのように抑制し、帯域を節約し

ています。

■

■Refererとツッコミ

■

さて、段落アンカーとアンテナ対策をすれば、Web日

記としての体裁はおおむね整ったといえます。しかしこれ

だけでは、日記コミュニケーションはアンテナ経由で人か

ら読まれるだけの一方通行しか成立しません。というのは、

日記間のツッコミ合いはリンクで行われるので、自分の日

記がどこからリンクされたのかを感知できないとコミュニ

ケーションが成立しないからです。

HTTPにはこの「どこからリンクされたか」をある程度

知るための手掛かりである、Refererというヘッダがあり

ます。あるページにあなたの日記へのリンクがあって、誰

かがそのリンクをたどってやってくると、リンク元ページ

のURLがこのRefererに設定されるのです。通常、この

情報はHTTPサーバのログを解析するなどして得るもので

すが、CGI内部で取得することも可能です。Rubyでは

CGI#refererメソッドを使って簡単に得ることができま

す。tDiaryではこのReferer情報を取得して、今日の日記

がどこからどれだけ参照されているかを直接見られるよう

にしてしまいましょう。

さらにもうひとつ、付け加えたい機能があります。日記

コミュニケーションは、もっぱら日記をつけている人どう

しの間でのみ成立します。そうでない人、つまり自分では

日記をつけずにもっぱら読む専門の人は、この輪の中に入

れません。そういう人たちを救済するために、ツッコミ専

用の簡易掲示板を付けます。そう、tDiaryの「t」には

「ツッコミ」の意味が込められていたのです（どうしょう

もないですね）。

が、紙面も足らなくなってきたので、ここではReferer

対応の説明だけしましょう。まず、その日のRefererを保

存するためにDiaryクラスを拡張し、add_refererと

each_refererというメソッドを追加します（リスト10）。

インスタンス変数@refererはHashです。キーには

RefererのURLを使い、値には参照回数とRefererの

URLを要素に持つArrayを入れます。同一のRefererに

ついて、アクセス数をカウントできるようになっています。

add_refererの中で、キーになるURLにはCGI::unescape

を施している点に注目してください。同じページからやっ

てきても、ブラウザの違いなどの要因によって、字面上は

異なるURLになることがあります。「̃ 」が「%7d」にな

っているような場合です。CGI::unescapeを通しておくこ

とで、この違いを正規化することができます。Webサイト

を訪れるユーザーの環境は多様ですから、それらの違いは

できるだけ吸収してやる必要があります。

似たような注意として、ツッコミ掲示板を実装する時に

投稿の文字コードを統一したり、HTMLタグを無効にす
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class Diary

def add_referer( ref )
@referer = {} if not @referer
uref = CGI::unescape( ref )
if a = @referer[uref] then

@referer[uref] = [a[0]+1, a[1]] #参照回数を増加
else

@referer[uref] = [1,ref]
end

end

def each_referer( limit )
@referer = {} if not @referer
@referer.collect{|k,v| v}.sort.reverse.each_with_index do |ary,idx|

break if idx >= limit
yield ary

end
end

end

▼リスト10 Referer対応Diaryクラス(一部)

Refererとツッコミ

…
…



ることも大切です。ブラウザによってはこちらの意図しな

い文字コードを送り込んでくることがありますから、フォ

ームからの入力はすべて、以下のような感じで文字コード

を統一しておくべきです。ここではNKF拡張モジュール

を使って文字コードをEUCに変換しています。

require 'nkf'

euc_string = NKF::nkf( '-e', @cgi['text'][0] )

また、不特定多数から入力される可能性があるデータか

らは、HTMLタグを無効にしておくのも大切です。自分

の日記に不愉快な写真を貼られたり、勝手に文字属性を変

えられたりされたらたまりません。これには、CGI: :

escapeHTMLが使えます。このメソッドは、「<」を

「&lt;」に置換するなど、HTMLの特殊文字をエスケープ

してくれるので、タグを無効化する効果があります。

escaped = CGI::escapeHTML( @cgi['text'][0] )

脱線してしまいましたが、Referer対応に戻りましょう。

each_refererでは、参照回数の多い順に数え上げるために

少しややこしいことをしていますが、あとは普通のイテレー

タです。パラメータlimitで、数え上げる数を制限できます。

さらにTdiaryViewクラスには、最新の日記にReferer

を追加する処理を加えます（リスト11）。この処理はファ

イルに保存されなければいけませんから、transactionの

実行中に行わなければいけません。そこで、initializeメソ

ッドにその処理を加えています。latestメソッドのパラメ

ータに1を与えると最新の日記が1つだけ取得できるのを

利用しています。

これでRefererの保存ができたので、あとは利用するだ

けです。日記を表示するrhtmlファイルに、以下のような

文を挿入すれば、参照回数が多い順にRefererへのリンク

が並ぶことになります（画面3）。

<p>本日のReferer:

<% diary.each_referer( 10 ) do |i,url| %>

<a href="<%= url %>"><%= i %></a> |

<% end %></p>

■

■おわりに

■

最後は少し駆け足になってしまいましたが、Rubyで

CGIスクリプトを書く雰囲気はつかんでもらえたでしょう

か? これまでの説明を読めばわかるように、Rubyでは機

能を追加しても影響範囲が少なく、少しずつプログラムを

書き進めていくのがとても楽です。オブジェクト指向スク

リプト言語ならではの部分ではないかと思います。アイデ

アを少しずつ形にするのが好きな筆者は、おかげで助かっ

ています:-）

今回はtDiaryのエッセンスを解説しましたが、tDiary

自体はフリーソフトウェアとして公開しています。柔軟な

カスタマイズやiモード対応など、今回は説明しなかった

機能も加わっています。なお、本誌付録CD-ROMのDisc

2に、tDiary 0.9.9（tdiary-0.9.9.tar.gz）を収録していま

す。ぜひ使ってみてください。

http://www.spc.gr.jp/tdiary/
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class TDiaryView < TDiary

def initialize( cgi )

super

transaction( Time::now ) do

if @cgi.referer then

diary = nil

latest( 1 ) {|d| diary = d } #最新の日記を取り出す
diary.add_referer( @cgi.referer ) if diary

$stderr.puts "initialize: #{diary}"

end

end

end

end

▼リスト11 Referer対応TDiaryViewクラス(一部)

画面3 完成したtDiary

おわりに

…



本連載の第2回で、ファイルハンドルとは「ファイルを

指定するための名前」と説明しました。正確には、「ファ

イル、デバイス、ソケット、パイプにつけた名前のことで、

そのうちどれを表すか指定するためのものである」という

ことになります。つまり、ファイルハンドルとはいっても、

それが指し示すものはファイルだけとは限らないのです。

ちょっとしたツール代わりのスクリプトや、Webで使われ

るCGIなどでも、ファイルのほかにパイプなどを使うこと

があります（CGIについては次回以降に解説します）。

つまり、入出力を行う際に入出力先がファイルであるか

他デバイスであるかなどをまったく意識することなく、す

べてファイルハンドルとして扱うことができる仕組みにな

っているのです。

ファイルハンドル名についての注意点は、英数字であれ

ば変数名や関数名と同じでもかまいませんが、混同しない

ように、できるだけ別の名前をつけておくほうがよく、

Perlの予約語などと間違えないように、すべて大文字を使

用するように推奨されています。

■ファイルのオープンとクローズ

ファイルを使用するときは必ずファイルをオープンする

必要があります。ファイルオープンにはいくつかのモード

があり、たとえばファイル「test.txt」をオープンする場

合、表1のように、ファイル名の前の記号によって読み／

書きや上書き／追加書き込みのモードが決まります。入出

力共用というモードは一見便利そうですが、予想しなかっ

た書き込みが行われたり、スクリプトの中でのそのファイ

ルの用途が不明確になったりしますので、どうしても必要

でない限りは、読み込み専用か上書き／追加書き込みモー

ドとしてオープンするようにしましょう。

また、ファイルをオープンしたら必ずクローズするのを

忘れないようにしましょう。

close FH;

■STDIN、STDOUT、STDERR

Perlには特別なファイルハンドルとして、STDIN、

STDOUT、STDERRというものが用意されています。

STDINは標準入力というもので、パイプやリダイレク

トのときにデータを受け取る入口で、CGIのPOSTメソッ

ドでも標準入力にデータが送られてきます。

STDOUTは標準出力で、同じくパイプやリダイレクト

でのデータの出口です。CGIのHTMLデータも標準出力
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Text : Junich Omote/Kazaguruma

手のひらに乗るLinuxマシンをラジコンカーにのせ
たら……。ネットワークも無線があるし。そうなる
と、Perlで簡単に制御できてしまうのではないでし
ょうか。ついにPerlもロボット制御言語になるのか
と発想（妄想？）は広がるばかりです。
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第6回　ファイル入出力と外部コマンド

指定方法 意味

open FH,"test.txt";

open FH,"<test.txt";
読み込み専用

open FH,">test.txt";" 上書き出力

open FH,">>test.txt";" 追加書き込み出力

open FH,"+<test.txt";" 入出力共用

open FH,"+>test.txt";" 入出力共用（上書き）

表1 ファイルオープンのモード（FHは任意のファイルハンドル）



から出力します。コマンドラインで実行したときのデフォ

ルトはコンソール（画面）につながっています。

STDERRは標準エラー出力と呼ばれるもので、標準出

力に似ていますが、パイプやリダイレクトを行ってもコン

ソールに出力されます。CGIの場合は通常、ログに出力さ

れます。

STDIN、STDOUT、STDERRはすでにファイルハン

ドルとしてオープンされていますから、STDINから1行の

データを読み込むには、

$line = <STDIN>;

とすればよく、標準出力にデータを出力するには、

print STDOUT "……";

でよいのですが、標準というだけあって、print文でファ

イルハンドルが省略されている場合は、標準出力に出力す

るという決まりがあるので、これは、

print "……";

でよいわけです。今まで出てきた普通のprint文は、標準

出力に出力するということだったのですね。

同じく標準入力も同様に省略できますので、先ほどの

「$line = <STDIN>;」は、

$line = <>;

でもかまいません。<>の1行入力でファイルハンドルが省

略されたときは、標準入力からのデータを受け取ります。

■die関数

ファイルをオープンしようとして失敗することはよくあ

ります。指定したファイル名が間違っている、ファイルが

存在しない、アクセス権限がないなど……。

気をつけなければいけないのは、そのような原因によっ

てファイルのオープンに失敗しても、スクリプトはエラー

にならず、処理が続行されるということです。普通はファ

イルがオープンできたことを前提に、その後のスクリプト

が書かれているはずですから、オープンの失敗は重大な問

題になりかねません。

Perlでは、ファイルのオープンに失敗したときに処理を

中断させたい場合はdie関数を使うことが通例になってい

ます。スクリプトは、

open FH,"test.txt" or die;

というものです。

openとdieのあいだにあるorは｜｜と同じで、「どちら

かが真であれば真を返す」という意味ですが、このとき、

前半が真だとわかった時点で後半の評価をせずに次に進み

ます。後半はあらためて真か偽かを評価しなくても、全体

は真だと決まっているわけですから、効率から考えて後半

部分の処理をスキップするのです。つまりこのような場合、

前半が偽であった場合にのみ後半部分を処理するのです。

open関数はファイルのオープンに成功すると真を、失

敗すると偽を返してきますので、オープン成功のときは後

半のdieは実行されません。オープンに失敗したときだけ

dieが実行されます。

dieはその名の通り、スクリプトを強制的に終了する命

令で、終了時にメッセージを出力することもできます。

open FH,"test.txt" or die "オープン失敗¥n";
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演算子 意味

-e ファイルやディレクトリが存在する

-r ファイルやディレクトリが読み出し可

-w ファイルやディレクトリが書き込み可

-x ファイルやディレクトリが実行可

-o ファイルやディレクトリの所有者である

-R ファイルやディレクトリが実UID／GIDで読み出し可

-W ファイルやディレクトリが実UID／GIDで書き込み可

-X ファイルやディレクトリが実UID／GIDで実行可

-O ファイルやディレクトリが実UIDの所有である

-z ファイルの大きさがゼロ

-s ファイルやディレクトリの大きさを返す

-f ファイルは通常ファイル

-d ファイルはディレクトリ

-l ファイルはシンボリックリンク

-p ファイルは名前付きパイプ

-S ファイルはソケット

-b ファイルはブロック特殊ファイル（ディスク等）

-c ファイルはキャラクタ特殊ファイル

-t ファイルハンドルはttyにオープンされている

-u setuidビットがセットされている

-g setgidビットがセットされている

-k stickyビットがセットされている

-T ファイルはテキストファイル

-B ファイルはバイナリファイル（-Tの反対）

-M スクリプト実行開始時のファイル修正時からの日数

-A 同様にアクセス時からの日数

-C 同様にinode変更時からの日数

表2 ファイルテスト演算子



dieのメッセージは標準エラー出力に出力されます。

orの働きは前述のとおりですが、英語を読むように、

「ファイルをオープンしろ、さもなければ（or）強制終了

しろ」と理解すればよいでしょう。

ただし、CGIでは標準エラー出力は通常、ログに記録さ

れるだけなので、ブラウザからは状況がわかりませんし、

スクリプトが何のメッセージもなく強制終了しても困りま

すから、dieはあまり使われません。

■ファイルテスト演算子

ファイルオープンの失敗に対するもうひとつの対策とし

て、事前にファイルの存在を確かめておくという方法があ

ります。事前にファイルの存在を確認しておけば、ファイ

ルのオープンに失敗することがなくなるというわけです。

Perlにはファイルをオープンせずに、そのファイルについ

ての状態を調べる演算子があります。これをファイルテス

ト演算子と呼びます（表2）。使い方は、演算子の後にフ

ァイル（ディレクトリ）名かファイルハンドルを書きます。

たとえば、

-e "test.txt"

とすれば、この式はファイル「test.txt」が存在している

かどうかを返しますので、

if ( -e "test.txt" ) { ……

のように、if文などの条件式として使えます。

ファイル名は文字列であればよいので、変数にファイル

名を格納して、

-e $filename

などと書くこともできます。

ここで、デフォルト変数$_を思い出してください。そう

です、ファイル名部分を省略した場合は、$_の内容をファ

イル名として処理します。

■ファイルの削除

ファイルを削除するときは、unlinkを使います。

たとえば、

unlink "test.txt";

とすれば、「test.txt」というファイルが削除されます。

unlinkのあとにはリストを書くことができるので、

unlink "test1.txt","test2.txt";

と複数のファイル名を並べて書いたり、

@files = ("test1.txt","test2.txt");

unlink @files;

というように、配列にファイル名を格納して、それらを一

度に削除することができます。

unlinkは実行結果として削除できたファイル数を返しま

すので、ひとつも削除できなかったときは0が返ることに

なり、偽になります。前述のorを使えば、

unlink "test.txt" or print "削除できませんでした。";

という使い方もできます。

■ファイル名の変更

ファイル名を変更するときは、renameを使います。

renameの書式は、

rename 旧ファイル名, 新ファイル名

になります。たとえば、「test.txt」を「finish.txt」に変更

するには、

rename "test.txt","finish.txt";

となります。

renameはLinuxのmvコマンドと同じように、ファイ

ル名を変えるのではなく、パス名を変更することでファイ

ルを移動させることもできます。/ tmp /にあった

「test.txt」を、/var/www/html/に移動するときは、

rename "/tmp/test.txt","/var/www/html/test.txt";

とします。ただし、お互いのディレクトリが別のファイル

システム（パーティション）にある場合はエラーになりま

す。その場合は、コピーと削除を組み合わせたスクリプト

を書く必要があります。

Linux magazineAugust 2001 201

P
e
rlス
ク
リ
プ
ト
入
門



■アクセス権（パーミッション）の変更

本誌の読者の方々は、Linuxのファイルアクセス権につ

いてご存じだとは思いますが、簡単に説明しておきます。

ファイルには、1つ1つにオーナー（所有者）とアクセ

ス権を設定することができます。アクセス権には、「読み

込み可能」「書き込み可能」「実行可能」の3種類があり、

そのファイルを使うユーザーの種類によって、異なったア

クセス権を設定できます。ユーザーの種類には、「所有者」

「グループ内」「全員」があります。

つまり、この3つのユーザー種類と、3つのアクセス権

を自由に組み合わせることができるのです。たとえば、

「このファイルは、所有者は読み書きしてもよいが、グル

ープ内は読むだけ、そのほかの人は読むこともできない」

などといった制約を、ファイルごとに設定することができ

るのです。

ls -lとしてファイルの属性を表示させてみると、

rwxrwxrwx   jun   users   1024     test.txt

のように表示されます。最初の「rwxrwxrwx」がアクセ

ス権を表し、順に所有者名、グループ名、サイズ、ファイ

ル名です。アクセス権は、「rwx」が1つのかたまりで、

左から、「所有者」「グループ内」「全員」のアクセス権を

表します。「rwx」の「r」が「読み込み可能」、「w」が

「書き込み可能」、「x」が「実行可能」を表します。

これらの「rxw」をいろいろと組み合わせてやれば、さ

まざまなアクセス権が設定できます。

具体的には、テキストファイルなどの実行しないファイ

ルには、「rw-r--r--」というアクセス権を、Perlスクリプ

トなど、読み書きだけでなく実行するものに関しては、

「rwxr-xr-x」というアクセス権を与えます。

アクセス権の設定は、この「rwx……」を8進数で表し

たものを使用します。各権限は8進数では次のように表さ

れます。

- ＝ 0 x ＝ 1 w ＝ 2 r ＝ 4

所有者やユーザーそれぞれのアクセス権はこれらを合算

した形となります。たとえば、「rw-r--r--」の場合、所有者

に対する部分が「rw-」ですから、4＋2＋0＝6、グルー

プ内、全員に対してはいずれも「r--」なので4＋0＋0＝4

です。つまり「rw-r--r--」の8進数表記は、0644になりま

す（8進数表記は先頭に0をつける）。同様に、「rwxr-xr-

x」の場合の8進数表記は0755です。それをファイルのア

クセス権として設定するには、

chmod 0644,"test.txt";

のように行います。

■ファイル所有者の変更

ファイルの所有者の変更も、Linuxのchownコマンドと

同じように行えますが、ユーザー名を使って設定すること

はできないため、ユーザーIDが必要になります。また、

chownという関数で、所有者とグループを同時に設定でき

ます。なお、chgrpという関数はありません。

今、ユーザーjunのユーザーIDが100、グループIDが

50として、ファイル「test.txt」の所有者とグループをjun

にする場合は、

chown 100,50,"test.txt";

となります。もし、所有者の設定だけでよく、グループを

変更しないのであれば、グループIDの部分に－1を指定し

ます。

chown 100,-1,"test.txt";

■複数ファイルに対する処理

Linuxのコマンドには、複数のファイルをまとめて扱う、

＊や＊.txtといったワイルドカードがあります。Perlスク

リプトの処理でも、このように複数ファイルをまとめて処

理したいことがよくあります。Perlでもワイルドカードを

使うことができます。たとえば、カレントディレクトリの

全ファイルのファイル名を取得するには、

@files = <＊>;

と書きます。<>は、オープンされたファイルハンドルか

らデータを1行ずつ読み込むものとして学習してきたので

すが、実はこの<>は、1行データ入力の<>とはまったく

違う演算子なのです。

この場合、@files配列には、カレントディレクトリの全

ファイル名が格納されます。

<＊>の<>はファイル名グロブ演算子と呼ばれ、<>内

をワイルドカードとみなし、それにマッチするファイル名
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をリストとして返します。1行データ入力との違いですが、

Perlは、<>内にスペースや「．」、「＊」など、ファイル

ハンドルかスカラー変数名以外のものがあるとファイル名

グロブ演算子であると判断します。

たとえば、

<＊>

<＊.html>

<test＊>

などはファイル名グロブ演算子で、

<TEST>

<test>

<$filename>

などは、1行データ入力になります。

このときに困るのが、ワイルドカード表記の"＊.txt"など

を変数に格納している場合です。

$wild = "＊.txt";

のときに、ファイル名グロブ演算子を使おうとして、

<$wild>

とすることはできません。1行データ入力と解釈されてし

まいます。ファイル名グロブ演算子として使いたい場合は、

<${wild}>

と、変数名の部分を{ }でくくります。

非常にややこしいため、Perlバージョン5ではファイル

名グロブ演算子の代わりに、glob関数が使えるようになり

ました。たとえば、<＊.txt>は、

@files = glob("＊.txt");

と書くことができます。ワイルドカードが変数に代入され

ている場合でも、

@files = glob($wild);

とすればよいわけです。混乱を防いで見やすいスクリプト

にするためにも、glob()を使うことをお勧めします。Perl

バージョン4の場合は残念ながら、<>を使う方法しかあ

りません。

■

■　ディレクトリの操作

■

処理したいのはカレントディレクトリばかりではありま

せん。あるディレクトリを決めて、その中にあるファイル

を処理したい場合もあるでしょう。単にワイルドカードで

それらのファイル群を指定できるのなら、前述のファイル

名グロブ演算子や、glob()でもかまわないのですが、もう

少し細かくファイルを選別したり、ディレクトリに含まれ

るファイルを順次処理していく方法として、ディレクトリ

をオープンすることができます。

ディレクトリをオープンする場合も、ファイルと同じく

ディレクトリハンドルを使用します。ディレクトリハンド

ルの命名ルールはファイルハンドルと同じですが、ディレ

クトリハンドルは読み込み専用になります。

ディレクトリハンドルのオープンは、

opendir ディレクトリハンドル, ディレクトリ名

です。/tmpディレクトリをオープンする場合は、

opendir TMP,"/tmp";

となります。処理が終わったら、closedir関数でクローズ

します。

ディレクトリハンドルをオープンしたら、readdirでそ

のディレクトリ内のファイル名を読み出します。readdir

はスカラーコンテキストでは順に1つずつファイル名を返

します。

opendir TMP,"/tmp";

while( $file = readdir TMP ) {

print $file;

}

closedir TMP;

リストコンテキストではすべてのファイル名が一度に読

み込まれます。
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opendir TMP,"/tmp";

@files = readdir TMP;

foreach $f (@files) {

print $f;

}

closedir TMP;

いずれの場合も、カレントディレクトリを表す「．」と

上位ディレクトリを表す「．．」も返されてきます。<＊>

を使う場合には返されてきません。

■ディレクトリの作成

ディレクトリの作成は、Linuxのコマンドと同じく

mkdirを使います。ただし、ディレクトリ名だけでなく、

そのディレクトリのアクセス権も指定しなければなりませ

ん。アクセス権はchmodの時と同様に8進数表記で指定し

ます。

mkdir "mydir",0777;

mkdirがディレクトリの作成に失敗したときは偽を返し

ます。

■カレントディレクトリの変更

カレントディレクトリを変更する場合はchdirを使いま

す。Linuxコマンドのcdにあたります。

chdir "/usr/local/bin";

■ディレクトリの削除

ディレクトリを削除する場合はrmdirを使います。その

場合はディレクトリが空でなければなりません。

rmdir "mydir";

ディレクトリの削除に成功したときは真を、失敗したと

きは偽を返します。

■暗号化

実際に使うことがあるかどうかわかりませんが、Perlで

はいろいろなデータをファイルなどに書き込んでおくとき、

簡単に暗号化することができます。ちょっとおもしろい機

能なので紹介しておきます。最近はネットワーク利用が当

たり前になってきたので、ちょっとしたセキュリティ対策

として役に立つかもしれません。

cryptは、文字列データを暗号化するものです。ただし

これは元々Linuxのパスワードファイルを暗号化するため

のものなので、暗号化される前の文字列は8文字までが有

効で、それ以上の文字列を暗号化しても結果の暗号は同じ

ものになってしまいます。

また、cryptは暗号化するだけで、暗号を元の文字列に

複合する関数は用意されていません。つまり、使い方とし

ては、合っているかどうかを調査したい文字列も暗号化し

て、元の暗号と一致するかどうかを調べることになります。

たとえば、パスワードなど元になる文字列をあらかじめ

暗号化しておいて、変数$cryptedに格納しておき、新た

に入力された文字列を$entryに入れて、

$ent_crypt = crypt $entry,"ky";

if ( $ent_crypt eq $crypted ) {

…… #暗号一致

}

というように使います。cryptは、

crypt 元の文字列, キー

という書式で使います。キーは2文字の英数字です。ちな

みに、

$res = crypt "ABCDEFGH","ky";

print $res;

と実行してみると、筆者のシステムでは、

kyEdarpFN3iS6

という暗号が表示されました。先頭の2文字はキーがその

まま出力されるようです。解読（正確には再暗号化による

一致検査）をする側でもキーは必要になりますから、キー

部分は暗号化されずに付加されているのですね。一度試し

てみてください。

■

■　外部コマンドの実行

■

Linuxにはさまざまなコマンドやツールプログラムがあ
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ります。ファイルを圧縮したり、システムを設定したり、

メールを送ったりなどなど……。Perlにはスクリプトから

外部コマンドを実行する機能が用意されています。せっか

くですから、これらのコマンド機能をPerlで制御したいも

のです。

■system()

system()は外部コマンドを起動します。スクリプトはそ

のコマンドが終了するまで待っています。たとえば、「ls

/etc」というコマンドを実行する場合は、

system("ls /etc");

と書きます。この場合、Perlはシェルを起動して、シェル

に"ls /etc/＊"というコマンド文字列を渡します。

一方、

system("ls","/etc");

と書いたり、

@comm = ("ls","/etc");

system(@comm);

のようにコマンド文字列を配列に格納してsystem()の引数

にした場合は、Perlはシェルを起動せずに直接lsコマンド

を実行してくれます。

シェルを起動する場合としない場合とでは、起動される

プロセスの数が違いますから、シェルを起動しないほうが

パフォーマンスは良くなります。

しかし、コマンド文字列に、ワイルドカードの＊やリダ

イレクトの<、>、パイプの｜などが含まれる場合は、シ

ェルを起動しなければ解釈されません。

たとえば、

system("ls /etc/host＊");

はシェルが起動されるためワイルドカードが正しく解釈さ

れますが、

system("ls","/etc/host＊");

は、文字どおり「host＊」という名前のファイルとして解釈

されるため、何も表示されないことになります。特にコマ

ンド文字列を配列に格納する場合に気をつけてください。

■バッククォート演算子

system()で実行されたコマンドの出力は、Perlスクリプ

トの標準出力（コンソール画面など）に出力されます。で

すから、system()ではコマンドの出力データをスクリプト

内で利用することができません。コマンドの出力データを

スクリプト内で利用したい場合には、バッククォート演算

子（`）を使います。

コマンドをバッククォートで囲むと、コマンドが実行さ

れてその出力が返されます。たとえば、

$now = `date`;

を実行すると、$nowにはdateコマンドが出力する文字列

が格納されます。

バッククォート演算子内ではダブルクォートと同じよう

に変数展開やメタ文字の処理が行われます。たとえば、

$dir = "/tmp";

$res = `ls $dir`;

とすれば、$dirが展開されて「ls /tmp」というコマンド

が実行されます。このとき、$resにはコマンドの結果が格

納されます。

バッククォート演算子で囲んだコマンドの実行結果は、

スカラーコンテキストではコマンドの出力を1つの文字列

にして返します。リストコンテキストでは、コマンドの出

力を各行ごとのリストにして返します。ですから、

$dir = "/tmp";

@files = `ls $dir`;

の場合は、@filesの各要素にはlsの出力が1行ずつ、すな

わちファイル名が1つずつ入ります。

■コマンドをオープンする

実は外部コマンドもファイルと同じようにオープンする

ことができます。そうすることにより、コマンドに対して

入出力を行うことができます。

コマンドのオープンの実体はパイプです。コマンドの出

力を受け取るだけならバッククォート演算子でも可能でし
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たが、コマンドにデータを送る場合はオープンする必要が

あります。

コマンドにデータを送る場合は、

open COMM,"｜sort";

と書くことにより、ファイルハンドルCOMMに出力した

データがsortコマンドの標準入力に送られます。データを

送るには、

print COMM "……";

とすればよいだけです。

逆にコマンドから出力を受け取るためには、

open COMM,"ls ＊ |";

とすればよいことになります。

ただし、入力と出力を同時に行うことはできません。

Linuxのパイプでは可能ですが、

open COMM,"|sort|";

という使い方はできません。

■メール送信スクリプト

それではコマンドのオープンを使って、メールを送信す

るスクリプトを作ってみましょう。

メールを送信するには、sendmailコマンドを使います。

Perl でメールを送信するといっても、結局のところ

sendmailコマンドに送信先やメールの内容などのデータを

渡してメールを送信してもらうだけですから、まずは

sendmailコマンドでメールを送る方法を調べます。こうい

うスクリプトがうまく動かない原因の多くは、コマンドの

使い方が間違っている場合ですから、必ず手動でコマンド

を実行してから、その手順をスクリプトで再現するように

します。

sendmailコマンドでメールを送信する場合は、まず宛

先を指定して

/usr/sbin/sendmail toaddr@domain.co.jp

とタイプし、次にSubjectとFromを入力します。

Subject: Mail Test

From: from@domain.co.jp

次に空行を1行入れて、メールの本体を入力します。最

後に、sendmailコマンドに入力完了を知らせるため「．」

を入力します。

This is a test mail.

送信テスト。

これはテストのメールです。

.

これでsendmailは直ちにメールの送信を行ってくれます。

スクリプトを書く前にぜひ、手動でのメール送信を行っ

てみてください。ただし、sendmailがインストールされ

ていて（PostfixでもOKです）、SMTPサーバが動いてい

る必要があります。

手動でのメール送信が成功したら、その手順をスクリプ

トにするだけです（リスト）。

ファイルハンドルをMAILとして、sendmailへのパイプ

をオープンしています。sendmailコマンドの実行パスは環

境によって変わる可能性があるため、$mailpathとしていっ

たん変数に代入します。宛先のメールアドレスも同様です。

「Subject」と「From」は最低限ないと、相手に到着

したときにタイトルや送信元のない失礼なメールになって

しまいます。ほかに、「Reply-To」なども指定できますか

ら、詳しくはsendmailのマニュアルも参照してください。

後半2行のprint文はメッセージ本体です。この部分は自

由に変数を使うなり、ヒアドキュメントを使うなりしてく

ださい。

sendmailに入力の完了を伝える方法ですが、手動のと

きは「．」だけの行を入力して完了を知らせました。スク

リプトでオープンしているときはその必要がなく、ファイ

ルハンドルをクローズすれば、sendmailは入力完了だとい

うことがわかり、メールを送信してくれます。
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$mailpath = '/usr/sbin/sendmail';

$toaddr = 'dareka@domain.co.jp';

open MAIL,"| $mailpath $toaddr";

print MAIL "Subject: Mail Test \n";

print MAIL "From: from@domain.co.jp \n\n";

print MAIL "This is a test mail\n";

print MAIL "from Perl script !! \n";

close MAIL;

▼リスト メール送信スクリプト



Linuxを含むUNIX系OSでコマンドやスクリプトの動

作を変えるには、起動時のコマンドラインでオプションを

指定する方法が一般的だ。実行時にいちいちユーザーの入

力を求める対話的な方法では、処理を自動化（無人化）す

ることが難しいからだ。

しかし、起動時のオプション指定によっては、対話的な

処理を行うコマンドも存在する。典型的な例がcpやmv、

rmなどで使われる-iオプションだ。-iオプションを付けて

cpやmvを実行すると、コピー／移動先に同名のファイル

がすでに存在する場合に、上書きしてもよいかユーザーに

確認を求めてくる。

同様に、rmも-iオプションを付けることで、コマンドラ

インで指定したファイルひとつひとつに対して、削除して

もよいか確認を求めてくるようになる。コマンド実行中に

ユーザーが入力した内容（「yes」か「no」か）によって

その後の処理が変化するわけだ。

こうした対話的なオプションは、処理した結果が大きな

影響を及ぼす場合に使われることが多い。

たとえば、Red Hat系ディストリビューションのスーパ

ーユーザー（root）は、cp、mv、rmコマンドが常に-iオ

プション付きで実行されるようなエイリアス（別名）が標

準で設定されている。不用意な操作で設定ファイルなどの

大切なファイルが上書きされたり、削除されることを防い

でいるわけだ。もちろん、自動処理の妨げになることがな

いように、問答無用で上書きや削除を行うオプション（-f）

も用意されている。

■

■キーボードからの入力と選択処理

■

シェルスクリプトで対話的な処理を実現するには、キー

ボードからの入力をシェル変数に格納する組み込みコマン

ドreadを利用し、入力された内容に応じてif／case制御

構造による分岐処理を行えばいい。

さらに、「yes」か「no」かといった二者択一ではなく、

3つ以上の選択肢の中から1つだけユーザーに選ばせるよ

うな処理も行える。当然のことながら、スクリプトは二者

択一の場合よりも複雑になり、for／while制御構造による

繰り返し処理や、前回説明したシェル関数、引数をコマン

ドラインとして評価する組み込みコマンドevalなどを組み

合わせる必要がある。

もっとも、bashの場合は一連の処理を代行するselect

制御構造が用意されているので、わずか数行の記述で同様

の処理を実現可能だ。

以下では、

・スクリプト中でのキー入力の扱い方

・ユーザーに二者択一させる方法

・複数の選択肢の中からユーザーに選択させる方法

・選択肢の表示や入力処理を代行するselect制御構造
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について説明したのち、終了させるプロセスを一覧から番

号で選択できるスクリプトを作成する。

●キー入力した内容をシェル変数に設定する

シェルスクリプトでキーボードからの入力を扱うには、

組み込みコマンドreadを利用する。標準入力（通常はキ

ーボードからの入力）の内容を1行分読み込んで、シェル

変数に格納するコマンドだ。readの書式は次のようになっ

ている。

read 変数名…

引数には、入力内容を格納するシェル変数名を記述する

（$は付かない）。複数のシェル変数をスペースで区切って

並べることも可能だ。

キーボードから入力した内容は、組み込み変数IFSの内

容（初期値はスペース、タブ、改行）を区切り文字とする

ワードに分解され、対応する位置のシェル変数に格納され

る。なお、シェル変数の数がワード数より少ない場合は、

残りの内容は最後の変数にまとめて格納される。

たとえば、コマンドラインで、

$ read hoge foo bar

This is a test.

とすると、シェル変数hogeには「This」、fooには「is」、

barには残りの入力内容をまとめた「a test.」がそれぞれ

格納される（図-1）。

これに対し、

$ read hoge

This is a test.

のように、変数を1つだけ指定すると、hogeに「This is

a test.」がすべて格納されるわけだ（図-2）。

ここで注意すべき点は、入力内容の先頭に並んだ区切り

文字が自動的に取り除かれることだ。

たとえば、

$ read hoge

This is a test.

と先頭にスペースやタブを並べても、hogeにはそれを取

り除いた「This is a test.」だけが格納される。
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(1) 複数のシェル変数を指定した場合 

$ read hoge foo bar
This is a test.

(2) シェル変数を1つだけ指定した場合 

$ read hoge 
This is a test.

とすると、それぞれ、 とすると、 

hoge

「This」

が格納される。 が格納される。 

foo

「is」

bar

「a test.」

hoge

「This is a test.」

図　組み込みコマンドreadによるキー入力



なお、行頭の空白文字も含めて、入力内容をすべてシェ

ル変数に格納したいなら、readを実行する前に組み込み変

数IFSの内容を空文字列に変更すればいい。ただし、IFS

の変更はさまざまな部分に影響するので、readを実行後に

元の内容（スペース、タブ、改行）に戻しておこう。

要点をまとめると、

・シェルスクリプト実行中にキーボードから入力するには

組み込みコマンドのreadを利用する。

・readの引数で指定したシェル変数（複数可）に、ワー

ド分解された入力内容が順番に格納される。

・ワード数がシェル変数の数より多い場合は、残りの内容

が最後のシェル変数にまとめて格納される。

となる。

●スクリプト実行時に二者択一を行う

シェルスクリプトでユーザーに二者択一させるには、入

力を促す「プロンプト」を端末画面に表示し、前節で説明

したreadを使ってキーボードからの入力をシェル変数に取

り込み、if制御構文などを利用して変数の内容に応じた分

岐を行えばいい。

たとえば、ユーザーが「y」を入力した場合に処理を続

行するスクリプトは次のようにする。

echo -n "処理を続けますか? (y/n) " > /dev/stderr

read ans

if [ "$ans" != y ]; then

exit

fi

＜yを入力した場合の処理＞

まず、echoにより「処理を続けますか? (y/n)」という

プロンプトを表示する。このとき、改行を抑制する-nオプ

ションを付けて、readでキー入力する文字がプロンプトの

直後に表示されるようにするといい。また、標準エラー出

力（/dev/stderr）にリダイレクトすることで、スクリプ

ト実行時のリダイレクトに関係なく、このプロンプトが確

実に端末画面に表示される。

続いてreadが実行され、キー入力した内容がシェル変

数ansに格納される。組み込み変数IFSを変更していない

ので、行頭の空白文字は自動的に取り除かれてansには含

まれないが、この場合は何の問題もない。

if制御構造による分岐処理では、ansの内容を「y」と比

較し、「y」とマッチしない場合は組み込みコマンドのexit

を実行してスクリプトを終了する。ここで使われる

「"$ans" ！＝ y」という条件式は、ansが「y」以外なら

必ずマッチすることに注意されたい。つまり、「n」を入力

した場合はもちろん、（「y」を除く）任意の文字列を入力

した場合にもスクリプトが終了する。対話的な処理は結果

が大きな影響を及ぼすような場合に使われるので、より安

全な側に振っているわけだ。

もっとも、上の例だと「Y」「yes」「Yes」「YES」とい

ったキー入力に対してもスクリプトを終了してしまうの

で、少しばかり都合が悪い。こうした入力に対しても処理

を続行するように改良したバージョンは以下のとおりだ。

echo -n "処理を続けますか? (y/n) " > /dev/stderr

read ans

case "$ans" in

y*|Y* ) ;;

* ) exit

esac

＜yやYで始まる文字列を入力した場合の処理＞

今度は、if制御構造の代わりにcase制御構造を利用する

ことで、複数の入力文字列に対する処理を1つにまとめて

いる。

まず、シェル変数ansの内容が、

・yで始まる文字列…「y」や「yes」など

・Yで始まる文字列…「Y」や「Yes」、「YES」など

のいずれかの場合は、最初の「y＊｜Y＊」というパター

ンにマッチするので、何もコマンドを実行せずに「；；」

でcase制御構造を脱出する。

一方、最初のパターンにマッチしなかった場合は、2番

目の「＊」というパターン、すなわち「任意の文字列」に

必ずマッチするので、exitが実行されてスクリプトが終了

する。

なお、プロンプトに対してEnterキーだけ押すと、シェ

ル変数ansには空文字列（長さ0の文字列）が設定される。

空文字列は「y＊｜Y＊」というパターンにはマッチしな

いため、上の例では「n」を入力した場合と同様にスクリ
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プトが終了してしまう。もし、Enterキーだけが押された

場合も処理を続行したいなら、空文字列を表わす「’’」

（引用符2つ）を最初のパターンに「｜」とともに追加し

て、「y＊｜Y＊｜’’」と書けばいい。

この節での要点をまとめると、

・ユーザーに二者択一させる場合は、プロンプトの表示→

readによるキー入力→if/case制御構造による分岐処理

という流れでスクリプトを作成する。

・プロンプト用のechoは、-nオプションで改行を抑制し、

標準エラー出力（/dev/stderr）にリダイレクトする。

・「y」や「Y」などいくつかの文字列以外はすべて「n」

と見なして処理したほうが安全。

・Enterキーを「n」と見なす場合は「y＊｜Y＊」、「y」と

見なす場合は「y＊｜Y＊｜’’」というパターンを使う。

となる。

●選択肢を一覧表示して選択させるには

シェルスクリプトを実行中に、多数の選択肢の中からユ

ーザーに1つだけ選んでもらう処理を考えてみる。選択肢

の数が多いことを考慮すると、選択肢の表示はプロンプト

とは独立させたほうがいい。また、選択肢の内容をキー入

力して選ぶのは面倒なので、選択肢を表示する際に通し番

号を付け、ユーザーにはその番号だけを入力してもらうこ

とにしよう。

処理の流れは以下のようになる。

(1) 複数の選択肢を通し番号付きで一覧表示する。

(2) プロンプトを表示して番号の入力を促す。

(3) ユーザーの入力した番号を取り込む。

(4) 入力した番号が有効かどうかで分岐する。

(b) 有効な場合は、その番号の選択肢の内容をシェル変

数に格納して繰り返し処理から抜ける。

(a) 無効な場合は、警告メッセージを表示後、(1)に戻っ

て処理を繰り返す。

こうしたスクリプトの具体例として、3つの選択肢「foo」

「bar」「baz」の中から1つだけ選択するスクリプトsel3が

リスト1だ。

このスクリプトを実行すると、

1) foo

2) bar

3) baz

選択は? (1-3) 

と選択肢が通し番号付きで一覧表示され、プロンプト「選

択は? (1-3) 」が表示される。

有効な番号（1から3）のいずれか、たとえば2を入力し

てEnterキーを押すと、

選択したのはbarです。

と、対応する選択肢を含む文を表示して終了する。

それ以外の文字を入力した場合は、「不正な番号です」

という警告メッセージが表示され、再び選択肢の一覧とプ

ロンプトが表示される。処理を中断するにはCtrl-Cキーを

押せばいい。

スクリプトの内容を簡単に説明しよう。処理の中心とな

るのは3～17行目のwhile制御構造で、シェル変数ansが

空文字列の間ずっと繰り返し実行される。

4～8行目が選択肢の一覧を表示する処理にあたる。通

し番号が格納されるシェル変数numに初期値0を設定した

あと、for制御構造のリストに指定された選択肢「foo」

「bar」「baz」を、通し番号とともに1つずつ表示する。6

行目のコマンド置換と外部コマンドexprを組み合わせた

数値演算については、本連載の第6回（2001年4月号）を

参照されたい。bashでのみ実行するなら、この部分は

「num=$((num+1))」と$((…))構文を使って書いてもいい。

9行目ではプロンプトを表示する。範囲の表示には、for
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1: #!/bin/sh

2: ans=''

3: while [ -z $ans ]; do

4:   num=0

5:   for f in foo bar baz; do

6:     num=`expr $num + 1`

7:     echo "$num) $f" > /dev/stderr

8:   done

9:   echo -n "選択は? (1-$num) " > /dev/stderr

10:   read reply

11:   case "$reply" in

12:   1) ans=foo;;

13:   2) ans=bar;;

14:   3) ans=baz;;

15:   *) echo "不正な番号です" > /dev/stderr

16:   esac

17: done

18: echo "選択したのは$ansです。"

▼リスト1 3つの選択肢から1つを選ぶスクリプトsel3



制御構造の繰り返しが終了した時点で、シェル変数num

に選択肢の総数が格納されていることを利用している。

10行目でreadを使ってキー入力（番号）をシェル変数

replyに格納し、11～16行目のcase制御構造で分岐する。

入力した番号が有効な場合（1から3）、対応する選択肢を

シェル変数ansに格納する。これで、次回のwhile制御構

造の繰り返し判定では条件式「-z $ans」が不成立となり、

18行目の処理にスキップする。

一方、入力した番号が無効な場合は「不正な番号です」

という警告メッセージを表示する。ansの内容は空文字列

のままなので、次回も繰り返し判定の条件式「-z $ans」

が成立し、4行目以降の処理が繰り返される。

続いては、選択肢の数や内容がスクリプト実行時に決ま

るような場合でも使える、汎用性のあるスクリプトに改良

してみよう。具体例として、スクリプト実行時にコマンド

ラインで指定した複数の選択肢の中からユーザーに1つだ

け選んでもらうケースを考える。

たとえば、

$ selarg hoge fuga hogehoge fugafuga

として実行すると、

(1) hoge

(2) fuga

(3) hogehoge

(4) fugafuga

選択は? (1-4) 

のように、引数で指定した選択肢が通し番号付きで一覧表

示されるわけだ。

リスト1のスクリプトsel3では、選択肢の一覧を表示す

るfor制御構文のリストや、入力した番号に基づいてシェ

ル変数ansに選択肢の内容を格納する部分に、選択肢が直

接記述されている。これを、コマンドラインで指定した引

数の並び「"$@"」や、それぞれの引数の内容（$1、$2、

…）で書き換えればいい。

これに従って改良したのがスクリプトselarg（リスト2）

だ。ほかのスクリプトにも簡単に流用できるように、「選

択肢を通し番号付きで一覧表示して、ユーザーに1つだけ

選んでもらう」という処理は、シェル関数sellistとして定

義している（2～19行目）。シェル関数についての詳細は、

前回（2001年7月号）の本連載を参照されたい。

シェル関数sellistのおおまかな流れはリスト1とほぼ同

じだ。違うのは、7行目のfor制御構造のリストに、シェ

ル関数の引数の並びを表わす「"$@"」を指定している点

と、入力した番号に基づく分岐処理（13～17行目）が、

case制御構造ではなくif制御構造で行われる点だ。

入力した番号が有効かどうかは、「"$reply" -ge 1 -a

"$reply" -le $#」という条件式で判定される。これは、

「replyの値が1以上で、かつ引数の数以下である」場合に

成立する（「$#」はシェル関数の引数の数を表わす）。

また、入力した番号に対応する選択肢をansに設定する

14行目では、引数をコマンドラインとして評価する組み込

みコマンドevalが使われている。このevalについては次

回詳しく取り上げることにしよう。

関数の定義が終わったら、あとはコマンドライン引数の

並び「"$@"」をsellistの引数に指定して実行し（20行目）、

シェル変数ansに返された結果を含む文字列を表示するだ

けだ（21行目）。

この節の要点をまとめると、

・複数の選択肢の中からユーザーに1つだけ選んでもらう

場合は、選択肢の一覧表示→プロンプトの表示→read

によるキー入力→if/case制御構造による分岐処理とい

う流れでスクリプトを作成する。

・選択肢には通し番号を付け、ユーザーにはその番号だけ

を入力してもらう。
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1: #!/bin/sh

2: function sellist

3: {

4:   ans=''

5:   while [ -z $ans ]; do

6:     num=0

7:     for f in "$@"; do

8:       num=`expr $num + 1`

9:       echo "$num) $f" > /dev/stderr

10:     done

11:     echo -n "選択は? (1-$num) " > /dev/stderr

12:     read reply

13:     if [ "$reply" -ge 1 -a "$reply" -le $# ] 2> 

/dev/null; then

14:       eval "ans=\$$reply"

15:     else

16:       echo "不正な番号です" > /dev/stderr

17:     fi

18:   done

19: }

20: sellist "$@"

21: echo "選択したのは$ansです。"

▼リスト2 コマンドライン引数で指定した選択肢から1つ選ぶスクリプトselarg



・選択肢の数や内容がスクリプト実行時に決まるような場

合でも選択処理は可能。

となる。

●選択肢の表示や入力処理を代行するselect制御構造

bashに用意されたselect制御構造を利用すると、前節

とほぼ同じ処理を、わずか数行の記述で実現できる。その

理由は、以下に示す処理をselect制御構造が自動的に行っ

てくれるからだ。

(1) 選択肢を通し番号付きで一覧表示する。

(2) プロンプトを表示して番号の入力を促す。

(3) ユーザーの入力した番号を取り込む。

(4) 番号に対応する選択肢（番号が無効な場合は空文字列）

をシェル変数に格納する。

(5) (1)に戻って処理を繰り返す。

スクリプトの作成者は、「選ばれた選択肢の内容に応じ

て何らかの処理を行い、繰り返し処理から脱出する」とい

う部分だけ記述すればいい。

select制御構造の書式は以下のとおりだ。

select 変数名 in リスト; do

選択後の処理

done

「変数名」（$は付けない）に記述したシェル変数には、

ユーザーが入力した番号に対応する選択肢が格納される。

「リスト」には、複数の選択肢を空白文字で区切って書け

ばいい。この書式は、繰り返し処理を行うfor制御構造と

よく似ている。

具体例として、前節で作成したselargを、select制御構

造を利用して書き換えたスクリプトselarg2をリスト3に

示す。21行もあったスクリプトと同じ処理が、半分以下の

9行で実現されている。なお、select制御構造を使ったス

クリプトはbashでしか動作しないため、1行目の記述は

「#!/bin/bash」としている。

2行目で設定しているPS3は、select制御構造のプロン

プトを格納する組み込み変数だ。PS3が未設定の場合、

「#?」という不親切なプロンプトが表示されるので、「選択

は?」という文字列を設定している。

続く3～9行では、select制御構造による繰り返し処理

が行われる。選択肢のリストには、コマンドライン引数の

並び「"$@"」が設定され、シェル変数ansに選択結果が格

納される。

たとえば、このスクリプトを、

$ selarg2 hoge fuga hogehoge fugafuga

として実行すると、

(1) hoge

(2) fuga

(3) hogehoge

(4) fugafuga

選択は? 

のように、コマンドライン引数で指定した選択肢が通し番

号付きで一覧表示される。

4～8行目は、ユーザーが番号を入力した後で実行され

る処理だ。この時点で、シェル変数ansには、ユーザーが

入力した有効な番号に対応する選択肢か、無効な番号に対

応する空文字列が設定されている。ansが空文字列ではな

い場合は、5行目のechoでansの内容を含む文を表示し、

6行目のbreakでselect制御構造から抜ける。一方、ans

が空文字列の場合は、8行目で警告メッセージを表示して、

再度選択肢の一覧が表示される。

この節での要点をまとめると、

・複数の選択肢の中からユーザーに1つだけ選んでもらう

処理は、bashのselect制御構造で簡単に実現できる。

・スクリプトに記述するのは、「選ばれた選択肢の内容に

応じて何らかの処理を行い、繰り返し処理から脱出する」

という部分だけ。

ということになる。
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1: #!/bin/bash

2: PS3="選択は? "

3: select ans in "$@"; do

4:   if [ -n "$ans" ]; then

5:     echo "選択したのは$ansです。"

6:     break

7:   fi

8:   echo "不正な番号です" > /dev/stderr

9: done

▼リスト3 select制御構造を使ったスクリプトselarg2



■

■今月のスクリプト

■

後半は、与えられたテーマを実現するスクリプトの作成

手順を説明する。

今月は、

・指定した文字列をコマンドラインに含むプロセスを一覧

表示し、選択したプロセスだけを終了させる「killsel」

というスクリプトを作成する。

プロセスIDやジョブ番号を指定する必要のあるkillと違

って、コマンド名の一部を指定するだけでいい。また、プ

ロセス情報の一覧が表示されるので、同じコマンドを複数

実行している場合も判別が容易だ。

killselの基本的な処理の流れは、

(1) プロセス情報をpsで出力する

(2) 指定した文字列を含むものだけにgrepで絞り込む

(3) 得られたプロセス情報を一覧表示して選択させる

(4) 選択されたプロセスをkillで終了する

となる。以下では、まず(1)(2)の処理について説明し、続

いて(3)(4)の処理を追加してスクリプトkillselを完成させ

ることにしよう。

●psの出力をgrepで絞り込む

プロセス情報を表示するpsには、表示する情報の種類

をユーザーがカスタマイズできるoオプションが用意され

ている。

たとえば、

$ ps o pid,command

とすると、プロセスIDとコマンドラインの内容だけが表

示される。「pid」などの項目を示すコードについては、ps

のマニュアルを参照されたい。

今回は、ユーザーの所有するすべてのプロセスに対して、

プロセスID、制御端末名、コマンド名の3つを表示するこ

とにしよう。

対応するコマンドラインは、

$ ps xho pid,tty,comm

となる。なお、xオプションは他の制御端末で実行中のプ

ロセスやデーモンなどのプロセスも表示するオプション、

hオプションは先頭に出力されるヘッダ行を抑制するオプ

ションだ。

psの出力を特定の文字列を含むものだけに絞り込むに

は、文字列検索コマンドgrepを利用する。

たとえば、

$ ps xho pid,tty,comm | grep 'gnome'

とすると、「gnome」という文字列を含むプロセス情報だ

けが表示される。

ただし、今回のpsの出力にはプロセスIDと制御端末名

も含まれるため、このままではそれらと一致してしまう場

合もある。たとえば「tty」を含むコマンドを検索しよう

としても、制御端末を持つ全プロセスが表示されてしまう

のだ。この問題を解決するには、プロセスIDと制御端末

名の表示に使われる行頭から15文字分の文字列を読み飛ば

せばいい。

具体的には、

$ ps xho pid,tty,comm | grep -E '^.{15,}tty'

とする。

検索パターンに含まれる正規表現「^.{15,}」は、行の先

頭から15文字以上の任意の文字列にマッチする。このた

め、その後の「tty」は16文字目以降の文字列に対してし

かマッチしないのだ。なお、こうした{ }による文字数の指

定は「拡張正規表現」と呼ばれ、grepで使う場合は-Eオ

プションを指定する必要がある。

以上のことを踏まえると、スクリプトの前半部分のプロ

トタイプは以下のようになる。

pslist=`ps xho pid,tty,comm | grep -E "^.{15,}$1"`

まず、psで出力されたプロセス情報が、スクリプトの最

初の引数（$1で参照）をコマンド名部分に含むものだけに

grepで絞り込まれ、コマンド置換によりシェル変数pslist

に格納される。

なお、スクリプト実行時にコマンドライン引数を1つも

指定しなかった場合は、検索文字列が「^.{15,}」になり、

すべてのプロセス情報がマッチする。
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●選択肢の一覧表示とキー入力はselect制御構造で

シェル変数pslistに格納されたプロセス情報を番号付き

で一覧表示し、ユーザーに番号を入力させるという処理に

は、今回登場したselect制御構造がうってつけだ。

後半部分のプロトタイプは以下のようになる。

PS3='which process? '

select ans in $pslist; do

if [ -n "$ans" ]; then

echo "killing $ans"

kill `echo $ans | cut -b 1-5`

break

fi

echo "Invalid Number" > /dev/stderr

done

まず、入力を促すプロンプト「which process?」を組

み込み変数PS3に設定し、select制御構造を実行する。ps

の出力を取り込んだシェル変数pslistの内容をリストに指

定しているので、それぞれのプロセス情報が通し番号付き

で一覧表示される。

ユーザーが番号を入力すると、do～done間の内容が実

行され、再び一覧表示に戻る。基本的にはこの繰り返しだ

（中断はCtrl-Cキー）。

do～done間では、if制御構造の「-n "$ans"」という条

件式で、シェル変数ansの内容が1文字以上ある（空文字

列ではない）ことを判定している。有効な範囲の番号を入

力した場合、ansには選択した番号に対応するプロセス情

報が格納されているので、この判定は成立する。そこで、

echoでプロセス情報を含む文字列を表示したのち、プロセ

ス情報の先頭に書かれた「プロセスID」（1～5文字目）

だけを抜き出してkillの引数に指定し、breakでselect制

御構造から脱出している。

一方、入力した内容が適切な範囲の番号でない場合は、

シェル変数ansは空文字列になるのでif制御構造の条件式

は成立しない。そこで、標準エラー出力に警告メッセージ

を出力し、再びプロセス情報の一覧表示に戻る。

●スクリプトに関するプロセスを一覧から取り除く

前半と後半のプロトタイプを組み合わせると、スクリプ

トは一応完成するが、2つほど問題がある。問題を修正し

たスクリプトkillsel（リスト4）を見てほしい。

まず、2～3行目で、組み込み変数IFSの内容（初期値

はスペース・タブ・改行）を改行のみに変更している。6

行目でシェル変数pslistの内容をワード分解する際、IFS

にスペースが含まれていると、プロセスID、制御端末名、

コマンド名がそれぞれ別のワードに分解されてしまって都

合が悪いのだ。一方、10行目で実行されるkillは、IFSに

スペースが含まれていないとうまく動作しないので、9行

目でIFSの内容をスペースに変更している。

もう1つの問題は、このスクリプトに関するいくつかの

プロセス情報が、選択肢の中に含まれてしまうことだ。具

体的には、スクリプト本体（killsel）、コマンド置換で起

動されるサブシェル、サブシェル内で実行されるpsと

grepの4つのプロセスが該当する。

これらを選択肢から除外するには、psで出力されるプロ

セス情報から末尾の4行を取り除けばいい。修正個所は、4

行目のコマンド置換内部で、psとgrepの間に、入力行を

逆順に並び替えて出力する「tac」と、入力行の7行目以

降のみを出力する「tail +7」を挿入する。

実は、「入力の末尾N行を取り除く」コマンドは用意さ

れていないので、「入力行を逆順に並び替えて、先頭のN

行を取り除く」ことで代用しているのだ。追加したtacと

tailのプロセスも同様に選択肢に含めないようにする必要

があるため、tailの引数は先頭4行を取り除く「+5」では

なく、先頭6行を取り除く「+7」になる。tacによりプロ

セスIDの大きいものから順に表示されるようになるが、

これについては特に問題はないと思われる。

リスト4のスクリプトは、「-KILL」などのオプション指

定により任意のシグナルを送信するといった機能が欠けて

いる。腕に自信のある方は、この機能を組み込んでみよう。

また、select制御構造の代わりに、今回の前半で作成した

シェル関数sellistを利用して、Bourneシェルでも動作す

るようにスクリプトを書き換えてみるのもよいだろう。
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1: #!/bin/bash
2: IFS='
3: '
4: pslist=`ps xho pid,tty,comm | tac | tail +7 | grep 

-E "^.{15,}$1"`
5: PS3='which process? '
6: select ans in $pslist; do
7:   if [ -n "$ans" ]; then
8:     echo "killing $ans"
9:     IFS=' '

10:     kill `echo $ans | cut -d' ' -f1`
11:     break
12:   fi
13:   echo "Invalid Number" > /dev/stderr
14: done

▼リスト4 スクリプトkillsel
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前回予告した眠り姫状態のWindows

2000マシンの復旧とか、新しいサーバ

の構築などは、実はまだやっていない。

仕事の締め切りとか、1年間動かさな

かった原チャリの復活とかで、何とな

く先送りされている。ついでに、

PlayStation 2で都バスを運転してみた

り、衝動買いしたゲームボーイアドバ

ンスを評価してみたりと、何かと忙し

かったのである。

都バスの運転は、「東京バス案内」

というゲームである。レース系ゲーム

と異なり、ひたすら安全運転、尊法運

転が求められる。A級ライセンスとニ

種免許の違いだ。進路変更や右左折で

はきちんとウインカーを出さなければ

ならないし、交差点内での立ち往生な

どもってのほかである。加えて、止ま

るバス停、止まらないバス停の判断、

車内アナウンス、ドア操作、安全確認

など、レースとは違う忙しさがある。

このゲームの難点は、ビューである。

運転系ゲームでは、車の背後の視点で

運転することが多いが、バスだと車体

が大きすぎ、前がよく見えない。信号

待ちで、前に止まっている車がまるで

見えないのだ。運転席ビューにすると、

左右方向の視角が狭い。バックミラー

はウインカー操作時しか表示されない

ので、側方、後方はわからない。広い

視野角とバックミラーは、大型車運転

時の必須項目なので、ちと残念だ（筆

者は一応大型免許と牽引免許を持って

いる。残念ながらどちらも一種免許な

ので、バスの運転手にはなれない）。ち

なみに、本物の大型車シミュレータに

は、視野を表示するために3面のディ

スプレイを使っているものもある。も

ちろん、バックミラーも常時表示され

ている。

公共輸送機関の運転といえば、しば

らく前に「電車でGo! 3」も買った。

実家で暮らしていたころにさんざんお

世話になった総武線の秋葉原までの運

転があって、妙にうれしかった。さす

がに乗り慣れていた区間だけあって、

ほぼ一発でクリアできた。おまけに付

いていたデモ版の山陽新幹線もやって

みた。こちらはATC車上信号にしたが

って運転すれば、あとは定点停車だけ

なので、はっきりいって通勤電車より

はるかに簡単である。新幹線を運転し

ながら、あらたな機能に気が付いた。

カーブで世界が傾くようになったのだ。

「そうだよなぁ、新幹線のカーブには、

やっぱカントがなきゃね」と素朴に感

動したのであった。

ゲームボーイアドバンスは、とりあ

えず買ったものの、スーパーマリオは

もっぱら子供がやっていて、所有者で

ある筆者は、ゲームボーイカラー用の

ウィザードリィをやっている。老眼が

始まっている筆者の場合、あの画面サ

イズで文字表示が多用されるゲームは

辛いというのが実感である。大画面液

晶を搭載した「ゲームボーイシニア」

の発売が望まれる。

さて、sendmailの話の続きだ。

■エイリアス

sendmailにはエイリアスという機能

がある。sendmailに限らず、メール受
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第23回　メール配送（10）
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エイリアスという機能を使うと、メールアドレスの
別名を定義できます。今回は、このエイリアス機能
について説明をしましょう。



信を行えるたいていのMTAは同等の

機能を持っている。エイリアス（Alias）

というのはメールアドレスに別名を定

義する機能である。

MTAが受信する有効なメールアド

レス（ユーザー名）は、何らかの形で

そのMTAホスト上に登録されている

（中継処理を行う際は、メールアドレ

スが有効であるかどうかは関係ない）。

UNIXの場合なら、そのUNIXホスト

に登録されているユーザー名が有効な

メールアドレスとなる。システムによ

っては、ホストのユーザーアカウント

とは別に、メール専用のユーザーアカ

ウントを、MTAのレベルで登録する

ものもある。いずれにせよ、これらの

メール用アカウントは、実在のユーザ

ー、つまり実在のメールボックスを表

すものであり、これらを宛て先アドレ

スとするメールはMTAで受信され、

メールボックスにスプールされる。受

信したメールについて、該当する宛て

先がない場合は、宛て先不明というエ

ラーになり、発信者にエラー通知が返

送されることになる。

エイリアスでは、このような「実在

の」メールアドレスとは別に、有効な

メールアドレスを定義することができ

る。メールの送信時には、実在のユー

ザーのメールアドレスと同じように、

宛て先にエイリアス名を指定すること

ができる。

エイリアス機能は、エイリアス名と、

それに割り当てる別のメールアドレス

類の表という形で実現される。メール

を受信した際に、宛て先アドレスがエ

イリアス名であった場合、そのエイリ

アス名に対応するメールアドレスにメ

ールが配信される。

通常、エイリアスに対しては実在の

メールアドレスを指定するが、別のエ

イリアスを指定することもできる。こ

の場合、多重定義されたエイリアスが

最終的に解決されるまで、何度もエイ

リアス評価を繰り返す。また、1つの

エイリアスに対して、複数の名前（メ

ールアドレスや別のエイリアス）を指

定することもできる。この場合、その

エイリアスを宛て先として届いた1通の

メールは、複数の宛て先に転送される。

エイリアスのまったく別の用途とし

て、受信したメールをプログラムで処

理するというものがある。通常、メー

ルはユーザーのメールボックスにスプ

ールされるが、ユーザーに送り届ける

のではなく、何からのプログラムに対

する入力とするのである。また、受信

したメールを直接ファイルに記録する

こともできる。

エイリアスの用途をいくつか紹介し

よう。

■実在しないユーザーのメールアドレスの

登録

ユーザーアカウントの存在しないメ

ールアドレスをエイリアスで定義し、

それを実在のユーザーに配信すること

ができる。メールシステムを運用する

場合、postmasterというユーザー名で

メールを受信できるようにしなければ

ならないが、実際にpostmasterという

ユーザーアカウントを用意する必要は

ない。postmasterというエイリアスを

定義し、postmaster宛のメールが、た

とえばrootに配信されるように設定す

ることができる。これにより、post

master宛のメールはユーザー不明のエ

ラーとはならず、root宛に届くように

なる。

また人事異動などで、メールアドレ

スが変わったときなどにもエイリア

スを使える。たとえば、ma s a＠

tech.ascii.co.jpというメールアドレスを

使っていたユーザーが、異動により

masa＠pub.ascii.co.jpというアドレス

に変わり、それに伴って、古いアドレ

スを管轄していたMTA上でmasaとい

うユーザーアカウントが抹消されたと

しよう。この場合、古いアドレス宛の

メールは、宛て先不明エラーとなって

しまう。これでは不便なので、古いア

ドレスを管轄するMTA上に、masaと

いうエイリアスを登録し、ma s a

＠pub.ascii.co.jpというメールアドレス

に転送するように設定しておけばよい。

これにより、古いアドレス宛でも、新

しいアドレス宛でも、新しいアドレス

にメールが届くようになる。もちろん、

このような転送は、社内だけに限られ

るわけではない。社外への出向など、

違うドメインでも何の問題もなく転送

できる。

■グループを表すメールアドレスを登録

エイリアスを使って、複数のメール

アドレスから構成されるグループを代

表して表すメールアドレスを登録する

こ と が で き る 。 た と え ば s a l e s

＠ascii.co.jpというエイリアスを定義

し、営業部全員のメールアドレスを登

録すれば、sales＠ascii.co.jpという1つ

のメールアドレスを指定して、営業部

全員にメールを送ることができる。

rootになれる権限を持つ全ユーザーを

adminというエイリアスに登録すれば、

管理関係の連絡を円滑に行えるように

なるだろう。

このようなグループを代表するメー

ルアドレスは、組織内でも便利に使え

るが、対外的に公開することもできる。

よく使われているのがwebmasterとい

ったアドレスである。Webページの管

理グループのメンバーをこのエイリア

スに登録しておけば、外部からのWeb

ページに関する問い合わせのメールが

管理グループに届くようになる。
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このような登録方法は、組織内の人

事異動などに際しても便利である。担

当者が変わったときには、エイリアスを

変更するだけでよい。対外的に公表し

ているアドレスを変更する必要はない。

■実在するユーザー宛に届いたメールを転

送する

エイリアスは、実在するメールアド

レスについても定義できる。この場合、

そのアドレスを宛て先とするメールは、

エイリアスで指定された宛て先に転送

される（元のアドレスには配信されな

くなる）。たとえば、rootは実在するユ

ーザーであるが、root宛のメールを読

むためにrootとしてログインしなけれ

ばならないというのは不便である。そ

こで、root宛のメールを、システム管

理者の個人メールアドレスに転送する

ように、rootというエイリアスを定義

し、管理者の個人アドレスを指定する。

これにより、root宛のメールが管理者

の個人環境宛に届くようになる。管理

者が複数いる場合は、adminといった

名前の管理者グループ用のエイリアス

を定義し、それに送るようにすればい

いだろう。

また、会社のMTAに届いたメール

を、個人で契約しているプロバイダに

転送するといった設定も可能である。

このような設定を許すかどうかは、組

織の管理ポリシー次第であるが、不可

能なことではない。もっとも、個人レ

ベルの転送であれば、後述するフォワ

ード機能を使うほうが簡単である。

■届いたメールをプログラムなどで処理

エイリアスの用途はメールの転送だ

けではない。エイリアスに対して、メ

ールアドレスではなく、プログラムや

各種スクリプトを指定することもでき

る。これにより、受信したメールをプ

ログラムで処理することが可能になる。

メーリングリストサーバ、自動応答メ

ールサービスなどは、エイリアスのこ

の機能を使って実現できる。

■メールをファイルに保存

エイリアスの右辺に、スラッシュ

（／）で始まるファイルのパス名を指定

することで、受信したメールを直接フ

ァイルに保存することができる。ロー

カル配信エージェントによる配信も、

受信したメールをファイルに保存する

が、この場合は、ディレクトリやユー

ザー名は変更できない。エイリアスに

よるファイル保存指定は、任意のファ

イルを指定できる。

■/etc/aliases

sendmailを使う場合、エイリアスの

定義は、/etc/aliasesというテキストフ

ァイルに記述する。エイリアス名には

コロンを付け、そのあとに、別のアド

レスなどを列挙するという簡単な書式

である（リスト1）。

MAILER-DAEMONは、sendmail

などのMTAが発信したメールの

From：行に使われるユーザー名であ

る。つまり、通常のユーザーではなく、

MTAプログラムから送られたというこ

とを明示するためのアドレスである。

たとえば、宛て先不明のメールを発信者

に送り返すといったエラー通知メール

などに、From： MAILER-DAEMON

といったヘッダが使われることがある

（postmasterとなっていることもあ

る）。MAILER-DAEMONはもちろん

実在のユーザーアカウントではないの

で、なんからの理由でMAILER -

DAEMON宛のメールが届いた場合は

（エラー通知メールがエラーになったな

ど）、人間の管理者を表すpostmaster

に送るように定義している。

前に触れたように、postmasterは必

要なアドレスであるが、実在のユーザ

ーではない。そのためpostmasterもエ

イリアス名であり、postmaster宛のメ

ールは、実在するユーザーであるroot

に送られる。また、UNIXの管理上用

意されている各種擬似ユーザーについ

ても、同じような処理をしている。こ

れらのアカウントは、ファイルのパー

ミッション設定などのために用意され

たものであるが、これらの権限で動作

するプログラムには、何らかのメール

を送信するものもある。したがって、

これらを宛て先とするメールが送られ

ることもあるのだ。これらの擬似ユー

ザーは、実在するユーザーアカウント

であるが、人間がこのアカウントを使

ってログインすることはない（通常は

ログイン禁止になっている）。そのた

め、エイリアスによって、rootに配信

するようにしている。

rootは実在するユーザーなので、ロ

グインしてメールの送受信を行えるが、

rootとしてのログインはあまり行わな

いし、制限も多い。また、複数のユー

ザーがrootになれる場合、行き違いな

どが発生してしまうかもしれない。そ

こで、root宛のメールは、adminとい

う宛て先に転送するようにしている。

adminはやはりエイリアスで、admin

宛のメールは、masa、tetsuという実
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MAILER-DAEMON: postmaster

postmaster: root

bin: root

daemon: root

news: root

nobody: root

operator: root

root: admin

admin: masa@takobeya.com,

tetsu@takobeya.com

webmaster: tetsu@takobeya.com,

shun@takobeya.com

▼リスト1 aliasesの例



在のユーザーに送られる。

webmasterもadminと同じような仕

組みで、外部からこのアドレス宛に届

いたメールは、tetsuとshunというユ

ーザーに送られる。組織内で担当が変

わった場合でも、外部に公開したアド

レスを変更する必要はない。単にエイ

リアス定義を変更するだけだ。

aliasesファイルは、sendmail.cfと同

じように、常に行頭から開始する。行

頭から始まっていない行は、前の行の

継続行となる。リスト1の例では、

webmasterとadminの定義に継続行を

使っている。

■エイリアスループ

エイリアスを複雑に定義していくと、

ループになってしまうことがある。簡

単な例としては次のようなものがある。

masaがnoriになり、noriがmasaにな

るので、無限ループになってしまう。

masa: nori

nori: masa

sendmailはこのようなエラーをメー

ルの配信時に検出する。つまり、エラ

ーが発生するのは、実際にエイリアス

の評価を行い、指定されたアドレスが

ループした時点である。newaliasesな

どでエイリアスデータベースを再構築

しても、ループは検出されない。

■プログラムによる受信

エイリアスの重要な機能として、受

信したメールをプログラムに処理させ

るというものがある。これを行うには、

エイリアス定義の右辺に、｜（パイプ）

記号に続けてプログラム名を記述すれ

ばよい（リスト2）。

これにより、junk-mlというアドレス

に送られたメールは、/usr/local/bin/

mlserverに送られる。必要なら、引数

も指定できる。

受信メールをプログラムに渡すとい

う処理は、sendmail.cf中で、配信エー

ジェントの形で定義されている。prog

という配信エージェントは、受信した

メールをプログラムに渡すためのもの

で、通常、リスト3のように定義され

ているはずだ。

つまり、配信エージェントプログラ

ムは/bin/shであり、実行時には「sh 

-c $u」という形で実行される。$uは

宛て先アドレスだが、この場合はプロ

グラムのパス名と引数が渡されること

になる。結果として、シェルを介して

指定したプログラムが実行され、受信

メールは標準入力でプログラムに渡さ

れることになる。

■外部ファイルのインクルード

エイリアスを使って簡単なメーリン

グリストを作ったり、あるいはメール

マガジンの配信を行うといった作業を

行う場合、1つのエイリアス名に非常

に多くのアドレスを登録することにな

る。これを直接aliasesファイルに記述

すると、ファイルの可読性は低下する

し、管理も面倒なので、別ファイルに

したくなるだろう。これを行うに

は、：include：を使う。

リスト4のようにすると、junk-mlを

宛て先とするメールは、/home/junk/

membersというファイルに列挙された

ユーザーに配信される。

■メーリングリスト

受信したメールをプログラムで処理

する例として、メーリングリストの運

用がある。

メーリングリスト（ML）というの

は、メールシステムを使ったグループ

内の情報交換システムである。メーリ

ングリスト用に登録されたあるアドレ

スに対してメールを送ると、そのメー

ルが、メーリングリストに登録された

全ユーザーに対して配信される。配信

されたメールに対してメンバーが返信

すると、その返信もすべてのメンバー

に配信される。つまり、一定のメンバ

ーの間で自由に連絡、討論、よもやま

話をできるシステムである。

もっとも単純なメーリングリストは、

メンバーのメールアドレスを登録した

エイリアスで実現できる。エイリアス

に登録されたアドレスにメールを送れ

ば、メンバー全員にメールを送れると

いう仕組みである。しかしこの方法は、

返信がうまくいかない。返信アドレス

を明示的にエイリアスのアドレスにし

なければならないからだ。

実際にメーリングリストを運用する

場合は、メーリングリストサーバとい

うソフトウェアを使用することになる。

エイリアス機能には、特定の宛て先ア

ドレスに送られたメールをプログラム
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junk-ml: |"/usr/local/bin/mlserver junk-ml"

▼リスト2 メールをプログラムで処理する場合

junk-ml: :include: /home/junk/members

▼リスト4 外部のエイリアスファイルをインクルードする

Mprog,    P=/bin/sh,    F=lsDFMoqeuP,   S=10, R=20/21,

T=X-Unix, D=$z:/,

A=sh -c $u

▼リスト3 メールをプログラムに渡すsendmail.cfの定義



で処理するという機能があるので、こ

こでメーリングリストサーバを指定す

ればいい。メールを受け取ったMLサ

ーバは、別に用意されているメンバー

リストに基づいて、そのメールを多数

の宛て先に再送信する。メーリングリ

ストサーバが持つ機能について簡単に

まとめておこう。

●MLアドレス

メンバー全員にメールを送るための

アドレスである。このアドレスをエイ

リアスで定義し、MLサーバソフトウ

ェアがメールを受け取るようにする。

●メール配信

MLサーバは、メールを受信すると、

登録されているメンバーリストに基づ

いて、受信したメールをメンバーに配

信する。このとき、ヘッダの書き換え、

配信したメールをログに記録するとい

った付帯処理も行う。メンバーに配信

されるメール中のFrom：行は、通常

はオリジナルの発信者のままとするこ

とが多いが、実際の発信者はMLサー

バプログラムとなる。

メーリングリストを運用する場合、

メールを投稿できるユーザーを制限す

るのが普通だ。つまり、配信メンバーと

して登録されているアドレスから送ら

れたメールはメンバーに配信するが、

それ以外のアドレスから送られたメー

ルは排除するという仕組みである。この

判定も、MLサーバが行うことになる。

●返信の処理

MLに配信されたメールに対する返

信は、基本的にはMLに送ることにな

るが、MUAを使ったメールの返信は

From：行宛となるので、MLではなく、

発信者個人に送られてしまう。そのた

め、返信もMLに送るために、MLサー

バは配信メール中にReply-To：ヘッダ

を追加し、そこにMLアドレスを指定

する。これにより、返信もMLに送ら

れるようになる。これを行わないと、

手作業で宛て先アドレスをML向けに

書き換えなければならない。

●エラー処理

ユーザーアカウントの登録ミスや抹

消により、メンバーに対する配信がエ

ラーとなることがある。このようなエ

ラーが発生した場合、受信側MTAは

エラー通知を発信側に返すことになる

が、これをReply-To：で指定されたア

ドレスに返すと、そのエラー通知が

MLに配信されてしまう。このメール

はさらにエラー通知を生成してしまう

ので、エラー通知メールの無限連鎖が

発生してしまう。しかも、参加メンバ

ー全員に送られてしまうのである。こ

れを防ぐために、MLサーバはErrors-

To：ヘッダを用意し、エラー通知を

MLに送らず、管理者などに送るよう

にする。

●Subject：の書き換え

MLで送られたメールは、MLから送

られたことを明示するために、Sub

ject：にMLの名称、メールの通し番号

を表示することが多い。たとえば、

「ASR－33の印字ドラムありません

か？」というSubject：を指定してMLに

メールを送信すると、配信されたメール

のSubject：はリスト5のようになる。

［ と ］で囲まれた部分は、MLの名

称とメールの通し番号である。通常の

MUAを使ってこのメールに対する返

信を行うと、Subject：はリスト6のよ

うになる。

しかし実際にメンバーに配信される

メールでは、リスト7のようになるのが

普通だ。

常にML情報が最初にあり、「Re：」

は、実際のSubject：文字列の前に付

くのである。このようなSubject：の書

き換えは、MLサーバが行っている。

具体的には、受信メールから［ と ］

で囲まれた文字列を削除し、新規に

ML情報を追加するという形になる。

●管理機能

MLサーバは、各種の管理機能も持

っている。以下のメンバー情報の変更

などは、MLサーバのレベルで処理を

行える。MLサーバソフトウェアは、

各種設定、メンバーリストなど、関連

する設定ファイルを必要とする。管理

者がこれらを手作業で変更すれば、各

種の管理作業を行うことができるが、

それとは別に、メールを使った管理イ

ンターフェイスを備えているものが多

い。MLサーバは、ML配信用のメール

アドレスとは別に、管理用メールアド

レスを持っている。この宛て先に対し

て、定型書式のメールを送ることで、

設定の変更など、一部の管理作業を行
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Subject: [Junk-ML 12345] ASR-33の印字ドラムありませんか？

▼リスト5 MLの名前や通し番号が付けられたSubject：

Subject: Re: [Junk-ML 12345] ASR-33の印字ドラムありませんか？

▼リスト6 MLのメールに対する返信のSubject：

Subject: [Junk-ML 12346] Re: ASR-33の印字ドラムありませんか？

▼リスト7 配信されるメールのSubject：



えるのである。

●メンバーの登録／抹消

MLメンバーの登録、抹消は管理者

が行うことになるが、自動化、半自動

化することも可能だ。配信先アドレス

を含む一定の書式で、管理用メールア

ドレスにメールを送ることで、それを

受信したMLサーバが、そのメールア

ドレスをメンバーリストに登録するの

である。また、完全自動登録ではなく、

登録に際して管理者の許可を求めるよ

うにすることもできる。抹消も同じよ

うに行うことができる。

●配信の停止／再開

メンバーの登録、抹消とは別に、一

時的な配信の停止、再開を行う機能で

ある。特に、メンバー登録／抹消に際

して管理者の許可が必要なMLの場合、

配信の停止／再開にいちいち管理者の

手をわずらわせるのは効率的ではない。

メールアドレスの抹消や再登録を伴わ

ない配信の停止、再開は、管理メール

アドレスに適当な形式のメールを送る

形で実現できると便利だ。

●アーカイブサービス

過去にMLで配信されたメールを保

存しておき、あとから参照するための

サービスである。これは、Webサーバ

など、別のサービスを使って過去のメ

ールを公開するといった方法もあるし、

あるいは、管理アドレス宛に、過去ロ

グの取り寄せのコマンドを記述したメ

ールを送るという方法もある。MLサ

ーバは、このようなメールを受信する

と、発信アドレスに対して、求められ

た過去のメールを送る。

■自動応答メールサービス

メーリングリストと並んでよく使わ

れるメールのプログラム処理として、

各種の自動応答サービスがある。これ

は基本的に、MLサーバの過去ログの

アーカイブサービスと似たようなもの

である。たとえば、RFCなど、大量に

ある公開文書を提供するサービスとし

て使うことができる。このような用途

には、現在ではWebなどの対話サービ

スを使うのが普通であるが、かつてこ

のような機能がまだ自由に使えなかっ

た頃（常時接続でないとか、回線が細

いなど）は、広く使われていた。

もちろん、自動応答サービスは、ア

ーカイブ検索サービスだけではない。

要は、何らかのサービスを行うための

インターフェイスとして電子メールを

使うことができるのか、そしてプログ

ラムによる自動処理が可能なのかとい

った点を考えるということだ。

■フォワード機能

エイリアスを設定することによって、

あるアドレス宛に送られたメールを別

のアドレスに転送することが可能にな

る。しかし、エイリアスデータベース

はシステムワイドなものであり、管理

権限を持たない個々のユーザーが手を

加えることはできない。かつては、

aliasesファイルをユーザーが自由に変

更できるという運用形態もあったが、

セキュリティの面で、現在では現実的

ではない。それでも、各ユーザーのレ

ベルで、自身のメールアドレスに届い

たメールを別のアドレスに転送できれ

ば便利である。これを可能にするのが

フォワード機能である。

UNIXの場合、各ユーザーのホーム

ディレクトリに.forwardというファイ

ルを作成し、その中に転送先アドレス

を書いておくことで、メールの自動転

送が可能になる。また、エイリアスと

同様に、受信メールをファイルに保存

したり、プログラムで処理するように

記述することもできる。

プロバイダのメールサーバを使うな

ど、MTAホスト上に正式なユーザー

アカウントを持っていなくても、フォ

ワード機能はサポートされていること

が多い。Webブラウザなどを使って、

個人のメール設定を変更できるシステ

ムの場合、設定画面中で、受信メール

を別アドレスにフォワードする機能を

指定できる。

フォワード機能を使う場合も、ルー

プに気を付けなければならない。たと

えば、会社宛に来たメールを個人契約

しているプロバイダのメールアドレス

にフォワードすれば、会社宛のメール

を自宅や出先で読めるようになる。こ

れだけなら問題はない。さらに、個人

宛（プロバイダのメールアドレス宛）

のメールも会社で読めるようにと、プ

ロバイダ側のアドレス宛のメールを会

社のアドレスにフォワードしてしまう

と、ループになってしまう。どちらに

届いたメールも、会社とプロバイダの

間を何度も往復することになる。
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メンバーリスト 
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3.ヘッダなどを修正してメンバーに配信 
 

1.ML宛のメール 4.メンバーに配信 

図1 エイリアスとMLサーバ
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情報なるものは、インターネットに限ったことではない

けれど、日々ものすごい勢いで増え続け、僕が必要として

いる、知りたい、また将来的に有益であるかどうかに関係

なく、グッピーのごとくに増殖し、さまざまなチャネルか

ら洪水となって降り注いでいる。昔なら得ようと思っても

なかなか集められなかった情報に、現在ではよりどりみど

りを通り越してフィルタ処理にうんざりしたり、ただただ

押し流されそうになったりする。

僕はここ10年くらい新聞を取っていない。もちろんまっ

たく不自由は感じない。新聞を信用してはいないけど、嫌

いというわけではない。出先で、あれば読む。

テレビはできる限り見ないようにしている。昔からテレ

ビを見ないと寂しいとか、生きてゆけない、などと感じた

ことは一度たりともない。その代わりといっては何だが、

レンタルビデオは週に5本、月に20本以上借りて見ている。

これといった好みのジャンルを限定しているわけでもなく

（でもオドロオドロしいのはなるべく借りない、怖いのは

好きじゃないから）、新作を中心に手当たり次第に鑑賞し

ている。すでに1000本以上の映画を見たことになる。で

も本当に面白かったとか、感動したのは、3本だけだ。こ

れらは大作じゃないし、監督や出演者も有名じゃないし、

泣けたとか作品がすごいってわけじゃなくて、単に共鳴し

たと説明したほうがいいかもしれない。ただ自分の中の名

作を探したり、それを自慢したり、何かを満たしたくて見

ているのではないから、映画に対するこだわりといったも

のは何一つ持ち合わせていない。だからそれぞれの映画に

合わせて自分のスタンスを優柔不断に変えられるので、よ

ほどの駄作でない限り、どんなものでもそれなりに楽しめ

てはいる。

雑誌は近所のコンビニでパラパラめくって見るだけで定

期的に購入しているものはない。書籍は月に新刊を数冊、

あと古本屋に不要なものを売るのと同時に数冊購入する程

度だ。ただ僕自身が購入するもの以外に同居人が仕入れて

くる雑誌や書籍があるにはある。

僕の場合、さまざまな媒体の中で情報と接する機会がも

っとも多いのはインターネットということになる。上記の

媒体のすべてを代用できる力を秘めたメディアなわけだけ

れど、それだけにインターネットを介した情報との接触は

最低限にとどめるよういつも戒めている。

理由は単純だ。僕が消化できる情報量はそんなに多くな

い。だから僕は巷に溢れる情報を極力遮断しておきたい。

でないと僕が考える時間がなくなってしまうのである。

■

■情報化社会の光と影

■

僕らには、有象無象の中から、本当に必要な情報を取捨

選択し、処理する能力が求められているわけなんだけど、

これが準備をしないまま巻き込まれてしまうと、自分とい

うものを見失いそうになるくらい危険な状況に陥ることが

ある。まぁそのこと自体は身をコミットしなければどうっ

情報化の流れの中で思うこと
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てことないんだけど、実はそれには強い精神力というか、

考える力が必要となる。僕の精神力は弱いから、情報を制

限することでなんとかしのいでいるわけだ。

以前、文部省が教育改革の一環として示した情報の中に、

小学校の算数で円周率を従来の3.14から簡略化して3とし

て計算させるようにする、という報道を耳にしたことがある

と思う。改革案はこれ以外にもいろいろあったのだが、報道

の多くはこのことを見出しとしてクローズアップしていた。

新聞やテレビをはじめとするマスコミ、またインターネッ

トのポータルサイトなどは、それなりの情報フィルタとな

っているものの、センセーショナリズムで大衆受けを第一に

考えていたり、ものの見方の偏りがあったりして、残念なが

ら全幅の信頼がおけるものではない。まぁこのことを嘆い

てもしょうがないし、そもそも伝達情報というのは出所の

ソースと同じであるかどかもわからない、というか誰かの

頭の中でシャッフル（要約されたり、解釈されたり、部分引

用されたり）されて再構築されたものは、歪曲とは言わない

までも、本質から変化していることが多いのも事実である。

本来マスコミは真実、真相を伝える、伝えようとしてい

ると多くの人々は考えていると思うが、このこと自体が誤

りなのだ。真実や真相というのはあるような、ないような

もので、ちっとも重要ではない。本当に重要なのはそれを

見聞きする側が、考えをめぐらせるに足る多角的な情報を

提供することにある。つまり最終的な答えを出すのはそれ

ぞれの個々人であって、情報を提供する側ではないのだ。

しかし困ったことに現状には、考えようとしない、いや考

えられない人々が蔓延してしまっている。その結果マスコ

ミがあたかも真実のように垂れ流す情報を鵜呑みにし、企

業の提案するまやかし情報に彩られたくだらない陳腐な商

品を買い漁る消費者が一向に減少しないのである。

そういう考えるという教育を受けていないし、日本とい

う国にはそういった習慣があまりないから、いや十分考え

てのことだ、と言い訳をする人もいるかもしれない。まぁ

宗教で成り立っている国家は小さなころから有無を言わさ

ずそういう教育や習慣の中にあって、各人が考えをめぐら

す幅を狭めているからこそ成り立っているわけだし、宗教

的な締め付け以外にも、国や自治といったあるまとまりが

秩序を持ってまとまっていくために法律やルールという一

定の制限を設けている。実は権力の側は、統制しやすいよ

うな教育を行い、宗教もそれに利用してきたという歴史が

あり、今なおその傾向が続いているのだ。本当に考えるこ

とができる人々を多く生み出してしまうと、統制し難くな

るためだ。

ここで冒頭の円周率の話に戻る。円周率が無理数である

ことはここの読者なら知らない人はいないだろう。また円

に関連した公式も叩き込まれていると思う。円の半径を与

えられればその公式を使って円周の長さや面積を求め、答

えを出せるだろう。でも円周率とは何かと聞かれて、円周

の長さとその直径の比であるとか、円の面積と半径の平方

との比であり、それにどんな意味があるのかということは

ほとんどの人は説明できないはずだ。実は僕らの受けてき

た教育の実態というのは、試験問題を解くために公式を覚

えて正確に計算するといった、ある種姑息なテクニックの

修練でしかなくて、その本質に触れ考えるためのアドバイ

スは何一つなかったのである。これは算数や数学だけでな

く、すべての教科で言えることだ。よく学校で習ったもの

は社会でちっとも役に立たないと言われる。そりゃそうだ

試験問題を解くためのテクニックなのだから、試験のない

社会生活で役に立つわけがない。

円周率を3として計算させるということは、円周率が3

であると教え込むのではなく、円周率から派生するさまざ

まな概念に興味を持ち、考えを巡らせるのに邪魔になりか

ねない小数点以下の計算を省略しているに過ぎない。これ

以外の教育改革として言われていることの内容も同様のポ

リシーによるものだ。

にもかかわらず、マスコミはやれ学力が低下するとか言

っている。このとき僕は、マスコミって、なんて馬鹿なん

だろうとつくづく思った。そういう小手先のテクニックだ

けを身に付ける教育を忠実に受けてきた連中だから仕方な

いのかもしれないけど、考えを巡らせることに重点を置い

た教育というのは、まぁ理解されにくいことも確かだ。し

かも、もしこれらの方針が実施されたとしても、現状の先

生と呼ばれる教師ではその楽しさを芽生えさせ、大きく育

てていくことは到底できないんじゃないかと思う。

僕は年齢順送りという制度や、いわゆる落ちこぼれに進

行速度を合わせるようなことはクソだと思っているし、ゆ

とり教育って言葉も誤解されやすいので好きじゃない。僕

が考える社会人としての最低限必要な教育というのは、た

だ単に必要な情報を集められ、それを多角的に分析し、自

分の考えをまとめられる力を養うことだ。決して緻密な計

算能力や暗記の能力ではない。そんなものはいくらでも代

用できる。もちろん、最終的な明快な答えを出すことを求

めるのでもない。実際の問題はそんなに単純じゃない。だ

からある程度自分の考えをまとめたうえで、さまざまな考

えを持つ人々と議論を重ねることが大切になる。自分の考

えを貫き通すこともあれば、他人の意見に感化されること
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もあるだろう。ここで重要なのは、議論の結果は勝ち負け

ではないということだ。議論は参加するすべての人々にと

ってプラスとなるべきものなのだ。

しかし悲しいかな現状は、議論とは名ばかりの自分の考

えを押し通すために相手の考えの揚げ足取りに終始し、非

難することが横行している。また結論をあまりにも急いで

出そうとしている。

これらの問題の原点は、明快な答えのみを求めてきた教

育にある。僕らは明快な答えに慣れてしまい、それを期待

してしまっているけど、本来それは自分たちで考え、そし

て議論することで導き出せるかもしれない、導き出そうと

するもので、それとて絶対的なものではないということを

理解しておく必要があるのだ。

■

■IT戦略会議ってまだ存続してたかな？

■

ちょっと前置きが長くなったが、何でこんなことを言っ

ているのかというと、今日の情報化社会のベクトルの先に

は、代表民主主義から直接民主主義があるからだ。これっ

て遠い未来の話ではなく、5年後に訪れてもおかしくない

ことなのだ。選挙で代表者を選んでその人に任せることに

多くの人々はうんざりしていると思う。人々に行き渡る情

報が少なく、先生にすべてを一任しますだ、という時代は

着実に終わりを迎えつつある。現在改革の柱のひとつとな

っている多くの行政機関や特殊法人／公益法人も不要だけ

ど、議員諸君もいらないんだよなあ、これが。すでに役所

が管理する住民台帳や納税に関するデータは当然のように

電子化されていて、統合はされていないかもしれないけど、

内部的にはID番号で管理されている。民間のデータベー

ス上でもそうだ。これから情報化社会をさらに進めるとい

うのなら、早く国民背番号制でも納税者番号制でもいいか

ら統一してIDカードを発行すべきで、それを基に公開鍵

システムなどの何かしらの証明システムを厳正に運用すれ

ばいい。そうなれば現時点でも政策グループや個人が法案

を立案し、最終的に電子投票で採決を行うための技術的な

問題は少ないし、立法だけでなく、行政や司法も同様の手

法でよりよいものにできる。

しかしここで問題となるのが、先に述べた個々人の考え

る力、議論し、ものごとを見極める能力なのだ。

まぁそういった意味では本当のところいつ実現できるか

わからないというか、実現してしまって大丈夫かなと不安

になる部分もあるけれど、とりあえず自治体レベルから実

際に実施していくことで個人の意識も社会の意識もたぶん

着実に変わっていくと信じている。

あっそうそう、僕は政治的な思想からこんなことを言っ

ているわけではない。単に間接的な無駄がなくなればいい

と思っているだけなのである。ただ無駄は無駄でも、直接

的な無駄、個々人のある種の無駄な消費は美徳だと思って

いる。それはその人にとっての価値観の問題だから。でも

まぁ僕にとって価値のないものがヒットしていることには

呆れてしまうけれども。

そんなわけで、まずはマスコミを過信せず、押し寄せて

くる情報を遮断し、情報飢餓状態に自分を置いてみること

をお勧めする。きっと大切なものが見つかると思う。それ

と特にテレビを見る場合、効果音の存在に注意したい。映

画やドラマ、バラエティでなら常套手段で別にどうってこ

とないんだけど、報道でこれをやられるとたまったもんじ

ゃない。内容によって声のトーンを変えるのはまだ許せて

も、無意識に作用する効果音だけは付けてほしくない。活

字、音声、映像、効果音、この順序は受け取る側がその情

報を意識的に処理できるかどうかを表している。活字はイ

マジネーションが働き、受けて側によってその感想はさま

ざまだ。しかし効果音となると、ほとんど個人差なく無意

識下でベクトルの方向を決定してしまう。シナリオどおり

のコメントが求められ、それに沿うご意見番やスペシャリ

ストも見苦しいけど、効果音でサブリミナル効果を狙った

つくりは、ほんと最悪だ。

ちなみに僕のお気に入りのニュース番組はNHKの手話

ニュース。この番組が見たくてテレビをつけるわけじゃな

いんだけど、ザッピングしているとなぜかしらこの番組に

落ち着いている。だから何時からやっているのかは知らな

い。でも主要なニュース数本をシンプルに伝えているとこ

ろが落ち着く理由だと思う。それに番組後半の連載ものが

結構奥ゆかしい。しばらくあいだみつお氏の書詩の紹介が

続いていた。最近は金田一春彦氏や戸田奈津子氏などによ

ることばに関するうんちくやウラ話を聞いた。いやぁ日々

のニュースの中で最低限知らなきゃいけないものって何な

んだろうと、しみじみと考える今日この頃だったりする。

まぁ目まぐるしく変化しているコンピュータ関連分野で

は、そんな悠長なことは言っていられない気もするけれど。

■

■ADSL導入後の僕の生活の変化

■

さてADSLを導入してから数カ月が経過した。動的なア

ドレスの割り当てが一時的に取得できないなどの些細なト

ラブルに数回見舞われたものの、総じて快調な日々を送れ
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ている。

僕の場合、基本的に24時間この通信環境下に身を置い

ているわけで、また時間にも束縛されていないので、絶対

的な利用者が少ない時間帯に主に利用するというスタイル

をとっている。このこと自体は以前のダイヤルアップ環境

でも同じだったのだけれど、結局自分のインターネットへ

の接続回線が太くなったとしても接続先のサーバや経路の

性能が向上しない限り、変えようがないのである。以前か

らインターネットバンキングやオンラインショッピングを

頻繁に利用していたが、手前の回線の増強はまったく影響

せず、接続先のサーバの処理能力にいらいらしている。

しかし、いくつか変化した部分もある。

まず1つ目は、リアルタイム証券取引システムを手に入

れたことである。これまで資産内の証券運用部分は、成り

行きでめぼしいところを物色し、塩漬けにしていたのだが、

放っておけば右肩上がりの経済に連動して資産が増えると

いう時期ではない。実際株式市場は指数を見ればわかるよ

うに低迷している。しかし個別銘柄を見てみるとまったく

動いていないというわけではないのだ。全体の売買代金が

小さく、巨額の資金を動かす投資家は必要以上に株価変動

に影響してしまうので、身動きが取りづらい状況なんだけ

ど、僕のような少ない資金のユーザーには、全体に手ごろ

で悪くない環境なのである。

というわけで、リアルタイム証券取引システムを導入し

た。やり取りするデータ量としては多くなく、ADSLの常

時接続環境の部分を活用したものといえる。専用のソフト

ウェアを使って、証券会社と接続すると、各銘柄の売買が

成立した株価だけでなく、売り買いそれぞれの株価にスタ

ックされている株数などをリアルタイム（十数秒程度のデ

ィレイはあるとおもうけど）に表示してくれる。これは売

り手と買い手の思惑が非常によくわかる。売り浴びせたい

のか、買い上げたいのか、はたまた買い支えようとしてい

るのかなど、AラインとBラインとの間で繰り広げられる

プレイヤーの動向を目の当たりにできるのだ。でもそう簡

単に予想できないのも株価で、ある傾向というものも巨額

の資金を有するプレイヤーの登場によって目まぐるしく変

化していくのである。僕のような小さな資金のプレイヤー

は、信用取引を最大限に活用したとしても、数千万円程度

の力しかない。東証一部の取引量が小さくなっている状況

とはいえ、日々7000億円以上が動いている。だからまぁ

流れに乗れるように努力するしかないのだけれど。もちろ

んほどほどにね。

次に変化したことと言えば、とりあえずダウンロードし

ておこうと思わなくなったことだ。いつでもそんなに待つ

ことなく必要なデータを取得できるから、ダウンロードし

たドキュメントやアーカイブファイルのライブラリを管理

する手間が省けた。まぁお気に入りのリンクは増えてしま

ったけど、ファイルサイズが50Mバイト以下ならインター

ネットが僕のファイルシステムの一部という思いである。

あとはそう音楽や映像のストリーミングを気兼ねなく見

られるようになったんだけど、日本ってこの分野が非常に

立ち遅れているというのを痛感する。ろくなコンテンツが

ありゃしないし、通信回線もサーバの能力も不足している

ところが多くてまともに見られたものじゃない。ａvｅｘ

ｎｅｔＴＶには早々に接続してみたものの、現状における

ストリーミングの品質は申し分ないんだけど、結局すべて

avexサウンドなわけで僕はもう若くないのかなぁ2ターン

目で飽きてしまった。で、行き着いた先は米国のインター

ネットラジオ局。それこそ24時間垂れ流すことを考えると

バラエティに富んだものでないと僕にはつらい。まぁ好み

の問題。それにしても僕の環境、いやたぶん多くの人がそ

う感じていると思うけど、日本国内のサイトより米国のサ

イトのほうが、接続品質が総じていいんだよなあ。うーむ、

何かをやろうと思ってから決裁承認され実行に移るまでの

スピードの差なんだろうね、きっと。

そういえばつい最近、民放3社がブロードバンド向け映

像コンテンツ配信事業に共同進出するというニュースが流

れていた。正確にはその事業を立ち上げるための準備会の

設立である。まぁ早い話が、本腰を入れるとなると莫大な

資本投下が必要なわけだけど、ブロードバンド向けサービ

スが金になるかどうかまだわからないし、さらにCSとか

デジタルBSとかに手を出しちゃったもののその視聴者は

どん詰まりで金もない。でも金になるとわかったときに遅

れをとりたくない、だからツバをつけておこう、みんなで

共同研究というわけだ。まぁ実際問題として、在京キー局

レベルが映像コンテンツ配信を行うとなると、それなりの

品質で、10万、100万を超えるユーザーの同時アクセスを

さばくことが求められるし、既存の技術で著作権問題など

も含めて大丈夫なのかどうかも検討する必要があることも

事実なんだけど。それにしてもデジタルBSがさっぱりだ

からなぁ。

■

■せっかくADSLを導入したのに

■

ADSLを中心に快適な日々をすごしていたのだけれど、

近々に引越しをすることになってしまった。あーあ、すべ
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て最初からやり直し、リセッション、いやリセットである。

さまざまな機関に登録している住所の変更って何でこん

なに面倒なんだろう。だいたいアクティブに利用している

もの以外覚えていない。大丈夫かな。でも少し便利だなと

思えたのは、いくつかの銀行などはインターネット経由で

申請ができるようになっていたことだ。最終的な確認のた

めに送付された用紙にサインと押印が必要な場合が多いけ

ど、それでもかなり楽だ。

さて一番の問題はADSLである。実は引越しといっても

200ｍくらいの移動で、同じ町内だったりする。もちろん

その建物はメタル回線。そしてNTTの収容局には、より

近づくことになる。だから変更届を申請すれば、これ自体

は特に問題は何もないのだけれど、別の系からの問題が浮

上してきた。

その建物の管理会社が昨今のインターネットブームにあ

やかって、いくつかの提案をしているというのだ。ひとつ

はケーブルテレビの導入。このケーブルテレビ会社はイン

ターネット接続と電話のサービスも提供している。もうひ

とつはHomePNAの導入。既存の建物内の電話配線を利

用したインターネット接続である。実は両者のどちらかを

選択しようとしているのではなく、両方導入しようとして

いるらしい。本来ならケーブルテレビの導入ですべてがま

かなえるのだが、HomePNAは管理会社の関連会社による

ものだから、どうしても導入させたいという思惑があるよ

うだ。性能と料金は、ケーブルのほうが、下り2Mバイ

ト／秒、上り128Kバイト／秒で、単体の料金は月6500円

（初期工事費1万5000円）、HomePNAは、各室内は1.0か

1.1の規格で1Mバイト／秒、上流への接続は建物全体で最

大でも2Mバイト／秒、下手をすると1Mとか0.5Mバイ

ト／秒の回線しか提供しないらしい（加入戸数が70でよう

やく0.5Mとか言っていた）。しかもその程度の回線速度し

かないにもかかわらず、無線の設備を追加して周辺にサー

ビスを提供するってなことも言っていた。価格は月2980

から3990円程度で、初期費用は2万5000円程度。

少なくとも僕にとっては、ケーブルのほうはまだしも、

このHomePNAは昨今の通信環境を考えるといただけな

い。せめて10M、あわよくば100Mバイト／秒にしてくれ

ないと。本当は理事会なんぞに行きたきゃないんだけど、

さすがに管理会社のいいようにされてしまうのは嫌なの

で、出席することにしている。

というわけで今現在、我が家の通信環境がどうなるか、

不透明な状況にある。HomePNAとADSLは規格的に同

居可能らしい（想定する通信の距離が違うため使用する周

波数帯域も異なる。HomePNAは5.5MHzから9.5MHzと

高い、その代わり数100mと通信可能距離が狭い）が、

MDFにどういう変更を加えるかわからないので、本当に

不透明なのだ。はてさて何がいいんだろうねぇ。しばらく

アナログモデムに逆戻りかも…

そういえば、最近インターネットマンションとか銘打っ

ているものもあるけど、実態はしょぼいんだろうなぁ。ま

あアナログモデムを使っていた人から見れば、大容量回線

なのかもしれないけれども。

さて、ちょっと余談が過ぎたかな。でもこのところネッ

トワークの下位層の話に終始していたので、少し箸休め。

ついでにここ最近気になっていたことをいくつか書き留め

ておこう。

■

■ramfs（メモリ内ファイルシステム）

■

チューニングというか、パフォーマンスアップのためと

いうか、ボトルネックを少しでも軽減して、システムを快

適に動作させるための手法として、以前RAMディスクを

/tmp にマウントして使う話をしたけど、このところ

ramfsが安定しているようなので、こちらを紹介しておこ

うと思う。

ramfsはその名のとおりメインメモリ内に構築されるフ

ァイルシステムで、その使用する領域は、ファイルキャッ

シュのメモリ空間の一部として動的に切り出されるように

なっている。このramfsの一番のポイントは、RAMディ

スクと違い領域サイズが固定ではなく、そのファイルシス

テムにファイルデータが書き込まれれば自動的に拡大さ

れ、削除すればこれまた自動的に解放されることにある。

つまりメモリの利用効率が非常に優れている。

デフォルトでは搭載する物理メモリサイズの半分まで拡

張できるようになっている。たとえば、256Mバイトのメ

モリを搭載しているマシンだと、128Mバイトまで利用で

きる。

ただ、このramfsはカーネル空間で動作し、消費するメ

モリ領域もその空間から割り当てることになるので、同様

の仕組みをユーザープロセス空間に実装するのと比較し

て、性能が良い（低下しない）半面、その空間サイズの影

響を受けてしまう。一般的な32ビットx86CPUの場合、

通常各プロセスのアドレス空間が4Gバイトってことはよ

く知られていると思う。

Linuxシステムでは、この空間をユーザー3Gバイト／

カーネル1Gバイトとしてレイアウトしている。つまり
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0xFFFFFFFF中の0xC0000000以降がカーネル空間で、

ファイルキャッシュやバッファを始め、その他諸々のカー

ネルドライバが使用するメモリはその空間にマッピングさ

れていなければならない。ramfsが使用するメモリはファ

イルキャッシュの一部としてカウントされるため、それ相

応の制限が生じるというわけだ。

ちなみにユーザー空間だともっと多くのメモリ領域を利

用できるかというと、そう単純なものでもない。先ほどユ

ーザー空間は3Gバイトと言ったが、この空間は完全な自

由レイアウトではなく、どのような目的で利用するかがア

ドレスごとに決まっている。たとえば、実行プログラムは

0x08048000からの割り当て、それに伴う共有ライブラリ

が0x40000000からと決められていて、ある程度自由に使

えるヒープメモリは0x80000000以降、スタックメモリは

0xBFFFFFFFから下に向かって拡大されるようになって

いる。結局本当に自由な空間は3Gバイトのうち1Gバイト

以下でしかない。

そのためメモリを多く搭載しても、プロセス空間にデー

タファイルをマッピングして処理したい場合、たとえばデ

ータベースサーバなどでは問題になっている。このような

ことは、Linuxに限ったことではなく、32ビットアドレッ

シングのすべてのOSに共通した問題だ。Linuxでは、こ

の問題を解決するためにアドレス空間のレイアウト変更や

CPUのPAE機能を使用するHigh Memoryサポートと呼

ばれる機能が実装されている。まぁ一般ユーザーには縁遠

い話で、必要なら64ビットCPU、64ビットサポート

Linuxという選択肢がすでに実用化段階にあるから気にし

なくてもいいのだけれども。

ちょっと話がそれてしまったが、そもそもramfsはファ

イルシステム上に一時／中間ファイルを作成するように実

装されているプログラムの不要な待ち時間を軽減するのが

主目的であり、電源が落ちたり、システムがフリーズした

りすれば、跡形もなく消滅してしまう運命なので、細心の

注意を払って利用しないといけない。

その昔、DOSが主流だったころ、フロッピーディスク

やハードディスクの性能や容量の問題もあって、FEPの辞

書ファイルをシステムの起動時に作成したRAMディスク

にコピーしたり、あらかじめ圧縮しておいたプログラムや

データをRAMディスクに展開して実行したりしていた人

は少なくないと思う。しかしながら、現在のようにファイ

ルキャッシュ、バッファが優秀な状況においては、そんな

用途も無用で無駄だ。まぁフロッピーディスク1枚に収ま

るLinuxシステム、とかなら役に立つと思うけど。

つまるところ一般的にramfsが有効なのは、/tmpと特

定のアプリケーションサーバプログラムに依存したキャッ

シュディレクトリであろう。/var/tmpや/usr/tmpを含

めてもいいけど、いくつかのviクローンはそこにリカバリ

ーファイルを作成するので確認したほうがいいだろう。な

お今僕が使っているvim6.0ak ALPHA版では、編集ファ

イルのカレントディレクトリにスワップファイルを作成す

るのがデフォルトの動作となっている。実はここ最近の考

え方としては、tmpなどのテンポラリスペースはセキュリ

ティ的に問題があり、消し忘れなどによる不注意も起こり

やすいので、ほどほどにしか利用されていない。だから

/tmpをメモリファイルシステムにしたからといって、必

ずしも効果があるというものでもないのである。

あと物理メモリが少ない環境、フリーのページメモリに

余裕がなく、メモリのやりくりが頻発するような環境では

利用しないほうがいい。あきらかに性能が低下する。アプ

リケーションやシステムがページメモリを必要とした時、

通常のファイルキャッシュではパージすることでメモリの

やり繰りができるけど、ramfsで消費している領域は、勝

手にパージするわけにもいかないし、この領域は当然なが

らページアウトの対象でもないからだ。でもまぁメモリが

32Mバイトの環境であっても、変な使い方をしなければ問

題ないと思われるけれども。

では実際に設定することにしよう。

まずはカーネル構成の設定。ファイルシステムの項目で

“Simple RAM-based file system support”を有効にす

る。モジュール構成にすることも可能だ。モジュール構成

にしたとしてもモジュール設定ファイルなどの修正は必要

ない。またドライバモジュールのロードは、マウントコマ

ンドの実行時に自動的に行われるので気楽に好きなほうを

選択しても問題はない。

［File systems  --->］

<*> Simple RAM-based file system support

次にマウントの設定。まぁ/etc/fstabにそのエントリを

追加するわけだけど、テストもしないでfstabに書き加え

るのは危ないので、実際には最後に行ってほしい。

●/etc/fstabに追加

none  /tmp  ramfs  defaults  0 0

ポイントは、接続元とファイルシステムタイプ。接続元

はスペシャルファイルじゃないのでnone、ファイルシステ
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ムタイプはramfsとする。オプションなどは適当に。

とりあえずテストとしては、マウントコマンドで実際に

接続して、ファイルを書き込み、そして削除してみるとよ

いだろう。マウントコマンドでは次のように実行する。も

ちろんrootの権限で。

# mount -t ramfs none /tmp

●接続状態は次のようになる（最後の行）

# mount 

/dev/ide/host0/bus0/target0/lun0/part1 on / type

ext2 (rw)

none on /proc type proc (rw)

devfs on /dev type devfs (rw)

usbdevfs on /proc/bus/usb type usbdevfs (rw)

none on /tmp type ramfs (rw)

●使用領域の状態（AlanCoxパッチカーネルを使用）

# df

Filesystem  1k-blocks Used Available Use% Mounted on

/dev/ide/host0/bus0/target0/lun0/part1

8096152  4815032  2869860  63% /

none    127504        0   127504   0% /tmp

なお単にマウントしただけだと/tmpのパーミッション

は0755と、上位のディレクトリやコマンドの実行環境設

定などの影響を受けて、既存のものとは異なっている。し

かし/tmpのパーミッションは1777が一般的だ。これを修

正する必要がある。

説明する必要はないかもしれないが、パーミッション

0755は所有者以外書き込めない。/tmpの所有者はroot。

でも/tmpには通常誰でも書き込め、それぞれの所有のフ

ァイルを消せないと困る。というわけで/tmpディレクト

リのパーミッションは1777となる。

最初の1はSticky bitといって、ファイルだとプログラ

ムのテキスト部分のスワップを許可するという古めかしい

指定だったのだが今となっては意味がない。しかし現在で

は、ディレクトリにこのビットを立てると、ファイルの所

有者のみに削除の権利を与えるという指定になる。777と

いう指定だけの場合、所有者に関係なく誰でも自由にファ

イルを削除できてしまう。それを防止するための指定であ

る。特に/tmpなどのようなパブリックスペースの場合、

この指定を忘れないようにしたい。

●パーミッションの確認

# stat tmp

File: "tmp"

Size: 0          Blocks: 0         Directory

Access: (0755/drwxr-xr-x)         Uid: (    0/

root)  Gid: (    0/    root)

●パーミッションの設定

chmod 1777 /tmp

/etc/fstabにマウントの指定を行った場合は、rc.sysinit

かrc.localあたり（ファイルの最後でいい、マルチユーザ

ー環境が実行される前であれば大丈夫）に“chmod 1777

/tmp”を追加しておくこと。ただし、初期化ファイル内

で実行されるプログラムに、root以外のユーザーで処理さ

れるものがあり、それが/tmpに何かしら書き込みを行う

必要がある場合は、きちんとrc.sysinitのローカルファイ

ルシステムのマウントの直後に追加する必要がある。僕の

RedHat7.1ベースの/etc/rc.d/rc.sysinitファイルの場合、

だいたい526行目前後がそれに該当する。今のところマウ

ントコマンドのオプション設定では、通常のディレクトリ

の場合、パーミッションを指定できないようだ。

■彷徨えるファイルシステム

以前、僕はExt2の次はReiserfsだと思い、使用してい

るという話をしたけど、それは一時撤回します。この

Reiserfs、NFSとの競合問題がなかなか解決せず、デッド

ロックを繰り返すばかりなので、使わないことにしたのだ。

で、後継をIBMのJFSとSGIのXFSの2つに見据えたん

だけど、どっちもまだまだって感じで、さらにコード以外

の部分の問題もあったりして、煮え切らない。

まぁJFSはベータ3で、XFSはリリース1.0だからXFS

の開発ツリーlinux-2.4-xfsを暇しているマシンでテスト運

用している。悪くはないんだけど、しばらくはいろんなプ

ロジェクトの動向を見てからじゃないと、30Gバイト以上

のファイルの移転はしたくないなぁという感じ。

■GCC 3.0

やっとGCC 3.0、リリースされましたね。まぁ当面は注

意して複数のコンパイラバージョンを使い分けたほうがい

いと思う。僕の環境では、5月の初旬あたりからLinuxカ

ーネルはGCC 3.0でコンパイルできるようになり、特に問

題もなく稼動しているけど、glibcではコンパイラの内部

エラーが発生するなど、まだ怪しい。特にC++のコード

は注意が必要だ。でもまぁ使ってみるに限るでしょ。
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常時接続
【じょうじせつぞく】
～がべこれ劇場「昼前の情事・接続のしたたり」～

世田谷の瀟洒なマンシ

ョン。軽く“行ってきま

す”のキスを交わし、夫

がいつものように会社へ

出かけたあと。1人で部

屋に残された美津子は、

いつものように密やかで

淫靡な儀式の準備を始め

た。儀式。それは、良き

妻を演じる日常に疲れた

美津子が、唯一のなぐさみとして覚えた背徳だった。

美津子は高まる胸の鼓動に恥じらいを感じていた。しか

し、美津子にはもうがまんができなかった。以前は、夜も

11時を過ぎてから、愛する夫と二人でつなげあっていたこ

ともあった。それは若い二人にふさわしい、ささやかな行為

であった。最近はすっかりごぶさただ。そう。まだ陽も高い

うちから営む“情事”の味を覚えた美津子には、夫との行為

は満足できるものではなくなってしまったのだ。

ふるえる指で、美津子はパソコンのスイッチを入れた。

「へへへ。奥さん。今日もつなげるのかい」美津子には、パ

ソコンのハードディスクの回転音が、あたかもそう言ってい

るかのように聞こえた。「奥さんも好きだねえ。オレもたく

さんの女と情事してきたけど、あんたほど好きな女は初めて

だよ。ひひひ」美津子の罪悪感を映すかのように、今日のパ

ソコンは饒舌だった。彼女は、その口をふさごうとしなやか

な指でパソコンのキーボードをさすり、息を荒らげながらつ

ぶやく。「……あなたはだまって私を愉しませてくれればい

いのよ」いつになく積極的な美津子に、パソコンはしばし驚

きながらも、やがて女の心の底のどす黒い欲望を察したか、

ニヤリと笑いながらBIOSのイニシャライズを終えた。「さ

あ、奥さん。お望みどおり愉しませてやるよ！」

美津子は、これから始まる情事を想像してうっとりと目

を閉じた。そのとき、パソコンにつながったADSLモデムの

リンクランプが点灯し、ブロードバンドの荒々しいパケット

の奔流が美津子の体内に流れ込むのであった。「ああ！すご

い！」「はあ、はあ。どうだい奥さん。いいかい？」

夫との夜には想像もしなかったような巨大なパケットが、

美津子のポートを通り過ぎていく。TCPセッションが外から

内へ、内から外へ……。快楽の波に埋もれる美津子に、パ

ソコンがささやいた。「奥さん。今日はちょっと違った趣向

で行こうか」えっ？　なに？　と聞き返す間もなく、パソコ

ンの毒牙が美津子を襲った。「そ、そこは違う！」

美津子が初めて味わうポートスキャンであった。背徳に黒

光りするパケットが、美津子のふだんとは違うポートを襲っ

たのだ。それも見境なく。「はあはあ。奥さん。なかなかい

いぜ」

当初はあった苦痛も、やがて快感に変わりつつあった。美

津子は新たに開かれた世界に身を任せながら、常時の世界

にのめりこんでゆく自分を感じていた。そのとき、美津子の

脳裏から、純朴な夫の笑顔はすでに消えていたのであった。

（つづく）
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予告：さらなる刺激を求める美津子は、より激しい情事の

世界へと旅立つ。次回「美津子、光の世界へ」（なお、残念

ながら Linux magazineに Linux誌初の青少年健全育成条例

が適用された場合は、次号が発行できない場合がございま

すので、あらかじめご了承ください）。

ブロードバンド
【ぶろーどばんど】
このあいだ、雑誌のブ

ロードバンド特集を読ん

でいたら「ブローダーバ

ンド環境はすこぶる快適」

などと書いた記事があっ

た。穴を掘って敵を埋め

たりとか、ヘリコプターで敵地を攻撃したりするのには、確

かに快適そうな環境だと思った。ハドソーン！　と叫ぶと速

くなるらしい。

FTTH
【えふ・てぃー・てぃー・えっち】

Fiber To The Homeの略。戦中戦後は大根めし、さつまい

もを主食にしていたことから国民の繊維質（fiber）摂取量が

多く「ファイバー大国」と呼ばれた日本も、食習慣の西欧

化により、日増しに繊維を摂る機会が少なくなってきてい

るといわれる。2000年度厚生省白書によれば、繊維摂取習

慣が薄れることによって、大腸ガンなど消化器官系疾患の

罹患率が上昇、これが医療費の増大をまねき、国家財政逼

迫の原因となっている。90年代の“失われた10年”は、便

秘に悩む日本国民がトイレで無駄に苦しんだ10年でもあっ

た（日本経済的新聞社刊『日本が臭い』より）。

これを嘆き、かつての名宰相・森嘉朗が実現に腐心した

のが、いわゆる「Fiber To The Home」（繊維質を各家庭に）

である。森内閣では、FTTH実現のため「eJAPAN構想」

（“いい排泄を日本に”構想の略）を提言。2005年度までに

1人あたり1メガトンの繊維食品摂取を義務づけるほか、す

べての家庭へのウォシュレット設置を目指すという野心的

な目標を掲げた。この提言には、首相の私的諮問機関に参

加していたソニー・出井会長の影響が少なからずあったと

されている（当時、ソニーはアグリ部門、トイレタリー市場

への進出が噂されていた）。

eJAPAN構想は、全国の下水道普及率向上に貢献すること

が期待され、年間数百億円の経済効果によりゼネコン各社

だのみの景気回復にも資すると見込まれていた。しかし、パ

ーマと毛染めに失敗した永田町の変人・小泉純一郎の登場

により、森首相は退陣。日本のFTTH実現はさらに遅れるこ

とになる。

フレッツ・ISDN
【ふれっつ・いすどん】
常時戦隊ブロバンジャ

ーに一度は破れた課金獣

イスドン。だが、ミカカ

界の神官・ミヤーヅの法

力により新たに幹部フレ

ッツ獣として蘇った。そ

れがフレッツ・イスドン

である。そのパワーは強

大であり、ミカカ界幹部・慎吾ママの“おは攻撃”とともに

ブロバンジャーを苦しめた。なかでも東京方面担当のブロバ

ンジャーレッド（実名はあえて秘す）は、イスドンの巧妙な

攻撃により、財務面での弱点を露呈してしまったのであっ

た（常時戦隊ブロバンジャー第 24話「暁に死す？！　銅線

の戦士レッド」）。だが、慎吾ママの必殺技を「おはスタ」か

らのパクリと見抜いたブロバンジャーは、渾身のDoSアタ

ックを放ちイスドンの野望をみごと打ち砕いた（第 27話

「くらえ！　勇気のDoSアタック」）。とはいえ、あれが最後

のイスドンとは思えない。人類が同じ過ちを繰り返す限り、

第2、第3のイスドンが……。

ADSL
【えいでぃーえすえる】

Asymmetric Digital Subscriber Lineの略。日本語に訳すと

“非対称デジタル加入者線”を意味し、金持ちのところには

高速な回線を、貧乏人のところには低速の回線を非対称に

提供する差別的なデジタル回線サービスのことだと思われ

る。くそっ。それでうちのADSLは 790kbpsしか出ないの

か。非対称な ADSLに対し、対称な Symmetric Digital

Subscriber Line（SDSL）という回線サービスも存在する

が、こちらは金持ちにしか利用できないような高額の利用料

金が課されるのは言うまでもない。結局、貧乏人は悲しい思

いをするのである。担当編集は飯もおごってくれないし。

「ところで今月のこのコーナー、ぜんぜん Linuxの話が出て

こなかったんですけど。いちおう、これ Linux magazineな

んで困るんですが」「えっ。そうですか？（なんだ、いたの

か） 57行目に2回も“Linux”って出てきてますよ？」「…

…そういう問題じゃないだろ。おい」
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Windowsユーザー向けのLinux解説書は、これまでにも何冊か出版されているが、多く

はネットワークでの相互運用に関するものであった。本書は、それとは少し趣きが違っ

て、Linuxの基本操作から、サーバ構築の基礎知識に大部分の章をさいている。Windows

（NT／2000）とLinuxの相互運用について具体的に解説しているのは、全10章のうち第9

章だけである。では「看板に偽りあり」なのかというと、そうではなくて、随所で

Windowsを引き合いに出してLinuxを理解するための比較対象としている。Window NT／

2000に習熟している管理者のためのLinux解説書といった構成になっているのだ。

前述のようにLinuxの基礎からサーバ構築までひと通り解説されており、インストール、

XFree86の設定、基本的なコマンドの使用法なども、かなり詳しく取り上げられている。管

理者だけでなく、Windowsユーザーのための「Linux入門書」としても使えそうな1冊である。

B ooks
マーク・ミナシ、ダン・ヨーク、クレイグ・ハント共著／株式会社クイープ訳

IDGジャパン

B5変形判／568ページ 本体価格 4286円

Windows管理者のためのLinux相互運用ガイド

形態は書籍となっているが、本書はRed Hat Linux 7.1の市販パッケージのひとつとも捉

えられる。インストールCDが2枚に、ソースCDとデキュメントCDが各1枚が付いていて、

さらにユーザー登録から15日間有効なインストールサポートが受けられるのだ。「主役」

であるオフィシャルマニュアルは、4つのオフィシャルガイド（インストールガイド、入

門ガイド、リファレンスガイド、カスタマイズガイド）をまとめて書籍化したもの。アプ

リケーションやフォントの代わりに印刷されたマニュアルが付いてくるというわけである。

実をいうとオフィシャルガイドはHTML形式でドキュメントCDにも収録されている

（つまり通常のパッケージにも含まれている）のだが、やはり本の形でまとまっている

ほうが作業中に参照する際など、なにかと重宝するはず。これからRed Hat Linux 7.1の

購入を考えている方は、本書も候補のひとつとして検討してみてはいかがだろうか。

Red Hat, Inc. 著／レッドハット株式会社訳

インプレス

B5変形判／808ページ／CD-ROM4枚付き　　　　　　本体価格 6200円

Red Hat Linux 7.1 オフィシャルマニュアル

Linux magazine Booksの第5弾はセキュリティ本。セキュリティについて体系的に捉

えられるよう、幅広いトピックを網羅する構成になっている。ひと通り内容を紹介して

おくと、パケットフィルタリングの設定方法（ipchainsおよびiptables）、パスワードな

どLinuxサーバ側での基本的なセキュリティ設定、inetd／xinetdによるアクセス制限、

SSHを使った安全な通信、各種セキュリティツールの導入と基本設定となっている。ツ

ールとしては、Nessus、swatch、Tripwireを取り上げている。

本誌でも5月号の特集を始め、カーネル2.4の新しいセキュリティ機能の紹介など、折

に触れてセキュリティに関連する話題を取り上げてきたが、重要なテーマだけにじっく

りと腰を据えて取り組みたいという方も多いことと思う。まずは、本書でLinuxで実現

できるセキュリィ対策の基礎を学んでみてはいかがだろうか。

清水正人著

アスキー

A5判／204ページ 本体価格 1800円

Linuxセキュリティ入門
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24時間集中講座
Qtプログラミング

コンピュータ・ハッカー達の仕事ぶりは、芸術家や音楽家などの創作活動に似た面があ

ると思う。表現手段こそ違うが、その原動力となっているのは一種の「情熱」である。ま

た彼らは、基本的に自らの仕事の成果に対して経済的な見返りを求めてはいないし、時間

的な制約に縛られることもない。そこに見られる価値観は、近代以降の資本主義社会で育

まれてきた勤労の精神とか職業倫理とはまったく別のものだ。本書では、こうしたハッカ

ー達の精神をより大きな視点で捉え、歴史的な意味や社会への影響といった面も考察して

いる。サブタイトル（原書ではメインタイトル）は、資本主義社会における労働の価値と

宗教的倫理観の相関について考察したMax Weberの有名な論文『プロテスタンティズムの

倫理と資本主義の精神』のもじり。なお、著者はフィンランド生まれでヘルシンキ大学の

教授である。その縁もあってか、Linus Torvaldsが本書のプロローグを執筆している。

ぺッカ・ヒマネン著／安原和見、山形浩生訳

河出書房新社

四六判／256ページ 本体価格 1600円

リナックスの革命─ハッカー倫理とネット社会の精神

B o o k s

ダニエル・ソーリン 著
株式会社アットコム 訳

ピアソン・エデュケーション

B5変形判／448ページ

本体価格3800円

OpenSSH セキュリティ管理ガイド

新山祐介／春山征吾著

秀和システム

A5判／376ページ

本体価格2500円

squid 2
プロキシサーバの設定・運用・管理

矢吹道朗 監修
長岡秀行 著

テクノプレス

A5判／272ページ

本体価格2600円

Rubyを256倍＋使うための本
赤玉制覇編・場外乱闘編

Rubyを256倍使う会 著

アスキー

B5判／272・264ページ

本体価格1800円
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モルモットを飼い始めて、そろそろ2年に

なります。モルモット君が家に来たときは手

のひらに収まるぐらいの大きさで、ものすご

いスピードで部屋の中を駆け回っていまし

た。あれから2年、すくすく育った彼は、担

当の友人たちに「これって、ウサギ？」と

言われてしまうほどの大きさになり、動きも

すっかり鈍くなってしまって、本当にウサギ

っぽい……。実は、ウサギの突然変異なんじ

ゃないか？ と最近疑っている担当です。

ADSL常時接続への道
Linuxを始めて約1年。主に、業務で

使用しているのですが、やはり自宅に

も常時接続サーバを立てたくなりまし

た。そこでADSLサービスが利用でき

るかどうか調べてみたら同一市内でも

私が住んでいる市の西部ではADSLが

まだ使えませんでした。CATVはある

のですが、プライベートアドレスを

DHCPで割り振る方式なので外部に公

開できません。今さらフレッツ・ISDN

もどうかと思うし……。

中途半端に田舎に住んでいる人は、

私と同じような悩みを持っているかも

しれませんね。結局ADSLがカバーさ

れるまで待つことにしました。夏くら

いにはカバーされるそうです。

（松嶋喬史さん）

毎号楽しみにしてます ついにADSL

の導入にこぎつけました。来週（6月

の上旬）にサービス開始です。

Linux機（といってもハードディスク

の取り替えですぐ変身！）への接続は

もう少しこなれてから。いまは、一応

「速くなったこと」と「いつでも使える」

点を嫁さんにアピールすることに専念し

たいです。→　初期費用がオイラの財

布か家計かの分かれ目なもんで（必死）。

Linuxの接続はバックナンバーを見て

がんばります。上手く設定できること

を祈っています！（結局はL i n u x

magazineと神頼みです）これからもよ

ろしくお願いいたします！

（金田栄治さん）

こちらこそ、よろしくお願いいたします。

Linux magazineの読者の方の中にも

ADSLで常時接続されている方が、ずいぶ

ん増えてきたようです。金田さん、奥様へ

のアピールとインターネット接続は上手く

いきましたでしょうか？

Linuxはお金がかからないとはいうもの

の、趣味には何かとお金と（もちろん、

Linux magazine購入費も！？）時間が

かかってしまいますよね。パートナーの理

解が必須ですね。皆さんはパートナーの理

解を得るためにどんな工夫をされているの

でしょうか？

夏が待ち遠しいですね。＞　松嶋さん

RPMパッケージの達人
7月号から始まったRPMパッケージ

開発講座は、よかったです。RPMパッ

ケージを使用する頻度が高い割に、実

際のところほとんど理解していません

でしたので、これを機に理解して有効

に使いこなせるようになりたいです。

（伊藤真和さん）

新連載「RPMパッケージ開発講座」は

ご好評いただいております。担当もRPM

パッケージの必要最低限な部分しか覚えて

いないので、「RPMパッケージ開発講座」

はとても助かります。でも、担当は欲深く

ないのでRPMパッケージは使いこなせるよ

うにならなくてもいいです。「RPMパッケ

ージ開発講座」が辞書となって担当を支え

てくれるなら……。え？　甘い？

初心者の苦悩
Power Linux Userになるにはどのよ

うな方法がよいのでしょうか？　現在

市販されている本等では初級クラスの

本と、上級クラスの本に集中している

ような気がしています。（私の本の探し

方が悪いのかも ^^; ）結局Linuxを

PCにインストールしてもそれから何を

したらよいのやら、どの方向に向かっ

ていっていいのやら、わからなくなり、

ついにはLinux PCの電源すら入れなく

なってしまうのではないのかという不

安が募ります。

できれば、このようなLinux初心者へ

の愛の手をLinux magazineを通して
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さしのべてください。

（道を忘れたLinux初心者さん）

「Linuxを使えるようになりたい」から

「こんなことをLinuxでやってみたい」とい

うように、具体的な目標を作れば、道が見

えるのではないのでしょうか。具体的な目

標があってこそやる気が持続するものです。

なぁんて書いちゃってる担当も、愛の手

が欲しいぃ～と助けを求めて止まない一人

です。だって、何か始める度に、第一歩か

らぬかるみにはまってしまうんですもん。

やっとの思いで抜け出せたかと思うと、金

網のはずれた排水溝にタイミングよく落ち

て、ようやく抜け出せたときには、大幅に

進路がずれていることに気づく……。始め

からくたくたです。でも最初のこの時期を

抜ければ、あとはしばらくスイスイいけま

すよ。きっとね。いや、そう信じましょう。

Linux magazineでは、初心者の方にも

わかりやすい誌面づくりを心がけています。

これからもぜひ、参考にしてくださいね。

SMBとNFSの間柄
Linux同士でのディスクの共有はどう

やったらいいのでしょう？　どうやっ

てもできないのです……。Windowsと

はSambaで共有ができたのですが、ど

うしてもLinuxからはサーバが見えませ

ん。LinuxとWindowsばかりではなくて、

Linux同士での活用の“基本的”な（た

ぶんわかり切っている、みんな知って

いる）ことも紹介してくれると助かる

のですが……。簡単すぎますか？　で

もわからない人間もここにはいます。

（坪井邦仁さん）

いえいえ、疑問に思われる気持ちわかり

ます。WindowsとLinuxのファイル共有

のことについては、いろいろ記事があるの

に、Linux同士ということになると、記事

はほとんど見当たらないですものね。

Linux（Linuxに限らずUNIX系のOSは

すべて）は、ネットワーク上でNFSという

プロトコルを使 っています。 一 方

Windowsは、SMBというプロトコルを使

っています。両者が会話をするとき、

LinuxでSMBプロトコルを使えるようにす

るためのソフトがSambaです。反対に、

NFSプロトコルをWindowsで使えるよう

にようにするためのソフトもあります。し

かし、現在はLinuxがWindowsに合わせ

る形でSambaを使う方が一般的です（研

究所などUNIX系のOSが多く存在する環

境では、WindowsがNFSに合わせること

も多いようです）。

ほかには、Windowsでも、Linuxでも

気軽に使えるFTPを使うというのもよいで

しょう。いろいろと試してみてはいかがで

しょうか？

ピラニア編集部？
Linux magazine for beginners購入

しました。FMVのDESKPOWERに、

入れました。でもCOM1を認識してく

れませんでした。OSSの設定も失敗し

ました。初心者を脱皮できないまま、

Linuxを使いこなすという夢が潰えてし

まった（とほほほ）。こうなったらプレ

インストール機を入手しよう！　

ということで、編集部に転がってる

（うっ、失言。カットして）動作確認

用の古い機種をゆずってもらえないで

しょうか？

（千葉康広さん）

「Linux magazine for beginners」

をご購入いただきありがとうございます。

その後、設定は上手くいきましたでしょう

か？　編集部に転がっているマシンですか

……。ごめんなさい！　編集部に転がって

いるマシンにまともなものはないんです。

なぜなら、古いマシンであろうと、新しい

マシンであろうと、役目が終わったマシン

は、お腹をすかせたピラニアがいる川に、

放り投げた肉の塊のように、あっという間

に各編集部員のマシンの中に、組み込まれ

てしまうからなのです。Linux magazine

編集部の特性というものなのでしょうか？

どうか、ご了承くださいませ。

検索システム
「隠喩としてのコンピュータ」にあ

るように、これからは大量に溢れるデ

ータの中からいかに的確なデータを探

すか、ということがすごく必要になって

くると強く思います。Linuxの設定とか

で、うまくいかないときWebで検索す

るけど、必要なデータを見つけるのは

すごく難しいし、もどかしいですから。

就職活動をしていて、このような検

索システムの開発がしたい、とか言っ

ていたのですが、どうなることやら、

って感じです。どこの部署に飛ばされ

るかわかりません。Linus氏みたいに好

きなことを会社でもさせてもらってる

ってすごく羨ましいです。

（星野美保さん）

担当が就職活動をしていたときに、「社

会人になるにあたって、あなたに足りない

と思うところは何ですか？」と面接官の方

に質問されたので、迷わず「わりきること

です」と答えたところ、面接官の方々に大

笑いされてしまいました。担当は、大まじ

めに答えたつもりなんだけどな……。

星野さん、希望の部署に入れるといいで

すね。違う部署に決まってしまったら、そ

こは「わりきり」で乗り切ってください。

ガンバレ！
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Turbolinux Workstation 7(Monza) Beta
のインストール

付録CD-ROMに収録した

本誌付録CD-ROMのTurbolinux Workstation 7(Monza) Betaは正式版リリース前

のベータ版です。非商用ソフトだけが含まれており、ターボリナックスジャパン

株式会社からサポートを受けることはできません。Turbolinux Workstation

7(Monza) Betaのフィードバックは、（http://the.turbolinux.co.jp/bugzilla/）で受

け付けております。不具合など発見されましたらぜひお知らせください。

また、CD-ROMのメディアに不良があった場合は、お手数ですが住所、氏名を明

記のうえ（linux-cd@ml.ascii.co.jp）宛にご連絡くださるようお願いいたします。

1
2

インストールの前準備
これからTurbolinux Workstation 7(Monza) Betaのインストールを始めます。

多くのネットワークカード、ビデオカード、モニタは自動認識されますが、自動認識
されない場合に備えて、あらかじめハードウェアのマニュアルなどを用意しておくとイ
ンストール中にあわてなくてすみます。
また、レスキュー用のフロッピーを作成するために、空のフロッピーを1枚用意して
おいてください。CD-ROMブートができないマシンを使う場合は、インストーラ起動
用のフロッピーも用意します。

ブートフロッピーの作成
CD-ROMブートできないマシンにTurbolinuxをインストールする場合は、以下の

手順でブートフロッピーを作成します。
まず、Windowsマシンに付録CD-ROMのDisc 1と空のフロッピーディスクをセッ
トします。次に、エクスプローラを使ってCD-ROMの［DOSUTILS］を開き、
［BOOT］をダブルクリックします。するとDOS窓が立ち上がるので、［Enter］をタ
イプしてインストーラ起動用のブートディスクを作成します。

3
インストーラの起動と使用言語の選択
CD-ROMやブートフロッピーをセットしてマシンを起動すると、Turbolinuxのイン
ストーラが起動します。［boot:］プロンプトが表示されたら、［Enter］を押します。し
ばらくすると、使用する言語の選択場面に切り換わるので、［↓］キーで［Japanese］
を選択し、［Tab］キーと［Enter］キーを使って［OK］を押します。しばらくすると、
Xを使ったグラフィカルなインストール画面が表示されます。
なお、［boot:］の箇所で［text］と入力して［Enter］を押すと、テキストベースの
インストーラが起動します。また、インストーラがグラフィカルな画面の表示に失敗し
た場合は、自動的にテキストベースのインストール画面が起動します。
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4
5
6
7

インストールクラスの選択
本誌に収録したインストーラでは、この場面で［標準インストール］のみを選べま

す。［Turboインストール］と［アップグレード］を選択できないのは、CD-ROMの
不具合ではありません。このまま［次］を押して、次の場面に進みます。

キーボードとマウスの設定
使用するキーボードタイプをプルダウンメニューで選択します。たいていのキーボー
ドはプルダウンメニューに含まれていますが、Sunのキーボードなど特殊なものを使う
場合は、［詳細設定］タブで画面を切り替えて、キーボードタイプを選択します。キー
ボードを選択したら、［ここで選択した設定をテストしてください］の欄でキーボード
入力をテストします。［Shift］キーを押しながら［1］、［2］、［3］を押して、キーボ
ードの刻印どおりの記号が表示されたら、キーボードの設定は成功しているでしょう。
次にマウスを設定します。使用するマウスタイプをプルダウンメニューから選択しま
しょう。

パーティション作成ツールの選択
Turbolinuxのインストーラには、パーティションを作成するためのツールが2つ用

意されています。［自動パーティション設定］を選択すると、既存パーティションの削
除後にTurbolinux用のパーティションが自動で作成されます。
［TFDisk］ではグラフィカルな画面で手動でパーティションを作成します。
ここでは［TFDisk］を選択してインストールを進めます。

パーティションの作成
Turbolinuxのインストーラでは、Linuxシステム用パーティション［/］とSwapパ
ーティションのほかに、Linuxカーネルを格納する［/boot］パーティションの作成が
推奨されています。以下は、それにしたがって3つのパーティションを作成した例です。
まず、ハードディスクの空き領域をマウスでクリックして［パーティションの追加］
を押します。すると、ダイアログ画面が別に開かれるので、

パーティションタイプ 容量 マウントポイント
Swap マシンが搭載するメモリの1～2倍 なし
Linux ext2 64Mバイト /boot
Linux ext2 3Gバイト以上 /

の3つのパーティションを作成します。［/］パーティションには、新しく選択項目に追
加されたext3ファイルシステムを選択してみるのもおもしろいでしょう（ReiserFSと
JFS FSは選択できません）。このあと作成したパーティションをフォーマットします。
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9
10

ネットワークとタイムゾーンの設定
TurbolinuxをDHCPサーバからネットワーク情報を取得する環境で使う場合は、

［DHCPを使用して設定する］を、DHCPサーバのない環境で使う場合は［DHCPを
使用して設定する］のチェックをはずして、IPアドレスなどのネットワーク情報を入
力します。なお、この場面ではダイヤルアップ接続の設定はできません。
次にタイムゾーンを設定します。デフォルトでは日本時間がセットされているので、

たいていのユーザーはタイムゾーンを設定する必要はありません。［システムクロック
でUTCを使用］は世界標準時に合わせるためオプションです。Windowsなどと共存
させる場合は、このオプションをはずしておくのがよいでしょう。
Turbolinuxのインストーラでは新たにNTPを設定できるようになりました。NTP

を使ってマシンの時刻を設定する場合は、［タイムサーバー］タブをクリックして使用
するNTPサーバを入力します。

8
ブートローダLILOの設定
ブートローダLILOのインストール先を選択します。TurbolinuxをWindows 9x／
Meと共存させる場合は、［LILOブートレコードをインストールする場所］に
［/dev/hda マスターブートレコード（MBR）］を選択します。Windows NT／
2000の場合は、［LILOのインストール］からチェックをはずします。
いずれの場合も、必ず［ブートディスクを作成する］をチェックしてください。特

にWindows NT／2000と共存させる場合は、あとで作成するブートディスクがない
と、Linuxを起動できません。

ユーザーアカウントの作成
ユーザーアカウントの作成
まずはLinuxの管理者用ユーザー（ログイン名はroot）のパスワードを設定します。

［rootパスワード］と［確認］に同じパスワードを入力します。［確認］欄の右側に
「確認しました」と表示されれば設定は成功しています。
次に、メールの読み書きなどを行う一般ユーザーを作成します。まずは［ユーザー

作成］タブをクリックして画面を切り替えます。［ユーザー名］に一般ユーザーのログ
イン名を入力して、［パスワード］と［パスワード（確認）］に一般ユーザー用のパス
ワードを入力します。［パスワード（確認）］の右側に「確認しました」と表示された
ら［追加］を押し、さらに［次］を押して次に進みます。

11
インストールタイプの選択
インストールするパッケージグループを選択します。各グループを選択すると、その
グループの説明が下の欄に表示されます。ここでは、［すべて］を選択してインストー
ルします。［すべて］を選択した場合は、ハードディスクを約2.5Gバイト消費します。
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12
13
14
15

モニタとXの設定
使用するモニタが自動認識されなかった場合は、リストの中からモニタを選択しま

す。使用するモニタがリストにない場合は、［製造元］から［Generic］を選択して、
モニタのマニュアルを参照しつつ［モデル名］から無理のない解像度のものを選択し
ます。液晶モニタの場合は［Laptop Display Panel］から選択します。
次にXを設定します。ほとんどのビデオカードは自動認識されるでしょう。ひとまず
インストーラが自動設定した［デスクトップカラー］と［デスクトップサイズ］のまま
で、［この設定をテストする］を押してXの表示をテストします。表示に成功したら、
Turbolinuxのデスクトップ画面が表示されるので、表示される質問に［はい］と答えて
テストを終了します。テストに失敗した場合は、［Xの設定を行わない］をチェックして、
インストールを終えてからturboxcfgを使って、じっくりとXを設定してください。
なお、［グラフィカルログインの使用］は、Xの表示テストに成功した場合のみにチ

ェックしてください。［グラフィカルログインの使用］をチェックすると、Linuxの起
動後にグラフィカルなログイン画面が表示されます。

サウンドカードの設定とパッケージインストール前の確認
サウンドカードが自動認識されたら、［Load driver now］を押して、次に進みま

す。自動認識されない場合は、そのまま次に進みます。
［詳細情報］タブをクリックすると、ここまでの設定情報を確認できます。設定情

報を変更する場合は、［戻る］で該当画面まで戻って再設定します。［インストールの
準備ができました］で［次］を押すとパッケージインストールの確認を求めるダイア
ログが表示されます。［OK］を押してインストールを始めましょう。

パッケージのインストール
［インストールタイプの選択］で［すべて］を選択した場合は、パッケージのイン

ストールが終わるまでに、128Mバイトのメモリを搭載したAMD K6-Ⅱ/350MHz
マシンで約60分かかります。画面の下段にある［詳細を表示］を押すと、インストー
ル中のパッケージ名などより細かな情報が表示されます。
パッケージインストールの途中で［アプリケーションディスクを挿入してください］

というメッセージが表示されたら、付録CD-ROMのDisc 2をセットしてインストー
ルを続けて下さい。
パッケージのインストールが終了すると、追加パッケージのインストールに進みます
が、本誌付録のCD-ROMには追加パッケージを収録していません。［追加パッケージ
のインストールをスキップする。］をチェックしたまま次に進みます。

ブートディスクの作成
Linuxをハードディスクから起動できなくなった場合などに備えて、レスキュー用の
フロッピーディスクを作成します。空のフロッピーディスクをセットして、［次］を押し
てください。
フロッピーディスクの作成が終わるとインストールは終わりです。［完了］を押し、
CD-ROMとフロッピーディスクを抜いてください。お疲れさまでした。
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